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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　命を稼ぎなさい、と魔女は言った。

「俺達になにをさせるつもりだ」と尋ねた俺に対して、奴やつはそう答えた。それだけが貴方あなた達の救われる唯一の道よ、とも。……そんな馬鹿な話があるだろうか。

　生あい憎にくと〝命〟とやらを稼いだことはない。十六年余りの人生で一度もだ。

　せいぜい短期のアルバイトで小銭を稼いだことがあるくらいで、それだって〝命〟などという不鮮明な代物ではなく、価値も使い道も確かな金銭だ。

「命を奪え」と言うならまだ理解も及ぶが、「命を稼ぐ」となると想像もつかない。

「難しく考える必要はないわ。ひとまずは十年でいい。私のために命を稼いで頂戴」

「十人の間違いだろ」

「命は平等ではないのよ。実際に自分の手で稼いでみれば、自おのずと理解出来るようになるはずよ。頭ではなく、お腹なかでね」

　命は一人に一つずつ。無くしてしまったら死んでしまうのだから、何よりも大切にしなくてはならない。小学の頃、俺は道徳の授業でそう習った。あの時の教師の言葉が嘘うそだとは思わないが、魔女の言葉には嘘と撥はね除のけられない真しん実じつ味みがあった。

　とかく魔女は〝命〟を求めていた。だから俺もそれを求めざるを得なかった。

　魔女と契約を交わしたあの日、十六年で培った道徳観念はあっさりと崩れ去ったのだ。

　命を稼ぐ労働者となって約二ヵ月。魔女の言う通り、俺はすでに理解している。




　──俺の命はあと、百六十八年と三十八日、七時間十六分五十九秒。




　五十八、五十七、五十六……。

　腹に蓄えた《命の時間クレジツト》は、数えた傍そばから一秒一秒零こぼれ落おちて逝く。瞼まぶたの裏に焼き付いたデジタルクロックは、刻一刻と死に向かっている。

　ヒトが命の実感を持てない理由は、その不確かさにこそあるだろう。姿形の無いモノに価値を見み出いだすことは難しい。だからこそ魔女は、俺達に新たな価値観を植え付けた。

　いや、正確にはその存在ごと全くの別物に作り変えたと言っていい。

　飢えを耐え凌しのぐために狩りをする。ローンを返済するために日銭を稼ぐ。そんな動物的で俗物的な生き物に。

　あの日から俺は今を生きるためではなく、死なぬために息をするようになった。

　今日も俺は、命を繋つなぐために命を稼いでいる。

　だって俺は、──そういう『怪物』なのだから。






一章　アオいハルの憂鬱






　夜闇を殴り飛ばすような爆発だった。

　荒廃した路地の一角に突如として咲いた爆炎は、人一人を包み込むほどに膨れ上がり、確かな熱を帯びた爆風が錆さび付ついた空気を一息で撥はね除のけた。

　女はボンネットの上に仰あお向むけになっていた。望んでそうしていた訳じゃない。つい先程まで女は、四人組の暴漢に襲われていた。仕事帰りの路上でいきなり車の中に押し込まれ、街灯一つ無い路地の空き地で降ろされた。「ここは俺達のお気に入りの場所なんだ」と男の一人が言った。「ここなら誰の邪魔も入らない」と。

　そう言った男は今、アスファルトの上で白目を剥むいて、仰向けに倒れている。男の衣服は正面から焼け焦げていた。つんと鼻を突く火薬の臭いが、煙と共に漂っている。

　一体なにが起こったのか。女は、記憶を辿たどるようにして首を動かした。

　まず暴漢達の姿が目に入った。先程まで彼らは仲間内でゲームでも愉たのしむかのように、女が必死で抵抗する様を眺めていた。弱肉強食の頂点にでも立ったつもりでいたのかもしれない。それが今では女と同様、非現実的な光景を前にぽかんと立ち尽くしている。

　それから、チャリンチャリン、と跳ね回る音にも気付いた。

　地べたに転がった男の周囲には、幾枚の〝銀貨〟が散らばっていた。財布の中身でも飛び散ったのだろうか。すると、視界の隅で『ピュゥ』と口笛が鳴った。まるで銀貨が跳ね回るのを歓迎するかのような、上機嫌な口笛だった。皆の視線が一点に注がれる。

　ヘッドライトの死角が生み出した陰の中に、その人影は立っていた。

　女は、ほんの数秒前のことを思い出していた。それが現れた時のことだ。

『コンバンワ。こんな時間に集まって、今日は誰かの誕生日なのかな？』

　犯罪行為の真まっ只ただ中なか、不意に割り込んで来たのは男の声だった。壁一枚隔てているようなくぐもった声だ。その人影はいつの間にか、路地の暗がりに佇たたずんでいた。

　予期せぬ闖ちん入にゆう者しやを暴漢達が歓迎するはずもなく、男の一人が人影に詰め寄った。

「見りゃ分かるだろ、取り込み中だ。分かったらさっさと消えろよ」

　爆発が起きたのは、その直後だった。人影と男の間で突如火の玉が弾はじけ、男を吹き飛ばしたのだ。人影の方は爆風に煽あおられながらも、口笛を吹き、平然と今もそこに立っている。

　タネも仕掛けも分からないが、その人影がなにかをしたと推測するには十分だった。

「っ、お前、一体なにしやがった！」

『いい余興だったろ。折せつ角かくだから、キャンドルでも灯ともしてやろうと思ってよ』

　人影の挑発的な態度を前に、暴漢の一人がナイフを取り出した。暴力を振るうことには慣れているのだろう。自分達に敵意を向ける人影に対して、男に躊躇ためらいはなかった。

「ふざけやがって！　手品かなにか知らねえが、ぶっ殺──ぶ、ぎゅ」

　言い終える前に、男の顔面が蹴り飛ばされた。男は三百六十度きりもみ回転しながら吹っ飛んでいき、スクラップの山に突っ込んだ。一切容赦のない鮮やかな飛び蹴りだった。

　人影は、男と入れ替わるように女の目の前に降り立った。いや、元人影だ。

　春もじき過ぎようかというこの季節に、その男は小豆色のコートを羽織っていた。

　肌色を覗のぞかせた部分と言えば喉元くらいのもので、それ以外にはなにかしらの装飾を身に着けていた。グローブにブーツ、そして頭に被かぶせたフード。初めその表情が見えないのはフードを被っているからだと思っていた。だが、違った。

　男は、──〝仮面〟を被っていたのだ。

　鮫さめの歯列を思わせるギザギザ歯の装飾が施された鉄仮面で、眼がん孔こうからは白い光が覗いている。ヘッドライトが暴き出した異様な姿に、女は思わず「ひっ」と悲鳴を上げた。

『おいおい、他ひ人との顔を見てその反応はねえだろ。こんな恰な好りでも傷付くんだ』

「……す、すみません」

　女がそう口にすると、仮面の男はクツクツと笑った。

　彼は手を差し出してくれるが、その手を取っていいものか判断に困った。彼の顔には、というより彼の被った仮面には心当たりがあった。彼が善人である保証はどこにもない。

　女が逡しゆん巡じゆんしてる間に、仮面の男は諦めた素振りで手を引っ込めた。

　直後、ガツン、と鈍い音が響いた。暴漢の一人が仮面の男の後頭部を殴ったのだ。

　仮面の男がふらりとよろめき、鉄パイプを手にした男の姿が続いて見えた。

　またしてもチャリン、と銀貨がアスファルトに跳ねる。それは仮面の男の頭部から弾はじけたように見えた。まるで血ち飛沫しぶきのようだ、と女は思った。仮面の男は朦もう朧ろうとしているのか、殴られた後頭部を押さえながらも、まず、地面に落ちたその銀貨に手を伸ばしていた。

　これは好機と、無防備な彼の頭上に再び鉄パイプが振り下ろされる、が。

『デリケートだって、言ってんだろ』

　仮面の男は、あっさりとその凶器を片手に掴つかみ取とった。焦りの色が男の顔に表れる。仮面の男は立ち上がると、男の腕を捻ひねり上げ乱暴に蹴飛ばした。それから奪い取った鉄パイプを放り捨てると、手の内がよおく見えるように両手を開いてみせた。

　彼が拾い上げた銀貨は、すでにそこには無い。

『俺は手品師じゃないが、そんなに見たいってんなら仕方ねえな』

　そしてパチンと指を鳴らした直後、男のポケットが爆発した。

　懐で途端に膨れ上がった爆炎に呑のみ込こまれ、男は「ぶぐっ」と潰れたような悲鳴を上げた後、銀貨を撒まき散ちらしながらドシャリと崩れ落ちた。

「ひぃ、化け物……ッ！」

　そこでようやく事態の深刻さに気付いたのだろう。残った最後の一人は、仲間を見捨てて一目散に逃げ出した。仮面に灯ともった真っ白な眼まな差ざしは、その背に向いている。

『タダで降りようったってそうはいかねえ』

　仮面の男は、キンッ、と一枚の銀貨を弾はじき出した。

　クルクルと回転しながら宙を駆けた銀貨は、やがて男の背中に追い付くと、仮面の男が指を鳴らすのに合わせて、爆発した。前につんのめるようにして吹き飛んだ男の背中からは、やはり幾枚の銀貨が弾け飛んでいた。

　まるでアクション映画の舞台に立っているかのようだった。テレビの中でしか見たことがなかった世界に、エキストラとして出演しているような感覚だ。

「なんだってんだよ畜生、一体……なにが」

　そういえばまだ一人残っていたな、と仮面の男が振り返る。

　声を漏らしたのは、顔面を蹴り飛ばされスクラップの山に激突した男だった。鼻が折れているのか、鼻から顎にかけて血が流れ落ちている。だが、銀貨は一枚も零こぼれていない。

　きっと爆発していないからだ、と女には思い当たった。

『無事でなによりだ。伸びてる奴やつをボムるのは流石さすがに気が引けるからな』

「……はぁ？　っ、ボムって……ちょっと待てよ！」

『こっちも仕事なんだ。まあ、カツアゲにでも遭ったと思って諦めてくれ』

「待ってくれ。金ならやる、財布ごとやる！　だから」

　尻餅をついた格好で懇願する男に、仮面の男は一歩二歩と歩み寄って行く。どこから取り出したのか、彼は数枚の銀貨を手の内で弄んでいた。

『本気にするなよ。そういうことじゃない』

　仮面の男は男の胸倉を両手で掴つかみ上あげると、そのまま宙に吊つり上あげた。

「……頼む、命だけは！」

『金はいらない。俺が欲しいのはてめえの〝命〟だけだ』

「やめ──」

『ボンッ』と仮面の男が口で鳴らすのと同時、ボンッと灼しやつ火かが膨らみ爆はぜた。

　男は宙に打ち上がり、弧を描いて地上に落下する。そしてその軌跡をなぞるように銀色の橋が夜空に架かり、ジャラジャラと銀貨の雨が降ってきた。

　降り注ぐ銀貨を迎え入れるように立った彼の後ろ姿は、この世界から酷ひどく浮いて見えた。




　──ねえ、知ってる？　最近この街に現れるっていう『カツアゲ仮面』の噂うわさ。

　──カツアゲって、そういうの今でもあるんだ。

　──それが普通のカツアゲじゃないんだよ。カツアゲ仮面が奪うのはね、ヒトの命。

　──それってただの人殺しじゃないの？

　──襲われた人が言うんだから間違いないよ。カツアゲ仮面に命を盗とられた、ってね。




『さあて、今日の収穫のほどはっと』

　倒れ伏した暴漢達には目もくれず、女にも背を向け、カツアゲ仮面はアスファルトに散らばった銀貨の前に屈かがみ込こんだ。それこそがなによりも優先されることなのだ、と。

　しかし、すぐに彼は大きく溜ため息いきを吐ついた。『あー、クソ』と舌打ちもした。

　彼が手に取った一枚の銀貨は、半分に欠けていた。他の銀貨もそう。焼け焦げていたり粉々になってしまっていたり。それらはやがて、灰となって風に溶けていく。

　恐らくは、彼の爆弾が銀貨をも砕いてしまったのだ。

　現金輸送車を襲うのにダイナマイトを投げつける強盗はいない。大切な積み荷まで木こっ端ぱ微み塵じんにしてしまっては元も子もないからだ。それでも、やるしかなかった。

　彼の呟つぶやきは、そういうどうにもならない不条理に対する嘆きのように感じられた。

　カツアゲ仮面は落胆に肩を落としながらも、浮浪者のように屑くず山やまを漁あさっている。

「あのぅ」女は少し迷った末に、その背に声をかけた。

「……助けて頂いて、ありがとうございました。その、カツアゲ仮面、さんですよね？」

『「さん」はいらない。それに礼もいらない。あんたはただツイてただけだ』

　彼は女に目を向けると、僅かに顔を逸そらした。その原因にはすぐに思い当たった。女は暴漢に襲われた際に乱れた衣服を整えつつ、言葉を続けた。

「それでも、あなたが来てくれなかったら、今頃どうなっていたか」

『そうだな。時すでに遅し、ってこともある。まあ、その辺の判断はあんたの自由だ』

　彼はそう言って、灰と銀貨とを振り分ける作業に戻った。目的はあくまで銀貨なのだ。

　このまま立ち去ってもよかったのだが、好奇心が恐怖心に打ち勝った。以前同僚から聞かされた都市伝説が目の前にいる。ただ別れてしまうのは惜しい、と思ったのだ。

「ところでそれ、一体なんなんですか？」

『それ？　ああ、これな。チップだ』

「チップって、運転手とかホテルの人に渡す、あのチップですか？」

『ギャンブルとかで掛け金の代わりに支払う、あのチップだ』

　冗談なのかそうでないのか。彼の表情は表に出ないから分からない。

　そこで、パトカーのサイレンが聞こえた。距離は遠いが、こちらに近づいて来るようだった。彼は厄介そうに舌打ちすると、コートに付いた煤すすを払って立ち上がった。

『時間切れか』そう呟いた彼の手のひらには、両手いっぱいに銀貨が載っていた。

　一体どうするのかと見ていると、彼はそれを、口の中へと放り込んだ。ただの装飾だと思っていた鉄仮面の口が開き、フレーク感覚で銀貨を平らげると、再びガキンと閉じた。

　女が唖あ然ぜんと息を呑のむのを見て、カツアゲ仮面はニヤリと笑った。気がした。

『ヒトの命』

「えっ？」突然の言葉に女は目を瞬しばたたいた。

『さっきの答えだよ。ふざけた話だろ、まったく』




「災難でしたね」と女性警官が背中を撫なでた。女はブランケットを肩に羽織って、路地の隅に座り込んでいた。カツアゲ仮面が立ち去って間もなくして、警察が到着した。

　救急車の姿もある。ストレッチャーに乗せられた男達が運び込まれている。彼らは負傷こそしていたが、命に別状はないだろうとのことだった。暴漢である彼らが病院のベッドに運ばれる一方で、自分だけが事情聴取を受けるのは些いささか不公平な気がしてならない。

「あなたが見たのはこの人物で間違いない？」

　スーツ姿の女性がそう言った。彼女は自らを、旭あさ日ひ警察署の警部だと名乗っていた。

　警部が開いて見せたのは、交番に貼られているような手配書のポスターだった。そこに描かれていたのは、先程見た仮面の男に相違ない。どうりで顔にも見覚えがあるはずだ。

「あの人は一体、なんなんですか？」

「奴やつらは《フォールド》よ。聞いたことない？」

「それは、知ってますけど。仮面を被かぶった異形の犯罪者、ですよね……でも」

「それが全てよ。ヒトを襲う怪物。それだけ分かっていれば十分」

　それから警部は礼を口にした後、「彼女を送ってあげて」と指示を出して離れた。

　警部の周囲には人が集まっていた。防護スーツにヘルメットといった無骨な装備で身を固めた集団だ。両手に持っているのは自動小銃だと分かった。本物を見たのは初めてだが、遠目にもその重量感が伝わってくる。当たり前だが、拳銃よりも大きい。

「安心してください。後は特務課が引き続き対応しますから」

　窓の外を眺めていると、運転席の女性警官がそう言った。女を乗せたパトカーは自宅へと向かっている。随分と遠回りしたものだ。まだ夢の中にいるような気がしている。

「あの人は……《フォールド》は、どうしてヒトを襲うんでしょうか？」

「それはまだ調査中です」と女性警官は答えた。十四年前からそうじゃないか、と言葉が出かかったが、彼女を非難したところで意味はないと思い直した。

　後部座席の背もたれに寄り掛かる。すると、コトンと何かがシートに落ちた。それは一枚の銀貨だった。いや、チップだったか。どうやら衣服の中に潜り込んでいたらしい。

　恐る恐る手に取ってみると、なんの変哲もないただの硬貨だと分かる。

　五百円玉よりも大きいハーフダラーサイズ。表面にはその価値を示す値も絵柄もなければ、裏表もない。銀色の塊だ。ゲームセンターのメダルの方がよっぽど華がある。

『ヒトの命』彼は去り際にそう言った。命を奪うというようなことを言った割には、暴漢達は生きている。彼が求めた命とは結局なんだったのか。

　運転席の彼女に尋ねてもいいが、きっと「調査中」の一言が返ってくるだけに違いない。

「……カツアゲ仮面、か。どっちかと言えば、爆弾魔だよなあ」

　手のひらに載せたチップは、いつの間にかサラサラとした灰に変わっていた。灰の中から銀を漁あさる彼の後ろ姿を思い出し、何な故ぜか、申し訳ない気持ちになった。





＊　＊　＊






　鳥と羽ば春はる樹きは不良だ。自らそう名乗ったことはない。客観的な印象の話だ。

　昔から目つきが悪いとは言われた。特に、気に入らないことがあるとすぐに眉間に皺しわが寄った。それが余計反抗的に映ったのだろう。「生意気だ」と上級生に絡まれることもあれば、「なんだその態度は」と大人げない大人の機嫌が悪くなることもあった。

　殊勝な態度、というのは春樹が最も苦手とする分野だ。睨にらまれたら睨み返すし、殴られたら殴り返す。喧けん嘩かやいざこざは日々絶えなかった。

　自身を省みる機会は何度かあったに違いない。しかし春樹の場合は、まるで引力に足を引っ張られるように道を誤り続けてきた。実際、そういう引力はあったのかもしれない。

　春樹が傷害事件を起こしたのは、中学三年の頃だ。取り立てて世間の関心を引くほどのものではなかったが、テレビでも報道はされたし、地方新聞の片隅にも載った。

　十四歳の少年が鉄パイプで中年男性を殴った、と。

　幸いなことに春樹の側に正当性はあった。殴ったのは、殴られて当然の悪党だったからだ。頭を十針ほど縫ったその男は刑務所に入り、春樹は少年院に放り込まれずに済んだ。

　だが不幸なことに、春樹には後遺症が残った。顔の半分を覆う火傷やけどの痕だ。

　どうやら男は人の身体からだを薬品で焼くのが趣味だったらしく、その悪趣味な拷問現場に居合わせた春樹は、予想外の反撃に遭い火傷を負ってしまった。

　ジュウ、と。よく火の通った鉄板に油を引いたようなあの音は、今でも偶たまに思い出す。

　そして泣きっ面に蜂とでも言うべきか、その火傷は名誉の負傷とは呼ばれなかった。

　どちらかと言えば春樹の暴力性を象徴する向きが強く、「触るな危険」という意味の目印にもなった。噂うわさ話ばなしには尾ひれが付くものだが、春樹が負った火傷はそれなりに想像力を掻かき立たてるようで、当人そっちのけで幾つものエピソードがでっち上げられたほどだ。

　鳥羽春樹は不良だ、というのも幾つかある語り出しの一つに他ならない。

　もしもあの日火傷を負ってさえいなければ、今頃はもっと違う何者かになっていたのだろうか。自分がお茶の間のヒーローとなっている光景を、ぼんやりと想像してみる。

　よくぞ悪党を殴ってくれたと褒ほめ称たたえられ、生まれて来る子供達には挙こぞって「春」の名が与えられ、使用済みの鉄パイプに高値がつく。そんな未来もあったのだろうか。

　いや、ないな。とすぐに妄想を振り払う。歓声に手を振り返している自分などはやはり想像出来ないし、そんな世界は考えただけで気味が悪い。

　ツイてなかった。十六年余りの人生を振り返る言葉は、これだけで十分だ。

「申し訳ございませんが、期限切れですね」

　スタッフの男は恐縮し切った顔でそう答え、「申し訳ございません」とまた言った。

　放課となった帰り道、春はる樹きは馴な染じみのゲーセンを訪れていた。そういえば最近ご無沙汰だったなと思い立ち、同級生の笛う吹すい小こ夏なつを連れて寄ったのだ。

　数あるゲーム筐きよう体たいの中でも、春樹は特にメダルゲームを好んだ。

　メダルを元手にメダルを稼ぐ。万年金欠に悩まされる一般高校生にとって、このシステムは実にコスパがよかった。最後に現金をメダルに換えたのは一年以上も前の話だ。

　会員カードをメダル専用のＡＴＭに差し込み、取り出し口にバケツを置いて待つ。すると吐き出されたのは会員カードだけで、画面には「スタッフにお声掛けください」とエラーが表示されていた。そしてその通りにすると、謝罪された。

「どうにかならないか。結構貯たまってたはずなんだよ。あれは俺の青春そのものだ」

「て、店長に確認してみます」

　なにを怯おびえているのか、彼は逃げるように去っていく。ややあって、店長らしき人物を連れて帰ってきた。店長は春樹を見つけるなり「ああ」と納得した顔になった。馴染みの常連客に対する歓迎ムードはなく、要注意人物の客が来たぞ、という「ああ」だ。

「お客様には大変申し訳ございませんが、お預かり期限を過ぎてしまったメダルはお戻し出来ない決まりになっておりまして。申し訳ございません」
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　何事だ、と周囲の視線が集まっていることに気付く。春はる樹きが辺りを見渡すと、何事もなかったかのように誰もが目を逸そらした。もはや見慣れた光景だ。

　どうしたものかと頭を掻かいていると、「……ハル……」と袖を引かれた。

　隣を見ると、ピンク色の派手な髪をした頭が肩の辺りにあった。小こ夏なつだ。暖の簾れんのように眉にかかった前髪から、彼女は上目遣いに春樹を見上げていた。

　小夏の唇は微かすかに動いていたが、店内の騒々しさに負けて耳まで届かない。それでも、彼女が言わんとしていることは分かった。もう許してやれよ、だ。

「分かったよ。じゃあ、更新していくよ」

「ありがとうございます。あ、でも……、更新されても消失したメダルはお戻し出来ませんが、それでもよろしかったでしょうか？」

「それでいい。良くはないけど、また一から貯ためなおすさ」

「申し訳ございません」と店長が言うのに重ねて、スタッフの彼も続けた。もしかすると彼らは親子なのではなかろうか。口癖が同じだ。

　手続きの間、スタッフがチラチラと顔の火傷やけど痕を窺うかがうのが不愉快ではあったが、カードの更新自体はすぐに済んだ。それでもこのまま遊んでいく気にはどうしてもなれず、適当に店内をうろついた挙句に出口へと向かった。

　小夏は黙って後ろをついて来るだけだったが、視線はあちこちと彷徨さまよっていた。そして「……あっ……」と、ＵＦＯキャッチャーが屋台のように並んだ区画で足を止めた。

「なんだ小夏、なんか欲しいのでもあったか？」

　小夏の視線を追って筐きよう体たいを覗のぞき見みると、目当てはフィギュアなのだと分かる。フックで箱を引っ掛けて落とすタイプのやつだ。ディスプレイ用の見本が飾られている。

　それは何かと見てみれば、真っ赤なタイツを着た覆面のヒーローだった。

「ブレイズマン、ね。お前まだこんなの集めてんのか」

　特別フィギュアを毛嫌いしている訳でも、ヒーローを敵視しているつもりもなかったが、自然と眉間に皺しわが寄った。台所でゴキブリを見つけた時と似たような心境だ。

　それに気付いてか、小夏は取り繕うように首を振った。それでも筐体を離れるとき未練がましく振り返っていたが、春樹は気付かないフリをして店を出た。




　もうじき梅雨の時期がやって来るが、外はまだ肌寒い。

　春樹の通う埠ふ頭とう高校では六月に入ると同時に衣替えが推奨されていたが、ブレザーを置いて出歩くぐらいなら、家に引き籠っていた方がマシかもしれない。

　スカート丈の短い女子高生三人が、身を寄せ合いながら歩いてくる。

「昨日も出たんだって、カツアゲ仮面」

「知ってる。夜道でＯＬ襲ったって話でしょ。怖いよねー」

「怖い怖い」と身震いしながらも、きゃいのきゃいのと楽しそうだ。しかしそれも春はる樹きと目が合うや否や、さっと顔を伏せ、そそくさと目の前を通り過ぎて行った。

「……ハル、怖い顔してる……」

「生まれつきこんな顔だ」

　冗談のつもりだったが、小こ夏なつはバツが悪そうな顔をする。何かフォローしなくてはと頭を働かせ、結局それは言葉にならなかったようで、思い出した素振りで口を開いた。

「……それより……」

「それより、かよ」

　聞こえなかったとばかりに小夏はスマホを開き、画面を見せてくる。待ち受け画面には友人と撮った写真と、時計が映っている。約束の六時にはまだなっていない。

「そう焦る必要もねえだろ。時間ならまだある。久しぶりに寄り道する余裕が出来たんだ、他に行きたいとこはねえのかよ」

　少し考えるような沈黙があった後、小夏は首を横に振った。それは良くないことだ、と自分に言い聞かせているようでもあった。

「分かったよ。行けばいいんだろ、行けば」

　小夏はこくりと頷うなずいた。彼女は口数こそ少ないが、自己主張だけは怠らない。イエスなら首を縦に振り、ノーなら横に振る。喋しやべるのはいつだって春樹の役目だ。

「折せつ角かくのリフレッシュ休暇だってのに、真面目な奴やつだ」

　寄り道に向いていた足を、春樹は渋々ながらに方向転換する。

　春樹はとある人物と会う約束をしていた。友人との待ち合わせというよりは、バイトの面接や試験会場に向かう前の心境に近いが、これほどまでに緊張する瞬間を他には知らない。月曜を翌日に控えた日曜日ですら、ここまで憂鬱な気分になることはあるまい。

　まだ時間はあるよな、と無意識の内に時計を見てしまう。

　そうして歩き始めた矢先、「きゃああッ！」と悲鳴が耳に突き刺さった。あまりに唐突だったためにビクリと肩が跳ね上がる。隣では小夏も小動物染みた仕草で跳ねていた。

　二人は顔を見合わせ、しかし小夏の行動は早かった。「おい、待て小夏！」

　小夏は春樹が止めるのも構わずに、悲鳴がした方へと駆け出していた。

　小夏のあとを追っていくと、路上にはすでに人だかりが出来ていた。事故だろうか。彼らの視線の先には女生徒が一人うつ伏せで倒れていて、その友人らしき二人がしきりに声を掛けている。彼女達の顔には見覚えがあった。先程すれ違ったばかりの女子高生達だ。

　誰かが「通り魔だ！」と叫んでいた。事故ではないらしい。事件だ。

　女生徒の背中は真っ赤に染まっていた。制服には袈け裟さ懸がけに斬り傷がついており、斬り口からは血が溢あふれ出だしている。ナイフや包丁で斬りつけたとは到底思えない深い傷だ。

　白昼堂々、刀を振り回す危ない奴でも現れたのか？　人だかりが騒がしくなる。

　その中で春はる樹きは、チャリン、と何かが転がる音を聞いた。それはコロコロと転がって、春樹のつま先に当たって止まった。拾い上げてみると、それは一枚の銀貨だった。

「……小こ夏なつ、こっから離れるぞ」

　嫌な予感があった。不穏な風、なるものが存在するかは分からないが、その時は確かに嫌な風が吹いていた。物陰に潜んで獲物の背後に忍び寄るような、狩人かりうどの気配だ。

　小夏は野や次じ馬うまとなって、女生徒を心配そうに見下ろしていた。スマホを取り出し、どこかに電話しようとしている。一一九か、一一〇か、どっちにかけるべきか。もしかしたらすでに他の人がかけているかも。でも、かけてなかったら。もしも繋つながったとして、ちゃんと喋しやべれるだろうか。早くしないと。そうだ、ハルなら。

　小夏が春樹を振り返った直後、ピィィイ、と甲高い風の音が鳴った。

「小夏！」それが〝なに〟か、などと確かめる余裕は無かった。ただ予感に突き動かされるままに、春樹は小夏を突き飛ばした。追い風が背中を撫なでたと思った瞬間、グシャッ、と春樹の背中から血ち飛沫しぶきが飛び散った。「……ぁっ、ハル！」

　鞭むちで叩たたきつけられたような鋭い痛みと、バットで殴り飛ばされたような衝撃が背中を襲った。春樹はその勢いのまま宙に撥はね飛とばされ、風に煽あおられるままに地面を転がった。

　悲鳴は周囲からも上がっていた。見れば他にも数名、血を流して蹲うずくまっている者がいる。

　こちらに駆け寄って来る小夏の姿が見えた。どうやら彼女は無事のようだ。

　小夏は春樹の傍そばに屈かがみ込こんだ。そしてその背中に現れた斬り傷を見て「あっ」と青ざめていた。背中の傷を自分で見ることは出来ないが、どうなっているのかは痛みの具合で察しがつく。女生徒や野次馬連中と同じ。通り魔に斬られたのだ。

　だくだくと血が流れ落ち、ブレザーに染みを広げていく。それと共に、背中の傷口からは数十枚の銀貨が零こぼれ落おちる。辺りを見渡すと、皆一様に傷口から銀貨を零していた。

「……ハル、それ……チップ……」

「あー、ったく。身体からだからこんなもんが湧いて出るなんて、本当に馬鹿げてる」

　人々は血と銀貨とが散らばる惨状にパニックに陥っていた。当然の反応だ。この状況に慣れきっている者がいるとすれば、そいつこそが異常なのだろう。

　通り魔だなんだと人々が狼狽うろたえている中、春樹は人目を盗んでチップに手を伸ばした。

　その時、またしても風が吹いた。

　思わず身構えたが、その〝風〟の目的はヒトを傷付けることではなかった。地面に散らばっていた幾枚のチップが、〝風〟に掬すくい取とられて、宙に舞い上がったのだ。

　春樹は野次馬と同様に空をぽかんと見上げた。銀貨の群れが空に漂う光景は、さながらイワシの回遊でも眺めているようだった。いや、眺めている場合じゃない、と頭を振る。

「冗談じゃねえ、逃がすかよ！」

　春樹は慌てて跳ね起きると、遥はるか上空を泳ぐチップの群れを追って駆け出した。

　ガードレールを跳び越え、車道を突っ切って走る。チップはビルの合間を右へ左へと潜くぐり抜ぬけ、手の届かないところに逃げて行く。空を泳ぎ回る魚群を捕らえるのは想像以上に困難だった。そして幾つか角を曲がった先で、あっさりと見失ってしまった。

「クソッ」空を見上げて歯は噛がみする。少しの間、春はる樹きは呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くした。

　歩いて現場に戻った頃には、すでに救急車も到着していた。パトカーも来ている。

　警察が到着するのにかかる平均時間はおよそ五分だそうだ。それが早いのか遅いのかは分からないが、この場に限って言えば「遅かった」ということになるだろう。

　正体不明不可視の通り魔は目的を果たし、まんまと逃にげ遂おおせてしまったのだから。

「……ハル……！」小こ夏なつは、春樹の姿を見つけるなり跳び付くくらいの勢いで出迎えてくれた。心配した、と表情で訴えてくる。

「……背中、大丈夫……？」

「心配すんな、これくらいの傷なら平気だ。とっくに治してる、ほら」

　そう言って春樹は小夏に背中を向けた。嘘うそではなかろうか、とおっかなびっくりで小夏が傷痕に触れる。とはいえ、今は痕すら残ってはいないはずだ。

「だが、制服まではどうにもなんねえな。お袋にどうやって説明したものか」

　脱いだブレザーを正面に広げてみると、ぱっくりと引き裂かれた斬り口があり、その周囲が真っ赤に染まっている。それこそが実際にこの身を裂かれた証明と言えるが、だからこそ綺き麗れいさっぱり傷口が塞がっている事実をなんと説明すればいいものか。

「かまいたちだよ。最近噂うわさになってるだろ。かまいたちがやったんだ」

　警官に事情聴取されている男が、そう口にするのが聞こえた。通り魔なのかかまいたちなのかはっきりして欲しいものだ。しかし『かまいたち』と聞いて、自分が何に襲われたのか合点がいった。分かったところで、失われたモノは返ってこないが。

「それより、だ。厄介なことになった」

　春樹は頭をガリガリと掻かき毟むしり、これからのことに思考を傾ける。

　小夏は、未いまだ春樹が傷を負ったショックから立ち直ってはいなかった。これ以上の事があるのだろうかと不安そうな顔で、春樹を見上げた。

「奴やつに支払う分の〝命〟を奪われた」
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　待ち合わせ場所は団地の外れにある、古ぼけた教会だった。

　団地と言っても住人は一人もおらず、教会にしても、廃はい墟きよと呼んだ方が相応ふさわしいほどには朽ち果てていた。前に訪れた時よりも屋根の十字架が傾いている気がするが、十字がばってんになったところで、今更誰も困りはしないだろう。

　時計を見ると、待ち合わせの時間を僅かに過ぎていた。

　寄り道などするべきではなかったと後悔する。春はる樹きはここまでの道中、何度も自分を責めていた。まさか通り魔に襲われることになろうとは。ツイてない。

　しかし、教会の前で突っ立っていても事態はなにも好転しない。こうしている今も貴重な時間は失われて逝くのだ。春樹は覚悟を決め、玄関を潜くぐった。

「遅かったわね、鳥と羽ば春樹」

　教会の中は薄暗く、窓から差し込む光だけが頼りだった。身廊を挟んで左右に長椅子が並んでいる。その内の一つに、女が腰かけていた。

「……アポトーシス」

　それが奴やつの名前だった。きっと本名ではないのだろうが、別に知りたいとも思わない。

　アポトーシスは椅子から腰を上げ、こちらを振り返った。

「あまりに待たせるものだから、事故にでも遭ったのかと心配したわ」

「もしも事故に遭ったとして、労災が下りたりするのかよ？」

「花の一つくらいは供えてあげるわ」

　アポトーシスはクスリと嗤わらうと、屋内にも拘かかわらず日傘をパッと開いた。

　ゴシックドレス風の喪服に身を包み、トークハットから垂れた網目のベールが目元を隠している。華と陰とを兼ね備えたその風貌は、魔女と呼ぶに相応ふさわしいと思えた。

「あら、貴女あなたもちゃんと来てくれたのね、笛う吹すい小こ夏なつ。相も変わらず仲が良さそうね」

　アポトーシスが視線を向けると、小夏はビクリと身を竦すくませた。ただでさえ小さい背中が丸くなって、さらに縮こまっている。春樹は、小夏を背に庇かばうようにして前に立った。

「あんたが最初に言ったんだ。支払いの時には小夏も一緒にって」

「そうだったかしら。いつも貴方あなたが二人分持って現れるものだから、特に気にしていなかったわ」

「手間を省いてるだけだ」

「いい心がけね。だったら、私達の話も手短に済ませるとしましょうか」

　そう言ってアポトーシスは、空いた方の手をこちらに差し出した。

　舞台に誘うような優雅な仕草に息を呑のむ。僅かな灯りがその一点だけを照らし、それ以外の全てが影に呑のみ込こまれるような錯覚を覚えた。

「さて、徴収の時間よ」

　十四年前、この街には『日傘の魔女』と呼ばれる都市伝説があった。

　その語り出しはこうだ。──日傘の魔女は、ヒトを喰くらう。

　さて一体どうやって喰らうのかと言えば、その噂うわさは幾つかある。

　底なし沼のように広がった影に引ひき摺ずり込まれるだとか、日傘の影が無数の蛇となり血肉を貪るのだとか、肌から染み込んだ影が毒となってジワジワと蝕むしばむのだとか、色々だ。

　とかくその魔女は犯行現場に死体を遺のこさなかった。その手口こそが人肉嗜食カニバリズムの正体なのだろう。魔女の手に掛かった犠牲者は皆、行方不明のまま帰らぬ人となった。

　過去に、ここ旭あさ日ひ市しで一つの事件が起きた。団地に住まう七百八名の住人が一挙に失踪するという、災害染みた大事件だ。それも当時は『日傘の魔女』の罪過として人々の間で語り継がれ、怪物の輪郭を形成する一部となった。あれも魔女の仕業なんだぜ、と。

　所詮は眉唾物の都市伝説。信じるも信じないも、というやつだ。

　しかしどうして、春はる樹きにはそれを冗談と笑い飛ばすことが出来なかった。

「どうしたの？　やるべきことは理解しているはずよ」

「分かってる。分かってるさ」

　春樹は足元に広がった影を見下ろした。薄暗い堂内にあって、その影はより一層昏くらい影を落としている。その癖、不自然に波打っているのだから気味が悪い。

　春樹は観念して、正面に右手をかざして手を開いた。すると、ジャラジャラ、とチップが次々零こぼれ落おちていく。振れば振るだけ金の湧き出る、打ち出の小こ槌づちだ。

　重力に従って落ちていったチップは、床に跳ねることなく、ポチャン、ポチャンとささやかな飛沫しぶきを上げて、影の中へと消えた。一枚、また一枚と呑のみ込こまれていく毎ごとに、自分の中から大切な何かが削れ落ちていくような感覚がある。貧血でも起こしそうだ。

　この手が本当に打ち出の小槌であればどれだけよかったか。手のひらから湧いて出たチップもやがて出で涸がらしとなり、アポトーシスへの振り込みが終了する。

　影の表面を伝っていた波紋が収まり、教会には再び静寂が訪れた。気まずい沈黙だ。

　春樹は手をひらひらと振って、やっとの思いで口を開いた。

「これで全部だ」

「そう」と抑揚の無い声で奴やつは言った。「弁解の言葉はあるかしら」

「さっきまでは確かにこの中にあったんだ」

「貴方あなたのお腹なかの中に？」

「そうだ」と春樹は腹をさする。

「それは一体どこに消えてしまったのかしら」

「ここに来る途中で奪われたんだよ、通り魔にな」

　なにが面白いのか、アポトーシスの口くち許もとは笑っている。

「通り魔が、貴方から大切なモノを奪ったと。それではまるで追おい剥はぎのようね」

「呼び方はなんだっていい。通り魔でも追い剥ぎでも、俺が稼いだ命を横取りした盗ぬすっ人とに変わりはないんだ」

　俺が稼いだ命。何とはなしに使った言葉に、小こ夏なつはピクリと反応を示した。小夏は春樹の横顔を見上げていたが、春樹はそれに気付かず弁明を続ける。

「かまいたちとか呼ばれてる《フォールド》だよ。あんたなら知ってんだろ？」

「それを聞いてどうするの？」

「決まってる。盗とられたもんは盗り返す。同業者を狙うなんざルール違反だ、そうだろ？」

「自分のことは棚に上げるのね」

「先に手を出してきたのは向こうだ。文句は言わせねえよ」

「そうね。でも、それは貴方あなたの失態でしょう？」

　言葉に詰まった。アポトーシスは時折、全てを見透かしているように物を言う。

「同業者の狩り場に足を踏み入れたばかりでなく、獲物を庇かばって自ら傷付いた。彼女を庇いさえしなければ、私に運ぶための命を失うこともなかった。そうでしょう？」

「……見てたのか？」

　監視されていた。だから奴やつは嗤わらっていたのだ。そのことに気付くと、背筋に得体の知れない悪寒を感じる。一方で、だったら話は早いと開き直ることも出来た。

「だったら──」

「私には関係のないことよ」

　プツン、と糸が切れる音がした。切れたのは救いの糸だ。

「私は貴方達に、命を稼ぐよう言ったわ。百年分の命を。その時貴方はどう答えたかしら」

「冗談じゃない」

「貴方は言ったわ。笛う吹すい小こ夏なつの分もまとめて私に支払う、と。そう言ったのよ」

　アポトーシスは一歩も動いてはいない。日傘を肩で回し、ただ立っているだけだ。それだと言うのに、奴との距離が少しずつ縮まっているように感じた。

「貴方が背負った命は二百年。おかしいわね。あと十六年ほど足りないわ」

　影だ。堂内を昏くらく覆った影が、身廊を、長椅子を、壁や天井を這はって動いている。

　小夏もその違和感に気付いたようで、震えた手でシャツを掴つかんできた。今にも逃げ出したい気分だったが、これでは後あと退ずさることもままならない。

「頼む、時間をくれ。そしたら、かまいたちから奪い返せる。その方があんたにとっても得になるはずだ。そうでなくても、十六年くらいなら今日中にだって」

　アポトーシスはわざとらしく溜ため息いきを吐ついて、首を振った。

「その必要はないわ」

「──ッ！」落ちた、とそう思った。そして実際、自分を支えていた足場が唐突に消え去ったかのように、ガクンと真下に足を引かれた。

「……ハル、っ……！」

　春はる樹きは咄とつ嗟さに地面を掴んだ。板張りの床に両肘がぶつかり、それでも滑り落ちていく身体からだを支えるために床に爪を立てた。爪が剥げたのか、指先に激痛が走った。

　一体自分は何に落ちたのか。パニック寸前の頭で考える。顎の先には身廊の床が続いている。喪服の裾が正面に見える。小夏は後ろで慌てふためいている。

　春はる樹きの胴から下は、影の中に沈んでいた。その落とし穴があまりに昏くらいために見透かせないだけかと思ったが、身体からだに纏まとわりつく冷ややかでいて生なま温ぬるいこの感触は、自分の身体が何かに浸つかっている証明でもあった。つまりは、影に落ちたのだ。

「猶予はひと月与えたはずよ。それで役目を果たせないというのなら、背負った負債は貴方あなた自身の命で贖あがないなさいな」

　顔を上げると、すぐそこでアポトーシスが見下ろしていた。ベールの内で深紅の瞳が妖しく光を放っている。到底ヒトの物とは思えない、異形の眼まな差ざしだ。

「俺の命なんて、あと一年もない。腹の足しにもならない、そうだろ？」

「腹を満たすために徴収しているわけではないわ。これは、そうね。罰よ」

　下半身の感覚がすでに無かった。もしも命に形があるのだとすれば、それは今つま先から徐々に削れ落ちている。まるでシュレッダーにでも掛けられたかのように、ガリガリと音を立てて、ゴミ屑くずとなって影の沼に呑のみ込こまれて逝く。

　春樹にはその有様が、数字という形で理解出来た。俗に寿命と呼ばれる、命の概念だ。

　春樹は、自らの寿命を一分一秒単位まで正確に知ることの出来る体内時計を持っていた。

　だからその喪失は、腹で分かる。痛みや苦しみは無かった。それが余計に恐ろしい。

　三百六十五、二百十六、百三十七、八十八……。

　死に急いだカウントダウンは、自分の意志に関係なく、自らの死を指折り数えていた。

「……ッ、頼む、助けてくれ」

「誰も助けてはくれないわ。私が貴方を助けることはないし、神がヒトを救い給たまうこともない。貴方はここで死ぬのよ。貴方ならその意味を正しく理解出来るでしょう？」

　理解出来るからこそ、助けを求めているのだ。こうして影に浸かっているだけで、死が確実に、それも一足飛びで迫って来るのがはっきりと実感出来る。十、九、八……。




　俺の命はあと、七日。




「……待、って……！」

　それはあまりに小さな抵抗だった。虫の羽音にも負けそうなほどに小さな声だったが、その声が無ければ春樹は恐怖のあまり叫び声を上げていたかもしれない。

　春樹は自分が沈みつつあるのも忘れて、目の前に立った小こ夏なつを見上げた。

「貴女あなたの方から話しかけてくるなんて、珍しいこともあるものね」

「……ある……」

「なにが在るというのかしら？」

「いのち」

　そう言って小夏は、アポトーシスに両手を差し出した。

　両手をぎゅっと結んで、開く。開かれた小こ夏なつの手のひらには、一枚のチップが載っていた。タネも仕掛けもない。彼女は自身の体内からそれを取り出したのだ。

　彼女の言葉通り、自分の〝いのち〟を。

「へそくりとは案外強したたかな子ね。いいわ、検あらためましょう」

　アポトーシスは小夏の手からチップを受け取ると、そのまま自分の手の内に仕し舞まい込こんだ。チップがするりと肌に潜り込む。それから奴やつは満足そうに息を吐いた。

「契約通り二百年。ええ、確かに頂戴したわ」

　張り詰めていた空気が弛し緩かんしたのが分かった。周囲の影が引いていく。堂内に光が戻ってくると、まだ陽ひが沈んでいないことに気付く。今が夜でなかったことに驚いた。

　どうやら助かったようだ、と春はる樹きは影の沼からなんとか這はい上あがる。失われたとばかり思っていた足で床を踏みしめ、胴から下が繋つながっている奇跡にほっとする。

　小夏もまた春樹の背に戻ってきた。先程見せた勇気に反して、彼女はまだ震えていた。

「馬鹿か小夏、あのチップは使っちゃ駄目だろうが」

「……でも……」

　小夏の目尻には涙が浮かんでいた。アポトーシスと対たい峙じするのは怖かったに違いないが、その勇気を称たたえられるほど素直な春樹でもなかった。

　アポトーシスはそんな二人を眺め、やはり不気味な笑みを浮かべていた。

「さて」と奴が口を開いた。嫌な予感があった。そしてその予感は大体当たる。

「契約の更新といきましょうか」
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「そんなにも沢山の命を集めて、あ、貴方あなたはどうするんですか？」

　一週間ほど前、『かまいたち』はそう問いかけてきた。純粋な興味というよりは、その場凌しのぎの時間稼ぎだと分かる。アポトーシスが仕事を命じた《フォールド》は皆、示し合わせたかのように同じ質問をする。だからあとに続く言葉も容易に想像がついた。

「もう十分でしょう。これ以上、僕が集めなくたっていいはずだ、……いいはずです」

「ミツバチはそんなことを考えずとも、蜜を巣に運び続けるものよ」

「それは、そうかもしれないけど。だからって、千年分も命を集めろだなんて無む茶ちやですよ。百年集めるのだってやっとだったんだ。これ以上続けるのは、無理ですよ」

　無理なら死ぬだけなのだけど、とアポトーシスは嘆息する。

　かまいたちには、成なる瀬せ隼しゆんという名前があった。どうにも冴さえない顔をした少年だ。

　成瀬は二週間前に契約を更新したばかりだった。僕は約束を果たしましたよね、と達成感すら滲にじませていた彼の表情が、次の瞬間絶望に染まったのを覚えている。

「そうね。確かに今のペースでは千年には届かない。二週間経たって未いまだその四分の一にも満たないのだから。正直、失望したと言わざるを得ないわね」

　そんな、と成なる瀬せは泣き出しそうな顔になる。彼の頬ほおには痣あざがあった。それも今さっき出来たばかりのもので、しかしアポトーシスが付けた痣ではない。

　どうやら彼は高校でイジメに遭っているようだった。数分前アポトーシスが彼の前に姿を現したその時も、まさにリンチを受けている最中だった。

　その様子を少しの間眺めていたが、彼は一度の抵抗もしてみせなかった。

　窮きゆう鼠そ猫を噛かむ、という言葉もあるが、実際にジャイアントキリングに成功した鼠ねずみは数多あまたいる内のほんの一握りに違いない。すっかり震えて縮こまり、「殺さないでください」と平伏する成瀬を見ていると、そう落胆せざるを得なかった。……だが、それでは困る。

　それではなんのために彼を《フォールド》にしたのか分からない。

「成瀬隼しゆん、貴方あなたにいいことを教えてあげるわ」

　アポトーシスは日傘越しに空を見上げた。成瀬もつられて顔を上げる。

　そこには、数人の少年達が逆さまに吊つるされていた。成瀬をリンチしていた少年達だ。

　両足を宙に吊つり上あげ、全身をロープで雁がん字じ搦がらめにし、猿さる轡ぐつわを噛ませている。その拘束具のどれもが真っ黒な影で出来ていた。影は、アポトーシスの指示を待っている。

「貴方達はあと、どれだけの時間を生きることが出来たのかしらね」

「え？」なにか言いましたか、と成瀬が疑問符を浮かべるが、ただの独り言だ。

　アポトーシスがハサミで糸を切るような仕草をすると、それを合図に、逆さまに吊るされた少年達が一斉にプツンと落ちた。

　悲鳴は無い。猿轡を噛ませているからだ。恐怖に顔を歪ゆがめ、頭から真っ逆さまに落ちていく。少年達は重力に従ってコンクリの地面に激突する、ことは無かった。そのまま地上に広がった影の沼へと落ち、沈んでいく。トプン、トプン、と飛沫しぶきの跳ねる音には多少の時間差があり、雨垂れを聞いているような趣があった。

　少年達はそのまま消えた。ヒトを殺したという感慨は特に無い。

「二百五十八年」

「……え？」

「今、影に呑のみ込こまれて逝った彼らの寿命を合わせると、全部でそれだけになるわ。これをあと三回繰り返すだけで千年に届く。簡単でしょう？」

　成瀬は少年達の消えた影を見下ろし、それから頭上を見上げ、こちらに顔を向けた。

　その表情に浮かんでいるのは畏怖か畏敬か。彼の顔つきが少し変わって見えた。

「確かに、凄すごいとは思います。でも、そんなの僕には真ま似ね出来ない。出来ないですよ」

「初めから大きな一歩を踏み出す必要はないわ。目の前の障害を一つ一つ摘み取っていけばいい。生きるということの本質は、障害を克服することにこそあると私は思うわ」

「でも……、殺すだなんて」

「なにも殺す必要はない。必要なのはチップに換わるヒトの寿命だけ。そうでしょう？　貴方あなたの同業者も皆、そう割り切って日々命を稼いでくれているわ」

　アポトーシスは努めて、甘い言葉だけを選んで囁ささやき続ける。

　きっかけさえあれば、人は簡単に手を汚す。そしてそのきっかけは偶然に拘こだわらない。

　弱みにつけ込んでもいいし、人質を取るのでもいい。殺すぞ、と脅してもいいだろう。

　必要なのは道を作ってやることだ。道を用意して、後ろから追い立ててやれば後は勝手に目的地へと辿たどり着つく。これまでもそうやって、多くの《フォールド》を導いてきた。

　成なる瀬せを動かすのに必要なきっかけは何だろうか、とアポトーシスは考える。

「そうね。貴方にとっての障害はちっぽけな罪悪感と、自尊心を脅かす恐ろしいいじめっ子達。まずはそれらを克服するところから始めてみましょう」

　アポトーシスが隣に目を向けると、そこにはもう一人、少年が吊つるしてあった。少年は雁がん字じ搦がらめの状態でもがいていた。仲間達の死を目の当たりにしたのだから当然だ。涙が額を伝って流れていく。貴方の命は今、彼が握っているのよ。と微笑ほほえみかける。

「さあ、見せて頂戴。成瀬隼しゆんとしてではなく、『かまいたち』としての貴方の力を」

　成瀬は、少年に顔を向けた。自分をイジメていた天敵が逆さ吊りになっている様を眺め、彼は一体なにを考えているのだろうか。ゴクリ、と唾を飲む音が聞こえた。

「……そうだ、克服するんだ。僕はもう今までの僕じゃない」

　成瀬の手には、仮面が握られていた。彼を『かまいたち』たらしめる異形の仮面だ。

　彼は決意を滲にじませた表情でそれを自身の顔へと近付けていき、ふと、思おもい留とどまった。

「でも、ここで力を使ったら、僕が《フォールド》だってバレるんじゃないか？」

「……おかしなことを言うのね。正体を隠すために、その仮面を与えているのよ？」

「そうじゃなくて」と成瀬は語気を強めて否定する。

「今変身したら、あいつは僕の正体を知ることになる。もしも他の人に言いふらされたりしたら、また学校でイジメられる。警察にだって捕まるかもしれない。それは御免だ」

「それなら、口を塞いでしまえばいい。そうでしょう？」

　先程語った言葉とは矛盾した提案ではあったが、成瀬は「ああ、そうか」と納得した素振りで頷うなずいた。そうしてようやく成瀬は、憑つき物ものが落ちた表情で仮面を被かぶった。

　その光景はまさに、彼の言った「変身」そのものだった。

　仮面の内から溢あふれ出だした影が彼の全身を包み込み、瞬く間に成瀬隼の輪郭を黒く塗り潰していく。そして、ピシリ、と暗幕で象かたどられた黒塗りの人ひと形がたに亀裂が走った。

　少年は命の危機を察してかより一層暴れ始めた。影はそんな彼を掴つかんで放さない。少年は振り子のようにぶらぶらと揺れるだけだ。それが不意に、プツンと途絶えた。

　ピィィイ、と風が吹いた。たったそれだけで、少年の首が掻かっ切きられたのだ。

　切断された頸けい動どう脈みやくからは、一目で致死量と分かる血液が噴き出した。そして少年の命もまた、チップとなって降り積もっていく。少年は、宙ちゆう吊づりのまま絶命していた。

　銀貨の山が真っ赤に染まっていく様を見下ろし、アポトーシスは口の端を歪ゆがめた。

「上出来よ」

『やってみると確かに、簡単なものだ』

　成なる瀬せは仮面を被かぶってそこに立っている。だが、先程まで臆病風に吹かれていた少年の姿は無い。仮面だけでなく、頭の天てつ辺ぺんから足の爪先に至るまで異様な姿形に変貌していた。

　その容貌を一言で表すとすれば〝龍りゆう〟だろうか。怪物の名に恥じない異形の姿だ。

『期限はあと、二週間だったか。まあ、なんとかしてみせよう』

「ええ、期待しているわ」

　これ以上手を貸す必要はないだろう。後は彼らの仕事ぶりを陰から見守っていればいい。

『アポトーシス。貴方あなたにとっての障害とはなんだ？』

　去り際、成瀬はそう尋ねてきた。

「そうね。太陽、かしら」

　アポトーシスは忌々しげに空に浮かんだ太陽を睨にらんだ。早く沈んでくれないかしら、と。

　そして夜が来るのを心待ちにしながら、日傘の影に溶けて消えた。
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「ふざけやがってクソがッ！」

　アポトーシスとの取引を終え、春はる樹きは小こ夏なつと共に来た道を戻っていた。口を開く余裕もなかった。だが、通り魔に遭った現場に差し掛かったところで溜ため込こんでいた怒りが爆発した。気付いた時には、自販機の横にあったプラスチックのゴミ箱を蹴り飛ばしていた。

　騒々しい音と共に空き缶が散らばり、タール色の液体がアスファルトに広がった。

　同じ制服を着た学生が遠目に見ていた。埠ふ頭とう高校の生徒だ。春樹が睨むと、そそくさと逃げて行く。触らぬ神に祟たたりなし、ということだろう。しかし触らずとも祟りの方から寄ってくることもあるのだ。それも事故のように突然に。

　アポトーシスという存在は、春樹にとっては理不尽以外の何物でもなかった。

「なにが千年の命だ。んなもん、一ヵ月で集められるわけねえだろうが！」

　百年分の命を支払う。荒唐無稽とも言える契約を果たした春樹に対して、アポトーシスは更なるノルマを課した。それも前回の十倍、千年分の命だ。

　そうなる気はしていた。その前の支払い日もそうだったからだ。まずは試しに十年から始めましょう。その次は五十年。その次は百年。そして千年。アポトーシスの要求は徴収の度に吊つり上あがっていく。はてさて、千年の次は一体何桁の命を要求されるのか。

　ふざけるな。冗談じゃない。煮にえ滾たぎるほどの怒りが腹の内で燻くすぶっている。だが、その怒りを本人にぶつけることも出来ない。力の差はすでに何度も思い知らされているからだ。

　せいぜい空き缶を蹴り飛ばすくらいが関の山だ。馬鹿らしい、そして情けない。

　ふと小こ夏なつに目をやると、彼女は地面に散らばった空き缶を拾い集めていた。

「あのな小夏。そんなのはお前がやらなくていいんだよ、ほっとけ」

「……でも、ハルがやったから……」

　一つ一つ空き缶を拾っては、腕の中に溜ためこんでいく。溢あふれた一つがカランと転がって、小夏はそれを追い掛ける。カランコロン。また空き缶が零こぼれる。……要領が悪い。

「小夏お前、あのチップなんで渡したんだよ」

「……だって、ハル……死んじゃうかと……」

「あれはお前にやった命だろ。いざって時のためのへそくりだって、そう言ったろ」

「……いざ、だった……」

　小夏は「いざ！」と意気込むような口ぶりだったが、むしろ春はる樹きの肩からは力が抜けた。

　春樹はゴミ箱を取って来ると、空き缶を拾った傍そばから放り込んでいく。この方が早い。

「まあ、それはいい。で、あとどんだけ残ってる？」

　なんのこと？　と、小夏は首を傾かしげた。

「お前の寿命だよ。それ以外ねえだろ」

　小夏はようやく思い当たった素振りで顔を上げると、指を立てて数え始めた。そして、いち、にぃ、さんと指を立て、そこで止まった。

「三日ってお前……っ、まさか持ってる分、全部奴やつに渡したのかよ！」

　小夏は慌てて首を振って、自分の口で言った。

「……違っ……三十、年……！」

「すぐバレる嘘うそ吐つくんじゃねえよ。それは俺がお前にやった分だろうが」

　春樹は小夏の額を指でぺちんと弾はじいた。「あうっ」と小夏が呻うめく。

　小夏には、日々稼いだ命を少しずつ預けていた。普通の人間ならば自分の命を取り出したり、反対に蓄えたりすることは出来ないが、彼女にはそれが出来た。いわば小夏は春樹専用の貯金箱だった。小夏はそれを遣って、春樹を助けようとしたのだ。

　たとえ三十年あった寿命が、残り三日になろうとも。……少し払い過ぎの気もするが。

「……ごめんなさい……」

「もういい。良くはねえけど、仕方ない。お前に助けられたのは事実だ」

　そう言うと小夏は、まるで自分が救われたかのように顔を綻ばせた。

　小夏は、春樹が自分を庇かばって傷付いたことを気にしていた。それ以外にも彼女の抱えた罪悪感は色々とあったが、彼女の小さな背中に載った重石おもしの一つは取り除けたようだ。

　缶を拾い終え一息吐ついたところで、「ハルは？」と小夏が尋ねてきた。

「なにがだよ」

「……ハルの、寿命……」

「さあな。普通の人間はな、自分があと何年生きれるかなんて考えないんだ。知らぬが仏、ってやつだよ。分かったら、手、洗いに行くぞ」

　話が違う、と小こ夏なつは不服そうだったが、春はる樹きが歩き始めると慌てて後ろをついて来た。

　俺の命はあと、六日と十八時間三十九分十一秒。十、九、八……。

　無意識に寿命を数えている自分に気付き、春樹は小夏には聞こえぬよう舌打ちをした。




　自分の寿命が見えるというのは、なんと不便なことだろう。

　そんな真実を春樹が知ったのは二ヵ月前、アポトーシスと契約を交わした日のことだ。

　それは瞼まぶたの裏を見るような感覚で、意識を内側に向けると見えてくる。一秒ごとに忙せわしなく時を刻むデジタルクロック。それこそが寿命なのだと、アポトーシスは言っていた。

「これから貴方あなたは命を稼ぐのだから、自らの寿命が分からないというのは不便でしょう？」

　などという訳の分からない理屈で他ひ人との五感に六番目を追加出来る辺り、アポトーシスという存在が常識の埒らち外がいにあることを実感する。「寿命が見える」という奇跡の御み業わざも、奴やつにとっては銀行口座を開設する程度の手続きに過ぎないのだろう。

　春樹にしてみれば、タイマーの作動した時限爆弾を手渡されたようなものだった。しかもそれは心臓に結び付けられて外れないものだから、気が気でない。

　そのデジタルクロックが零ゼロになった時、本当に自分は死ぬのだろうか。

　もしかしたらそれはアポトーシスの戯たわ言ごとに過ぎず、死なないかもしれない。そう考えたこともある。だが、試してはいない。

　その勇気があったならば今頃は、命を稼ぐ怪物になどなってはいなかったはずだ。

　しかし幾ら後悔しても時間は戻らない。今の自分に出来ることは、一秒でも多くの寿命を死守することと、一秒でも長く生き残るために他ひ人との命を奪うことだ。

「まずは、かまいたちの野郎に奪われた分を取り返す。後のことはそれからだな」

　決意を新たに、春樹はコンビニのトイレを後にした。

『かまいたち』が再び出現したのはその直後だった。手を洗うために立ち寄ったコンビニを出て、すぐに悲鳴が聞こえた。一日で二度も悲鳴を聞くことなどそうは無いと思っていたが、春樹はすぐに「奴だ」と呟つぶやいていた。ツイてる、とさえ思った。

「待て、小夏！」

　小夏は前回と同様、悲鳴が聞こえた方に駆け出そうとしていた。春樹は彼女が動くより早く腕を掴つかんだ。小夏が振り返る。どうして、と眉をひそめる。

「今から行ったところで間に合わねえだろ。さっきと同じだ」

「……でも……」

「それより、今はかまいたちを見つける方が先決だ。どうせ現場に行ったって奴やつはいないんだ。それなら犯人を見つける方法を考えるべきだ、そうだろ？　そうすれば盗まれた命だって奪い返せる。要は優先順位の問題だ」

　納得はしていないようだったが、小こ夏なつは小さく頷うなずいた。それからすぐに首を傾かしげた。

「……でも、どうやって……？」

「考えてもみろ。奴の目的は俺達と同じだ。幾らかまいたちが見つからないよう狩りをしたところで、チップを回収する手段は必ず必要になる。あの時、チップはどうなったよ」

　小夏はほんの一時間前の記憶を遡って、空を見上げた。

「……空を、飛んでた……」

「そうだ。そのチップが飛んで行った先に奴はいる」

「……でも、また、逃げられる……」

「追い掛けるから逃げられるんだ。尻を追って逃げられるなら、向かう先で網を張って待ってりゃいい。大方、どっか高いとこから見下ろしてるんだろう」

　そう言って春はる樹きは小夏に鞄かばんを預けた。中には財布と血ち塗まみれのブレザーが入っている程度だったが、荷物は少ないに越したことはない。小夏はきょとんと手渡された鞄を見下ろして、ハッとした素振りで顔を上げた。その時にはすでに、春樹は走り出している。

「……っ、ハル……！」

「お前はそこで待ってろ！　勝手にどっか行くなよ、いいな！」

　そう叫びながら春樹は赤信号を突っ切って行く。二人分の鞄を抱えポツンと立たち竦すくんだ小夏の姿は、まるで孤島に一人置き去りにするような哀愁があり、少しだけ心が痛んだ。
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　それが『かまいたち』であることは、すぐに分かった。

　かまいたちは屋上の縁に立ち、風を撫なでるように指先を動かしていた。

　屋上で待ち構える奴の元に、チップの群れが風に乗ってやってくる。ビンゴだ。

　空を飛んできたチップは、次々と奴の胸に吸い込まれていく。どれだけの寿命を奪ったのかは見ただけでは計りようもないが、奴は一言『こんなものか』と言った。

『随分と便利な力持ってるじゃねえか。お仕事は全部風任せか？』

　春樹が声を掛けると、かまいたちは驚いた素振りで振り向いた。

『誰だ！』

　かまいたち、と聞いて思い浮かぶのはやはりイタチの姿だろう。尻尾に鎌が付いていて、悪戯いたずらにヒトの肌を斬り裂いて回るはた迷惑な妖怪だ。だが、振り返ったそれはどう見てもイタチには見えず、どちらかと言えば日本昔話に出てくる胴長の〝龍りゆう〟が近い。

　全身が緑の龍鱗うろこに覆われており、金糸の体毛で装飾が施されている。頭部には珊さん瑚ごのような角があり、琥こ珀はく色いろをした菱ひし形がたの瞳はそれ自体が宝石のようだった。

『お前は、いや、お前もまさか《フォールド》か？』

『ただのカツアゲ仮面だよ。そういうあんたは、かまいたちさんだな』

『ああ、そうだ。他に仲間がいることは知っていたが、会うことはないと思っていた』

　かまいたちは警戒こそしていたが、それが仮面を被かぶった仲間であると分かると、握手でも求めてくるかのような態度になる。対して春はる樹きは、敵を前に身構えていた。

　もし本当に心許せる仲間であれば、初めから仮面など被って会いには来ない。

『俺も驚いたよ。まさか同業者に襲われるとは思ってもみなかったからな』

『……なんのことだ？』

『あんたが奪ったチップの中に、俺の分が混じってるって言ったら分かるか？』

　かまいたちは数秒考え込んだ後、ややあって『ああ、そうか』と頷うなずいた。

『なるほど。お前は取り返しに来たわけだな。命を』

『話が早くて助かる。とりあえず俺から奪った十六年ちょっと、返してくれるか』

『そうは言われてもな。生あい憎にくとお前の顔に心当たりがない。試しにその仮面を取ってみてくれないか。そうすれば思い出せるかもしれない』

『馬鹿か。そう言われてあんたは仮面取るのかよ』

　またもや少しの間があった後、『取らないな。取るわけがない』と答えた。

　どうもペースが乱される。その落ち着き様は余裕の表れなのか、それともただ考えてから喋しやべっているだけなのか。自分自身の焦りが浮き彫りになるようで、苛いら立だちが募る。

『で、返すのか返さねえのか。俺が聞きたいのはそれだけだ』

『その話なら、断る。これは俺が一度手にした命だ。返す道理が無い』

『そうかよ。だったら話は終わりだ』

　キンッ、と弾はじかれたチップが宙を駆ける。不意の一撃にかまいたちは動けなかった。それが凶器であることにすら、奴やつは気付いていなかった。

『無む理り矢や理りにでも吐き出させてやる』

　春樹が指を鳴らすと同時、ボンッ！　とチップが爆発した。

《フォールド》には特異な力がある。それは命を稼ぐために必要な仕事道具と言い換えてもいい。そしてその技能や手口は《フォールド》によって随分と異なる。

　アポトーシスが影を操るように、かまいたちが風を従えるように。

　春樹は、チップを爆弾に換えることが出来た。

　直撃だった。不意に起爆した爆弾を前に身体からだを逸そらすことすら出来なかったかまいたちは、目の前で咲いた爆炎に胸を焦がし、しかし平然と立っていた。

　かまいたちは驚いているようだった。想像を大きく下回る爆弾の火力に、だ。

　春はる樹きの弾はじいた爆弾は、かまいたちからチップを十数枚巻き上げただけに終わった。

『今のがお前の全力か？』

『……いいや、六分の一くらいだ』

　春樹は寿命を頭でカウントする。六日弱あった命が五日に減っている。足りない一日分の命はどこに行ったのか。それはたった今チップとなって、爆散したばかりだ。

《フォールド》がヒトに恐れられる所以ゆえんは、ヒトには無い力を持っているからだ。

　例えばそれは刀で斬り合う戦場に機関銃を持ち込むような、地上を駆ける歩兵隊に空爆を仕掛けるような卑ひ怯きよう染みた力ではあったが、その反面《フォールド》にしか知り得ない大きなデメリットもあった。

　それも、力の代償に寿命を消費する、という大き過ぎるデメリットが。

『命を賭けて、命を稼ぐ。それが《フォールド》の基本原則だ。死に近づくことを恐れていては、生きていくことは出来ないぞ』

『誰かさんにそのチップを奪われちまったからな。生あい憎にくと元手がない』

『ならば代わりに見せてやろう。力というのは、こうやって遣うものだ』

　瞬間、それが来た。

　かまいたちが腕を振り払うのに合わせて突風が吹いた。春樹は正面から襲い来る〝風〟の形を目撃した。かまいたちを不可視の通り魔たらしめる、風の刃やいばだ。

　春樹は視覚を頼りに身を屈かがめ、ヘッドスライディングの要領で風を潜くぐった。

　背後でなにかが切断される音が聞こえた。振り向くと、屋上に設置された広告看板の足場が真っ二つになった。鉄骨の支えを失った看板は、派手な音を立てて崩れ落ちた。

『どんだけのチップを遣えば、それが俺にも真ま似ね出来るんだ？』

『今のは警告だ。次は当てる』

『なにが警告だ。避よけなきゃ当たってたぞクソが』

　言ってる間にもかまいたちは次を構えている。春樹も次の一手に出ていた。

　春樹は再びチップを投とう擲てきする。今度は一枚だけでなく、十数枚のチップだ。

『芸の無い。まとめて吹き飛ばして──』

　かまいたちは先程の爆発を見て、その威力を覚えていた。宙で散らばったチップを薙なぎ払はらおうと距離感を測り、一斉に突風を解き放つ。だが奴やつはその距離感を見誤っていた。

『ボンッ』

　チップの散弾はなんの前触れもなく爆発した。先程の十倍の規模で膨れ上がった爆炎がかまいたちを呑のみ込こみ、十倍の威力を以もつて奴を屋上から場外へと撥はね飛とばした。

　春樹はかまいたちを追って、屋上の縁から地上へと飛び降りた。

　かまいたちは、ビルとビルの合間の路地に落ちていた。しばらく爆発と落下の衝撃に呻うめいていたが、身体からだからポロポロとチップを零こぼしながらも、ようやく立ち上がった。

『お前……ッ、力を隠していたな。チップは無い、って。卑ひ怯きようだぞ……！』

『そっちが素か？　見た目の割に小物臭い奴やつだな』

　春はる樹きの爆弾は《フォールド》の基本原則に従って寿命を消費する。だが、それはなにも自分の寿命に拘こだわる必要はない。春樹は最初の一投でかまいたちが零こぼしたチップを回収し、それをまとめて爆弾に換えていた。一年ちょっとの命だったが、火力としては十二分。

《フォールド》の戦い方はメダルゲームにも似ている。一枚のメダルはやりようによっては十にも百にも化ける。命もメダルも、要は遣い方次第という訳だ。

『こいつは返して貰もらうぞ』

　路地には大量のチップが散らばっていた。半数以上は爆発に巻き込まれ使い物にならなくなってしまったが、それでも奪われた以上の命がそこにはある。

　チップを前に皮算用を始めた、その時だった。

『もうじき千に届くんだ。お前なんかに邪魔されてたまるか！』

　かまいたちを中心に突風が巻き起こり、春樹はあっさりと吹き飛ばされた。情けなく地面を転がり、顔を上げた時にはかまいたちの背中が見えた。逃げたのだ。

『またそれかよ！』

　今度こそ逃がすものかと春樹は勇んで駆け出した。が、数歩進んだ先で立ち止まった。

　チップの山を振り返る。捨て置くには惜しい宝の山だ。こればかりは無視出来ない。

　春樹はかまいたちを追うことを諦め、チップを拾い始めた。これでいい。優先すべきは復ふく讐しゆうを果たすことではなく、アポトーシスに支払う二千年の命を稼ぐことなのだから。

　結果として、その判断は間違っていなかった。

　銃声が響いた。パンッ、という乾いた銃声とは違い、タタンッ、とリズムを刻むような銃声だった。路地の角を曲がった先から、「動くなッ！」という怒声も聞こえた。

　かまいたちが撃たれたのだ。ヒトに危害を加える害獣は駆除されるのが世の常だ。

　そしてそれは、決して他ひ人と事ごとなどではない。

『チッ、流石さすがにお巡りさんまでは相手にしてらんねえな。退散だ』

　春樹は拾えるだけのチップを拾い集めると、銃声がした方とは反対方向に立ち去った。

　背後でもう一度銃声が鳴ったが、春樹は振り返らなかった。
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　コンビニに戻ると、小こ夏なつの姿が無かった。春樹は思わず頭を抱えた。

「あの馬鹿、待ってろって言ったのに！」

　普段はおっかなびっくりとした仕草で春樹の半歩後ろをついて来る彼女だが、こういう時だけ無駄な行動力を発揮する。見ないフリをする、ということが出来ない性質なのだ。

　行ったところでなにも出来ない癖に、と内心悪態を吐ついた。

「ったく、あと三日しかねえんだぞ。勝手にどっかでくたばってなきゃいいが」

　小こ夏なつの行き先には大体見当が付いている。早いところ見つけ出して合流しなくては。見つけたその時にはデコピンの一つでもしてやろう。そう思い、春はる樹きは横断歩道を渡った。

　空は夕焼けに染まりつつあった。随分と急ぎ足で、雲が流れていく。

　春樹が空を見上げた矢先、突風が吹いた。それは季節外れの春一番、といった風だった。

　周囲から悲鳴が上がる。突風に煽あおられ転んだ人や、咄とつ嗟さに屈かがみ込こんで風をやり過ごそうとする人が見えた。春樹は転ぶことも屈むこともなく、中途半端な姿勢でそれが過ぎるのを待った。だが、それはいつまで経たっても治まる気配がない。

「なにあれ、ヤバいって！」

　女子高生の悲鳴とも歓声とも知れない声に、春樹はなんとか瞼まぶたを開いて顔を上げた。

　そして言葉を失った。春樹だけでなく、その目撃者は漏れなく息を呑のんだ。

　大通りが貫つらぬくビル群の一角。そこに、巨大な竜巻が唸うなりを上げて渦巻いていたのだ。

　先も見通せぬほどに渦巻く灰色の竜巻は、独こ楽まのように回転を続けながらビルの側面を削り取り、天高く聳そびえ立たっている。あの辺りはさっきまで自分がいた場所ではなかったか。かまいたちと戦った場所だ。だとすればあの竜巻は、まさか。

「……まさかあれ、かまいたちか？」

　答える者はいなかったが、灰色の竜巻の中心には確かにその姿があった。

　もはや誰もそれを『かまいたち』と侮ることはない。天高くから地上を見下ろし、威風堂々たる佇たたずまいで空に立ったその異形は、まさに『龍りゆう』そのものだった。
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　かまいたちは死ぬはずだった。いや、彼らの立場を思えば殺すべきだったと言うべきか。隊員達の胸中には仕し留とめ損なった、という後悔が渦巻いていた。

　対《フォールド》を想定して警察内部に組織された特別任務機動隊カウンターユニツト。通称、特務課。

　彼らの銃口はほんの数分前まではかまいたちを捉えていた。標的の姿を視認するや否や引き金を引き、銃弾は目標の脇腹に命中した。防護ジャケットに身を包んだ隊員が数名で隊列を組み、膝を突いて呻うめくかまいたちの前に立ちはだかった。

『……ッ、どいつもこいつも邪魔ばかり。これだから他ひ人とは嫌いなんだ』

「構えッ！」部隊長の号令と共に、隊員達の銃口が一斉に目標を睨にらんだ。

　射殺命令はすでに下っていたのだから、後は引き金を引くだけで良かった。油断していた訳ではないが、手負いの獣が秘めた生存本能は想像を遥はるかに超えていた。

　琥こ珀はく色いろの瞳が強く光を放ち、「撃て！」と叫ぶのと同時、かまいたちが豹ひよう変へんした。

　風が、爆発した。かまいたちを中心に吹き荒れた暴風は隊員達を撥はね飛とばし、それは渦となって空へと立ち昇った。嵐を一本の支柱に巻き付けたような、強大な渦だ。

　そして目の前には今、巨大な竜巻が聳そびえ立たっている。

「狙撃班、配置に就いた。だがこの風だ、あまり期待するな」

「構わん。こうなった以上、俺達に出来るのは時間を稼ぐことだ」

　竜巻は依然勢力を増しながら、片側二車線の道路を我が物顔で南下していた。

　特務課もまた場所を移し迎撃の準備を整えていた。仕切り直しだ、と誰もが意気込む中、慎重とも諦てい観かんとも取れる上官同士のやり取りに、狙撃班の一人から舌打ちが漏れる。

「五分でいいわ。それだけの時間、全身全霊で守り抜いて！」

　インカム越しに背中を叩たたく上司の声に、各員は「了解」と意思を統一し、市街地をなお進攻する竜巻を前に、彼らは再び銃口を掲げた。

「総員構え！　──撃てッ！」

　そして、すぐさま銃声が響き渡った。無数の銃弾が空に向かって放たれる。それらは全て竜巻の壁を通過し、渦に呑のまれて隊列を崩し、本体に掠かすること無く役目を終えた。

『無駄だ。もはやお前達では障害にもならんよ』

　暴風渦巻く嵐の中、その声は天から降り注ぐように耳に届いた。

　無機質も有機物も纏まとめて巻き上げる暴力の化身。竜巻の中心に、怪物の姿を視認した。

　緑の龍鱗うろこ。金糸の体毛。珊さん瑚ごのように枝分かれした角に、琥こ珀はく色いろの瞳。猛たけ々だけしくもしなやかな尾を背後に揺らし、威風堂々と空に佇たたずむ『龍りゆう』のシルエット。

　かまいたちは、まるで雷鳴を自らの意志で降らせるかのように片腕を振り下ろした。

　すると、彼を取り巻いていた渦から、更なる渦が吐き出された。新たに屹きつ立りつした竜巻が公道を疾走し、なおも引き金を引き続けていた隊員達へと襲い来る。

「──退避！」そう叫んだ時にはすでに遅い。地上で防衛戦を演じていた隊員は皆、激流の如ごとき渦に呑のみ込こまれてしまった。その力は凄すさまじく、隊員達を宙へと運び去り、弄ぶのに飽きると、ビルの側面やアスファルトに向かって無造作に投げ飛ばした。

　竜巻の渦の内部には、隊員達から毟むしり取とったチップが無数に輝いていた。

　ビルの屋上や高所の窓から狙撃を試みようとしていた隊員達も、唸うなりを上げて襲い来るつむじ風に弾はじき出され、特務課は瞬く間に壊滅状態へと追い込まれていった。
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　前から走ってきたサラリーマンと肩がぶつかった。男は謝ることなく、春はる樹きの顔を一いち瞥べつするとすぐに走り去って行った。彼の目には恐らく春樹の顔の火傷やけど痕すら映ってはいなかったことだろう。誰も彼もが必死の形相で、北から南へと駆けている。

　皆、突如出現した巨大竜巻から逃げていた。いつだったかこんなシーンを映画で観みたことがある。自然の脅威を前に引き裂かれた家族が再会を果たし、滅びかけてる街を背景にカップルがキスをする。そんな内容だったか。結局、人類は竜巻には勝てなかった。

　春はる樹きは小こ夏なつを探して、竜巻の方へと向かっていた。

　かまいたちの犯行現場にも小夏はいなかった。入れ違いになったのだろうか。それとも体格の小さな小夏のことだ、この暴風に攫さらわれてしまったとも考えられる。

　辺りにはガラス片や空き缶、街路樹から毟むしり取とられた樹木や公園のベンチ、果ては屋上で見た広告看板までもが飛び交っている。だがそれ以上に目を見張る光景があった。

　チップだ。数えきれないほどの銀色の塊が、空に舞い上がり、竜巻へと吸い寄せられていく。それは一体何年分になるのだろう。チップにはお金のようにその価値が刻まれている訳ではないから、膨大な、としか言い様がない。ただ経験上、空には千年を超える命が漂っている。かまいたちはそれだけの寿命をヒトから奪ったのだ。

「これだけ用意してやれば、アポトーシスも満足してくれるのかね」

　むしろこれだけの偉業を果たしてようやく、とも言える。それに春樹の場合は自分の支払いだけじゃなく、小夏の分も集めなくてはならないのだ。占めて二千年分。

　目眩めまいがする。背負ってしまった重荷の大きさを改めて思い知った。

　どれだけの間、空を眺めていたのか。彼女の声が耳に届かなくなるほどには茫ぼう然ぜんとしていたらしい。どすん、と背中に誰かがぶつかった。振り返るとそこに、小夏はいた。

「小夏、お前何ど処こ行ってたんだ。探しただろ！」

「……ハルを、探してた……！」

　小夏は走り回っていたのか呼吸が荒く、肩で息をしていた。頬ほおがほんのりと赤い。

　すでに散った桜の花びらでも探していたのだろうか。今は冗談を交える体力もない。

「お前がちゃんと待ってりゃその必要もなかったんだ。まあいい。それよりさっさとここから逃げるぞ。巻き添えは御免だからな」

　踵きびすを返す春樹に対し、「えっ」と小夏が意外そうに声を漏らした。

「なんだよ？」

「……っ、止めないと……！」

　聞き間違いでなければ、小夏はそう言った。

「止める？　なに言ってんだ。あれをよく見ろ。どうやって止めるってんだ」

「……死んじゃう、人が……！」

「それは俺らも同じだろ。お前、自分が三日しか残ってねえの忘れたのか？　それは三日生きられるってことじゃねえんだ。無事で済めば三日生きられるってだけの話だ。石ころ一つで死ぬことだってある。それともなにか、俺に死んでこいって言うのか？」

　小夏はぶんぶんと首を振って否定する。だが一緒に逃げようともしない。

「いいか小こ夏なつ。あいつも俺も、お前だって同じ《フォールド》だ。認めるのは癪しやくだけどな、同じなんだよ。これは生きるために必要なことなんだ。だから俺にはあいつを止める権利はない。第一、止められるか？　お前はあいつに死ねって言えるのかよ。言えないだろ？　だったらこの話はここで終しまいだ」

　有無を言わさず捲まくし立たてるように説き伏せると、小夏はそれ以上口を開かなかった。

　納得はしていないのだろう。今にも泣き出しそうで、それでも泣くのはズルいなと歯を食いしばり、瞳の奥でわんわんと泣き叫ぶ。そんな顔を、彼女はしていた。

「ほら、行くぞ。こんなとこでお前に死なれちゃ困るんだよ」

　春はる樹きは小夏の手を取った。小夏の指が春樹の指と絡まり、それが、するりと解けた。

　視界の隅に、逃げ遅れた老夫婦の姿があった。

　爺じいさんは八十代後半といった皺しわだらけの老ろう爺やで、婆ばあさんの方が多少若く見える。

　転んだのか力尽きたのか諦めたのか、ともあれその二人は頭上から降って来る死を眺めていた訳だ。竜巻に巻き上げられ墜おちて来る一台の車を。ともすれば後はぺしゃんこになるのを待つばかり。神に祈っている素振りはない。無神論者なのかもしれないし、迫り来る死を前に神様の存在など頭からすっぽ抜けてしまったのかもしれない。

　まあ実際のところ、祈ったところで神様が助けてくれることもないだろう。

　人を助けるのはいつだって、ただの人なのだ。

　だからこそ、咄とつ嗟さに飛び出して行った彼女の背中はとても尊いものに見えた。

「──馬鹿、小夏ッ！」

　小夏は老夫婦の前に立つと、そっと自分の顔に手のひらをかざした。ノイズが走ったかのようにその表情が歪ゆがみ、手の内に〝仮面〟が出現する。

　小夏は顔を老夫婦に、背中を車へと向けていた。恐らくは、老夫婦はその一部始終を目に焼き付けたことだろう。その奇跡は瞬く間に起きたのだ。

　ドゴンッ！　という衝突音が宙で響いた。

「……え、っ……？」

　困惑の色を滲にじませ小夏が振り返ると、今まさに頭上に迫っていた車の底面はすでに無く、遅れてガシャンと路肩に着地した車があるばかり。

　なにが起きたのだろうと小夏が見上げた先、そこには、太陽が輝いていた。

「素晴らしい勇気だ、桃色少女。キミの勇気が奇跡を起こした」

　西へと沈みかけた夕ゆう陽ひを背に、彼はマントをなびかせ、ゆっくりと地上に降り立った。

　真っ赤なタイツに身を包み、金色のグローブとブーツを身に着けた筋骨隆々のその男。腰には黄金色に輝くベルトが巻かれており、同じく黄金色の光を纏まとったマスクには太陽を模した角飾り。露出した口くち許もとが魅せるスマイルと、鼻先から顎にかけて漂うナイスガイ。

　グッ、とサムズアップを掲げるヒーローを前に、小夏はその名前を呟つぶやいた。

「……ブレイズ、マン……？」




「そうとも。私こそが生命いのちの番人、──ブレイズマンだ！」




　その時、世界の空気が変わった。

　全身タイツのマスクマンが現れただけだと言うのに、それだけで全てが救われたかのような錯覚が生まれた。運命や幸運といった目に見ることの出来ないスピリチュアルな概念を五感に捉えた高揚感。「ああ、今ならイケる」と流れを鷲わし掴づかみにしたような感覚だ。

「小こ夏なつ！」春はる樹きは、遅れて小夏の元へと駆け寄った。

　ぼおっと突っ立ったままの彼女を、ブレイズマンなる者から強引に引ひき剥はがす。しかし彼はそんな春樹の態度に気を悪くすることなく、微笑ほほえましそうに相好を崩した。

「さあ、行きたまえ。ここから先は私の出番だ」

　ブレイズマンはマントを翻すと、地面を弾はじいて空に飛び立った。翼も無しにロケットのように飛ひ翔しようする彼の背中は、迷うことなく巨大竜巻の方へと向かって行った。

　小夏は、その背をずっと眺めていた。目を輝かせ、口を半開きにして、神に祈るように手を合わせている。

　彼女だけじゃない。ブレイズマンの登場に、周囲からは熱狂的な歓声が上がっていた。

[image: ]

　もはや誰一人としてこの場から逃げようなどと思う者はいない。彼の活躍を目に焼き付けようと、誰もが子供のような眼まな差ざしで、誰もがヒーローの存在に目を奪われていた。

　しかし春はる樹きだけは、全く別の心境に立たされていた。

　ブレイズマン。それは絶対正義の象徴。怪物の脅威から人類を護まもる絶対無敵のヒーロー。

　そして《フォールド》にとっては最も忌むべき天敵。完全無敵のゲートキーパーだ。

　だとすればそれは、いずれ自分達の前に立ちはだかる障害に他ならない。

「小こ夏なつ、ちゃんと見とけ。──あれが俺達の、敵だ」
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　成なる瀬せ隼しゆんは風の中に居た。

　人々が逃げ惑う姿を竜巻の内から高みの見物。アポトーシスに支払う分はすでに手中に収めてあり、これ以上ヒトの命を巻き上げる必要は今のところはない。

　こうして竜巻を発生させている間は、成瀬の命もまた失われている。命を賭けて命を稼ぐという基本原則に従い、寿命を指し示すクロックはガリガリと高速ですり減って逝く。

　だが、それすらも気にならないほどに、今の成瀬は命を持て余していた。

　銀色に煌きらめく無数のチップが、自身を称たたえるように空に舞い上がる。竜巻が忠実な僕しもべとして成瀬に従い、忠義を示さんと命を携えてすり寄って来る。

　後先考えずに散財するのは実に気持ちがよかった。なにせ遣った分以上の命が還かえってくるのだ。生と死をコントロールしているような万能感が、成瀬を増長させていた。

　初めからこうしていればよかった。成瀬は自身が歩んできた十八年の人生を嗤し笑しようする。

　成瀬は幼少の頃から今日に至るまでイジメの標的にされ続けてきた。理由は分からないが、そういうものだと自分でも諦めていた。自尊心は日ごとに摩耗し、暴力と嘲笑の渦に囚とらわれたまま、灰色の青春時代を送るのだと信じて疑わなかった。

　しかし今では違う。卵の殻を破り、生まれ変わったような気分だった。

　生きているという実感が腹の底から湧いてくる。成瀬は大仰に腕を広げ、叫んだ。

『さあ、もっと寄よ越こせ。俺の力を世に示す時だ！』

「そうはさせない！」

　不意に、太陽が正面で光を放った。夕ゆう陽ひは今、成瀬の背後へと沈んでいる。

　沈みゆく落日とはまた別の、人の意志で黄金に輝く太陽が天へと昇って来るのだ。

　高速で空を飛ひ翔しようし、一筋の流星と化したブレイズマンの突とつ貫かん。両腕を正面でクロスし、「ぬぅううん！」力任せに竜巻をぶち抜いた。

『──ッ！』成瀬は、ブレイズマンに押し出される形で竜巻から弾はじき出された。

　全身を道路に擦こすりつけながら何度も転がり、胸を打った衝撃に喘あえぐ。痛くて苦しいのか、胸から飛散したチップがそう思わせるのか。ともあれそれは失われてはならない感覚だ。

　苦痛に呻うめきながらも成なる瀬せは立ち上がり、悠々と地上に降り立った怨敵を睨にらみつけた。

『ブレイズマン……、やはりお前が最大の障害となるか』

「そして最強の砦とりでだ。そう易やす々やすと越えさせはせんよ、かまいたち少年」

『少年？』上から目線の一言が、成瀬の闘争心に火をつけた。『舐なめるな！』

　成瀬は二柱の竜巻を左右に出現させ、両腕を正面に振り切った。

　右車線と左車線とを平行して突き進む二柱の竜巻は、まさに龍りゆうの如ごとく。ミキサーのように螺旋ヘリコを掻かき乱みだす龍の顎がアスファルトを掻かき毟むしり、そのままの勢いを以もつてブレイズマンに牙を立てた。左右から喰くらい付いた竜巻に対し、ブレイズマンは両腕を盾に凌しのいでいた。しかし同時に、ブレイズマンの肉体からは血ち飛沫しぶきと共にチップが迸ほとばしった。

『ブレイズマン、お前の命は一滴残らず戴いただいていく。アポトーシスもそれを望んでいる』

　成瀬は自分こそが強者なのだと優越感に浸っていた。ブレイズマンの肉体からごっそりと命が零こぼれ落おちるのを見て、勝利を確信していた。だが、

「やらん！」と一喝。そして一蹴。ブレイズマンは両腕を振り払った。

　たったそれだけの動作で、龍の顎が砕かれ、二柱の竜巻はただの風となって霧散した。

　愕がく然ぜんと立ち尽くす成瀬へと、ブレイズマンは一歩二歩と距離を詰める。

「奴やつには一滴たりともやるつもりはない。奴は、何ど処こにいる？」

『お前の相手は俺だろう。どうせお前はここで死ぬんだ、教える道理もない』

「そうか。ならばキミが奪ったその命、天に還かえしてもらおう」

『それも断る！』

　成瀬はありったけのチップを砕き、咆ほう哮こうと共に竜巻を解き放った。今度は四柱の竜巻で、迫り来る敵を迎撃する。四つの開かれた顎がブレイズマンに襲い掛かった。

　しかしブレイズマンは迎え撃つでもなく、真正面から向かって来るのだ。

　ブレイズマンは竜巻の合間を潜くぐり抜ぬけ、飛ひ翔しようする。そしてそのまま、左の掌てのひらを正面にかざし、右の掌を牙のように開いて腰まで引き絞った。

　太陽のマスクに灯ともった真紅の瞳は、睨にらみ合あった夕ゆう陽ひに負けず劣らずの朱を宿していた。

　その時、成瀬は理解した。

　……ああ、俺は、俺達じゃあこいつには勝てない。




「ＳＥＩＺＥサイズ　ＴＨＥザ　ＤＡＹデイ！」




　ブレイズマンの突き放った掌が、成瀬の心臓を貫つらぬいた。刺し貫かれた背中から致死量のチップが宙に噴き出し、地面の上に降り積もっていく。身体からだから腕が引き抜かれると、胸からもだくだくと血液とチップとが零れ落ち、成瀬は膝から崩れ落ちた。

『……ごぼ、ッ……！』

　異形と化した成なる瀬せの肉体は、ポロポロと崩れ始めていた。

　手のひらを見下ろすと、指の先からチップへと変換されていくのが分かった。

『ああ、待て、駄目だ……それは駄目だ』

　成瀬は零こぼれ落おちたチップに縋すがりつくようにして、それらを拾い集める。だが、掬すくい上あげようとした手のひらもまたチップとなって落ちた。生きるために必要な命の分だけ肉体を換金し、それでも足りないから消えて逝く。それが《フォールド》の在り方だ。

　瞼まぶたの裏に浮かんだ寿命は、非情にも死のカウントダウンを刻み始めていた。

『助けてくれ、ブレイズマン。いや、助けてください。こんな、こんなことになるなんて俺は……僕はただ、蜜を運んでただけなんです……』

「だとすれば、命の味など覚えるべきではなかったな」

『……それは……ああ、そうか……僕が……』

　そこにはもう、成瀬の姿はなかった。『龍りゆう』の装束は解け、肉体はジャラジャラと別の何かに変わり果て、最後に残った仮面だけが彼の存在を唯一証明する物になった。

　ブレイズマンはその成れの果てを片手に拾い上げると、そっと胸に抱いた。

「憂いに暮れた魂に、また朝日が昇らんことを」

　パリン、と仮面はささやかな音を立てて、拳の中で灰となって消えた。






二章　四季折々の愚者






　目を開くと、四方を石壁が囲った狭苦しい空間に自分はいて、どういう訳か宙に吊つり下さがっていた。身動きしようとすると、心臓の辺りがジクリと痛む。顎を引いて胸元に目をやると、歪いびつな形をした黒い〝枝〟が胸から突き出しているのが、見えた。

　宙に身体からだが浮いていたのは、どうにもその枝に突き刺さっていたせいだった。背後から背中を一突きした黒い枝が、心臓を貫つらぬき、春はる樹きを宙に吊るし上げていたのだ。

　今自分は夢を見ているのだ、とはっきり分かることがある。所謂いわゆる、明めい晰せき夢むという奴やつだ。これがまさにそうだった。春樹は夢を見ていた。でなければ過去に戻ったのだろう。

　どちらにせよ、あまり楽しい思い出ではない。なにせ自分が《フォールド》になった時のことなのだ。もしも過去に戻ってやり直すことが出来るとすれば、自分はきっとこの景色よりも前を選ぶだろう。そうすればきっと、俺達は俺達のままでいられたに違いない。

　高校一年の春休み、つまりは今から二ヵ月ほど前。春樹達は廃教会の地下室にいた。

「それじゃあ、そろそろ貴方あなた達の返答を聞かせてもらおうかしら」

　アポトーシスは夢の中でも相変わらずの喪服姿で、日傘を差していた。奴は目の前にぶら下がった春樹達三人を見上げ、品定めでもするかのように視線を這はわせて、言った。

「生きるか、死ぬか。実に簡単な二択よ」

「いや、嫌だ、殺さないで……もうお家うちに帰してよぉ……っ！」

　春樹の左隣には、沢渡さわたり秋あき穂ほが吊るされていた。

　いつも爽やかな顔をして大勢に好かれている彼女が、涙と鼻水とで顔を汚し、子供のように泣き叫んでいる。普段の姿からは想像もつかない友人の姿に、心が痛む。

　秋穂も枝に貫かれていた。彼女は胸を突き破った枝の先端を両手で掴つかみ、少しでも痛くないようにと自分の身体を支えている。

　春樹は自分も大差ない格好でいることを思い出し、身体を揺すった。

「俺はどうなってもいい！　だが、こいつらのことは見逃してやってくれ、頼む！」

　春樹の右隣には、門かど真ま冬とう也やが吊るされていた。

　彼は地下室を震わせるほどの声で叫び、一八十センチを超える巨体を揺すってもがいていた。春樹が幾らやっても微動だにしなかった枝の拘束が、ギシギシと軋きしんでいた。彼ならばこの場を切り抜けてくれるのではないか、と無責任な期待を寄せる。

　だが幾ら夢とはいえ、記憶にない奇跡は起こせないようだ。だったらなんのために自分はこの夢を見ているのか。あの日味わった無力さと、やり場のない怒りだけが再燃する。

「同じことを言わせないで頂戴。明日も生きたいと望むのなら、《フォールド》になるしか道は無い。貴方達にはちょっとした仕事をお願いすることになるけれど、それさえ果たしてくれるのであれば、これまで通りの人生を送ってもらって構わないわ」

　でも、とアポトーシスは言葉を続けた。

「それがどうしても受け入れられないと言うのなら、今、ここで死ぬだけよ」

　自分が生きていると実感することは難しいが、それと同様に自分の死というのもなかなか想像し難いものだ。しかし目の前に現れた『日傘の魔女』には、その〝死〟のイメージを明確に浮かび上がらせるだけの迫力と、実績があった。

「分かった、俺がやる！」と冬とう也やが声を張り上げた。足元に伸びてきた影が、春はる樹きや秋あき穂ほの喉元に喰くらい付こうと牙を剥むいた瞬間、だった。

「《フォールド》でもなんでもなってやる！　そん代わり、こいつらには手を出さないでくれ！」

「友達想おもいね。いいわ、彼を下ろしてあげて」

　アポトーシスがそう指示すると、冬也を吊つり上あげていた枝がゆっくりと首こうべを垂れ、彼を貫つらぬいていた枝先をその巨きよ躯くから引き抜いた。枝はアポトーシスの元ではなく、春樹達の後方に潜んだ闇の中へと帰っていった。何者かの気配がそこにはある。

　冬也は一度後ろを振り返った。大丈夫だ、と誰かに言い聞かせるように頷うなずいていた。

　地下室の中央には、大きな沼が開いていた。床を円形にくり抜いて出来た穴に、血液をたっぷりと注ぎ込んだような、赤黒い沼だ。アポトーシスはそれを「釜」と呼んでいた。

　アポトーシスに促されるままに、冬也は釜の中へと足を踏み入れた。

「貴方あなたにはまず、ヒトであることをやめてもらう必要がある。とは言っても、貴方はただ釜の中に立っているだけでいい。もしも貴方が自分の形を見失ったとしても、この仮面がちゃんと貴方の存在を成形してくれるわ。その時晴れて貴方は《フォールド》になるの」

「難しい話はいい。やるならさっさとやってくれ」

「そうね。では、お望み通りに」

　アポトーシスは仮面を持った方の手で、器用にチップを一枚弾はじいた。チップが赤黒く染まった沼に沈んだ。その直後、釜の中がグツグツと騒ぎ始めた。

　ヒトをやめてもらう、と奴やつは言ったが、その光景はあまりに凄惨なものだった。

　釜の底から湧いて出た赤黒い泥があっという間に冬也の全身を呑のみ込こみ、彼の血も肉も骨も臓ぞう腑ふも分別なく、バリバリグチャグチャと掻かき混まぜた。冬也は釜の中で暴れていたが、もはや彼の姿形が何ど処こにあるのかも分からない。冬也は、釜に喰われていた。

　咆ほう哮こうと絶叫。彼の声だけが地下室に響き渡り、それは数分続いた後、止やんだ。

　アポトーシスは、静かになった釜の中に仮面を一つ投じた。それは特徴のない無表情な仮面だったが、冬也を呑み込んだ沼に沈む込むと、やがて変化が起きた。

　釜の中から、何かが這はい上あがって来るのだ。ズルズルと身体からだを引ひき摺ずって、低い唸うなり声ごえを上げながら床を這って来る。いや、それを身体と言っていいものか。春樹の目にはそれが、ただの土つち塊くれに見えた。土塊はさざ波のように床を這って進み、ドシャリと崩れ落ちた。

　冬とう也やの姿は何ど処こにも無い。あるのは砂だけ。その時彼は確かに、ヒトでは無くなった。

「さて、次は誰の番かしら」

「そんなっ、私達のことは見逃してくれるんじゃ！」

「ええ、だから生き残る道を提示しているのよ。お友達に感謝しなくてはね」

　アポトーシスの手にはすでに仮面と、チップが用意されていた。網目のベールの内で妖しく灯ともった深紅の瞳は、秋あき穂ほに向いている。次は自分の番なのだと察した秋穂は、冬也の成れの果てを見下ろし、それから「イヤイヤ」と駄だ々だをこねるように首を振った。

　黒い枝は先端に秋穂を吊つり下さげたまま、釜の方へと運び始めた。

「……いやッ、やめて……なんでこんな！　助けて！　助けてよ、こなっちゃん……！」

　そして必死の懇願も虚むなしく、彼女もまた釜に喰くわれた。

　彼女の悲鳴は断続的に、音が飛んだように聞こえてきた。耳を覆いたくとも腕を動かすこともままならない。歯を食いしばって、この悪夢が過ぎ去るのを待つだけだ。

　その時、『……ごめんなさい……』とすすり泣く声が聞こえた。声は春はる樹きの後ろからだった。頭だけでどうにか振り向くと、そこには仮面を被かぶった女が一人立っていた。

　真っ黒なパーカーを着ていて、兎うさぎの耳飾りが垂れ下がったフードを被っている。それ一枚を素肌の上に羽織っているだけなのか、裾から直接肉付きのいい太ふと腿ももが伸びていた。

　そして歪いびつな形をした黒い枝は、仮面の女の背中から生えたモノだった。

　つまりはその女が春樹達を枝で突き刺し、生いけ贄にえのように魔女に差し出したのだ。

「最後に残ったのは貴方あなたね、鳥と羽ば春樹」

　気付くと秋穂の悲鳴が止やんでいた。冬也のように砂になってしまったのだろうかとその姿を探すと、釜の中に彼女の姿はやはり無く、その代わりと言っていいのか、地下室の片隅に蹲うずくまった布切れを見つけた。膨らみのある布切れは、小刻みに震えていた。

「さあ、答えを聞かせて頂戴。貴方が仲間になってくれるのを彼女も待ち望んでいるわ」

　彼女というのはあの布切れのことだろうか。それとも、後ろでメソメソと泣く仮面の女のことだろうか。どちらにせよ、春樹に選べる選択肢など他にあるはずもなかった。

　仮面の女から伸びた黒い枝は、ゆっくりと春樹の身体からだを釜の上まで運んでいく。ＵＦＯキャッチャーの景品にでもなったようだ。釜を満たした赤黒い沼が真下に見え、その水面が徐々に近づいて来る。いっそひと思いに投げ落としてはくれないだろうか。

　顔を上げると、アポトーシスがこちらを見下ろしていた。奴やつはベールの内で嗤わらっている。

　春樹は自分が沼に沈み込むその時まで、アポトーシスを睨にらみ続けた。この瞬間心に燻くすぶった火種を決して消さないようにと、春樹はあの時と同じ台詞せりふを吐き捨てた。

「地獄に堕おちろ、クソ野郎！」

「ようこそ地獄へ」

　そうして春樹はあの日、《フォールド》に成ったのだ。





＊　＊　＊






『旭あさ日ひ市内で起きた《フォールド》事件から三日が経たちました。現在公開されている情報によると死傷者は三十九名、負傷者は重軽傷含め五百人以上となっており、竜巻の発生した事件現場ではなおも復興作業が進められています。「かまいたち」の犯行と思おぼしき事件は過去十数件に及び、市民からは不安の声が上がっていましたが、今回容疑者が死亡したことを以もつてその脅威は完全に去ったものとの見方が強まっています。一方、同市内に潜伏する「カツアゲ仮面」に関しては、引き続き捜索を続けているとの発表が警察より──』




　朝あさ餉げの香り漂う食卓に、チッ、と舌打ちが漏れる。

　次のニュースです、と言って流れる報道もすでに観みたような内容で、他のテレビ局でも似た内容をやっている。かまいたちは死んだ、で済む話題の繰り返しだ。

　春はる樹きはリモコン片手にザッピングを続け、一巡した辺りでまた舌打ちをした。

「こらっ、春樹！　ぴっぴこチャンネル変えるんじゃないわよ！」

「──痛っ！」ガチン、と鈍い痛みが頭部を襲った。

　春樹が仏頂面で見上げると、母の美み春はるが立っていた。手には拳げん骨こつ代わりに振り下ろしたリモコンが握られている。つい先程までこの手で操作していたはずが、瞬く間に引っ手繰られ、殴られた。驚くべき早業だ。

「ほら、さっさとご飯食べちゃいなさい。私だってもう出なきゃなんないんだから」

「俺のことは気にせず出動してくれ。戸締まりならちゃんとやっとく」

「そんなこと言ってたらあんた平気で遅刻するでしょうが。ここんとこ夜遅くまで出歩いてるみたいだし、パパ心配してたわよ？」

「へいへい」と適当に相あい槌づちを打って、味み噌そ汁しるに口を付ける。

　キッチンとリビングとを慌ただしく行き来する母の姿は、エプロン姿ではなく出勤仕様。スーツジャケットを椅子に引っ掛け、シャツの袖は捲まくっている。

　男らしいの一言に尽きる美春の料理は、基本的に和食が多い。その味付けは辛いか甘いかの両極端で、今日の味噌汁はむせるほどに塩辛かった。

「あんたまた、危ないことに首突っ込んでんじゃないでしょうね？」

「なんだよ突然。夜出掛けてるだけで大おお袈げ裟さ過ぎんだろ」

「あんたの場合は前科があり過ぎるのよ。ブレザーだって本当は何ど処こに捨ててきたのやら」

　春樹は、血ち塗まみれになってしまったブレザーのことを思い出す。

　家に置いておく訳にはいかないと思い、同じくボロ布と化したシャツと共にこっそりとゴミに出したのだ。美春には「その辺に置いてたら誰かに持っていかれた」と説明していたが、美み春はるは嘘うそ吐つきでも見るような目で「次は自分で買いなさいよ」と溜ため息いきを吐ついた。

「そういうお袋だって他ひ人とのこと言えないだろ」

「私はいいのよ。それが仕事だから」

　疑うたぐり深ぶかいのも職業柄ゆえだろうか。春はる樹きにしても、危険を冒すだけののっぴきならない事情があるのだが、それを家族に打ち明けるつもりは毛頭なかった。

　騒々しい朝のリビングには、他にも家族の姿がある。

「ねえ、ママ。僕の定期入れ知らない？　鞄かばんに入れてたはずなのにどこ行ったかなあ」

「昨日更新したばっかじゃないの？　えっ、なに、まさか失なくしたのパパ！」

「いやいやまさかっ！　あ、そうだそのままスーツのポケットに入れたんだった。流石さすがはママだ、名推理だよ」

　美春とは反対に風采の上がらない中年といった父の修しゆう平へいは、妻の剣けん幕まくに圧されながらもその場凌しのぎのおべっかで切り抜けていた。傾いた眼鏡がその頼りなさを助長している。

「ちょっとパパ、じゃーま」

「ああ、ごめん春はる奈な。トイレもう空いたかな？」

「最ッ低！」

　中学二年になる妹の春奈は、反抗期の真まっ只ただ中なか。とはいえ彼女は熱心に部活動に打ち込んでいるらしく、不良の道を歩んだ兄と比べれば健全な青春を送っている。スポーツマンらしく凛りん然ぜんとした雰囲気が売りの春奈だが、目つきの悪さは春樹にも劣らない。

「なに睨にらんでんの？」

「睨んでねえよ。生まれつきこんな顔だ」

「あっそ」と会話終了。春奈は樽たるのように丸くなった鞄を担いで玄関に向かう。

「春奈、帰り遅くなるんだったらパパに連絡しなさいね。お兄ちゃんみたいにふらふらと出歩いちゃ駄目よ？　カツアゲ仮面だってまだ捕まってないんだから」

「一々うるさいなあ。それならさっさと捕まえてよね、ホント迷惑」

　そう言い残してバタン、と春奈は家を出た。トイレの中で修平が「いってらっしゃい」と掛けた声は当然の如ごとく無視をされていた。

　鳥と羽ば家、家族三人の名に「春」の文字が入るのは修平の拘こだわりだ。

「そのせいで僕だけ仲間外れなんだけどね、ハハハ」というのが彼の持ちネタらしいが、実の娘に無下に扱われているところを見ると苦笑いも浮かばない。

「まったく、誰に似たのかしらね」

「中学生なんてあんなもんだろ。反抗したがりの年頃なんだ」

「あんたは幼稚園の頃から反抗期だったけどね。ほら、飯食ったら歯磨く！」

　思わずシャキッと背筋の伸びる美春の声に、春樹は肩を竦すくめ食器を片付ける。似ているとすればきっと母親に似たのだろうなあと、何の気なしに思った。

『今回の事件でも、ブレイズマンの活躍により大勢の命が救われました。《フォールド》の被害を食い止めるだけでなく、率先して救助活動に臨む彼の姿はまさに現代を象徴するスーパーヒーロー！　彼の登場から早十四年。依然霞かすむことのない英雄的行動の数々に、市民からは惜しみのない称賛の声が上がっています！』




　チラリと窺うかがったテレビには、三日前に見た救出シーンが映っていた。そこには見慣れたピンク髪の姿もある。我らがヒーロー『ブレイズマン』が命を救った一人として、だ。

「いい御ご身み分ぶんだな、ヒーローってのはよ」

　怨敵と顔かお馴な染じみとのツーショットを複雑な心境で一いち瞥べつし、春はる樹きは洗面所へと向かった。
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　空の天気は晴れ模様。ひとしきり暴れてすっきりといった面持ちの空だ。

　通学路を逸それて見に行った事件現場は、それこそ嵐が過ぎ去った後のような有様だった。

　草木は毟むしられ、街路樹も電柱も分け隔てなくへし折られ、竜巻の通り道と面したビル群の窓ガラスは砕け、絆ばん創そう膏こう代わりの青いビニールシートがあちこちに掛かっている。

　車や看板までもが転がっていた惨状を思えば、これでも復旧が進んだ方だ。

　ひと月もすれば災害の跡も綺き麗れいに無くなり、それが天災ではなく、一人の男が引き起こしただなんてことも綺麗さっぱり忘れられるのだろう。

　一ヵ月。それが春樹に猶予された〝命〟の支払い期限だ。

　もしもアポトーシスに千年の命を捧ささげることが出来なければ、そこで自分の人生は終わってしまう。もしも千年の命を稼ぐことが出来れば、次の支払い日まで命を繋つなぐことが出来る訳だが、春樹はその先に希望を見み出いだせないでいた。

　希望に影を落とすのは一人のヒーローの存在。すなわち、ブレイズマンだ。

　彼という障害が立ちはだかる限り、春樹という怪物もまた、一瞬の輝きを放って闇に溶ける花火のそれと大差ない結末を辿たどることになるのだろう。

　それが分かっていたからこそ、今まではコソコソとチップを稼いでいたのだ。

　臆病なカツアゲ魔は、たった一言で究極の選択を迫られる羽目になってしまった。

「どうすりゃいい。どうすれば」

　ぼおっと立ち尽くしていると、不意にポケットがぶるっと震えた。スマホを取り出してみると着信ありだ。応答か拒否かを問うボタンをスワイプして、ポケットに仕し舞まい込こむ。

　時刻は八時過ぎ。寄り道をしている間にすっかり遅刻だ。

「俺の命はあと、四十一年と二百十五日。これだけありゃ俺には十分なんだがなあ」

　そうして考えの纏まとまらないまま、いつも通りの通学路を辿って行く。

　桜並木の通学路。六月に入った今では見る影もないただの並木道だ。学校の建物が見えてきた辺りで予鈴が鳴り、春はる樹きは歩く速度を緩めた。走っていれば間に合ったかもしれないが、それも今更な話。登校中の人影は他に無く、歩みのトロい生徒の尻を叩たたく教師の声もない。──最寄りのバス停に一人見知った顔があるだけだ。

　彼女はベンチに座るでもなく、乗客と間違われないようにと少し離れたところで立っていた。返信のないスマホの画面を見下ろして、そわそわと居心地悪そうにしている。

「遅刻だぞ、小こ夏なつ」

「……あっ、ハル。おはよ……」

　小夏はおさげをぽんと弾はずませ、相変わらずのモスキート音を発して寄ってくる。彼女がピンク色のカーディガンを羽織っているのを見て、衣替えがあったことを思い出した。

「おう。待ってるのはいいんだけどよ、俺がこのまま来なかったらどうすんだ？」

「……だから、電話した……」

　出なかったら意味ないんだけどな、と春樹は溜ため息いきを吐つくのに留とどめる。それでも結局は来てしまうのだろうから。春樹が歩き出すと、小夏も半歩後ろをついて歩く。

　小夏とは中学の頃からの付き合いだ。

　日々喧けん嘩かに明け暮れていた春樹とは違い、彼女は平穏無事とした日々を過ごしていた。

　春樹が記憶している限りでは、友人らしき友人はおらず、教室の片隅でぽつんと一人座っているような、平穏というよりは透明な壁の内側に住んでいるような生徒だった。

「変わりたい」と彼女が口にしたのは、高校に入学する前のことだ。よりにもよって春樹が髪を金色に染めようと計画している時だった。内面を変えるのは難しい。だったらまずは見た目から、といった安直な考えだ。しかし彼女の場合は大胆でもあった。

　小夏は自分のおさげ髪を、なんとピンク色に染め上げた。

　それは彼女にとっては、変身にも等しい大きな一歩だったに違いない。高校デビューを機に、小夏は晴れて不良の仲間入りを果たしたのだから。

　とはいえ、やはり人の性格というのは一朝一夕に変わるものではない。

「中学の時は家が近かったからまだ分かるけど、今はそうでもないだろ。ほんの数十メートルの距離くらい、一人で歩いてみようとか思わねえのか？」

「……一人で教室にいると、いっぱい話しかけられるから……」

「よかったじゃねえか。憧れのヒーローとツーショットでテレビに出られて、しかも友達まで増える。ブレイズマン様様だ」

　小夏はブンブンと頭を振る。かまいたち事件の後、クラスメイトに質問攻めに遭ったのが余程応えたのだろう。昨日までの小夏は、被害者転じて一躍スターの扱いだった。

　しかし高校生ともなれば全身タイツマンなんて「ダサい」の一言で一蹴だろうに、意外にも皆ブレイズマンとやらに夢中だった。

　日常生活において彼というヒーローは、歌手や俳優、アイドル、スポーツ選手などにも似た扱いを受けていた。飲料水やスナック菓子、子ども向けの玩具おもちやから保険会社の広告までこなす彼はＣＭにも引っ張りだこだ。その内トーク番組にも顔を出すのではないかと期待されているようだが、彼の仮面の下がお茶の間に流れたことは一度も無い。そのミステリアスさこそが彼の売りなのだろう。

　登場から十四年経たった今でも、彼は未いまだ時の人で在り続けている。

　だが、その中途半端な慎つつましさが気に入らない。裏表なんてないですよ、という顔をしながらその正体を隠しているのだから。潜むつもりなら徹底的に日陰者たるべきだ。

「まあ、これに懲りたら目立つような行動はしないことだな。かまいたちさんに感謝しろ。あいつは命を懸けて俺達に教えてくれたんだ。目立ちたがり屋はすぐに死ぬってな。

　……ったく、人前で仮面まで使おうとしやがって」

　辿たどり着ついた校門はとっくに閉ざされていたが、それは大した障害ではない。

　春はる樹きは門の縁に手を掛け、一息に鉄柵を駆け登る。天てつ辺ぺんの足場に到達したところで振り返ると、小こ夏なつがこちらに両手を伸ばしてスタンバっていた。彼女も立派な不良だ。いつものように小夏の手を取って引き上げてやる。小夏の顔がすぐ傍そばに来る。

「……でも、ハルだって……」

「俺がなんだよ」

「……カツアゲは、よくない……」

　お礼でも言うのかと思えば、彼女はコソコソ声で抗議してくる。頬ほおに吐息が当たってくすぐったい。春樹は逃げるようにして鉄柵から飛び降りた。

「あのな、小夏。もしもカツアゲ仮面が廃業したら俺達はお終しまいだ。三日経ってもお前が今ここにいるのは、俺がお前にチップをやったからだ。違うか？」

「……それは、でも……」

「それに、俺はお前の分の命も稼がなきゃならない。二千年だぞ？　二千万円稼ぐのと同じくらい難しいことだ。だから手段は選んでらんねえんだよ、分かるな？」

　小夏は屈かがんだ格好のまま、鉄柵の上で立ち止まっている。木に登ったはいいが降りられなくなった猫の姿が頭に浮かんだ。しかし彼女の場合は降りようとしないだけだ。

「納得はしなくていい。ただ、呑のみ込こめ。それはお前の義務だ」

　そう言って春樹は小夏を置いて行く。やがて観念した様子で、小夏は鉄柵をぽすんと飛び降りた。一足先に校舎に向かう春樹の後をぽてぽてと追って来る。

　下げ駄た箱ばこで靴を取り換えていると、不意に小夏が「あっ」と声を漏らした。

「どうした、忘れ物か。それとも催促状でも入ってたか」

「……ううん、どうしてるのかなって、思って……」

「誰の話だよ」

「……アキちゃんと、トーヤ……」

　懐かしい友人の名前を聞いた、ような感じがした。思えばあれ以来顔を合わせていない。いや、朝に見た夢以来か。もしかしたら小こ夏なつも同じ夢を見たのだろうか、と彼女を見る。

　小夏は何ど処こか期待した眼まな差ざしで、春はる樹きを見上げていた。

「仕方ない、久しぶりに顔でも見に行くか。もしかしたらカツアゲなんかしなくても済む、割のいい稼ぎを知ってるかもしれねえしな」

「……うんっ……」先程までとは打って変わり、小夏は晴れた表情で頷うなずいた。

　廊下をついて歩く小夏の一歩一歩は、心なしか弾はずんで見えた。
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　昼休み。春樹と小夏は校内の食堂を訪れていた。

　券売機の前には長蛇の列が出来ており、食券を手にした後も更なる行列が待っている。割かつ烹ぽう着ぎ姿のおばちゃん達も注文取りに配膳にと忙しそうだ。そうして昼食を載せたトレーを抱えたところで、食堂内にひしめき合って座る学生の数に辟へき易えきするのだ。

　だから春樹が食堂を利用することは滅めつ多たにない。隣接した購買でなにかしらを買って、屋上で小夏と昼食を共にするのが常だった。そのルーチンから外れてまで食堂を訪れたのは、友人を一人訪ねてのことだった。

　同じ制服を着た黒髪の集団。この中から見知った顔を見つけるのは苦労しそうだなと思った矢先、数十名単位の女子が団子になって固まった一角を見つけた。

　一つのテーブルを取り囲むように立った人垣。座る場所がなかったのだろうか。隅々を見渡せばまだ幾つか空席がある。よほどそのテーブルがいいらしい。

　春樹はげんなりとしつつも、意を決してその塊を掻かき分わけるようにして突入した。

「きゃっ」とか「なにすんの」とか抗議の声が上がるが、分け入って来た金髪野郎の顔を見るなりサッと道を空ける。なるほどこれが父の感じていた疎外感か、と春樹は他ひ人と事ごとのように考える。まあ、今更他人に好かれようとも思わない。

　目当ての人物は、その輪の中心に居た。

「よお、アキ」

　もみあげを耳に掛け、ちゅるりと蕎そ麦ばを啜すする女子生徒。沢渡さわたり秋あき穂ほは少し驚いたような顔のまま咀そ嚼しやくすると、こくりと飲み込んでから爽やかに笑った。

「やあ、鳥と羽ば君。なんか久しぶりだね。……それに、笛う吹すいさんも」

　秋穂が春樹の後ろを覗のぞき込こむようにしてひらひらと手を振ると、取り巻きの視線もまた一点に注がれた。小夏はその異様なまでの注目に臆してか、腰の辺りで小さく手を振るのに留とどめた。これは彼女でなくとも居心地が悪い。
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「お前に話がある。屋上で話せないか？」

「うーん、今彼女達と楽しくランチ中なんだよね。終わってからじゃ駄目かな？」

「いつ終わるんだよ」

「そうだね、放課後、とか？」

「その次は晩飯まで待てってか？　そんなに待ってられるかよ。お前にとっても無関係の話じゃない。千年分の価値がある話だ」

　千年。その単位に秋あき穂ほは微かすかに眉根を寄せた。

「分かったよ……。ごめんね皆、というわけだから少し外してもらってもいいかな？」

「いや、お前が来るだけでいいんだけど」

「だってこの子達を置いて行けないだろう？」

　ほら、と言って秋穂は目の前のトレーを指した。金の衣に包くるまれた海え老び天てんがふにゃっと顔を出した大盛りの天そばと、丼にこんもりと山を築き上げた白ご飯が載っている。

　確かに戻って来るまで元の美お味いしさを保っていられるとは思えないが、それと天てん秤びんに掛けられ敗北した彼女達はどんな顔をすればいいのだろうか。

「でもアキ様、大丈夫ですか？」と取り巻きの一人が春はる樹きを窺うかがっている。

　彼女達からすれば真のお邪魔虫は天そばではなく春樹ただ一人なのだ。すまんなと見返してやると、顔を背けられる。罪悪感で胸いっぱいだ。

「心配しないで。彼は怖い顔してるけど噛かみついたりはしないよ。それに、君達への埋め合わせは今度必ずするからさ、ね？」

　そう言って秋あき穂ほが微笑ほほえみ掛けると、取り巻きはそれだけで腹も胸も満たされたような面持ちでテーブルを離れて行った。

　春はる樹きと小こ夏なつは彼女達と入れ替わりで、秋穂の正面の席に腰を下ろした。

「王子様も大変だな。ああもついて回られちゃ息苦しいだろうよ」

「そうでもないさ。むしろ彼女達には感謝してるくらいだよ」

　王子様。当然ながら秋穂が王族の血統にある訳ではない。彼女は読者モデルとして何度か雑誌に載ったことがあり、その時のキャッチフレーズが「王子様」だった。それが生徒達の間で浸透し、いつしか呼び名までもが「アキ様」に統合されていった。らしい。

　実際、彼女は女子受けがよかった。艶つややかな黒色のショートヘアに、清涼感のある整った顔立ち。線が細く、スカートの代わりに穿はいた男物のスラックスがボーイッシュな印象を作り出している。同年代の女子平均よりも少し飛び出した背丈もプラスに働いているのだろう。読者モデルだけあってスタイルがいい。

　まあそうやって分析したところで、自分に活いかせる部分など一つもないのだが。

「なんだ、もしかして羨ましいのかい？」

「んなわけあるか。第一、そんな柄じゃねえよ」

「確かにね。君はモテなさそうだ」

　秋穂は、口の端を歪ゆがめて嫌いや味みに笑う。

「でもまあ、鳥と羽ば君の隣にはいつだって、笛う吹すいさんがコバンザメみたくくっ付いてるからね。ジンベエさんは他の女子に興味ないか」

「どういう理屈だよ。俺とこいつはそんなんじゃねえよ」

　チラリと隣の席を窺うかがうと、小夏は照れ照れとした表情で顔を伏せていた。うっかりその気になってしまうから止やめて欲しいものだ。

「それより、その鳥羽君って言うの止めろよ。ムズムズする」

「リクエストがあれば応えるよ。ちゃん付けでも、呼び捨てでも。それともお姫様かな？」

「俺はお前のファンじゃねえんだ。いつも通りでいい」

「いつも、と言えるほど互いに知り合った仲だったかな。私達は」

「……分かった。もういい」

　春樹が不機嫌に眉根を寄せると、秋穂は「冗談だよ」と笑った。

「悪かったよ。まさか君がそんなショックを受けるだなんて、思わなくてさ」

「ショックなんて受けてない。お前の冗談がクソつまらなかっただけだ」

　可お笑かしくて仕方がない、といった風に秋穂はまだ笑っている。嫌味な性格は相変わらずなようだ。わざわざ会いになど来るんじゃなかった、と春樹は睥へい睨げいする。

「ってか俺のことはどうでもいいんだよ。それより、最近お前の方はどうなんだよ？」

「なにその質問。まるでお父さんみたいだ」

「一々うるせえな。小こ夏なつが気にしてたんだよ。お前らがどうしてるかな、ってよ」

「ふーん」と小夏を一いち瞥べつした後、秋あき穂ほはさして興味もなさそうに蕎そ麦ばを啜すすった。意識して無視を努めているような違和感がある。

「それで、君の話ってなに？　お金を貸してくれって話なら先に断っておくよ」

「ちげえよ。アキ、お前次の支払いは何年だ」

「……千年。君達もそうなんだろう？　さっきの口ぶりだと」

「ああそうだ。やっぱりアキにも同じ要求してたんだな、あのババア」

「あの魔女さんが聞いたら怒りそうだ」

「千年も生きたら十分ババアだろ」

「確かに」秋穂はふやけた海え老び天てんを口に放り込む。生前はさぞ活いきが良かったのだろうビッグサイズの海老を、あっという間にむしゃむしゃと平らげた。

「問題は、その千年をどうやって工面するかだ。そんなのいきなり用意出来るかってんだ。しかもひと月でだぞ？　今後これ以上額が増えないとも限らねえし」

「そうだね、大変だ」

　秋穂は白ご飯の山を切り崩す作業に取り掛かる。土砂崩れのようにお椀わんの中身が減っていく。小夏は、そんな彼女の食べっぷりに羨望の眼まな差ざしを向けていた。

「随分と余裕そうだな。当てがあるのか？」

「そう見える？　これでも結構焦ってるんだけどね」

「お前、どうやって稼いでる？　奴やつへの上納金をどうやって支払ってきたんだ？」

「……それ、聞かない約束じゃなかったっけ？」

　秋穂の言う通り、そんな取り決めを二ヵ月前にした覚えがある。それ以来彼女とも顔を合わせていなかった。同じ学年で、同じ校舎の中にいるというのに互いを避けてきた。喧けん嘩かした訳じゃない。ただ、今まで通りとはいかなくなったのだ。

　廃教会の地下室で、皆仲良く怪物になってしまったあの日から。

「そうだな。でもあの時とは状況が変わったんだ。このままじゃ俺達は寿命をすり減らして野垂れ死ぬか、アポトーシスに殺されるその時までミツバチの真ま似ね事ごとだ。そうでなくても、無理して稼ごうとすりゃその時は……」

「ブレイズマンに殺される？」

「……ああ、そうだ。だから少しでも協力出来ることがあるなら、互いにそうした方がいいと思ったんだよ。こんなこと話せる奴は他にいないだろ？」

「それはなんとも、都合のいい話だね」

　秋穂は軽蔑するような目を向けてきた。そんなことを今更口にするのか、と。

　やがて秋あき穂ほはわざとらしく肩を竦すくめると、箸を置いて言った。

「ま、別に知られたところで減るものでは無いしね。いいよ。すでに手を汚した者同士だ」

　そう言って秋穂は、なにを思ったのかこちらに右手を差し出してきた。

「なんだその手。握手でもしようってか？」

「その通りだよ。百聞は一見にしかずだ。知りたいんだよね？　私がどうやってチップを稼いでいるのか」

　分かりやすい挑発だ。そして挑発には応えずにはいられないのが、春はる樹きの性分だった。

　春樹は半信半疑で、誘われるがままに秋穂の手を取った。

　テーブルの中央で右手と右手を重ね合う。手のひらにはしっとりとした感触が伝わり、彼女のか細い指が手の腹と甲とに絡みつく。彼女の手は薄うっすらと冷気を帯びていた。

　本格的な夏はまだ先だが、握手会でも開けばチケットバカ売れするんじゃなかろうか。

　そんなことを考えながら気を紛まぎらわせる。そうでもしないと、この気恥ずかしい状況に耐えられそうになかったからだ。王子様と呼ばれてはいても、一人の女子なのだなと実感する程度には、彼女と結んだ手の感触を意識していた。

　しかし、異変を感じ始めたのはここからだ。

「……っ……！」カクン、と意識が落ちかけた。

　気付けば春樹は、テーブルに突いたもう片方の腕で自分を支えていた。

　指先が震える。足の先から冷水に浸つかっていくように、ゾクゾクッという電流が皮膚の表面を這はい上あがってくる。鼓動が少しずつ速くなっていく。細胞から炭酸がプツプツと湧き出しているような感覚が神経を熱くする。身体からだが息継ぎを求めている。

　この感覚を一言で言い表すのは難しい。快感と不快感との間を反復横跳びしているような、パラパラ漫画の登場人物になってしまったような、そんな感覚。

　秋穂と結ばれた手に視線を移すと、その手は小刻みに震えていた。恐怖や恍こう惚こつに震えて、というものではない。肉体の輪郭が空気中に解ほどけたように、ブレていたのだ。

　春樹は咄とつ嗟さに手を引いた。突然飛とび退のいたものだから、隣では小こ夏なつもビクンと飛び跳ねていた。対して、正面の秋穂は愉快そうに口くち許もとに笑みを浮かべている。

　春樹は、自分の右手を開いたり握ったりつねったりしてその感触を確かめた。さっきのブレは幻覚だったのだろうか。そんなことはない。なぜなら、無くなっていたからだ。

「……っ、お前、俺からスリ盗とったのか？」

「おや、案外気付くもんだね」

「当たり前だろ。こっちは常に自分の寿命が見えてんだ。財布の中身が目の前で減ったら、いくらなんでも気付く」

　秋穂は「それもそうだ」と頷うなずいた後、外野には見えないよう手のひらに挟んだチップを一枚見せてくる。その価値はぴったり一年分。秋穂が春樹から盗んだ命のチップだ。

「ま、スるというよりは、揺すると言った方がニュアンス的には近いんだけどね。それに気安く使えるものでもない。時間が掛かるし、今みたいに警戒されたらそれまでだ」

「……そのための取り巻きか」

　そう思い当たって辺りを見渡すと、まだちらほらとファンの姿があった。

　勿もち論ろん一人一人に「秋あき穂ほのファンですか？」と聞いて回った訳ではないが、彼女達が向ける熱視線はそれと判断するのに十分だ。春はる樹きが感じた違和感も、彼女達の色眼鏡で知覚すれば王子様との甘いひとときとなるのだろう。

　快楽に溺れている間に懐から大切なモノを抜き取られる。とんだスリ師だ。

「言っただろう？　彼女達には感謝してるって」

「あいつらもツイてないな。王子様だと思って近付いた相手が、まさか自分達の命を狙うスリ師だなんてよ。握手会でも開いたらどうだ。そうすりゃ幾らでも寄ってくるだろ」

「ああ、それはいいね。一人当たり十年ほどチケット代を貰もらうとして、それが百人集まったら千年か。そうすれば私もまだ生きられるわけだ、参考になったよ」

　嫌いや味みのつもりだったが、秋穂は思いの外好感触で受け入れている。

　勿論、秋穂のやり方を非難するつもりは毛頭ない。手段と対象が違うだけで結局は自分がやって来たことと大差ないからだ。むしろ肉体を傷付けないだけ有情とも言える。

　だと言うのに、心にぽっかりと穴が空いてしまったような気分になる。

　小こ夏なつの横顔を覗のぞき見みると、彼女は悲しそうな顔をしていた。大切な友達が何ど処こか遠くに行ってしまったのを寂しく思うように、目の前の怪物に秋穂の面影を重ねていた。

「悪いね、ガッカリさせたかな？」

「なにがだよ」

「なんか不機嫌だからさ」

「別に。王子様の鮮やかな手口に嫉妬してただけだ」

「君の噂うわさはよく耳にするよ。『カツアゲ仮面』に命を盗とられた、ってね。手口だけ見れば爆弾魔の方がしっくりくると思うんだけど、その辺君はどう思ってるの？」

「俺だって好きで爆発させてるわけじゃねえよ。俺にはこれしか無いんだ。おまけに火力ミスるとチップまで灰になりやがるからな、これでも苦労してるんだよ」

「大変だね」と秋穂は相あい槌づちを打つ。まるで他ひ人と事ごとといった生返事だった。

「だから、アキ。俺から奪ったモノを返すなら今のうちだぞ。チップを溜ためこんだ貯金箱ごとボンッと爆散してもいいのなら、止めえねえけどな」

　秋穂はハッとした素振りで、右手に握り込んだチップを手放した。指摘しなければ今頃はそのチップを呑のみ込こむつもりだったのだろうか。きっと彼女なりの冗談に違いない。

　秋穂は丼を完食した後、「でもさ」と不機嫌を滲にじませた声で言った。

「それだったら君じゃなくて、笛う吹すいさんに稼がせた方がいいんじゃないの？」

「どういう意味だよ」

「だって、彼女の方がそういうの得意でしょ」

　秋あき穂ほが小こ夏なつに目を向けると、小夏は逃げるように顔を伏せた。

　小夏は自分の腕に噛かみついた蚊ですら叩たたき潰つぶすことが出来ない性格だ。たとえ彼女が蚊に生まれ変わったとしても、血の一滴啜すすることすら満足に出来やしないだろう。

「馬鹿言え。こいつに任せたんじゃ命がいくらあっても足りねえよ。だから俺がいるんだ」

「ふーん。ま、君がそれでいいなら別にいいけどさ」

　その割に秋穂は、不満気に口を尖とがらせていた。

　そう言えば小夏が一度も口を開いていないことに気付く。友人として何か言うことはないのだろうか。少し待ったが、小夏は俯うつむいたままだった。

「そういえばハル、冬とう也やには会ってるの？」

　用事は済んだと席を立ったところで、秋穂がその名前を口にした。

「鳥と羽ば君、じゃなかったのか？」

「あんまり捻ひねくれてると友達無くすよ？」

　お前には言われたくない。という言葉が喉まで出掛かったが、忠告通りに呑のみ込こんだ。

「冬也ともあれ以来だ。まあ、あいつは部活三昧だからな。元々そんなには会ってねえよ」

「君達幼おさな馴な染じみなんでしょ。相談するなら私なんかじゃなくて、彼の方が適任だろうに」

「ただの腐れ縁だよ。一応、放課後にでも顔見に行こうと思ってたとこだ。どうせ部室かグラウンドにいるだろうしな、あの野球バカは」

「あれ、もしかして知らないの？」

　秋穂は心底意外そうな顔をする。そして彼女から聞かされた話もまた、春はる樹きにとっては意外なものだった。

「部活辞めたよ、彼」
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　放課後に入ってすぐ門かど真ま冬也の教室を訪れたが、同級生に聞いてみるとすでに出た後とのことだった。自分では急いだつもりだったが、春樹の教室とは正反対の位置にあり、おまけにＨＲが長引いたものだから出遅れた。ツイてない、と舌打ちをする。

　ＨＲでは、「カツアゲ仮面が捕まるまでは夜間の外出を禁止する」と担任の薪まき林ばやしからお達しがあった。同級生からは当然不満の声が上がったが、どちらかと言えば春樹は担任の肩を持つつもりでいた。夜道で同級生とばったり、というハプニングは御免だったからだ。

　次に小夏を連れて向かったのは、校舎脇に設置された部室棟だ。

　二階建てのプレハブ造りの建物で、運動部の部室は軒並みここに詰め込まれている。

　そんなアパート染みた建物の一階、「野球部」のプレートが掲げられた一室を訪れた。

　分かってはいたが、そこにも冬とう也やの姿はなかった。

「門かど真まか？　そんなのはむしろこっちが聞きたいくらいだ。鳥と羽ば、お前の方こそなにか心当たりがあるんじゃないのか？　あいつは家の手伝いがあるとか言ってたが、それだけで野球を辞めるような奴やつじゃない。チームの要なんだよ、あいつは」

　歓迎されていない雰囲気は、部員の言動からもひしひしと伝わってきた。心当たりとやらは大いにあったが、だからと言って詰められる謂いわれもない。

「でも、辞めたんだろ」

　春はる樹きは捨すて台詞ぜりふのようにそれだけを言い残して、部室棟を離れた。

　春樹の知る幼おさな馴な染じみとしての冬也の姿は、絵に描いたような野球少年だった。

　冬也は小学生の頃から地元のクラブチームに所属しており、中・高と変わらず部活動で野球をやっていた。たっぱのいい恵まれた体格のおかげか、注いだ情熱の賜たま物ものか。一年生の時点で夏の公式戦にレギュラーとして出場しており、来年の、つまりは今年の夏の注目選手としてその名が挙げられているのを、小こ夏なつ経由で教えられたことがある。

「俺の夢はよ、甲子園の球場で場外にかっ飛ばすことだぜ」

　昔から冬也は自らの夢をそう語っていたが、バッターボックスに立つ彼の姿を何度か見ている内に、本当にやり兼ねないなといつしか疑わなくなった。

　我らが埠ふ頭とう高校野球部は上位争いに絡むほどの戦績を収めたことは無いらしいが、それすらなんとかしてしまうのではないかと、誰もが彼に期待していた。

　そうまで語ると、まるで野球漫画の主人公のようだ。

　だからこそ、秋あき穂ほの言葉を聞いたとき「そんな馬鹿な」と思わず呟つぶやいていた。

「……トーヤ、本当に野球……辞めちゃったのかな……」

「どうやらそうらしいな。まあ、話は直接聞いてみればいい」

　春樹はバスに乗っていた。校門から出たところで、タイミングを見計らったかのようにバスがやって来たのだ。別に明日でもいいじゃないか、と春樹は思ったが、小夏が慌てて乗り込むものだから仕方なくついて来てしまった。

　小夏は窓際の席で、後ろに流れていく景色を眺めている。

「……私のせいだ……」

　ポツリとそう呟くのが聞こえたが、春樹は聞こえなかったフリをした。




　駅の裏手にひっそりと連なる商店街。小こ洒落じやれた商業施設が駅周辺に建ち並ぶ逆風の中、そこは地元民の根強い人気でしぶとく生き残っていた。

　少なくとも本通りに面した店構えは活気立っている。だが、もう少し奥地に行けば閑散としたシャッター街が広がっている。この前も古本屋が一軒潰れてしまった。

　都市開発の光と影、と言うほど街の構造に思いを傾けたことはないが、ただ思い出深いこの場所が廃れていくのはなんとなく物悲しいものがあった。

　とはいえ、贔ひい屓きにしている店自体はまだその影に取り込まれたりはしていないようで、勝手知ったると商店街を突き進む中、その存在をやたらめったに主張してくる大声が聞こえてきた。

「へいらっしゃい、そこなお嬢さん！　今日はキュウリとヘチマがお買い得だぜ！　え、なに。これはズッキーニ？　ハハッ、ヘチマもズッキーナも変わりゃしねえよ！」

　五十メートルほど離れていても「ああ、こいつ馬鹿なんだな」と分かる馬鹿丸出しの声だ。このまま引き返そうかとも考えたが、バスの運賃を無駄にするのも惜しい。

　店の前には、買い物中のおば様方が集まっている。春はる樹きはその隙間を縫って顔を出す、──はずが肘鉄を喰くらった。それも鳩尾みぞおちにすっぽりだ。

「……ハル、っ……！」小こ夏なつは口を押さえて悲鳴を上げた。

　肘打ちをかましたパンチパーマのオバサンは春樹の存在に気付いたようだが、他人の顔を見て怪け訝げんそうな顔をしただけで気にも留とめない。なんでどいつもこいつも人に囲まれてるんだ。一々掻かき分わけるこちらの身にもなって欲しい。

「お、ハルじゃねえか！　そんなとこで蹲うずくまって腹でも壊したか？」

　顔を上げると、ババアの築いたバリケードの頭上から、見知った顔が覗のぞき込こんでいた。

「冬とう也や、てめえの客に肘打ち食らわされたんだよ……！」

「アッハハ！　こんなか細いお嬢さんに負けるなんざモヤシ以下か、おめえは」

「あらまあ、冬也ちゃん。こんなプニプニ捉つかまえてか細いなんてお世辞が過ぎるわよ！」

　お世辞と言いながらも上機嫌ではないか、と春樹はオバサンを睨にらみ上げる。こんな脂質百パーセントのパセリ相手にも気を遣わないといけないとは、八百屋も大変だ。

　そう無む理り矢や理り自分を納得させ、春樹は握り締めた拳で眉間の皺しわを伸ばした。

「モヤシでもなんでもいいからちっと面貸せ。お前に話があんだよ」

「まあ待て、こっちが終わったら相手してやる。──へいへい待たせたな。菜っ葉にゴーヤにアスパラねえ、今包むから待ってくれな！」

　そうして冬也は再び接客に戻ってしまった。そしてなかなか客足も引かないものだから、仕方なく彼の接客姿を眺めることにした。

　冬也の身長は百八十を超えていて、高校生離れした体格をしている。たっぱを求められる競技においてはさぞ重宝されることだろう。しかし今の彼は、つば付きの野球帽ではなく紺色のバンダナを頭に巻き、同じ色の前掛けをユニフォーム替わりに身に着けていた。

　八百屋の看板には『門かど真ま屋や』と店名が掲げられている。そこが冬也の実家であることは疑いようもないが、幼おさな馴な染じみが店先に立つ姿はどうも見慣れない。

「はいよ、これお釣りな。……あん？　こいつはおまけよ取っときな！　野菜ばっかじゃなくて肉も食いなよ！」
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　買い物袋の中にゴリゴリとしたゴーヤを二、三本詰め込む冬とう也やを見て頭を抱える。

「大丈夫なのか、この店は」

「……でも、お客さん喜んでる……」

「そりゃ客は喜ぶだろうが。親父おやじさんは、こんなのに店任せてて平気なのかよ」

　こうして眺めている間、冬也はほぼ全ての客におまけと称して野菜をタダ同然で配っていた。ここの店主は一円単位までその価値に拘こだわる頑固オヤジだったはずなのだが。

　だからそれは当然の裁きのように、落雷が落ちたと錯覚するほどの爆音と共に訪れた。

「冬也ァ！　てめえ、また店のもん勝手にバラまきやがったなあ！」

　その怒声は春はる樹きの背後から響いた。五十近い男が大股で歩いてくる。冬也よりも二回りほど小さい小柄な体格だが、声量に関しては彼にも劣らない。門かど真ま勝かつ茂しげ、冬也の父親だ。

「父ちゃん、もう戻ってきたのか。まさかちゃんと行ってないんじゃねえだろうな！」

「うるせえ！　金勘定も碌ろくに出来ねえ奴やつに安心して店任せられるかってんだ！」

「いいだろ少しくらい！　客に美う味まいもんを食わせんのが生きがいだって、父ちゃんいつも言ってたじゃねえか！」

「加減しろ馬鹿！　それでおまんま食い上げちまったらお仕し舞めぇだろうが！」

　ああだこうだと店先で言い争う大声の応酬を前に、春樹は耳に栓をするようにして小指を突っ込んだ。小こ夏なつもまた、両耳に手のひらを当てて塞いでいる。

　彼ら親子が爆音を掻かき鳴ならすサラウンドスピーカーなら、小夏の声はせいぜいイヤホンから漏れ出る雑音程度のものだ。商店街中の注目が、彼らの親子喧げん嘩かに集まっていた。

「揃そろいも揃ってうるせえんだよ、騒音親子が！」

　このまま観戦していても埒らちが明かないと、春はる樹きも負けじと声を張り上げた。すると勝かつ茂しげはそこで初めて春樹の存在に気付いたような反応で、こちらを振り返った。

「あん？　なんだハル坊じゃねえか。冬とう也やてめえ、友達放ほったらかしてんじゃねえぞ！」

「なんだよ、父ちゃんがいねえから店番してたんだろうが！」

「んなもん気にすんじゃねえ！　さっさと行ってやりな！」

「……ったくよお」

　渋々といった面持ちで冬也はバンダナと前掛けを取ると、ドカドカと店の奥に消えて行った。店先に残った勝茂も「ったくよお」と同じ言葉を吐いていた。

「悪いな親父おやじさん。ちっと借りてくぞ、あいつ」

「おう、構いやしねえよ。ただあんま危ないことばっかすんじゃねえぞ？」

「しねえよ。俺ももうガキじゃねえんだ」

「けっ、どうだか。ガキはいつまで経たってもガキなんだよ。だってのにいらねえ気を回しやがって」

　などと文句を垂れながら、勝茂は仕事着に着替え始めた。

　浅黒い肌に白髪交じりの胡ご麻ま塩頭。いかにも頑固オヤジといった風貌の彼は、額に巻いたタオルと『門かど真ま屋や』と屋号の刻み込まれた前掛けが異様に似合う。

「その点、こなっちゃんは信用出来る。悪ガキ共の面倒見るのは大変だろうが、ちゃんと見張っててくれな」

　勝茂の言葉に小夏は、ふと考え込むような顔つきになる。ややあって両手をグッと胸元で握ると、「任せろやい」と言うように勇んでみせた。

「頼む相手、間違えてるだろ」

　どこかズレたやり取りを眺め、春樹は苦笑した。




「それで、俺に用ってなんだよハル」

　冬也を先頭に、春樹、小夏と商店街の通りを歩く。長靴から履き替えた冬也の足元には草履の足音がパコパコとついて回り、Ｔシャツに短パン、首から巻いたタオルなどはどう見てもオッサンのそれだ。その格好のせいでどれだけ親子と間違われたことか。

「お前、部活辞めたんだってな」

「ああ、そういやおめえに言ってなかったっけか」

「部員連中が寂しがってたぞ？　もう戻らないつもりなのか？」

「そりゃあもう辞めちまったしな。それに今は父ちゃんの手伝いがあるしよ」

「親父おやじさん、迷惑そうにしてたけどな」

「それなんだよ。昔は俺に跡を継げだなんだ言ってた癖に、いざ手伝ってやったら今度は野球はどうした、友達はどうしたって口くち煩うるさくなってよお。酷ひでぇ話だぜまったく」

　冬とう也やが歩きながらぐるりと肩を回すと、その肩がパキリと音を鳴らした。慣れない仕事で肩でも凝っているのか、すっかり鈍なまってしまったのか。

　何回か冬也の試合を観戦しに行ったことがあるが、快音と共に打球がすっ飛んで行く様は妙に記憶に焼き付いている。小こ夏なつはそんな彼の活躍を見るのを楽しみにしていた。彼が打球をスタンドに放り込む度、小夏は我が事のように手を打って喜んでいた。

　だから小夏は、彼の口からその理由を聞きたがった。

「……どうして……？」

　しかし冬也はパカパカと前を歩いて行く。

「おい、小夏が『なんで？』って聞いてるぞ」

「お？　ああ、悪い。小夏の声は小せえからな、全然聞こえんかったぞ！」

　草履の音にも負けるとは。真正面から言葉の壁を突き付けられ、小夏はしゅんとする。

　しかし冬也に悪気はなく、彼は声がちゃんと届くようにと小夏に近寄った。

「俺が辞めたのはな、バットを握るのが嫌になっちまったからだ」

「……ん、どうして……？」

「分かっちまったんだよ。今の俺なら、どんな球でも場外にかっ飛ばせるってな」

「そりゃあ大層な自信だな」

「こんなの自信とは言わねえ。拾いに行くのが大変だ、って後輩に笑われたよ。それ以来加減するようになったんだが、ふと虚むなしくなっちまってよ。なんつーか、リトルリーグで無双する高校生みてえな。そりゃインチキだろって萎えちまうような、そういうあれだ」

　冬也は自分の手のひらを苦笑混じりに見つめる。もはやマメも出来ないほどにゴツゴツとした大きな手だ。彼は、夢のためにどれだけの努力を積み重ねてきたのだろう。

　冬也は故障した訳じゃなかった。ただ、自分の限界を知ってしまったのだ。

　リミッターを課さなければチームメイトと同じフィールドに立つことすら出来ない、

　──《フォールド》という怪物の最大値を。

「その後一回だけ練習試合にも出たんだけどよ、あんな気持ちの悪いホームランは生まれて初めてだったよ。あれが最後だと思うとやり切れねえが、まあ、仕方ねえな」

　諦めを口にする幼おさな馴な染じみを前に、春はる樹きが掛けてやれる言葉はなかった。それは確かに面白くなさそうだな、と彼の無念を想像することしか出来ない。

　そしてその責任を一番感じてしまっているのが、小夏だった。

「……ごめんなさい……」

　小こ夏なつは振り絞ったような声で、そう言った。

「なに謝ってんだ。こいつは俺の問題だ。小夏はなんも悪かねえだろ」

「……でも……」

「いいんだ。もう済んだことだろ。だから俺は俺で、勝手にやってくさ」

　そう言って冬とう也やは、小夏の頭をポンポンと撫なでてやる。

　小夏は頭に乗った大きな手を、上からギュッと包み込んだ。それは彼の好意に甘えているというよりはむしろ、その手で押し潰して欲しいと催促しているようにも思えた。

　下へ下へと手の甲を押さえる小夏を見て、冬也はその手をあっさりと抜き取った。

　もう済んだこと。良い言葉だ。額縁に入れて心の片隅に飾っておきたくなる。

　しかし、そう簡単に割り切れることばかりでないのが厄介なのだ。

「でもどうすんだよ。どうせお前も千年必要なんだろ？　それはまだ済んだ話じゃない」

「やっぱそっちが本題か」

「俺達の共通の話題と言えばそれしかねえだろ。それで、お前はどうやって稼いでる」

「どうって、そりゃ他ひ人と様さまから奪う以外にねえだろ」

　あっけらかんとした冬也の言葉には、やはり息が詰まったように胸が苦しくなる。

　小夏はなにか言いかけたようだが、それは言葉にならなかった。かまいたちの一件で、秋あき穂ほの一件で、彼女も学んだのだ。怪物は所詮怪物なのだ、と。

「あれ知ってるか、ハル。この前ニュースにもなったんだがよ」

「あれってどれだよ。最近はかまいたちかブレイズマンのことしか聞かねえからな」

「かまいたちじゃなくてよ、土砂崩れだよ。あの辺であったろ？」

　冬也が指差した方角には、旭あさ日ひ市しを横断するように聳そびえ立たった新あら垣がき山やまの一部が見える。

「あれなあ、俺がやったんだよ」

　新垣山の登山道で土砂崩れが起きたとニュースになったのは、市街地に巨大竜巻が発生するよりも前の話だ。直前に雨が降った訳でも地震が起きた訳でもなく、その崩落はなんの前触れも無く発生し、十名ほどの登山客が生き埋めとなった。

　しかしその事故は、被害規模の割には大した騒ぎにならなかった。救助隊が駆け付けた時には、救助者全員が土砂の中から生還を果たした後だったからだ。

　──「死を覚悟したが、気付けば覆おおい被かぶさっていた土砂が独りでに去って行った」

　生き埋めになった一人が語った体験談には誰もが首を傾かしげることとなったが、その後にかまいたちの事件があったものだから、人々の関心はすっかり怪物騒ぎの方に移ってしまっていた。まさかその土砂崩れもまた《フォールド》の仕業だったとは、きっと誰も考えなかったに違いない。それがまさか身内の犯行だったとは、思いもしなった。

　冬也はその時の状況を視線の先に思い浮かべているのか、独り言のように呟つぶやいた。

「千年か。そんだけ稼ごうと思ったら、今度ばっかしはヒトを殺しちまうかもしれねえな」

　冬とう也やは諦てい観かんした口ぶりだった。

　迷いはあるが、仕方ない。そういう顔をしていた。

　生きるために他者の命を奪う。生き残るためには仕方のないことだ。それがようやく、春はる樹きにも理解出来た。共に地獄に堕おちた友人と久しぶりに会話をし、どうにか現状を打破出来ないかと糸口を探した。それは結局徒労に終わった。しかし、収穫はあった。

　そんな都合のいい希望はどこにも転がっていないのだと、諦めることが出来たのだから。

　……俺もいい加減、覚悟を決めねえと駄目か。

「おめえの方こそどうなんだよ、ハル」

「なんだその質問は。父親みてえなこと言いやがって」

　実りのない話をぽつぽつとしながら、気付けば商店街のアーチを抜けて駅の方までやって来ていた。どう答えたものかと考えていると、そこで不意に小こ夏なつが口を開いた。

「……ハルは、誰も傷付けないでいい方法、考えてた……」

「なっ、小夏、お前なに言って！」

　それを聞いた冬也は目を瞬しばたたいた後、大口を開いて笑い出した。

「なんだそりゃあ！　なに暗い顔してんのかと思えば、そんな青臭いこと考えてたのかよ」

「うるせえな。小夏が勝手に言っただけだ。本気にするなよ」

「でもまあ、ハルらしい。おめえは昔からそういう奴やつだよ」

　春樹は顔が熱くなるのを誤ご魔ま化かすために、小夏の頬ほっぺたをつねった。

「ひひゃい」と小夏は目尻に涙を浮かべ、少し赤くなった頬ほおを擦さすっている。目の錯覚か、その頬はどこか嬉うれしそうに綻んでいた。

　冬也は本当に父親にでもなったような表情で、それを眺めている。

「なあ、ハル」そしてふと、思い付いたようにこう言った。

「もしも無関係の人間を傷付けずに、千、いやそれ以上の命が手に入る方法があるとしたら、おめえはどうする？」

　春樹は一瞬だけ考え、それから鼻で嗤わらった。

「そんなものは、この目で見てから考えるさ」

「……そうだよな。おめえなら、そう言うと思ってたよ」

　冬也は一人納得した顔をして、西へと落ちていく太陽を見上げていた。
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　目が覚めると二時を回っていた。朝ではなく、午後の二時だ。

　ああ遅刻か、くらいの感慨でスマホを見るが小夏からの着信は無い。寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こすり、よくよく考えると今日は日曜日だったと気付く。

　六月もすでに四分の一ほどが過ぎた。しかし、ここ一週間の成果は芳かんばしくない。

　契約通りに徴収が行われるとすれば六月の末が支払い期限となるが、回収出来た命は百年とちょっと。決してサボっていた訳ではなく、むしろ夜通しカツアゲに奔走していた。

　だが、そこで障害となるのが特務課の存在だ。

　警察はカツアゲ仮面の行動パターンを絞りつつあるのか、彼らと遭遇する機会が増えていた。厳戒態勢でパトロールに当たられては、爆発一つ起こすのだって気を遣う。

　それに厄介なのが、彼らは当たり前のように軍用のライフルを装備している。特務課には《フォールド》に対しての射殺許可が下りており、だから彼らには一切の容赦がない。

　そして、銃弾に当たると死ぬほど痛い。そのことをつい昨日思い知ったばかりだ。

　ズボンの裾を捲まくって撃たれた箇所を確認すると、傷口は綺き麗れいに塞がっていた。

　異常なまでの治癒能力の高さは《フォールド》の特権とも言えるが、それにしたって自分の寿命を消耗して治しているのだ。顔に負った火傷やけど痕を治すことも一度は考えたが、寿命を削ってまで治したいとは思わない。第一、そんなことをすればあまりに不自然だ。

　日常生活に支障をきたすようでは、生きてる甲か斐いがない。

「俺の命はあと百二十六年と十五日。このペースじゃ全然駄目だな」

　どうしたもんかと頭を掻かきながら、春はる樹きは空腹を満たすためにリビングへと降りた。

　リビングには父の姿があった。休日出勤とは無縁の修しゆう平へいはくつろぎモードで、ソファに腰掛けテレビを観みていた。

「やあ、おはよう春樹。今日のお昼ご飯はシリアルだよ」

「どうせ朝飯もシリアルだろ。お袋は今日もいねえのか」

「仕事が一段落するまでは帰れそうにないってさ。春はる奈なも朝から友達とどっか出掛けたみたいだね」

「それで昼間っから一人寂しく野球中継なんか観てんのか」

「春樹も観るかい？　結構面白いものだよ」

　修平の口からどこそこの球団を贔ひい屓きにしているだとか、誰だれ某それの選手が推しだとかそういう話は聞いたことがない。つまりは暇を持て余しているのだろう。春樹にしても率先して観戦するほど野球に興味も無かったが、時間に追われ続けた頭が休息を欲していた。

「こんなもん間近で観ねえと大して面白くもないだろ」

「時間が合えば家族皆で行ってみたいけどね。今試合やってる球場だって車で二、三十分ってとこだし。案外近場で観られるんだよ」

「お袋はともかく、春奈がついて来るとは思えねえけどな」

「ハハハ、まあいつかだよ、いつか」

　妙に哀愁漂う背中を横目に、春樹は皿に出したコーンフレークに牛乳を注ぐ。美み春はるのいない昼時の定番だ。修平の座るソファとは別に、ダイニングの椅子に腰掛ける。

「野球と言えば、春はる樹きの友達にも野球やってる子がいたよね。ほら、冬とう也や君だっけ」

「よく覚えてたな。冬也がどうしたんだよ」

「いやね、夏になったら高校野球の時期が来るでしょ。そしたら試合に出るんじゃないかと思ってね。どうせ観みに行くなら、春樹の友達を応援しに行きたいじゃないか」

　冬也とはあの日以降、会えば会話をするようになった。クラスが違うためにそう頻繁にではないが、小こ夏なつと話をしているのも見掛けた。元々は部活で忙しかった彼を思えば、むしろ前より会う機会が増えたのではないかとすら思う。

　それが冬也にとってよかったのかどうかは、彼が語らないから知る由もない。

「それは無理だな。あいつ、もう野球辞めちまったから」

「そうか。それはなんとも、残念だね」

　修しゆう平へいは心から残念がっているようだった。確かに、残念だ。

　黙々とフレークを咀そ嚼しやくしながら眺めていた試合経過は、片方のチームの圧勝だった。

　大差を付けられなおマウンドに立ったピッチャーは、この世の全てを背負ってしまったかのような面持ちでボールを握っている。強こわ張ばった肩で投じた一投はまるで打ってくださいと言わんばかりのチャンスボールで、快音と共にボールは高く打ち上がった。緩やかではあったが、間違いなくスタンドに落ちていくだろうことは素人目にも分かった。

　これが入れば六点差。外野の選手は諦め切れずにボールを追う。グローブを高く掲げ、あわよくばそれが落ちてこないかと後退していく。ボールは落ちない。まだ、落ちない。

　だが、空を見上げていた彼だけが気付けなかった異変が、密ひそかに起きていた。

　しっかりと均ならされたはずのグラウンドの土が、不自然にも波打っていたのだ。

　それはまるで子供が砂場でお山を作るように、まるで蟻あり地じ獄ごくに引き寄せられるかのようにして、周囲一帯の砂が、彼の足元に向かって集まっていた。

　やがてその選手も異変に気付いた。フェンスへと後あと退ずさっていた足が、何な故ぜか前へ前へと引き寄せられる。そして顎を引いた目の前には、巨大な砂の壁が聳そびえ立たっていた。

　フェンスは後ろ。ならこの壁はなんだ。彼は再び天を仰ぐ。上へ、上へと。

　スタンドに落ちるはずだった本塁打が、砂に呑のまれて消えた。サラサラとした砂を霧のように周囲に散らしながら、泥で固めた人形のような腕を伸ばし、重機のクレーンを思わせるほどに無骨な掌てのひらが、ボスン、と蟻のように小さな白球を包み込んだのだ。

『バッターアウト、スリーアウト、チェンジ……』

　そのあまりの巨大さに、選手は尻餅をついた。

　選手も観客も、中継を観ていた視聴者も皆、その異様な存在に息を呑んだ。

　グラウンドの中央に突如出現した三十メートル超の砂の城壁。左右に伸ばした腕で球場のダイヤモンドを囲い込み、上半身だけをマウンドに晒さらした『砂の巨人』。

　そして岩石ほどの顔面を抱き込んだ、虎を象かたどった砂の仮面。

　砂の《フォールド》──門かど真ま冬とう也やの姿がそこにはあった。




『勝負はまだまだこれからだ！』




「ぶふっ！」テレビ中継で流れた一部始終に、春はる樹きは思わず咳せき込こんだ。

　口の端から零こぼれた牛乳を袖で拭き取り、目も擦こする。もしかしてこれは夢なのだろうか。

「あれ、春樹。チャンネル変えた？」

　突如テレビに映り込んだ非常識な光景を目にして、修しゆう平へいは理解が追い付いていない様子だった。戸惑っているのは皆が同じ。ということは、これは紛まぎれもない現実なのだろう。

「……ッ、なにやってんだあの馬鹿！」

　春樹は慌ただしく自室に戻ると、スマホだけ取ってそのまま玄関へと向かった。

「親父おやじ、ちょっと俺も出てくる！」

「あ、うん。いってらっしゃい」

　バタンと扉を閉めて春樹が出て行った後、修平が再びテレビに顔を向けると野球中継はすでに終わっており、緊急速報に切り替わっていた。
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　春樹はスウェット姿で住宅街を走り抜けた。

　砂の巨人が現れた球場は電車で八駅ほど先。最寄り駅までは全力で走り続けて約十分。パトカーが現場に臨場する平均所要時間は約五分。ブレイズマンが怪物退治に現れるまでの時間は神のみぞ知るといったところだ。

「くそっ、早く出やがれ！」

　春樹はスマホを片手に悪態を吐つく。タクシーを使えば球場までの道のりは大幅カット出来るが、それなら初めから修平に車を出してもらえばいい。しかしその場合は二、三十分かかるらしい。それでは遅い。春樹は走りながら秋あき穂ほに電話をかけていた。

　十回ほどコールがなった後に、スピーカーが声を発した。

「なんだいハル、君から電話なんて珍しい。最近は珍しいことがよく続くね」

「やっと出たか。俺もお前が出てくれるとは正直思ってなかったよ」

「じゃあなんでかけたのさ。私、今ファンの子達とデート中なんだよね」

　電話口の向こうで「ねー」と媚こびた声がいくつか聞こえる。友人との用事であれば多少なりとも遠慮するところだが、ただのファンならこちらが優先だ。

「大した用事じゃないなら切るよ。というか、なんで息荒いの？」

「ジョギング中なんだよ、今」

「またらしくないことを。まあ、たまにはいいんじゃないかな。じゃあ、頑張って」

「待て、まだ切るな！　お前に頼みがある」

　僅かな沈黙があった。警戒しているのが電話越しにも分かったが、今は一刻を争う。

「今すぐに来い。冬とう也やの馬鹿を助けるのにお前の力がいる」

「……どういうこと？」

　その後、秋あき穂ほの声が一旦マイクから遠ざかった。どうやら取り巻きに呼ばれたらしい。

　それどころじゃないだろう、と苛いら立だちが募る。だが、「ヤバいヤバい」と騒ぎ立てる女連中の声がスピーカー越しに聞こえ、「なるほどね」と呟つぶやく秋穂の声が聞こえた。

　恐らくスマホかなにかで情報を得たのだろう。ややあって秋穂の声が帰ってくる。

「ハルが何ど処こに向かってるのかは、まあ察したよ。でも今から行ってどうする気？　実況中継もすでに盛り上がっているみたいだし、君は野や次じ馬うまにでもなりに行くのかな？」

「このまま放っておいたら、あいつはブレイズマンに殺される。分かってんだろ？」

「冬也だってそれくらい分かってるはずでしょ。それなのに、どうして」

「知るか。それをあの馬鹿に問い詰めるためにも連れ戻す。そのためにお前がいるんだ」

「……君ってホント、お人ひと好よしだよね」

　秋穂は小さく溜ため息いきを吐ついた。わざと聞かせているのだ。彼女はそういう奴やつだった。

　秋穂とは高校で知り合った仲だ。だから冬也や小こ夏なつと比べると付き合いもまだ浅い。それでも、秋穂という人物の性格は分かっているつもりだった。

　秋穂は四人の中で誰よりも慎重で、ひねくれ者だ。

　常に一歩引いたところから物事を見て、聞いて、線を引いている。達観しているとも言えるが、全ての物事を割り切って考えられるほど彼女も成熟し切ってはいない。

　例えば大切な友達が窮地にあると知ったなら、メリットデメリットを天てん秤びんに掛け、それが意図しない方に傾いたとき、自分の意志で微調整してしまう。そういう奴だ。

　早い話が、彼女もまた春はる樹きに似てお人好しだった。

「それでハル、私は何処に行けばいいの？」

　春樹はパチンと指を鳴らした。

「言っておくけど、私は運ぶだけだ。それ以上のことは期待しないでよ？」

「それで十分だ。待ち合わせ場所は今から写真で送る。五分で来い」

「やれやれ人使いの荒い。一分でお迎えに上がりますとも、マイフェアレディ」

　通話終了。春樹はすぐさま人ひと気けの無い路地に潜り込み、スマホで目立つ建物の写真を撮って居場所を秋穂に転送する。チャットに貼り付けた画像の横に既読が付いた。

　待つこと一分。ブオン、と風を裂く音と共に、それは来た。

『──お待たせ、ハル』

　突如背後でふっと湧いた声に、春樹はギョッと振り向いた。

　そこには、てるてる坊主のオバケが立っていた。

　頭の天てつ辺ぺんから足の先まで真っ白なシーツを被かぶり、手首の関節部をベルトで括くくって留とめたような拘束衣。目も鼻も耳も口も全て頭巾の内に覆われており、布越しに浮かび上がった身体からだのラインが妙に艶なまめかしい、耽たん美び的てきな装いをしていた。

　素顔も素肌も一切見えない相手だが、春はる樹きは変わらぬ調子で彼女に悪態を吐ついた。

「脅かすんじゃねえよ、アキ！　もっと普通に出てこれねえのか」

『注文が多いなあ。時間通りに来てあげたって言うのに。これでも飛ばして来たんだよ？』

　秋あき穂ほもまた、不気味な風貌に似合わずの嫌いや味みっぷり。それが春樹には心強かった。

「ああ、悪かったよ。じゃあ早速頼む。悠長にしてる時間もねえからな」

　殊勝な態度を見せる春樹に、秋穂は満足気に頷うなずいた。そしてそっと春樹の手を取るのだ。




『では、早速舞踏会へと参りましょうか。シートベルトはお忘れなきよう』




　路地の景色が、瞬まばたきの内に消え去った。

　次の瞬間、春樹の眼がん前ぜんに開けた景色は遠くまで突き抜けた青い空。眼がん下かに広がっていたのは、遥はるか上空から俯ふ瞰かんした旭あさ日ひ市しの全景だった。

　春樹は今、空に居た。

[image: ]

「──ば、馬鹿かアキ、高過ぎだ！　もっと低くていい！」

　隣で手を引く秋あき穂ほの横顔に呼びかける。布の頭巾に覆われているためにその表情を窺うかがい知しることは出来ないが、彼女の横顔はどこか楽しそうに見えた。

『それだと人目に付くし視界も悪い。せっかく空を跳ぶんだ。風も世界も跳び越えよう』

　重力に引かれ、春はる樹きと秋穂は落ちていく。彼女は空を飛んでいる訳ではなかった。

　繋つながれた手に力が伝わる。するとまた景色が変わる。眼がん下かには駅が見えたが、それも次の瞬間には遥はるか後方。今はビル群の屋上を跨またいでいる。まるで世界がコマ送りになったかのようだった。

　いや、世界の法則を無視して非常識に渡り歩いているのは秋穂の方か。

　点から点へと瞬く間に移動するテレポート。所謂いわゆる、瞬間移動。

　それが、ブリングの《フォールド》──沢渡さわたり秋穂に与えられた移動手段だった。

　道路でもなく線路でもなく。規定速度と順路で進むことを余儀なくされるレールを辿たどらずに、秋穂は空から空へ。現在地からその先の地点までをショートカットして跳んで行く。

　春樹という荷物を片手にぶら下げて、何度も何度も。

『ほうら見えてきた。あと十回もジャンプすれば届くかな』

　秋穂が可能とするテレポートは、ジェットコースターに高い高いと放り投げられているような浮遊感が、断続的に襲って来るものだった。要するに、……気持ち悪い。

『ああ、もしもゲロを吐きたくなったら事前に言ってね。見ないようにするから』

「……てめえ、覚えてろよ」

　二度と彼女には頼むまい。そう心に誓った直後、視界が揺れた。

　ブオンと音が聞こえて数秒間。春樹と秋穂は、この世界から完全に消え去った。
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　門かど真ま冬とう也やには夢があった。それは野球選手になるという夢だ。

　小学校に入学したばかりの頃、父親に連れられて野球観戦に行ったのが始まりだった。

　スタジアムを包む大歓声に包まれ、荒漠とした大地を思わせるフィールドに立ち、それぞれのユニフォームに身を包んだ両者がしのぎを削る。そこには明確な勝ち負けがあり、しかしそれだけでは終わらない感動があった。一挙手一投足に命を燃やし、個でありながら全を担うヒーロー達。その姿に、幼き日の冬也は憧れた。

　父の勝かつ茂しげはよく「連れて行くんじゃなかったぜ」と愚痴を吐いていた。苦心苦難を乗り越えて築き上げた『門かど真ま屋や』を息子に継がせる、というのが彼の夢だったらしい。

　だが冬也の目にはもはや野球しか映っていなかった。小学生の頃は地元のクラブチームに入り、中・高と野球に打ち込んできた。野球こそが冬也にとっての青春だった。

　そんな真まっ直すぐな夢を応援してくれたのが、母の早さ苗なえだった。

　父が反対するのに反対して冬とう也やの肩を持ち、野球道具も内緒で買い与えてくれた。泥どろ塗まみれで帰って来たその日の内に父にはバレたが、流石さすがの頑固オヤジも妻には勝てなかった。

　母は、味方をする天才だった。

　──「いつか父ちゃんと母ちゃんに見せてやるよ。俺が場外までかっ飛ばすとこをよ！」

　父と母に挟まれて野球観戦に行ったあの日を、今でも夢に見る。

　そして今、冬也はあの日と同じ球場に立っていた。

『──ォオオオオオッ！』

　球場の中央に半身で聳そびえ立たつ砂の巨人は、スタンドから上がる悲鳴と絶叫を打ち消すほどの大だい咆ほう哮こうでスタジアムを振動させ、逃げ惑う観客達を追い立てるように腕を振るう。

　現場に駆け付けた警官は勇敢にも拳銃の引き金を引くが、放たれた銃弾は砂の腹に呑のみ込こまれるばかり。砂の巨人が軽く大地を揺すってやると、彼らは津波にでも遭ったようにベンチへと押し返される。「──ば、化け物だ……ッ！」

　球場の外で鳴っていたサイレンが次第に大きくなる。怪物退治に武装を整えた特務課が到着したのだろう。しかし如い何かに銃弾の数が増えたところで、砂の肉体にとっては豆鉄砲にも等しい。土つち塊くれで固められた肉体を崩すには、もっと強大な力がいる。

　そいつは空から、彗すい星せいの如ごとくスタジアムに現れた。

　男は太陽のように眩まぶしかった。真っ赤なタイツに身を包み、金糸のマントをはためかせ空を漂う。黄金マスクのその男。

　ブレイズマンは、仁王立ちで空に立っていた。

『えらく早かったな、ブレイズマン！』

「野球中継を観みていたら丁度キミの姿が映り込んでね。砂の巨人……、なるほどテレビで観るよりもずっと巨大だ」

『おめえはこうして見ると小ちっせえなあ、蟻ありんこみてえだ』

「蟻さんは見かけに寄らず力持ちだ。試してみるか？」

　ブレイズマンは不敵に笑う。威風堂々たる佇たたずまい。敗北を知らぬ者の目だ。

　これが自分の立ち向かうべき障害か。冬也もまた、ニヤリと笑った。

　全長三十メートル。上半身だけの砂の巨人が、動き出す。パラパラと砂粒が零こぼれ落おち、土塊が筋肉のように膨れ上がる。冬也は握り締めた拳を力強く引き絞り、撃ち放った。

『こちとら最は初なからそのつもりよおッ！』

「──ぬっ！」

　ゴォオンと風を押おし退のけ、ブレイズマンの元に拳が到達する。腕のリーチ外であれば当たるまいと高を括くくっていたのか、伸長した拳の一撃がブレイズマンを捉えた。が、奴やつは腕をばってんに構えると、正面からの衝撃に数メートル後退しただけで拳を受け切った。

　しかしこの好機、逃すつもりもない。

「気持ちのいいくらいのド直球ストレートだな。だがそれでは──」

『阿あ呆ほうが、それだけが華じゃねえのよ！』

　ブレイズマンの眼がん前ぜんで握りこぶしが開かれる。それは壁にぶち当たった濁流のように飛沫しぶきを上げ、ドロドロに溶けた掌てのひらを再び握り込む。その障害ごと呑のみ込こんで。

　手の内に、ブレイズマンを捕らえた。

「ぬ、ぐぅうう……！」

　強く固く握りしめた拳の中に、奴やつから滲にじみ出でたチップの感触があった。ヒーローの搾り汁はこの身を潤す活力になる。数十日分のエネルギーをチャージする。

　冬とう也やは土砂崩れでヒトを呑み込んだ際にも、こうやって命を奪い取っていた。

　それは一体いつまで続くのだろう。それはいつ終わるのか。そんな考えが頭をよぎる。

　……いや、ここで終わらせるのだ。そうでなくては意味がない。

『ブレイズマン。おめえは一体どんだけの命をその身体からだに溜ためこんでるんだ？』

「……ッ、キミの狙いは初めから、私か……」

『そう言ったろうが。このまま握り潰して野菜ジュースにしてやんよ！』

　ブレイズマンは必死に抵抗を試みるも、岩石の如ごとく閉じた拳の内にあっては無力に等しい。力比べで後れを取るはずがない、冬也はそう思っていた。だが、

「ぬぅうううん！」

　握りこぶしの拘束が軋きしみ出した。奴が全身に力を込めるにつれてその肉体に黄金の光が灯ともり始め、筋肉が増大していくのが分かる。冬也は負けじと拳を固く結ぶ。しかし奴の腕に弾はじき出されるようにして、徐々に指が開いていく。

『馬鹿力かよ……ッ！』

　このままでは押し負ける。そう思い、もう片方の手をブレイズマンへと近付けた。

　その時だった。一発の銃弾が砂の巨人のこめかみを撃ち抜いた。

　右みぎ眼めと左ひだり眼めを真横から一直線に抉えぐる、鋭く強烈な銃弾だった。

『……ッ、ぐお……！』

　視界が真っ黒になった。砂の巨人に眼球は存在しない。そこには見るための窪くぼみがあるだけだ。眼がん孔こうを穿ほじくり出して視界を復元する。実際にやった経験など無かったが、意外とどうとでもなるもんだ。ここにきて自分の怪物性を思い知る。

　視界が再び開けた。だが、そこにはすでにブレイズマンの姿は無かった。

　冬也が怯ひるんだ僅かな隙を奴は見逃さなかった。拳の内から獲物が逃げ出した感触があったのだ。しかし失望に暮れている暇は無い。冬也はもう一体の敵をまず、探した。

　銃弾の主は、一人の隊員だった。

　目深に帽子を被かぶったその男は大型の狙撃銃を腹の上に抱え、スタンドにふんぞり返るようにして腰を落としていた。

　男は銃床を脇に挟み込んだままレバーを引く。ガキンと薬やつ莢きようが排出され、男は再びスコープを覗のぞき込こんだ。二撃目が来る。また目をやられるのは面倒だと腕を正面に掲げた瞬間、冬とう也やの後頭部を強い衝撃が貫つらぬいた。

『──ッ──！』

　再び消えゆく視界に捉えたものは、金色マントの後ろ姿だった。

　奴やつは頭上から冬也の後頭部を蹴り抜いたのだ。天から降り注ぐ蹴撃で頭部を貫き、ブレイズマンはその勢いのままマウンドに降り立った。

　砂山をドカッと蹴り飛ばしたときのように、巨人の首から頭が崩れ落ちた。

「すまないな、私には心強い仲間がいるのだ」

　なるほど、それもヒーロー故か。真っ暗闇の中、ブレイズマンの声だけが伽が藍らん洞どうの頭に響く。自ら居場所を教えてくれるとは有り難い。冬也は聴覚を頼りに両腕を振るった。

　ドゴン、と柏かしわ手でを打った両手の内に奴の感触はない。外した。なら次だ。

　左の腕を振り払い、右の掌てのひらを伸ばして空を飛び回るブレイズマンを追い掛ける。

　そうこうしている間に視覚も戻ってきた。奴は丁度真正面から、顔面目掛けて突とつ貫かんしてくるところだった。執しつ拗ように頭を狙って来るとは存外性格の悪い。ならばこちらも馬鹿正直に付き合いはすまい。冬也は全身に込めた力を、脱力した。

「……なんとっ！」ブレイズマンの攻撃が空振った。

　その拳が巨人を砕かんとする前に、巨人の肉体が独りでに散開したのだ。

　ブレイズマンは通り抜けた背後を振り返った。グラウンドに山を築き上げていた土つち塊くれは人ひと形がたを保つのを止やめ、砂嵐のように砂さ塵じんを巻き上げ、波のようにうねりを上げ、意思を持って獲物を呑のみ込こまんとする濁流に姿を変えていた。

　スタジアムは一面砂に覆われている。こうなってしまってはもはや巨人とも呼べない。

　以前かまいたちが巻き起こした巨大竜巻と同じ、災害レベルの脅威だった。

　狙いを定めるべき的も無い。狙撃手は舌打ちすると共にスコープから目を離した。

　然さしものブレイズマンも、怒ど涛とうと押し寄せる砂の波は涛とうを前には防戦一方だった。しかし、ただ逃げ回るだけで終わらない。彼の内に闘志が宿ったのを、冬也は感じ取った。

「キミの狙いが私だと言うのなら、こちらも全身全霊で応えよう」

　なにかを仕掛けてくるという予感があった。だから奴がなにかをする前に沈める。

　冬也は、濁流と化した腕で四方からブレイズマンに襲い掛かった。

　太陽を握り潰さんと濁流が空に迫る。ブレイズマンは両の拳をグッと引き絞る。

　泥の内に奴の姿が消えた。真紅の瞳が、光を放った。

「光を示せ！　ブレイズ、ビィィイイ───────ヌゥッ！」

　轟ごうッ！　とそれが来た。

　天から地上に降り注ぐ光の軌跡。それはブレイズマンのベルトから、バックルの中心に輝く真紅の輝石から放たれた光線だった。

　それは冬とう也やの元へと真まっ直すぐに伸び、不定形の肉体を確かに貫つらぬいた。

　肉体が弾はじけ飛ぶような衝撃に、冬也は絶叫した。絶叫しているという認識はあったが、その悲鳴は自分の耳にすら届いてはいなかった。ただ、圧倒された。

　光線は一度放たれて決着のつくものではなかった。それは光の帯を照射し続けるビームというよりは、螺ら旋せん状じようの杭くいを継続して叩たたきつける削岩機のようなものだった。そしてその光線が削り取るモノは、肉体ではなく命。触れたが最後。逃れることは出来ず、体内から全てのチップを吐き出すまで《フォールド》という存在を焼き焦がすのだ。

　冬也は自らの死を悟った。だが、ここでは終われない。まだ死ぬ訳にはいかない。

　冬也が求めるモノもまた命。それは今、手を伸ばせば届くところにある。

『ここで、終われるかよぉおおおおッ！』
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　その咆ほう哮こうは雄たけびのようにも、断末魔のようにも聞こえた。

「くそっ、間に合わなかったか！」

　春はる樹きは球場に到着するや否や、その惨状に目を見開いた。

　砂嵐も、濁流も、砂漠もろとも、ブレイズマンの光線が冬也を穿うがった瞬間だった。

　ヒーローの勝利は目前。だというのに、冬也は意地でそこに踏ふみ止とどまっていた。光線を胸に浴びながらも、ブレイズマンを捕らえんと四方から泥の腕を伸ばして応戦する。

　だが、攻撃の手を奴やつが緩めることはない。冬也の悪あがきをひらりひらりと躱かわしながらも、塵ちり一つ残すまいと光線を撃ち続けている。そこには鬼気迫るものがあった。

「なにもあそこまでやらなくていいだろうに……！」

　秋あき穂ほは変装を解いていた。他ひ人との目を警戒してのことだったが、すでに観客はほぼ避難を終えていた。残っているのは避難誘導に当たる警官くらいのもので、自動小銃を担いだ機動隊も巡回と警備に人員を割いているようだった。

　春樹と秋穂は、スタンドに続くゲートの陰から友人の窮地を茫ぼう然ぜんと眺めていた。

「それで、どうするのハル？」

「奴が到着する前に事を終えるつもりだった。でないと、巻き添えだ」

「ここまで来て引き返す？　それでも私は責めないよ。ああ、やっぱりねって思うだけさ」

「お前は悪魔か。そういう助言は聞こえないとこで言ってくれ。甘えそうになる」

「だったらさ、君の天使に聞いてみなよ」

　そう言って秋穂は、春樹のポケットを指差した。スマホが中で震えていた。

　実のところ、秋あき穂ほとの空中散歩の時からずっと鳴ってはいた。時間が惜しいと無視していたのもあるが、その電話を取ったら引き返せない気がしたのだ。

　応答か拒否かを問うボタンがある。春はる樹きは一度深呼吸すると、片方にスワイプした。

「なんの用だ、小こ夏なつ」

「……あっ、ハル……やっと、繋つながった……」

「なんだ、ずっとかけてたのか。電波の悪いとこにいたから気付かなかった」

「……ずっと、かけてた。ハル、今どこ……？　大変なの、トーヤが……！」

「冬とう也やがブレイズマンと戦ってる、ってか？」

　電話の向こうで小夏が頷うなずくのが分かった。それじゃあ伝わらんだろうと思いつつも、その姿が想像出来てしまう自分に可お笑かしくなる。

「テレビじゃ、冬也のことなんか言ってるか？」

「……中継してる……ブレイズマンを、応援してる……」

「だろうな。で、お前はどっちを応援してるんだ？」

「そんなの……っ！」

　珍しく大きな声だった。「言わせんな」と言いたかったのだろう。

　感情が昂たかぶっているのか、洟はなを啜すするのが聞こえた。小夏は涙声でこう続けた。

「……ハル、トーヤを助けて……！」

　やはり聞かなきゃ良かったと後悔したが、心のどこかではその言葉を待っていたのかもしれない。もう後戻りは出来ない。だが、悪い気分ではない。

「──君達、そこで何をしてるんだ！　もう全員避難しているぞ！」

　後ろの方で声がした。通路の向こうから男が近づいて来る。振り返って見るまでもない。ガチャガチャと装備を揺すってやって来るのは、特務課の隊員だ。

「ここは危険だ、早くこっちに来なさい！」

「……えっ、ハル今の……今、どこ……？」

「気にすんな。お前はテレビに向かって勝利だけを祈ってろ」

　春樹は耳からスマホを離すと、もう片方の手に持った仮面を顔へと近付ける。

　そして、言った。

『──カツアゲ仮面の公式デビユー戦だ』

　瞬間、春樹の全身が暗幕に包み込まれた。

　それはまさに変身といった非常識な光景で、瞬く間に衣替えが完了する。

　スウェット姿の少年はもういない。小豆色のコートにレザーパンツ。タール色をした布地の硬いグローブにブーツ。金髪頭にフードを被かぶせ、鉄仮面に空いた眼がん孔こうに光が灯ともる。

　ギザギザ歯をガチンと鳴らし、春樹は身体からだに馴な染じんだその感触を確かめた。

「……ッ、な！　貴様、まさか《フォールド》か……！」

『フォールド？　そいつは違うなお巡りさん。俺は賭けに来たのさ』

　振り返った鉄仮面を前に、隊員は咄とつ嗟さに銃を構えた。だがすでにその目と鼻の先には、春はる樹きの手が伸びている。そしてパチン、と指を鳴らした。

『てめえの命をな』
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　生きるか死ぬか。その一つの決着が訪れようとしていた。

　最初から最後まで一切の手を抜くことなく、ブレイズマンは腰のベルトから必殺光線を撃ち続ける。無尽蔵にも思えるそのエネルギーは、まるで太陽から力を得ているのではないかと思えるほどだ。

　ヒーローはその無限の力を、一体の怪物を仕し留とめるためだけに注ぎ込んでいた。

　冬とう也やの肉体からは致死量のチップが零こぼれ、砂に混じって地上に広がっていく。

　あと数年、あと数日、あと数時間でその最期が訪れる。

　だがその瞬間、空で光が瞬いた。

　冬也にはそれが、ブレイズマンが放つ輝きのように見えていた。

　ブレイズマンもまた光を見た。それは一枚のチップが魅せる光の反射。表と裏とに太陽の光を交互に照り返し、それはクルクルと目まぐるしく回転しながら飛んで来る。

　その光が咲いたのはブレイズマンの顎の先。

　ドカンッ！　と蕾つぼみを開いた爆音は、深紅に燃え立つ紅ぐ蓮れんの灼しやつ火か。

　不意に炸さく裂れつした《命の爆弾デイボム》が、ブレイズマンの顔面に爆炎を叩たたきつけた。

『──ストライッ！』

　冬也はスタンドから湧いた声に振り仰いだ。おぼろげながらも表情が浮かんだ砂の仮面は、ここにいるはずもない幼おさな馴な染じみの姿を見上げ、愕がく然ぜんと目を見開いていた。

『……ハル、おめえなんで？』

『春？　なに言ってんだお前は。もう夏の季節だぜ砂の巨人さんよお』

　春樹はひらひらと手を振っておどけてみせる。折せつ角かく仮面を被かぶっているのだ、その匿名性は大事にしたい。誰が何ど処こで聞いているかも知れないのだから。

　そう思い、春樹はスタンドから正面を見上げた。

　ブレイズマンの顔面に投とう擲てきしたのは一枚のチップ。一年分の命を込めた爆弾だった。

《命の爆弾デイボム》は込めた寿命の分だけ威力を増す。普段は一枚当たり数十日程度しか使わないために、その威力は微々たるものだ。しかし今のはかまいたちを吹き飛ばしたのと同等の火薬を練り込んでいた。威力は上々。だというのに奴やつは──。

「ふむ、今のは危なかった」

　役目を終えた爆炎は散り散りの火の粉となって、その成果をお披ひ露ろ目めする。

　だが、顔面を吹き飛ばす予定だった爆弾は、顔を庇かばった腕の表面を僅かに焦がした程度で、ブレイズマンの爽やかフェイスは依然として健在だった。

「まさか仲間がいたとは、油断していたよ」

『油断したまま死んでくれりゃあ一番良かったんだがな』

「二度目はない」

　怒りを殺したブレイズマンの眼光は、春はる樹きを標的に捉えていた。

　空中で身を屈かがめ、飛ひ翔しようする為ためのバネを全身に溜ためる。宣言通りに一撃で仕し留とめるつもりなのだろう。しかしその構えを見ても、春樹は余裕の表情で待ち構えていた。

　春樹には秘策があった。その切り札を、春樹はスタンドの物陰から引っ張り上げた。

　今まさに飛び出さんとしていたブレイズマンは、春樹が正面に吊つるし上あげた〝それ〟を見て動きを止めた。──それは気を失った一人の隊員だった。

「人質とは、卑ひ怯きような……！」

『こっちは後が無いもんでね、なんだってやるさ』

　ヒーローの弱点。それはヒーロー故の使命感だ。決して他ひ人とを他人と諦めることをしない。それこそがヒーローであることの絶対条件だからだ。

『さあ、選びな。こいつの頭が爆はぜるのを見るか、大人しく引き下がるか』

　春樹は片腕に吊り上げた人質を引き寄せ、そのこめかみに指先を突き付ける。人差し指と中指を拳銃に見立てて、撃鉄を起こすように親指を曲げた。俺は本気で引き金を引くぞ、というアピールだ。そしてその効果はてきめんだった。

　ブレイズマンは悔しそうに歯は噛がみする。怪物を前に撤退する訳にはいかない。しかし、それ以上に一人の命を優先する。奴やつはそういう男だった。

　だから当然、奴は首を縦に振るものと春樹は思っていた。そしてそうなるはずだった。

　ここにいるのが、奴一人であれば。

『──気を付けろハル！　タマが飛んで来るぞ！』

　ファウルボールにご注意ください。ふと、そんなアナウンスが頭をよぎった。

　球か弾か玉かは知らないが、人質と密着した状態の春樹にブレイズマンがなにかをするはずもない。人質が目を覚ます気配もない。だとすればそれは、不意の一撃。

「待つんだ、星ほし！」

　ブレイズマンはそう叫んだ。その視線の先で、チカチカと瞬く殺気を捉えた。

　ドゥン！　と腹の底にまで響き渡る重低音が響いた。

　視界の端で轟砲が鳴り、咄とつ嗟さに、春樹は人質を突き飛ばしていた。

　殺傷力を秘めた見えない弾丸が、人質の頭があった地点を貫つらぬき、仮面の鼻先を掠かすめた。たったそれだけの接触で、後頭部までも突き抜ける衝撃が脳を揺らした。

　春はる樹きが銃声を辿たどると、そこには狙撃手の姿があった。

　大型の狙撃銃を小脇に抱え、銃身を柵の縁に預け、銃床を背後の壁に押し付けるようにして支えている。到底立って扱う代物ではない。あれは無機物の壁を粉砕するためにある対物ライフルだ。ターゲットを撃ち漏らした銃弾は、スタンドのコンクリ塀を粉々に弾はじき飛とばしていた。そんな物を人に向けて撃ってきたのだ。頭がいかれている。

『──ッ、てめえ！　人質ごと殺すつもりか！』

　しかし、そこでハッとする。正面に蹴り飛ばした男の姿を見て、それは自分の身を守るための盾ではなかったかと思い出し、見上げた先に奴やつを捉えた。

『やっべえ』

「──ぬぅううん！」次の瞬間、春樹の身体からだが吹っ飛んだ。

　スタンドに層を連ねるベンチを幾つも巻き上げ、春樹は跳ねるようにして通路に転げ落ちた。胸に受けたブレイズマンの拳はそれこそ砲弾のようだった。あまりの衝撃に臓ぞう腑ふが跳ね回り、神経が赤信号を掲げて走り回り、脳みそは呆ぼう然ぜんとフリーズしていた。

『ごほッ……！』と咽むせると、仮面の口からべちゃりと血ち反へ吐どが噴き出した。

　春樹はすぐさま自分の寿命を数えた。──残り、九十六年。サッと血の気が引いた。

　朝数えたときは確か百二十六年あったはずだ。それが一発モロに喰くらっただけで三十年近くが吹き飛んだ。冗談じゃない。春樹は慌てて散らばったチップを拾い集める。

　視線を落としたチップの山に、影が差した。ブレイズマンの影だった。

　春樹はその姿を見上げる暇もなく、コートの襟首を掴つかまれた。そしてそのまま壁面へと投げ飛ばされる。叩たたきつけられたコンクリの壁は、硬くて厚くて痛かった。

「それは他ひ人との命だ。キミが不当に所持していいモノではない」

『馬鹿言え、そいつは俺のもんだ……！』

「キミはこれまでに一体どれだけの命を奪った？」

『てめえこそ、俺達の命を奪ってる自覚はあんのかよ』

「勿もち論ろんだとも。それが私の役割であり、私の使命だ」

『ご立派なこって』

　春樹は周囲に飛び散ったチップへと目を向ける。悠長に拾い集めている余裕はなさそうだ。ブレイズマンはゆっくりと、着実に距離を詰めて来る。ヒーローという奴は面と向かうとこうも恐ろしいものなのか。痛みのせいか恐怖のせいか、足が震える。

『なあ、そのチップが無きゃ俺は死んじまう。降参だ。見逃しちゃくれねえか？』

　地面に膝を突いて諸もろ手てを挙げる春樹に対し、ブレイズマンは非情だった。

「残念だが、それは出来ない」

『そうかい。だったら俺には打つ手無しだ。煮るなり焼くなり好きにしてくれ』

「……なに？」

　春はる樹きは命乞いをあっさりと諦め、すくりと立ち上がった。芯の定まらない春樹の行動にブレイズマンは訝いぶかしんだ顔を向ける。何か企たくらんでいるのでは、と足を止めた。

　その僅かな時間が欲しかった。

『降りるって言ってんだよ。目的はもう果たしたしな』

　しまった、とブレイズマンは振り返った。

　グラウンドには巨人の残骸とも言える砂漠が広がっているはずだった。だが、そこには誰の姿も無かった。チップは大量に残されていたが、それは先程までよりずっと少ない。

　彼自身が自力で逃げ出した？　それとも別のなにかを見落としているのか。

　そしてブレイズマンが視線を戻した正面、そこには先程までいなかったはずの、真っ白な拘束衣に身を包んだ頭巾の女が立っていた。秋あき穂ほは春樹の隣に現れ、そして言った。

『初めまして、ブレイズマン。それから御機嫌よう』

『じゃあな、二度と会わねえことを願ってるよ』

　秋穂は行儀よく頭こうべを垂れると、唐突にそこから姿を消した。春樹の姿と共に、瞬く間に。

　スタンドに一人残されたブレイズマンは、額を押さえ低く唸うなった。

「……してやられたか」

　そう呟つぶやきつつも、彼は諦め切れずにもう一度グラウンドを見下ろした。




　──鳥と羽ば春樹に残された命はあと、八十八年。






三章　ヨンブンノイチ






　ブレイズマンがこの世に誕生したのは、今から十四年前。

　当時この街では、ヒトの生命を脅かす怪物の噂うわさが蔓まん延えんしていた。

　摩ま訶か不ふ思し議ぎな手口で人々を襲い、価値も使い道も分からぬ銀色の硬貨を集めているという、仮面を被かぶった異形の怪物。『日傘の魔女』と呼ばれる都市伝説から始まり、それは人々の噂話を媒介にここ旭あさ日ひ市しを舞台に広まっていった。

　この街の夜は今よりもずっと暗かった。誰もがそれをただの都市伝説だと嘲り、しかし心の内では影のように付つき纏まとう〝死〟の恐怖に怯おびえ続けていた。

　そんな折、不当な蛮行を前に立ち塞がった者が現れた。

　太陽を象かたどった黄金のマスクを被り、煌きらびやかな戦闘装束を身に纏い、流星の如ごとく夜闇を突いて現れたその男。彼は自らをこう名乗った。

「我こそは命を導く太陽。我こそは生命の番人。そして今日から私は、ブレイズマンだ！」

　それ以来、彼は人類の守護者としてこの国を守ってきた。

　数々の戦いがあった。映画にすると計三本に及ぶ大作が生まれたが、日夜行われた光と影の衝突は、到底百二十分のフィルムに収まりきるものではなかった。

　しかしそんな死闘も、一旦は終息の兆しを見せたのだ。無数の影を生み出す大いなる影、すなわち『日傘の魔女』を討ち果たした時、全ては終わったのだと誰もが安あん堵どした。

　だが、それはほんの一時晴れ間が差しただけに過ぎなかった。

　未いまだ《フォールド》は生まれ続けている。新聞や雑誌、報道番組を介して、今では当たり前となったＳＮＳを通じて、誰もが《フォールド》の悪事を見聞きする。

　テレビを点つけると、先日の『かまいたち』の一件はまるで遠い過去と言わんばかりに、昨日の『砂の巨人』の話題で持ち切りだった。より正確には、ブレイズマンが逃してしまった〝彼ら〟に対する興味と言ったところか。

　彼らは一体何者なのか。その能力は、その手口は。一体どんな過去、素顔を持っているのか。そして我らがブレイズマンが勝利するためにはどうすればいいのか、等々。

　まるで、贔ひい屓きしているチームの対戦カードを考察しているかのようだ。

　あの時球場にはテレビ中継のヘリが飛んでいた。上空から撮っていたのだろう。まんまと怪物に逃げられスタンドに立たち竦すくむ自分の姿が、テレビの画面には映っていた。

　赤毛の男、オムはテレビに向ける意識を耳に聞こえる音だけに留とどめ、鍋でクツクツと煮込んだスープをかき混ぜる。酸味の効いた香りがキッチンを包み込んでいる。

　オムはとろみのあるスープを小皿に取って味見すると、ピリッと口の中に広がる味わいに「ふむ」と頷うなずき、コンロの火を止めた。チン、とオーブンが音を鳴らす。焼き上がった円形のパン生地を二つ皿に取り、更にもう二つ焼き網に載せてタイマーをセットする。

　そこで時計を見ると、丁度短針が七時を差したところだった。トタトタとフローリングを叩たたくスリッパの音が降りてくる。リビングに現れた妻を振り返り、オムは声を掛けた。

「おはよう、叶かな芽め」

「おはよう、オム。……うーん、いい香りね」

「そうだろう？　準備は出来ているから、先に顔を洗ってくるといい」

「あら、そんな酷ひどい顔してるかしら？」

「まさか。少しくらいよだれの跡が付いていたってチャーミングだよ」

「あらまあ」叶芽は自分の唇を指先で拭って、バスルームへと向かった。

　天てん道どう叶芽、それが妻の名だ。

　東洋人らしい艶つややかな黒髪には寝ぐせがついていて、黒い瞳が覗のぞいた切れ長の目は朝限定で一重まぶたになる。背は比較的高い方らしいが、自分と比べると三十センチ以上も開きがある。抱き寄せるとすっぽり胸に収まる体格差だ。

　叶芽との夫婦生活はもう十四年になる。日本を訪れたばかりの頃はなにかと世話を焼いてくれ、その頃からずっと連れ添っている。故郷を持たないオムは家族というものを知らなかったが、今の自分にとって叶芽は欠かすことの出来ない生涯のパートナーだ。

　そして、かけがえのない宝物はもう一つ。

　棚から食器を取り出し、出来上がったカレースープを器に注ついだところで、パタパタと元気な足音が降りてきた。

「パパ、おはよう！」

「おはよう、陽ひ菜な！」

　リビングに現れた赤毛の少女は、教科書の詰まったバッグと細長い竹刀袋といった大荷物をソファに下ろすと、オムが口を開く前に洗面所に駆け込み「おはよう、ママ」と叶芽に挨拶をしている。

　天道陽菜。オムと叶芽が授かった自慢の愛まな娘むすめだ。

　日本人離れした赤い瞳と赤い髪は父親譲りで、利発そうな顔立ちとアーモンドアイは母親譲り。戸籍上は純然たる日本人だが、一応はハーフということになるのだろうか。

　人目を惹ひくその容姿もあって学校で浮いてしまうこともあったそうだが、今ではそれも乗り越え、名前に託した想おもい以上に真まっ直すぐで素直な子に成長してくれた。

　そんな娘も十三歳。時が流れるのは早いものだ。

　家族三人揃そろっての朝食の最中、陽菜は大人びた物憂げな表情で小さく吐息を漏らした。テレビではまだ昨日の話題が続いていて、球場で行われたブレイズマン対砂の巨人の一幕が画面に映っている。オムは気になって、正面に座る陽菜の横顔をチラと窺うかがった。

「はあ、やっぱり格かつ好こいいなあ、ブレイズマン。あと三年も経たてば結婚出来るのに」

　ぐふっ、とオムはむせた。隣の席では叶芽がクスクスと笑っている。

「なぁに陽ひ菜な。あなた、将来はブレイズマンと結婚するつもりなの？」

「どうして笑うの？　クラスの女子にも結構人気あるのよ。やっぱりがっしりとした体格がいいのかな。日本人にはなかなか見ない頼りがいよね。でも、私はあの笑顔が一番好き。あと強いのも好き。もう何年も戦ってるのに一度も負けたことが無いのよ？」

　陽菜はキラキラと目を輝かせている。十三歳にもなればもっと芸能人とか、アイドルなんかに興味を持つものと思っていたが、案外古臭いヒーローにも需要はあるようだ。

　妙なくすぐったさに、オムは苦笑する。

「でもそのブレイズマンも、昨日は《フォールド》に逃げられてしまったよ」

「あれはノーカン。相手が逃げただけで、ブレイズマンは負けてない。大体、パパがブレイズマンの味方しないで誰がするの。自分とこのタレントでしょ？」

　陽菜はそう言うと、カレースープに浸したナンに齧かじりつく。勝気な性格は誰譲りなのだろうか。昔はもっと泣き虫で、泣く度に頭を撫なでて慰めてやっていたというのに。今ではこちらが恐縮してしまうほどに、ビシリと説教されてしまう。

「確かに、陽菜の言う通りだ。彼には次の機会に頑張ってもらえばいい」

　陽菜はオムの答えに満足気に頷うなずいた。それから憮ぶ然ぜんとした態度から一転、「ねえ、ママ」としなを作って叶かな芽めに向き直った。

「私今週の土曜日、剣道の大会があるの。その時にブレイズマンが応援に来てくれる、なんてサプライズがあったりしない？」

「それじゃあサプライズにならないじゃない。来て欲しいって素直に言えばいいのに」

「来て欲しい！　ママからブレイズマンに頼んでよ。ねえ、お願い」

「それは駄目。娘だからって特別扱いしてたら、彼のマネージャーは務まらないわ」

「ケチ」陽菜は不服そうに頬ほおを膨らませる。危ない、自分だったら二つ返事でＯＫしてしまうところだった。そして「安請け合いしないで」と叶芽に怒られるのだ。

　叶芽は含みを持たせて、こちらに視線を寄よ越こして言った。

「ブレイズマンは駄目だけど、それならパパに頼めばいいじゃない。ねえ、オム」

「パパからブレイズマンに頼んでくれるの？　社長命令ってやつ？」

「そうじゃなくって、『応援に来て、パパ』って頼むの。パパの義務、ってやつかしら」

「でも、パパだって仕事で忙しいんじゃないの？」

　長年根無し草で生きてきたオムだったが、戸籍を取得するのに併せ芸能事務所を起業していた。叶芽のツテを頼って興した小さな事務所だったが、彗すい星せいの如ごとく現れた期待の新人、ブレイズマンをタレントとして迎えたことで想定以上の成功を収めることとなった。

　彼を広告塔に起用したがる企業は数多く、イベントゲストとして招待されることもしばしば。彼を主役にした映画も過去に製作されたほどだった。

　そういった露出の多さもあって、ブレイズマンはよくタレントヒーローと称される。

　そしてそんなタレントの活躍を陰ながらサポートするのが自分達の仕事なのだと、陽ひ菜なには言ってあった。娘に嘘うそを吐ついていることには、多少なりとも罪悪感がある。

　ブレイズマンのために二人で事務所を立ち上げたのは嘘ではないが、正直、オム自身はお飾りみたいなものだった。実際のところマネージャー業務で忙しくしているのは叶かな芽めだけで、オムはただ自分の出番が来るのを待っていればよかった。

　必要とされている時に期待に応える。それが自分の役割なのだと、オムは自覚していた。

「忙しいのは分かってるし、無理して来ることないわよ。今までもそうだったしね」

「なにを言ってるんだ。頑張っている娘を応援すること以上に大切なことなんか無いさ」

「……ほんと？　じゃあ、今週の土曜日だから。場所はあとで送っておくね」

「ああ、カレンダーにははなまる太陽を描いておこう」

「ふふ、なにそれ」と陽菜は目尻を下げて笑う。

「──あ、そうだ。今度またブレイズマンの映画が製作されるって本当？」

　そうしてまた次の話題へ。そうこうしている内に陽菜の登校時間がやって来ると、いつものように家の外まで見送り、頬ほおにキスをし、娘が出るのを見送った。

「さて、そろそろ私達も出る準備をしないとね。今日の予定は分かってる？」

「勿もち論ろんだとも。確か……そう、撮影だ」

　正解とも不正解とも言わずに、叶芽はやれやれと肩を竦すくめ玄関に戻って行った。

　オムも彼女の後に続く。振り返ればそこには我が家がある。旭あさ日ひ市しの住宅街に位置する「天てん道どう」と表札の掛かった一軒家。そこに暮らす三人家族の大黒柱、天道オム。

　それが、ブレイズマンの持つもう一つの顔だった。
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　昼休み、春はる樹きは埠ふ頭とう高校の屋上にいた。あっという間の休日だった。

　春樹の昼休みは、大抵校舎の屋上で小こ夏なつと過ごす。本来立ち入り禁止の場所であるために屋根もベンチもない殺風景な場所ではあるが、それ故に他人の目が無く静かだった。

　春樹は、転落防止の柵を背もたれに地べたに座り込んでいた。

　小夏は膝の上に弁当を載せて、春樹の隣でちまちまとご飯を口に運んでいる。その正面には珍しく秋あき穂ほの姿もあった。彼女は購買で買った揚げパンの封を切っている最中だ。

　それからもう一人、神妙な面持ちで突っ立ったままの大男が目の前に影を落としている。そいつは勢いよく腰を折ると、校庭まで響く大声で言った。

「おめえらには心配かけた！　すまんッ！」

　謝罪を口にする冬とう也やの頭上から、ビカッと太陽が顔を覗のぞかせる。素直に上を見上げていたせいで直接太陽と目が合ってしまった。迷惑極まりない奴やつだ。

「うるせえな、近ちけえんだよ！　邪魔だからさっさと座れ」

　パシン、と差し出された頭を叩たたいてやると、自分の手のひらが真っ赤になる。

　冬とう也やは球場を去ってからずっとこの調子で、朝に会った際にもこうやって謝罪された。

　あの門かど真まに頭を下げさせるなんてどんな弱みを握ってるんだ、と周囲の目が痛かった。

「ったく、もういいって何度言わせるつもりだよ。大体、俺は端はなからお前の心配なんざしてねえよ。小こ夏なつがうるさいから助けてやったまでだ」

「そうだったかな。ハル、随分焦った様子で私に電話かけてきたよね。冬也を助けるのにお前が必要だ、とかなんとか言って。こなっちゃんから電話あったのもその後だし」

「過ぎたことを一々穿ほじくり返かえすなよ。仲間外れにすんのは悪いと思って、誘ってやったんだ」

「まあ、そういうことにしておいてあげるよ」

　秋あき穂ほはニヤついた表情で、三つ目の揚げパンに齧かじり付ついている。こんな嫌いや味みな女のどこが王子様なのだろうか、と常々疑問に思う。大臣の間違いだろう。

「……でも、よかった……トーヤが無事で……」

「おう、俺はこの通り元気なもんよ！」

　冬也は力こぶなんかを作って小夏に見せている。随分と余裕そうだが、本来であれば死んでいたかもしれないのだ。大人しくしていろ、ともう一発殴りたくもなる。

《フォールド》は異能を行使する際、自身の寿命を引き換えにする。運動するとカロリーを消費するようなものだ。冬也は『砂の巨人』としての力を最大限引き出した上で、ブレイズマンと死闘を繰り広げたのだ。それに費やした寿命がどれほどのものだったのかは、巨人になったことがないから想像もつかない。だが、決して少なくはないはずだ。

「冬也お前、あと何年残ってる？」

「そいつなら大丈夫だ。ブレイズマンの奴やつに結構やられちまったが、落とした分は逃げる前に秋穂が拾っといてくれたからな。まだ十年くらいは残ってんよ」

「……十、年……」

　果たしてそれが多いのか、少ないのか。小夏の表情は暗くなる。

「流石さすがにあの状況じゃそれが限界でね。狙撃手に撃たれるのは嫌だったし」

「お前にしちゃ上出来だ。欲を言えば、俺がボコされる前に助けて欲しかったけどな」

「ホント素直じゃないよね、君」

　そして、その全力を以もつてしても冬也はブレイズマンに及ばなかった。

　消費したカロリーに加えて、大量の寿命も削り取られてしまった。冬也は致死量とも言える量の命を失い、なんとかギリギリのところで踏ふみ止とどまった。それは秋穂の功績だ。

《フォールド》の利点を挙げるとすれば、そう簡単には死なない、ということだろう。

　自分の寿命は全てチップに変換される。つまり零こぼれ落おちたチップさえ回収してしまえば、失った寿命を回復することが出来るという訳だ。

　勿もち論ろん、完全にではない。遣ったカロリーまでは戻らないし、チップそのものが破損してしまえばそれは無価値になり下がる。そして厄介なことに、ブレイズマンが放った光線はチップを砕くだけの威力も秘めていた。

　チップの破壊。それは春はる樹きの得意とするところだが、命を稼ぐ《フォールド》としては欠陥品もいい所だ。武器として使うにはこの上ない利点とも言えるが、腹立たしいことにブレイズマンには効いた素振りが無かったのも事実。

　改めて立ちはだかる壁の頑強さを知り、自然と眉間に皺しわが寄る。紙パックに突き刺したストローを啜すすると、紙パックがベコッと不機嫌に凹へこんだ。

「それで、冬とう也やはなんだってあんなことをしたのさ」

　秋あき穂ほは揚げパンを頬ほお張ばりながら、今日まで棚上げしていた疑問を口にした。しかし冬也は、ようやく開いた弁当に視線を落としたまま、「それはなあ」と言いい淀よどんでいる。

「お前、無関係の人間を傷付けずに云うん々ぬんって話を俺にしたよな？　結局あれはなんだったんだ。千年稼ぐ当てでもあるのかと思ってたら、球場で派手に暴れ始めるし」

「まあ、観客があれだけいれば千年くらいは稼げそうなものだけど。危険な賭けだよね」

「こいつの場合は賭けにもなってねえよ。死にに行ったようなもんだ」

　春樹が溜ため息いき混じりにそう言うと、冬也はバツが悪そうに顎を掻かく。

「そういうんじゃねえよ。俺は別に、あの場所に稼ぎに行ったわけじゃねえのよ。いや、稼ぐつもりではあったんだが、今までのとは違うっつーかよ」

　こうも歯切れが悪いと、なにか後ろ暗いことがあるのではと勘繰ってしまう。ヒトの命を奪うこと以上に後ろめたい秘密など、彼にあるのだろうか。

　冬也が答えに窮していると、小こ夏なつは箸を置いて言った。

「……トーヤは……普通の人達からは、盗とってない……」

「盗ってない？　それってチップのこと？」

　小夏は僅かに遅れて、こくこくと頷うなずいた。秋穂から声を掛けられるとは思わなかったのかもしれない。秋穂の方も、言ってから気付いたといった様子で視線を逸そらしていた。

　彼女達の間には、食堂で見たようなぎこちない空気がまだ流れている。

「こいつはずっと中継観みてたらしいからな。俺らよりも事情通だ。そうだろ、小夏？」

　またしても小夏はこくりと頷くが、言葉の先を続けようとはしない。代わりに上目遣いに春樹を見上げてくる。どこまでも人任せな奴やつだ。

「でも、チップを盗ってないって。それなら冬也は何しに行ったのさ？」

　そんなものは当人に聞けばいいだろうに、秋穂もまた春樹の顔に尋ねてくる。とはいえ冬也が言いたがらないものだから、仕方なしに頭の中を整理する。

　事の一部始終は中継で、それを編集した映像は各局で報道された。だから多少なりとも客観視する情報は揃そろっていた。派手に自分が吹き飛ばされる場面などは笑いどころだ。

　小こ夏なつが言った通り、冬とう也やがヒトからチップを搾取する場面は映っていなかった。

　怪獣映画の導入であれば人的被害はあって然しかるべきだが、冬也は観客を追い払っていただけで、実際のところ大した怪け我が人にんも出なかったそうだ。

　そのせいか、まるで知性のない怪物が暴れているようなシーンばかりがクローズアップされて報道されていた。山から降りてきた猪いのししが人里を駆け回る、ああいう感じだ。

　餌を求めて畑を荒らすなら分かるが、あの時の冬也には害獣退治に現れた狩人かりうどに向かって行くような勇ましさがあった。チップは彼の眼中に無かったのか。答えは、ノーだ。

　商店街で彼の言った言葉の意味を、今一度考える。

　無関係の人間を傷付けずに、千、いやそれ以上の命が手に入る方法があったなら。

　今思い返してみると、やはり冬也にはその在あり処かに心当たりがあったのだろう。しかし半信半疑であったために、「もしも」という前置きをして春はる樹きに尋ねた。

　春樹は、そんな方法などあるはずが無いと思いすげなく切り捨てた。だからあの時冬也にはこう言った。「そんなものは、この目で見てから考える」と。

　……ああ、そうか。だから冬也は見せようとしたのだ。

　ようやく合点がいった。と同時に、春樹は深く溜ため息いきを吐ついた。

「お前の目的はあれか、──ブレイズマンか」

　冬也は「なんで分かった」とでも言いたげな顔をしていたが、春樹は得意になることもなくただただ呆あきれていた。よりにもよって、と。

「確かに奴やつなら、無関係な人間ではないからな。普通のヒトでもない。ブレイズマンから命を奪い取る。それがお前の見つけた道かよ、冬也」

　冬也は観念したように箸を置いて、顔を上げた。それから彼はそう思うに至った経緯やら犯行の動機やらを滔とう々とうと述べる。そうなるはずだった。

　その答えは、意外なところから来た。

「──その通りよ。ご明察ね、鳥と羽ば春樹」

　それは春樹の背後、その頭上から聞こえた声だった。

　春樹は鉄柵の上に立ったその女を見上げた。日傘を差した喪服姿の女の姿を。

「アポトーシス！　お前、なんでここに……！」

　春樹は飛とび退のくようにして鉄柵を離れた。他の二人を横目に窺うかがうと、冬也は警戒した様子で立ち上がり、秋あき穂ほは目に見えて狼ろう狽ばいしていた。春樹は、動けずにいた小夏の手を引いて後ろに庇かばった。強引に手を引いたせいで弁当がひっくり返ってしまった。

「ここは学校だぞ。魔女の来るとこじゃねえよ」

「あら、つい先日命乞いをしてきた男とはまるで別人のようね」

　アポトーシスはクスリと嗤わらうと、重力を感じさせない動作で柵から降りた。まるで自分達の居場所が黒く塗り潰されていくような錯覚に陥った。嫌な気分だ。

「なんの用だよ。取り立てにしてはまだ早過ぎるんじゃないか？」

「そう身構えないで頂戴。今日は貴方あなた達に儲もうけ話を持ってきてあげたのよ」

「それはまた……、なんの冗談だよ」

　アポトーシスの心は未いまだ読めない。肌で理解出来るのは、碌ろくでもないことを考えているのだろうな、という悪寒だけだ。小こ夏なつや秋あき穂ほもその真意が読めずに戸惑った顔をしている。しかし、冬とう也やだけは違った反応を見せた。

「待ってくれよ姉ちゃん。あの話をするつもりなら、こいつらには」

　姉ちゃん、とは。お世辞もここまで来ると一級品だ。対してアポトーシスは気を良くする訳でもなく、人差し指を唇に当てて冬也の言葉を遮った。

「貴方だって、美お味いしい話を一人占めしたいわけではないでしょう？　皆が救われる道があるのなら、お友達にも教えてあげるべきだとそうは思わない？」

「でもよお……」

　どうやら冬也とアポトーシスの間ではすでに交わされた話のようだ。だが、冬也はそれを友人に聞かせることを渋っている。やはりらしくない。

「構わねえよ、冬也。大体想像はつく」

　奴やつは先程「ご明察」と言ったのだ。だとすればこれはただの答え合わせに他ならない。

「それで、今度は俺達になにさせようってんだよ」

「話が早くて助かるわ」

　アポトーシスは柵に寄り掛かって、ほぅっと息を吐いた。

「なに、やるべきことは大して変わらないわ。貴方達はこれまで通り命を稼げばいい」

　校舎の中から、もしくは外から響く生徒達の声が聞こえる。今まさに青春を謳おう歌かしている少年少女の声を愉たのしむようにして、アポトーシスは屋上の縁から校庭を覗のぞいていた。

「でも、ヒトの寿命はせいぜい八十年程度。例えばここにいる子供達を十人余り殺したとして、ようやく千年という単位が見えてくるわ。勿もち論ろんそうしてもらっても一向に構わないのだけれど、むしろ私は推奨すらしているけれども、悪戯いたずらに死体を増やすことを貴方達は嫌うのでしょう？　それを思うと、私は今まで貴方達に酷なお願いをしてきたわ」

　悪いことをしたわ、と謝罪しそうな口ぶりではあったが、アポトーシスの口くち許もとは邪悪に歪ゆがんでいた。肩口でクルクルと回した日傘は上機嫌にも見える。

「だから私は彼に尋ねたの。もしも百や千という桁も霞かすむような大金が手に入ったなら。もしも〝無限の命〟を持った者がこの世にいるとすれば、貴方はどうするかしら、と」

「……それが、ブレイズマンだって言うのか」

「察しのいい子は好きよ」

　他人に好きと言われたのは生まれて初めての経験だったが、嬉うれしいと思う感情は一ミリも湧いてこない。魔女の言葉はヒトを惑わせるためにあると知っているからだ。

「無限って。馬鹿な。そんな話を信じる方がどうかしてる」

「そう荒唐無稽な話でもないでしょう。現に貴方あなた達は、ヒトが本来知覚し得ない命のやり取りをしているわ。普通の人間であれば与えられた寿命をただ消費することしか出来ないけれど、この世には、自らの手で寿命を増やすことが出来る特別な存在がいる」

　春はる樹きは唾を飲み込んだ。アポトーシスの言葉には説得力があった。なにせ自分の存在こそがその不条理を証明してしまっているのだから、疑問を挟む余地もない。

「《フォールド》にとって命とは、ただ死に逝くだけの時の流れとは違う。積み上げれば積み上げるだけ堆積を増す無限の財貨。千年の命を手にすることが出来るのならば、それ以上の命を持った存在がいてもなんら不思議はないでしょう？」

　以前かまいたちは、「もうじき千に届く」と言っていた。あの時、春樹の目の前には千年分の命があったのだ。それが惜しいと思った頃には、彼はすでに殺されてしまったが。

　……その千年余りの財宝は、今、一体誰の手に渡っているのだろう。

「あんたはなんで、そんなことを俺達に教えるんだよ」

「それは期待しているからよ。貴方達があの男と戦って生き延びたと知ったとき、私は心を動かされたわ。感動したと言ってもいい。あの男の前に立って未いまだに生き残っている《フォールド》は、貴方達くらいのものだから」

「あんたはどうなんだよ。『日傘の魔女』はまさにその生き残りじゃねえのかよ」

　アポトーシスは、その問い掛けには答えなかった。ベールの内で記憶を探るような間はあったが、思い出すのも忌々しいと表情を歪ゆがめただけだった。

「私は貴方達に期待しているの。かつてお友達のために命を懸けた貴方達の蛮勇に。貴方達四人が結束すれば無限の命にも手が届くのではないかと、そういう期待をね」

「仮に、俺達がその無限の命とやらを手に入れたとして、その後はどうなる。千年分の命を支払った後にもまた、今度は一万年とか言って命を要求するんじゃないのかよ？」

「そうね……。もしもその『仮に』が果たされた暁には、貴方達を《フォールド》の役割から解放することを約束するわ。貴方の語った未来には、それだけの価値がある」

「……約束だなんて言われてもな。そう簡単には信じられねえよ」

「嘘うそでやる気は出ないでしょう？　だから約束は何に代えても守ると誓いましょう」

　アポトーシスは、はっきりと春樹の目を見て宣言した。

「そして、一度交わした約束は何に代えても必ず守らせる。もしも貴方が千年すら支払えなかった場合には、私がこの手で殺してあげるわ。勿もち論ろん、唯ただの一人の例外も無くね」

　死だ。今目の前に立っているこの魔女は、自分の死そのものであると春樹は理解した。

　すぐ後ろには小こ夏なつがいる。春樹のシャツを掴つかむ手にぎゅっと力が入っていた。

　行くも地獄。退ひくも地獄。いつだって春樹に与えられた選択肢は無いに等しい。

「分かった。だが、考える時間をくれ」

「ええ、勿もち論ろん構わないわ。時間が許す限りその権利は皆に平等だもの」

　期待しているわ、そう言い残してアポトーシスは影と共に消えた。

　そこでようやく、春はる樹きはホッと息を吐いた。息継ぎも無しにずっと水の底に潜っていたような息苦しさが残っている。秋あき穂ほに至っては、アポトーシスが立ち去るなり膝を抱えてその場に蹲うずくまっていた。王子様も魔女を前にしては形無しだ。

「ハル、君、よく彼女と話が出来るね。私なんか生きた心地がしなかったよ」

「同感だ」と冬とう也やも足を投げ出して地べたに座り込んだ。

「ハルは昔っから、相手が年上でも構わず歯向かうような奴やつだったからなあ」

「俺だって好きでしてるわけじゃない。次があったらぜひ代わってくれ」

　隣を見ると、小こ夏なつが不安げな顔でこちらを見上げていた。なにを言いたいのかはなんとなく分かる。「どうするの？」だ。しかし、どうするべきかはこれから考えるのだ。

　無言で小夏の額を小突いてやると、彼女は少し安心したように頬ほおを緩ませた。
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「難しい顔してるわね、オム。せっかくの商売道具が台無しよ？」

　叶かな芽めは運転席でハンドルを握りながら、横目にオムを見て言った。そんなに表情に出ていただろうか、とオムは自分の頬を擦さすってみる。

「すまない、今日の仕事を振り返っていたところでね。彼は喜んでくれただろうか、と」

　病室で待っていたその少年は、ベッドの上で暗く沈んだ表情をしていた。

　彼は、先日『かまいたち』が引き起こした災厄の被害者だった。幸いにも酷ひどい怪け我がにはならなかったが、リハビリを必要としていた。それも心のリハビリだ。

　オムが病室を訪ねた時、少年はブレイズマンのソフビ人形を握り締めていた。それから間もなくして、彼は本物のヒーローと対面を果たすことになる。

　ブレイズマンは、少年の心を照らすために現れた。

　その一部始終がテレビで放送されるのは、まだ一ヵ月以上先になるらしい。今日のオムの仕事は、所謂いわゆるサプライズ企画の撮影だった。今はその帰りだ。

「あの子、ご両親の前では一度も笑わなかったそうよ。それが憧れのヒーローが現れたというだけで太陽みたいな笑顔しちゃって。それだけじゃ不満？」

「不満というわけじゃないさ。ただ、私がもっと早くに駆け付けていたならば、少年の命が零こぼれ落おちる前に救えたかもしれない。少年が失った命の時間はもう戻らないんだ。そう思うとね、やるせないよ」

　オムは深く助手席にもたれかかった。赤信号で停車した車内に沈黙が流れる。

　平日の昼下がり。オムはフロントガラス越しに、横断歩道を行き交う人々を眺めた。

　彼らもまさか、信号待ちをする車の中にブレイズマンがいるとは思うまい。目が合った者も中にはいるが、助手席に座るオムの素顔を見て騒ぎ立てることはなかった。

　ヒトの〝命〟を奪う。世間一般の認識でそれは「殺人」と同じ意味を持つ。

《フォールド》の本質が〝寿命〟を奪うことにあると知っている者は限られている。警察が混乱を避けるために公にしていないからだ。だからこそ人々は《フォールド》に襲われることがあっても、「命だけは助かった」と安あん堵どする。

　ブレイズマンが多くの命を救ってくれた、と誰もが褒ほめ称たたえるのだ。

　病室で会った少年の両親もそうだった。彼らはブレイズマンの手を取って「息子を救ってくれてありがとう」と言ってくれた。その好意に反してオムは、彼らの手を握り返しながらも、彼ら家族に対して申し訳なく思っていた。

　自分は怪物の命を奪っただけに過ぎない。如い何かにヒーローと謳うたわれた存在であろうと、零こぼれ落おちてしまった時間までは掬すくうことは出来ないのだから。

「でもあなたは取り戻したじゃない。一人の男の子と、その家族の笑顔を」

　こんな顔をしていてはまた叶かな芽めに心配をかけてしまう、そう思った矢先だった。運転席に顔を向けると、彼女は温かい眼まな差ざしでこちらを見つめていた。

「あなたはもう昔のあなたじゃない。愛すべき妻と、愛いとしの娘が一人。それ以上を背負うのはただのファンサービスに過ぎないんだ。そう割り切るくらいでなきゃ」

「しかし私は、人々の命を守るためにブレイズマンとなったんだ。それはあまりに……」

「無責任？」

「ああ、そうだ」オムが頷うなずくと、叶芽は苦笑した。

「太陽はどうして私達の空に昇ってくるのか、あなたは知ってる？」

　意地の悪い質問だ。叶芽は昔、同じことを尋ねてきたことがある。彼女の答えはすでに知っていたが、オムは敢あえて昔と同じように聞き返した。

「さあ、どうしてかな？」

「それはね、皆を安心させるためよ。朝になると必ず空に昇ってくる。人はその光を見て想おもうのよ。ああ、今日も生きてるなあって。それが太陽の仕事なの」

「人間本位の、傲慢な考え方だ」

「そういうものなのよ、人間って。それに、皆の命を全部救おうだなんて考えるあなたも十分に傲慢。そんなのは神様にだって出来っこないんだから」

　青信号に切り替わり、叶芽はアクセルを踏んだ。

　これではまるで母親に諭される子供のようだ。両親のいないオムにとってそれは想像でしかないが、娘を持った今ではそれが当たり前のように理解出来る。

「神様にも出来っこないか。私は、皆にとって太陽のような存在になれているだろうか」

「ええ、太陽を見たときにあなたの顔を思い出すくらいには、ね」

「……ハハ、キミには勝てないな」

「負かされたくなったらいつでも泣きついて頂戴。少なくとも陽ひ菜なが独り立ちするまでは、あなたに頑張ってもらわないといけないんだから」

　全くいい性格をしている。きっと陽菜は母親に似たのだろう。

　それから話題は陽菜のことに移り、次の仕事の話をし、やがて目的地に迫ったところで叶かな芽めは車を路肩に停とめた。オムには撮影の他に、まだやるべきことが残っていた。

「着いたわ。帰りはまた連絡して、迎えに来るから」

「分かった、ありがとう叶芽」

　オムは叶芽とキスを交わして、立ち去る車を見送った。

　歩道から頭上を見上げると、そこには桜の代紋を掲げた建物が聳そびえ立たっている。

　この街の警察機構の要、旭あさ日ひ警察署だ。

　オムは勝手知ったると自動扉を潜くぐり、受付へと向かった。




　受付で一言告げると、それから程なくして彼女は現れた。

「お待たせ天てん道どうさん。悪いわね、仕事の後に寄ってもらって」

「構わないよ、ミハエル。こちらも大切な仕事であることに変わりない」

「そう言ってもらえると助かるわ。でも、ミハエルは止やめてって言ってるでしょ」

「もうこれで慣れてしまった」

　ミハエルは「仕方ないわね」と無造作に頭を掻かいた。

　叶芽も多少ずぼらな部分はあるが、仕草は比較的控えめな方だ。

　目の前の彼女は豪胆な印象の女性で、黒のスーツで引き締めた佇たたずまいには騎士然とした迫力がある。警察に身を置く人柄としては実に頼りがいのある人物だ。

　ちなみにミハエルというのは本名ではない。昔、名前を聞き間違えたのがすっかり定着してしまったのだ。彼女の本名は、鳥と羽ば美み春はるというらしい。

　そして彼女こそは、「特務課」の指揮を執る警部だった。

　対《フォールド》特別任務機動隊。組織図の上では機動隊の位置付けになる特務課だが、彼らは武力を以もつて《フォールド》と交戦するだけでなく、巡回から警備、捜査、情報管理までも部署内で行っている。言ってみれば彼らは《フォールド》の専門業者という訳だ。

　そしてその拠点は、ここ旭日警察署の敷地内にあった。

　美春の後に続いて別棟へと向かう。本館とそう変わり映えのしない外がい観かんの建物だが、一つゲートを潜ると輸送用の装甲車が目に留とまる。館内の薄暗い廊下を進み、突き当たりの部屋に辿たどり着つく。美春がＩＣカードを通すと、扉が開いた。

　内部は奥行きのあるオフィスになっていた。オムが足を踏み入れると、厳いかめしい顔つきの隊員達が一挙に振り向いた。そしてブレイズマンの素顔を前にして、相好を崩した。

「ようやく来たか、うちらの大将が」

　部隊長の一言で、オフィス内はすぐさま歓迎ムードに包まれる。

　特務課はブレイズマンと共に戦う戦友であり、その正体を知る数少ない仲間だった。

　人類が敵対する《フォールド》は自らの素顔を仮面の内に隠し、暗躍している。

　ブレイズマンもまた覆面のヒーローだ。だからこそオムは自らの清廉潔白を証明するために、天てん道どうオムというプロフィールを晒さらすことで彼らの信頼を得ていた。

　そして同時に、オムの個人情報を彼らに守ってもらってもいる。ブレイズマンが自らの匿名性を守りながらも自由に動けるのは、彼らのサポートあってのことだ。

　付き合いの長い隊員もいれば、まだオムという人物に慣れない者もいる。そんな仲間達と一言二言の挨拶を交わし、オムは部屋をぐるりと見渡した。

　散らかっている、というのが見たままの印象だった。

　オフィスにはモニターや通信機器といった機材と配線とがごちゃっと固められており、デスクには資料の山にＰＣが埋もれている有様だ。美み春はるはその散らかったデスクの上に腰を下ろすと、これまた情報の散乱したホワイトボードを前に眉をひそめた。

「どうやら煮詰まっているようだな。消えた三人の行方は分からずか」

「ええ、残念ながら。まさか三体とも見失うなんて。優秀な『運び屋』がいたものね」

「運び屋ブリングの《フォールド》か。姿を消したり、影の中に潜む敵ならばこれまでにもいたが、瞬間移動というのを目の当たりにしたのは初めてだよ」

　件くだんの《フォールド》は、幽鬼を彷ほう彿ふつとさせる妖しい風貌をしていた。

　彼女は、オムが別の標的に気を取られている隙に『砂の巨人』を運び去り、交戦途中のもう一人の男をも瞬時に連れ去ってみせた。その鮮やかな引き際を前にして、オムはただ呆あつ気けに取られるしかなかった。

「私には未いまだに『砂の巨人』の方が信じられないわ。あれこそ本当の怪物よ」

　美春はあの時球場の外で指揮を執っていた。だから実物を見てはいないのだが、たとえ間近で目撃したとしてもそう簡単に信じられるものではないだろうな、とオムは苦笑する。

「あの巨人はブレイズマンを狙って行動を起こした。そう天道さんは言っていたわね。でも、そんな無謀を冒すことになんのメリットがあったのかしら？」

「損得勘定では計れないものもあるだろう。彼らにとって私は邪魔な障害でしかないんだ。私に個人的な恨みを抱いていたり、殺したいと思う者がいてもおかしくはないさ」

「だとすれば、彼らは次もあなたと狙って来ると？」

「どうだろうな。彼らは元から手を組んでいたようには思えない。それなら初めから三人で挑んでくればいいからね。だから今回は突発的に砂の彼を助けに現れただけで、もしかするとそれ以降は無いかもしれない。……が、あるかもしれない」

「最悪、三体の《フォールド》が別々の場所で同時に人間を襲う可能性もあるわけね」

　これは厄介なことになりそうだ、という悪い予感だけが湧いてくる。

　オムと美み春はるが腕を組んで唸うなっていると、隊員の一人がコーヒーを注いで持ってきてくれた。オムは礼を言い、一息にそれを飲み干した。思考に冴さえが走ったような気もするが、生あい憎にくと思索を巡らせるのは苦手分野だ。参考人程度の力にしかなれそうにない。

「現状、足取りが追えそうなのはこの『カツアゲ仮面』だけね」

　美春はふぅふぅとコーヒーを冷ましながら、ホワイトボードの中央を睨にらみつける。

「彼は以前から頻繁に人間を襲ってる。主に犯罪者やチンピラなんかをね。犯罪の温床となっている死角を把握して狩り場を敷いているようだけど、だからといって見逃す理由もないわ。それに、狙いがハッキリとしてるお陰でこちらとしては網を張りやすい」

「どうにも逃げ足の早い男らしいな」

「それも時間の問題よ。実際、何度かその姿を捉えることには成功しているわ。もしも彼を捕まえることが出来れば、そこから仲間も引っ張れるかもしれない」

「どうかな。彼はどうも油断ならない。意図的か無意識かは分からないが、手を抜いている節もある。もしも彼が本気で牙を剥むいたとしたら、どれほどの被害をもたらすか」

　オムは、対たい峙じしたギザギザ歯の男を思い出していた。

　彼は隊員を人質に取るような卑ひ怯きよう者ものだった。だが、その直後に人質の身を案じる素振りも見せた。彼に弱みがあるとすればその甘さだろう。

　しかし、その不安定さが恐ろしくもある。いつ爆発するかも知れない不発弾。そんな危うさをオムは彼に抱いていた。事実、彼の能力はオムにとって脅威と言える代物だった。

　チップを破壊する爆弾。その威力は、確実にオムの寿命を消し飛ばしていた。

「少なくとも油断はしない方がいい。窮きゆう鼠そ猫を噛かむ、という言葉もあるだろう？」

「なんだあんな奴やつにビビッてんのか、ブレイズマン」

　不意に、嫌いや味みな声が言葉を挟んだ。その青年はオフィスのソファに寝そべっていたらしく、顔に載せたつば付きの帽子を取って起き上がったところだった。

「星ほし、あんたいないと思ったらそんなとこに！　始末書はどうしたのよ。あんたが持ち出した重火器の申請書漏れ、公務中の器物破損。昨日中にまとめる約束でしょう？」

「そんなのは怪物退治が終わったらまとめてやるよ。どうせこれから忙しくなるんだしさ。なんなら室長が代わりに書いといてよ。指示するばっかで暇してるでしょ？」

　佐さ倉くら星。特務課の中では最年少となる青年で、今年で二十四になったと聞いた。その若さで狙撃手として抜ばつ擢てきされるだけの腕を持ち、砂の巨人と戦った際に一発で形勢を逆転させたのも彼だった。しかし……。

「それでどうだったよ、ブレイズマン。昨日の援護はなかなかのもんだっただろ？」

「そうだな。星、キミには助けられた。だが昨日のあれは認められないな。危うく仲間の命が失われるところだった」

「そんなのは捕まる方が悪いよ。あんたの邪魔さえなかったらあのチェリー頭を吹っ飛ばせてたってのに。あそこで殺やれてたら今頃は、連中の居場所に頭を悩ませる必要も無かったんだ。人間一人の命で怪物殺せるなら安いもんだと俺は思うけどね」

　腕は確か。しかし、性格に難ありだ。

　星ほしは過去に単身《フォールド》を仕し留とめた実績がある。その偉業が彼を増長させてしまったのかもしれない。だが、それをオムがとやかく言うことはない。

　美み春はるは紙コップをデスクに置くと、ドカドカと星に歩み寄って行った。そして、

「こおらっ、星！」

　拳げん骨こつを振り下ろした。ゴンッ、と鈍い音がオフィスに響いた。

「──ッ痛いってえ！」

「仲間の命をなんだと思ってるの！　私達警察の役目は人の命を守ること。市民の盾になることはあっても、一人一人の命を軽んじるような言葉は慎みなさい！」

「おいこれパワハラだろ！　そんなに始末書書きたいなら壁でも殴ってろよ！」

　美春が再び拳を振り上げると、星は慌てて部屋の隅へと避難する。他の隊員達はいつものことだと笑って、各々の作業に戻っていた。

「それでいいのかよ。人質なんか気にしてたらまた奴やつは同じことを繰り返すぜ？　それが悪党の常じよう套とう手しゆ段だんだからな」

　そのまま星も議論に加わる形となった。彼の言うことにも一理あったが、彼らはあくまで警察。そしてブレイズマンはヒーローだ。綺き麗れい事ごとを並べてでも実現する義務がある。

「そうならないよう、私達は彼らの足取りを追っているのよ」

「ふん、追う必要ないさ。どうせ連中はまた仕掛けて来る。そこを潰せばいい」

「なぜそうと分かる？」

「そんなのは決まってる。あんたがすでに舐なめられているからさ」

「私が？」とオムは自分を指した。

「そう、あんただ」星もまたオムを指差して言った。

「これまでブレイズマンは負け知らずのスーパーヒーローだったけど、怪物共を逃がしたことで今やただの負け犬だ。だったらそこでつけ上がるのが悪党の思考ってもんさ。前回もやれたんだ。今度はもっとデカいことをやれる。俺達は最強ってな」

　星の言葉には妙な説得力があった。そして痛い所を突く。自分の不ふ甲が斐いなさを自覚している身としては、それを否定することは出来なかった。

「逃げられたのを彼のせいだけには出来ないわ。あなただってあの場には居たでしょ。運び屋ブリングの《フォールド》が仲間を連れ去る瞬間をあなたも見てたんじゃないの？」

「もちろん見てたよ。思わずスコープ覗のぞくのも忘れて見み惚ほれてたくらいさ」

　美春は「はあ」と溜ため息いきを吐つく。しかし、星はしたり顔でこう続けた。

「だってそうだろ。奴やつも俺には気付いてたはずだ。それなのに律儀にも目の前で披露してくれたんだ。だったら拝んでやらなきゃな、驚天動地の瞬間移動マジックってやつを」

「それで拝んでみた感想は？」

「おかげで、あの頭巾頭の攻略法が分かった」

　攻略法。すなわち弱点を見抜いた。その言葉に、オムと美み春はるは顔を見合わせた。

　その反応が見たかったと、星ほしはニヤリと笑った。

「連中に二度もラッキーは起こらない。そうだろ、ブレイズマン？」
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　春はる樹きから招集が掛かったのは六限目の途中のことだった。「作戦会議だ」という簡かん素そなメッセージと、待ち合わせ場所がグループチャットに送られてきた。

　秋あき穂ほがそのグループチャットを開いたのは、およそ二ヵ月ぶりのことだった。

　今日以前のやり取りは三月の末で止まったまま。その日付は秋穂が《フォールド》になったあの日と一致している。まるで止まっていた時計の針が再び動き出したかのようだ。

　秋穂は返事を濁したまま、授業中はずっと行くかどうか迷っていた。作戦会議だなんて、巻き込まれるのは目に見えている。もうあの日と同じ思いをするのは御免だった。

　そして放課となり、秋穂は駅前のカラオケルームまで来ていた。待ち合わせの時間はとっくに過ぎている。秋穂が部屋の一つを訪ねると、すでに春樹達三人は集まっていた。

「遅おせえぞ、アキ。遅刻だ」

　扉を開けるなり、春樹のしかめっ面が出迎えてくれた。

　顔の火傷やけど痕のせいもあり、彼が眉をしかめると迫力がある。せめて威圧的な態度だけでも改めれば、その悪人面も多少は緩和されるだろうに。

「ファンの子達の誘いを断ってまで来てあげたんだ。もう少し嬉うれしそうにしてくれてもいいんじゃない？」

「まあ、いいじゃねえか。ハルが素直じゃねえのはアキもよく知ってるだろ？　これでもアキがちゃんと来てくれるかってそわそわしてたんだよ、こいつは」

「なんだそうなの。そういうのはちゃんと言葉にしないと伝わらないよ？」

「嘘うそは言えない性格なんだよ」

　訪れた一室は、コの字のソファとテーブルを押しこめたオーソドックスな個室だった。

　正面のソファに冬とう也やが座っていて、奥の席には春樹がふん反り返っている。秋穂は扉側のソファに腰を下ろした。すると隣で身じろぎする人影があった。小こ夏なつだった。

「ああどうも」「どうもどうも」と互いに遠慮し合うようなやり取りがあって、秋穂は改めて小夏の隣に座り直した。思わず「はぁ」と短い息が漏れる。

　彼ら三人とは高校に入ってからの付き合いだ。秋あき穂ほの周りには「王子様」を慕ってくれるファンは多いが、気の置ける友人となると途端に数が少なくなる。ぱっと思いつく限りで三人。口にこそしないが、秋穂にとってその三人は特別な存在だった。

　春はる樹きに冬とう也や、そして小こ夏なつ。小夏はその友人達の中でも一番仲が良かった。親友と呼んで差し支えのない間柄で、彼女の方もそう思ってくれているようだった。

　だが、それも過去形の話だ。今では彼女を愛称で呼ぶことすら、高いハードルに思えてしまう。すっかり慣れ親しんだはずの「こなっちゃん」という響きが、咄とつ嗟さに出てこない。

　秋穂は小夏の存在を視界の隅に弾はじき出し、春樹へと顔を向けた。

「それで、作戦会議って一体なにを話し合うつもり？」

「そいつは勿もち論ろん、どうやってブレイズマンからチップを奪うか、だ」

　やっぱりそれか。部屋の空気が途端に重たくなったのを肌で感じた。

　アポトーシスが去った後、春樹は昼休みの間もずっとなにかを考え込んでいる様子だった。どうやら魔女が語った儲もうけ話とやらに想おもいを馳はせていたようだ。

「無限の命、だったかな。君はそんな眉唾な物を本気で信じてるの？」

「まさか。命は有限だ、無限じゃあない。それだけはこの腹ではっきりと分かる」

　春樹はグラスに口を付けると、オレンジジュースをゴクゴクと飲み干した。秋穂も彼らが頼んでいたお菓子を摘まみつつ話を聞く。

「だがまあ、無限にも等しい、って意味で考えるとそう難しい話でもないだろ。例えば俺に千年分の寿命があったとして、それを使い切ろうと思ったら途方もない話だ」

「要するにあの魔女さんは、沢山の命、って言いたかったわけだ」

「だろうな」と春樹は頷うなずいた。だったら初めからそう言ってくれればいいものを。

「じゃあなんだ。ブレイズマンは無限に生きられるってわけじゃあなかったのか」

　魔女の戯たわ言ごとを真に受けていたらしい冬也は、腕を組んで唸うなっていた。聞けば彼は、前回徴収があった際にその話を直接聞いたそうだ。

「冬也、君は彼女の話を聞いてブレイズマンに戦いを挑んだんだろう？　その時は疑問に思わなかったの？」

「疑問には思ったさ。だがあのブレイズマンのことだ。抱えきれねえほどの命を持っていてもおかしくねえとも思ったんだよな。実際、あいつは今まで俺達みてえな化け物と戦い続けてきたんだしよ。それこそ無尽蔵のエネルギーでも無いとやってられねえだろ」

「嘘うそでしょ……。そんな憶測だけで自分の命まで懸けるだなんて、どうかしてる」

「ああ、どうかしてたんだろうな。だがあん時は、もしもそんな物があったならおめえらが命を稼ぐ必要も無くなると思ったんだよ。そうすれば皆助かる、ってな」

　それが冬也の犯行動機だった。彼はそのために命を懸けて戦ったのだ。

　聞けば聞くほどに呆あきれてしまうが、秋穂は冬也を責める気にはなれなかった。

「まあ、結局はそのせいでおめえらにまで迷惑かけちまったが」

　これではまた頭を下げかねない。秋あき穂ほは「気にしてないよ」と手を振って話を戻した。

「でもさ、本当にブレイズマンはその沢山の命とやらを持ってるわけ？」

「ああ、持ってる」意外にも春はる樹きは即答した。

「随分と言い切るね。あの魔女さんも言ってたけど、人間の平均寿命は八十かそこらだ。それじゃあとても無限とは呼べないよ」

「アキ、お前は奴やつのことを人間だと思ってんのか？」

　春樹は心底驚いた素振りでそう尋ねてきた。彼の言葉には、そんなことを思っているのはこの世界でもお前くらいのものだぞ、と糾弾されているような棘とげがあった。

「人間じゃないって言うなら、なんだって言うのさ」

「そんなもん決まってるだろ。──《フォールド》だ」

　ブレイズマンは一体何者なのか、という議論は人々の間ですでに何度も尽くされてきた命題だった。事実、過去に彼は《フォールド》として非難を浴びたこともあったらしい。

　しかしあくまで献身的に人類の守護者たらんとする彼の姿勢と、タレントヒーローとして地道に勝ち得てきた知名度もあり、いつしかその疑惑は自然と消滅していった。

　ブレイズマンが超常の存在であることは誰しもが認める事実だ。

　ただ、数々の偉業を成し遂げてきたブレイズマンというヒーローと、数々の悪行を働いてきた《フォールド》という怪物とでは、積み上げてきた物が違い過ぎる。

　彼の存在を自分達の物差しで語っていいものか、秋穂にはその判別が出来なかった。

　それでも、春樹は自分の言葉を続けた。

「考えてもみろ。マント一枚で空を飛び回って、グーやらパーやらで他ひ人との心臓をぶち抜いて、おまけに腹からビームまで出すんだぞ、あいつは。そんな人間がいるかよ。もしもいるとしたら、そいつは何者だよ？」

「……っ、《フォールド》だ！」

　冬とう也やがそう答えると、春樹は「ビンゴ！」と指を鳴らした。きっと冬也はアポトーシスの時もこうして丸め込まれてしまったのだろうな、と秋穂は頭を抱えた。

　冬也はまだいいにしても、春樹も少し冷静さを欠いているように思う。アポトーシスに自らの死を宣告され彼も焦っているのかもしれない。千年の支払いまではまだ三週間近くあるが、そのためのリスクを思えば猶予された期限はあまりにも短かった。

　それに春樹の場合は、小こ夏なつの分も稼がなくてはならないのだ。無限の命。それは地獄に垂れ下がった救いの糸にも等しい。彼は必死にその糸を掴つかもうとしていた。

　そこに水を差すのは悪いなと思いつつ、秋穂は口を挟まずにはいられなかった。

「彼が《フォールド》だったとして、無限の命を持ってる保証はあるの？　危険を冒したはいいけど開けた宝箱の中身は空でした、っていうんじゃ笑い話にもならないよ」

「それは冬とう也やもさっき言っただろ。あいつはこれまでずっと《フォールド》と戦い続けてきたんだ。アポトーシスも言ってたな。あいつの前に立って生き残った《フォールド》はいない。つまり、皆殺されたんだ。自分の体内から寿命の数だけのチップをぶちまけてな。じゃあ、そのチップは一体どこに消えたんだ？」

「灰になって消えたんじゃないかな。チップは長い間その形を保ってはいられないし、放っておけば自然と灰になる。君の爆弾はどうか知らないけどね」

「……それは、誰も手を出さなかったらの話だ。懐に入れちまったら関係ねえよ」

　春はる樹きが答えるまでには間があった。一瞬、他の可能性を考える表情になったのだ。

「奴やつが《フォールド》なら、目の前に落ちてるチップを無視することは出来ないはずだ。奴だって戦うのに寿命を消費しているはずなんだ。俺達と同じようにな。だったら、自分が死なないために殺した奴からチップを回収する、ってのは当然のことだろ？」

「ま、普通はそうだね。でないと彼は、その内寿命が尽きて死んでしまうことになる」

「だろ？」秋あき穂ほが同意すると、春樹は安心したような顔になった。

「だから俺達は、あいつがこの十四年間敗者から巻き上げた宝の山ジヤツクポツトを盗とりに行く」




　廊下に出ると、流は行やりのポップスが大音量で流れていた。部屋にいた時にも耳には入っていたが、別世界の扉を開けてしまったかのような騒々しさに目眩めまいがした。

　かれこれ一時間ほどが経たっていた。打倒ブレイズマンを掲げた作戦会議は一時中断となり、秋穂は休憩も兼ねてジュースのおかわりに席を立った。

　グラスを二つ持ってドリンクバーへと向かう道中、後ろには、同じくグラスを二つ抱えた小こ夏なつがついて来ている。ずっと口を閉ざしていた彼女だが、それだけは自分の役目だと思ったらしい。四人でカラオケに来た時には、いつも秋穂と小夏がおかわり当番だった。

　習慣というのは怖いな、と秋穂はぼんやり考える。

「ハルはあんなこと言ってるけど、君はいいの？」

　返事はない。いや、ＢＧＭのせいで聞こえていないだけかもしれない。そう思って秋穂は歩幅を緩め、小夏の傍そばに寄った。小夏の言葉を聞こうとするには少し努力がいる。

「笛う吹すいさん、ブレイズマンのファンだったじゃない。いいの？　このままだとハル、本気でブレイズマンと戦うつもりだよ？」

　小夏は生粋のブレイズマンファンだ。彼女の自宅に遊びに行った際には、部屋のあちこちに「好き」が飾られていて驚いたものだ。

　小夏とは一度、ブレイズマンの映画を観みに行ったこともある。「ハル、嫌がるから」という理由だけで誘われたのだ。秋穂としても全身タイツのマスクマンには欠片かけらの興味も無かったが、帰りの喫茶店で楽しげに感想を語る彼女の姿は今でも思い出せる。

　思えばあれが小夏との初デートだった。

「……でも、そうしないとハルが……みんなが、死んじゃうから……」

「まるで他ひ人と事ごとだね。その『みんな』には、君も入ってるんじゃないの？」

　ハッとした素振りで、小こ夏なつは秋あき穂ほを見上げた。

「笛う吹すいさんはさ、もしもハルが死んだらどうやって生きていくつもり？　君の分まで命を稼いで来てくれる彼がいなくなっちゃったらさ。その時になってようやく自分の力で生きようと頑張るの？　それともまた、他の人に背負ってもらう？」

　小夏は首を縦にも横にも振らなかった。俯うつむいて、考え込むだけだ。

　あの時も彼女はそうだった。「ごめんなさい」と泣くばかりで、友達が救けを呼ぶ声に応えもしなかった。小夏を見ると、廃教会での出来事が目の前に浮かんでくるようだ。

「もう被害者ぶるのは止やめようよ。君がそんな調子じゃ、私もどうやって君を許していいのか分からないよ」

　小夏は顔を上げた。それからなにかを言いかけたところで、「──アキ様？」と後ろからお声が掛かった。間が悪い、と秋穂は肩を落とす。

　ドリンクバーには見知った女生徒が三人いた。埠ふ頭とう高校に通う後輩だ。彼女達は秋穂が振り返るや否や「やっぱりアキ様だ」と顔を綻ばせ、ずずいっと寄って来る。

「やあ、奇遇だね。まさかこんなところで会うなんて」

　秋穂はすぐに余よ所そ行ゆきの笑顔を作って応じた。

「もしかしてアキ様もカラオケですか！」

「ま、そんなとこかな」

「すごーい！　すごい偶然！」

「あ、そうだ。よかったら私達のとこ来ませんか？」

　すると他の二人も「それがいい」と追従する。

　読者モデルを始める以前から秋穂の周囲にはいつも人の姿があったが、雑誌に載ってからというもの、他人は「ファン」と名を変えて秋穂の周囲を取り巻いていた。

　それは《フォールド》となった今でも変わらないが、ファンサービスと称して彼女達から掠かすめ取とってきたモノを思えば、その関係は大きく歪ゆがんでしまったと言える。

　自分の正体を隠しながら付き合うには、彼女達の好意は少々息苦しい。

「ごめんね、今日は先約が入っているんだ」

「それって……」そこでようやく、彼女達は小夏の存在に気付いた。

　特別威圧的な態度を取ることはないが、注目を浴びることに慣れていない小夏は、逃げるように秋穂の後ろに隠れた。盾にするのはハルだけにしてくれ、と秋穂は呆あきれる。

　そしてその姿に思い当たるものがあったのか、ファンの子の一人が言った。

「もしかしてアキ様、あの鳥と羽ば先輩と来てるんですか？」

　春はる樹きと小夏。その二人の存在は埠頭高校でもよく知られていた。

　特徴的な火傷やけど痕のある金髪頭の不良少年と、いつもその後ろに金魚の糞ふんのようについて回るピンク髪の不良少女。悪目立ちする彼らだ。生徒達の間でも二人の噂うわさ話ばなしは尽きない。

　特に春はる樹きに至っては、色々と良くない噂が出回っていた。

「駄目ですよ、あんなのと付き合ったら！　アキ様殺されちゃいますよ……！」

「まさか。彼は人を殺あやめたりはしないよ」

「そんなことないですよ。皆知ってるんですから。あの人は中学の時に人を殺してるって」

「殺しては、なかったんじゃないかな。今もその人は刑務所の中で生きてるそうだしね」

「でも、人の頭をバットで殴ったのは事実ですよ。普通の人はそんなことしませんって」

　果たして使われた凶器はバットだっただろうか。彼女達は勝手に盛り上がり始める。

「あの顔の火傷、その時に出来たらしいよね。如い何かにもって感じ」

「皆に怖がられてるもんね。アキ様は優しいから。きっと狙われてるんですよ、絶対」

　等々。聞くに堪えないレッテルの嵐。人相が悪いのは同感だったが、その他は謂いわれのない言葉の暴力だ。そうと分かってはいても、秋あき穂ほは王子様の仮面を被かぶったまま「そうだね」「どうかな」と言葉を濁す以上の抵抗をしなかった。

　笑ってやり過ごし、飲み物を注ついで戻るだけだ。しかし、彼女は違った。

「……違う、っ……ハルは、そんな人じゃない……！」

　唐突に耳に届いた小こ夏なつの声に、皆、目を丸くした。その皆には秋穂も含まれていた。

　秋穂の後ろから飛び出した小夏は、彼女達と面と向かい合い、睨にらみ上げていた。

　秋穂は、小夏のおっとり顔に浮かんだ微々たる怒りの表情を見て、ふと可お笑かしくなった。

　……なんだ、こんな顔も出来るのか。こなっちゃんは。

「えっと、なに？　なんて言ったの？」

　どうやら小夏の抗議は店内のＢＧＭに阻まれ、正確には伝わらなかったようだ。彼女の声はあまりに小さい。それでも、秋穂の耳にはちゃんと聞こえていた。

「あー、皆ごめんね。友達を待たせてるからさ、今日はこれくらいで」

　そう言って秋穂は、小夏の背を押し出すようにして彼女達の元を離れた。

　別れを惜しむファンの声を振り切って少し歩いたところで、秋穂は小夏に言った。

「君もやれば出来るじゃない。あそこで言い返すとは、思ってもみなかったよ」

　秋穂が肩を小突くと、小夏は恥ずかしそうに顔を伏せた。

「……でも、よかったのかな……あの人たち、怒ってるかも……」

「どうかな。もし彼女達が怒ってきたら、さっきの言葉は取り消すの？」

　小夏は少し考え、それから首を横に振った。

「……ハルは……私にとって、命の恩人だから……」

「それって、命を稼いでくれていることに対して？　それとも、さっきの彼女達の話？」

「……どっちも……」と小夏はまた首を振った。

「……でも、だけじゃなくて……他にもたくさん、助けてもらってるから……ハルだけじゃなくて、アキちゃんにも、トーヤにも……助けてもらって、ばっかり……」

　小こ夏なつは言葉の一つ一つを噛かみ締しめるように口にしては、表情に陰を作る。

　先程までのような不信感はなかった。ほんの僅かでも彼女の心に触れることが出来たからかもしれない。普段から顔を上げていれば可愛かわいいのに、と思うだけの余裕もあった。

「だったらさ、今度は君がハルを、皆を助けてあげる番じゃないの？」

「……え、っ……？」

「だって君の顔に書いてあるじゃない。皆の助けになりたい、って」

「……でも、どうしたらいいか……分からない……」

「それは皆で考えたらいい。そのためにハルは私達を集めたんだから」

　きっと彼には助けが必要だ。春はる樹きとの会話の中で、秋あき穂ほは漠然とそう思い始めていた。

　そして、彼の力になれるのは他ならぬ自分達だけだ、とも。

「聞いてみよう、ハルに。彼ならこなっちゃんにも出来ることを見つけてくれる気がする。私にも冬とう也やを、大切な友達を助けることが出来たみたいに、ね」

　秋穂の言葉を、小夏は希望が差したかのような面持ちで聞いていた。それから少しの間があって小夏は、力強く頷うなずいた。「じゃあ、戻ろうか」と秋穂も微笑ほほえみ返した。

「随分と遅かったじゃねえかよ」

　個室に戻ると、春樹は相変わらずの不機嫌面でそう言った。

「ごめんごめん。ちょっと後輩と鉢合わせてね。それでなんの話だっけ？」

「……なんかいいことでもあったのか？」

「どうしてそう思うのさ？」

「いや、さっきまでより機嫌がいいなと思ってよ」

　言われてみると確かに頬ほおが緩んでいる自分を自覚する。一緒のソファに座る小夏との距離も先程より近くなった。理由があるとすれば、心のつかえが取れたからだろう。

　密ひそかに目配せし合う秋穂と小夏を見て、春樹は冬也と不思議そうに顔を見合わせていた。

「それじゃあ作戦会議を再開しよう。私達四人の明日を掴つかみ取とるために」





＊　＊　＊






　水曜日という折り返し地点を越え、けれども休日までを金曜日という壁が遮っており、どことなく気だるい気配の漂う木曜日。疲れを引ひき摺ずった頭でぼんやりといつも通りの日常を過ごし、「あー、なんか事件でも起こらないかなあ」と退屈を吹き飛ばすほどの刺激を願ったとしても、それは誰にも責めることは出来ないし、それが本当に起きてしまったとしても誰の責任でも無い。

　まだ真っ昼間という時分に、春はる樹きは銀行を訪れていた。オフィス街の一角にどっしりと構えた五階建ての建物で、表面は赤茶色の粘土で塗り固めたような外壁に覆われている。

　春樹は慣れた足取りでその門を潜くぐり、ぐるりと広い館内を見渡した。

　番号札が管理する受付には対面で客の応対に当たる従業員がいて、待合室のソファにはそれなりの数の客が座っている。誰も彼もが手元の用紙に視線を落としており、その紙切れは赤青緑と色とりどりだ。ラッピングに使えばさぞ映えるだろうと、記入スペースから一枚の用紙を抜き取り、お手製のギフトを包んで順番を待つことにした。

　すると、正面で記入を終えた男性が用紙から顔を上げるや否や、「うわっ」と声を上げた。書き損じに気付いたのかもしれないし、目の前で折り紙に興じる不審人物を見て不快感を抱いたせいかもしれない。ともあれ、そのおかげで皆の視線が一点に集まった。

「お客様、本日はどのようなご用件でしょうか？」

　と、愛想良く声を掛けてきた従業員に対し、春樹もまた快く答えた。

『金を下ろしたいんだけど、どの用紙に書けばいいか分からなくてね。ああ、円じゃなくって、年単位で。そう言って分かる？』

　振り返ったフード姿の男の顔を見て、今度は従業員が悲鳴を上げて尻餅をついた。

　なんだなんだと注目が集まり、ドミノ倒し式にどよめきと混乱とが伝でん播ぱした。春樹は自らを誇示するために大仰に両腕を広げ、これから始まる悲劇を演出する。

『とりあえず、ここにあるありったけの命を戴いただこうか』

　突如として館内に紛まぎれ込んだ闖ちん入にゆう者しや。

　──『カツアゲ仮面』の姿に、悲鳴と絶叫が溢あふれ返った。

　館内は瞬く間に騒然となり、客の一人が走り出すと、パニックに陥った人々が一つしかない出口を目掛けて次々に走り出した。だが、それもすぐに阻まれることになる。

『やめとけやめとけ、まだ中にいた方が安全だぞ』

　一人の男がタックルをかます勢いで自動扉を潜ると、途端に立ち止まり、後ろがつっかえているにも拘かかわらずに引き返してきた。なにかに怯おびえ、なにかから逃げるように。

　扉の向こうは一面の砂に覆われていた。それは砂嵐であり、濁流でもあった。

　銀行の玄関口をとおせんぼうするように徘はい徊かいする砂の主あるじは、窓ガラスの外から店内を覗のぞき込こむ。外からの光は遮断され、まるで夜になったかのように錯覚する。

　暗がりの巨大スクリーンに映し出されたのは、『砂の巨人』の顔面だった。

　球場に現れた時ほどの巨人感は無いが、むしろ人ひと形がたでない分、おぞましいまでの威圧感がある。冬とう也やがニヤリと笑うと、砂で象かたどられたサンドアートが不気味に歪ゆがんだ。

『さあ、全員手を挙げろ！　ここは俺達《フォールド》が乗っ取った！』

　春樹が両手を高く掲げると、皆も同様に諸もろ手てを挙げる。気の早いことにその場に膝を折る者までいた。なにも銃を突き付けている訳でもないというのに、それが異形の怪物だと分かると従順なものだ。同じ映像をリフレインするだけのニュースも偶たまには役に立つ。

『いいね、こうしてると一体感がある。皆揃そろって俺の人質だ』

　受付内の事務スペースには従業員が十数名残っていたが、春はる樹きが手招きするとおずおずと表に出てくる。その一人を捕まえて指示を出すと、鉄格子のシャッターがガラガラと降りて来た。シャッターが閉まると共に、閉じ込められた人質達の不安が膨れ上がる。

　もう逃げることは出来ないのだと、誰もが震え縮こまっていた。

『これで全部なわけねえよな。奥で隠れてる奴やつも出てきた方がいいぞ？』

　春樹は館内に響くように呼び掛ける。すると、上擦った悲鳴がいくつか返ってきた。

　お化け屋敷が最も人を恐怖させる瞬間というのは、そこに足を踏み入れる前に違いないと春樹は考える。他ひ人との悲鳴ほど恐怖心を煽あおるものはない。

『でないと、恐ろしい幽霊にとっ捕まっちまう』

　そう言い終えるのが早いか、彼女は、ブオンという音と共に現れた。『──ほらな』

　艶なまめかしい肢体を真っ白な布切れで縛り上げた頭巾頭。まさしく幽霊と評するに相応ふさわしい風貌をした秋あき穂ほは、瞬く間に銀行のロビーに現れ、どこぞで捕まえてきた従業員二人をぽいっと床に転がした。運ばれて来た二人はすっかり怯おびえ、青ざめていた。

『どうもトイレに籠ってるのが一人いるんだけど、どうする？』

『トイレくらいゆっくりさせてやれ。ここで漏らされても困る』

　クスクスと笑う秋穂の傍そばに寄ると、他の者には聞こえないよう耳打ちをする。

『で、ちゃんと仕込んできたんだろうな？　オータム』

『ああ、ちゃんと金庫に仕し舞まってきたよ』

　それは結構。春樹は耳に付けたイヤホンを叩たたき、もう一人の仲間に声を送った。

『そっちの準備はどうだ、サマー』

　連絡手段に使うのは、スマホと接続した無線式のイヤホンだ。グループ間通話が可能なアプリをトランシーバー代わりに使用していた。その手軽さ故かノイズと音飛びが激しい。

　だが、彼女の居る場所にもちゃんと電波が届くことは下見の段階で確認済みだ。

『おい、サマー。ちゃんと聞いてんのか？』

『……ぁ、サマーって……、私……？』

『馬鹿かお前、事前に決めといたろ。俺らのコードネームだ』

　仮面を被かぶっておいて本名を名乗るほど間抜けなことはない。四人の名前には「四季」にちなんだ文字が織り込まれており、互いに呼び合う際にはそれを使うことにしていた。

　春樹はスプリング、小こ夏なつはサマー、秋穂はオータム、冬とう也やはウィンターだ。

　コードネームというのはこそばゆい反面、不思議とチームとして纏まとまったような一体感がある。同じ志の下に集った仲間、という連帯感だ。

『サマー、お前は今回の作戦の要だ。チャンスは一回きりだぞ、分かってんな？』

『……本当に、来るかな……？』

『来るさ、必ずな』

　そうして人質達の顔を見渡すと、誰も彼もがこの世の終わりに直面したかのような表情をしていた。ただの一体ですらヒトでは太刀打ちの出来ない化け物だというのに、それが三体。これが銀行の外から見る景色であれば他ひ人と事ごとのように野や次じ馬うま根性を働かせるのだろうが、当事者となってしまった今では話も違う。

　しかし、これは予定調和なアトラクションに過ぎない。

　元より四人の目的は、銀行強盗でも殺さつ戮りくでもなんでもないのだから。

『──おい、ハル！　警察が来たぞ！』

　耳元で冬とう也やの声が響いた。砂の中に埋め込んだマイクの癖によく音を拾うものだ。

　窓を覆っていた砂の壁が蠢うごめき、外の様子が僅かに見えるようになる。けたたましく鳴り響くサイレンと共に駆け付けた数台のパトカーと装甲車が、表の車道に集結していた。

　始まるのだ。肌で感じる戦場の空気に、自然と気も引き締まる。

『俺のことはスプリングだ。露払いは任せたぞ、ウィンター』

『分かってんよ。任せとけ、ハル！』

　もはやなにも言うまい。これから先は各々の戦場に立つことになるのだ。目に見えないところで戦う仲間を信じるより他ない。

『頼もしい限りだね。さて、ハル。私はどうしてようか？』

『オータム、お前にも大事な役割があるだろ。俺が合図するまで隠れてろ』

『了解、ハル』

　秋あき穂ほは瞬く間に姿を消した。本当に幽霊みたいな奴やつだ。

　意図せずにリモコンのコマ送りを押してしまったような連続性のなさ。気安く触れることを赦ゆるさない高たか嶺ねの領域は、如い何かに歴戦の勇者であっても捉えることは困難だろう。

　だが、そのチャンスを逃さない為ためにも万全を期す必要がある。そこで春はる樹きが目を付けたのは、母親の胸に抱かれ怯おびえる一人の少女だ。少女は仮面の瞳と目が合うと、ビクッと肩を震わせた。春樹は少女の元に歩み寄ると、目線の高さを合わせるようにして屈かがみ込こむ。

「どうか、どうかこの子だけは……！」

『欲が無いねえお母さん。そこはもっと強欲に皆が助かる奇跡を願うべきだ。ここにいる皆もそうさ。誰か一人だけ、自分だけはって思ってるなら好きに逃げたらいい。だがその時は、ここに残った全員が死ぬことになる。それは嫌だろ？』

　銀行の外で飛び交う絶え間ない銃声が鼓膜を震わせる。しかし、砂を纏まとった冬也が門番を務めている限りは、警察もすぐさま強行突入とはいかないはずだ。

　とはいえ、それもただの時間稼ぎに過ぎない。

『だから皆で祈ろうじゃねえか。どうか全員揃そろってお天道様が拝めますように、ってな』

　少女は、耳に聞こえる銃声と目に見える怪物を前にギュッと口を結んでいた。ふと、その縮こまった姿が小こ夏なつと重なった。春はる樹きは少女の手を取ると、ある物をそっと手のひらに握らせた。それは、赤色の用紙で包んだキャンディだった。

『いいか、こいつは御お守まもりだ。こいつがあれば真っ先にヒーローが見つけてくれる。だから、ちゃんと無くさないよう手に持っとくんだ、いいな？』

　小さく幼い手には少し大きめのキャンディだったが、どこか安心した面持ちで少女はそれを握り締めていた。ギザギザ歯が笑ってみせると、少女は頷うなずいた。

　春樹は受付カウンターにドカッと腰掛け、その時を座して待つ。

　チクタクと時計の音がする。誰かがすすり泣く声も聞こえるし、誰かがコソコソと話し合う声も聞こえる。銃声の音が響き、それらを掻かき消けすほどの咆ほう哮こうが建物を振動させる。

　ドクンドクンという鼓動の音は、自分の心臓から聞こえてくる。

　どれだけ待っただろう。随分と待ったような気もするが、実際は数分かそこらだ。

『──来たぞっ！』

　耳元のイヤホンから、正面から、外から聞こえる冬とう也やの声に、春樹は顔を上げた。

　パッと視界が開けた。カーテンを開くように砂の壁がぶわっと散った、その直後。

　ガシャアン！　と窓ガラスと鉄格子とが砕け散った。ド派手に飛び込んで来た男の影が、ゆらりと立ち上がる。差し込んだ日差しと共に、奴やつは来た。

『よお、ブレイズマン。また会っちまったな』

　白く灯ともった鉄仮面の瞳と、太陽の奥底から覗のぞいた真紅の瞳とが睨にらみ合あう。

「星ほしの言う通りとなったか。……しかし、また性懲りもなく人質とはな」

『いや、あんたが来た時点でその役目も終了だ。すぐに解放してやるよ』

　絶対絶命のピンチに駆け付けたヒーローの姿に、人々は歓喜の声を上げていた。ブレイズマンもまた彼らの無事にホッと胸を撫なで下おろし、しかし春樹の放った一言に表情を固くした。その歓声の輪から飛び出すように、一人の少女が駆け寄って来た。

　目に留とまったのは、少女の手に握られた赤色のキャンディ。これ見よがしに伸びたこよりが導火線のようにも見える。包みの内は見えない。だが、想像することは出来る。

　春樹は見せつけるように右手を挙げた。ブレイズマンは瞬時に動いた。

「いけない！　それは〝爆弾〟だッ！」

　春樹の思惑に気付いたブレイズマンは、少女に飛びつくようにしてキャンディをその手から引っ手繰った。突然のことに少女は目を丸くして立たち竦すくんでいる。その先が連想出来るのであれば、ブレイズマンが取るべき行動は一つしかない。

『ボンッ！』

　春樹がパチンと指を鳴らしたその瞬間、ブレイズマンが抱え込んだ爆弾が起爆した。

　ドゴォオオン！　と凄すさまじい爆音が弾はじけ、息が止まったような静寂が訪れる。

『やっぱりあんたはヒーローだ。尊敬するよ。引っ掛かってくれてありがとう』

　身を挺ていして爆発から人質を庇かばったブレイズマンは、舞い上がった黒煙の中ふらりと崩れ落ちた。だが、奴やつは地に伏すことなく、膝を突いただけで踏ふみ止とどまった。

「これは……ッ、やはりチップごと……！」

『それで死なねえならどうすりゃ死ぬんだ？　フレークにして口に流し込めばいいのかね』

　春はる樹きが支払った対価は十年分。前回の十倍だ。その成果はパラパラと奴の肉体から零こぼれ落おちている。粉こな微み塵じんになったチップの残骸だ。ダメージはあるようだが、やはり収穫には向いていない。だとすれば、今自分が果たすべき役目はその下準備。

『まあこれで、チップを食って元気百倍とはいかなくなったろ。前回のお返しだ』

「これ以上、好きにはさせん！」

　カウンターの上に立ち上がった春樹を前に、先手必勝とブレイズマンは突とつ貫かんする。

　振り被かぶった拳は空を切り、一足先にバク宙で飛とび退のいた春樹は次の手に打って出た。

　右手で擦り潰した粉末状の火薬を、身を捻ひねった勢いのままに宙に撒まき散ちらした。それらは星ほし屑くずのように天井を広がり、キラキラと光を放ち、春樹が着地すると同時に爆発した。

　その火力はブレイズマンを傷付けるには至らず、また天井を崩落させるほどでもなかったが、館内を眩まばゆいばかりに灯ともしていた蛍光灯が辺り一帯砕け散って、消灯した。

『ほうら、雰囲気出てきた。昼間でも明かりがなけりゃ結構暗いもんだろ』

「どんなところにも太陽は輝くさ」

『昇って来るのを待ってられるほど、我慢強くはないんでね』

　春樹は両手からチップを投げ放つ。それもブレイズマンの背後に控える人質目掛けてだ。

　当然、奴はそれらを律儀に受け止め、律儀に爆発を喰くらってくれる。そうして奴がよそ見をしている隙に、事務スペースに幾つも並んだオフィステーブルの陰に身を隠した。

『おい、そろそろやるぞ。サマー、オータム。準備はいいな』

『ああ、うん。私はいつでも構わないよ』

　イヤホン越しに聞こえる秋あき穂ほの声はどうにも緊張しているようで、少々ぎこちない。

　それでもやる気があるなら十分だ。問題は、音沙汰無しのもう一人。

『おい、サマー！　準備はいいかって聞いてるんだ！』

『……私、は……やっぱり……』

　ノイズに混じって掠かすれたような声しか聞こえない。しかしこちらの声は届いているはずだと、春樹はマイクに向かって声を掛けた。

『小こ夏なつ。何度も言わせるなよ？　この作戦にはお前が必要だ。第一、こんな馬鹿げた作戦を考えたのはな、全部お前のせいなんだからな？』

『……えっ……？』

『お前が言ったんだ、誰も傷付かない方法を考えろって。覚えてるか、商店街でお前はそう言っただろ。だがな、そんな方法は俺には思いつかない。そんな器用なことは俺には出来ないんだ。だから、お前がやれ。そのための道は俺達が作ってやる』

　私も一緒に戦う。小こ夏なつの口からそう聞かされた時は、心底驚いた。

　他人を傷付けることを嫌い、他人が傷付くことを見過ごせず、春はる樹きがヒトを襲うことを快く思っていなかった彼女が、同じ舞台に立つ決意をしたのだ。

　思えばこれまでにもなにか悩んでいる素振りはあった。「変わりたい」という気持ちが、彼女の内ではずっと渦巻いていたのだろう。だから春樹はこの作戦を立てた。

　彼女が一歩を踏み出したいと言うのなら、その一歩を後押ししてやりたかった。

『小夏、お前は俺達の切り札だ。お前の力で俺達を助けてくれ』

　答えはない。返ってきたのはザザッ、という砂の音だけ。電波が悪い。

　机の裏に屈かがみ込こんでいた春樹の前に、ブレイズマンが降り立った。と同時、奴やつは力強く右足を後ろへ振り上げた。そしてそれは一瞬の溜ためを経て、最高速で迫り来る。

『……ッべぇ！』即死級のサッカーボールキックだ。

　肩先を奴のつま先が掠かすめた。もしも直撃していたならば、今頃は天井に蹴り上げられ真っ二つとなったあのオフィステーブルのように、無残な最期を遂げていたことだろう。

　すんでのところで蹴撃を躱かわした春樹の頭上に、今度は奴の踵かかと落としが襲来する。

　次から次へと！　小夏からの返事は無いが、黙ってやられる訳にもいかない。

　……頼むぞ、アキ、小夏！

『ギブアップだ！』

　それが合図。僅かに振り下ろされた踵落としが躊ちゆう躇ちよした。だが、変わらずにそれは落ちて来る。ちっぽけな怪物の命を踏み潰すために。しかしその前に、応えがあった。

　──ブオン、と目の前からブレイズマンが消失した。
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　秋あき穂ほは春樹の合図を受けて、瞬間移動を二度果たした。

　一度はブレイズマンの背後に。そして二度目は、彼を連れてとある場所へと。

　ゴォオン！　と床を叩たたいた音が反響する。空振った癖に随分な破壊力だ。それを振るった張本人は、標的が忽こつ然ぜんと足元から消え去った事実に「むむっ」と唸うなった。

　さらには真っ暗闇に閉ざされた景色が見慣れぬものと気付き、まさかと辺りを見渡した。

　そこは真四角の空間だった。四方を銀色の鉄板が囲っており、一つの面に幾つもの棚が備え付けられている。しかしブレイズマンが正面に見ていた一面には、まず鉄格子があり、その奥は円形の扉で封鎖されていた。一目見ただけで相当に分厚いのだろうと分かる鉄の壁。思わず息を呑のんでしまうほどに堅けん牢ろうな鉄の檻おり。

　ここは銀行地下にある貸金庫の中だった。受付窓口は外にあり、正規の方法以外では出入り不可能。電灯の消えた真っ暗な空間に残されているのは、内と外とを繋つなぐ案内人と、檻おりに放り込まれてしまった憐あわれな獲物と、それを待ち構えていた捕食者の計三人。

　暗闇の中、目を凝らすブレイズマンの背後に、小こ夏なつは立っていた。

『……ハル、見てて……私も、頑張る……！』

　黒色のパーカーを一枚羽織り、裾からは肉付きのいい素足が伸びている。被かぶったフードには兎うさぎの耳飾りが垂れ下がっていて、被った仮面には七つの赤い瞳と、一文字に引き結ばれたチャックのお口。そして大きなチャックが、彼女の背中にもう一つ。

　ジジッと背中のチャックが下りていき、その内部に潜んでいたモノが闇の底から現れた。

　それは蛹さなぎから羽化する蝶ちようのように、それは母親の腹を食い破って産まれる蜘く蛛ものように、まるで自らの傷口を内側から抉こじ開あけるようにして、黒く染まった無数の〝枝〟が外に向かって這はい出だして来る。

　その異形を後ろから眺めた秋あき穂ほの脳裏には、あの日の嫌な記憶が蘇よみがえった。恐怖と絶望に染まった春の日の記憶だ。しかし彼女は今、こちら側に立っている。

〝私達〟が立ち向かうべき障害は、ブレイズマンただ一人。

「──まさか、四人目か……ッ！」

　ブレイズマンは背後で蠢うごめく得体の知れない気配を察知し、勢いよく振り返った。だが、

『……駄目……』

　ブレイズマンが動くよりも早く、小夏の背後に伸びた無数の枝が突き穿うがたれた。そしてその切っ先が、標的の背中に突き刺さった。

「ぬ、ぐぅ！」

　ブレイズマンはその感触に顔をしかめた。金剛不壊の肉体を容易たやすく通過し、ズルリ、と背中にねじ込まれる枝の侵食に顔を強こわ張ばらせていた。

　小夏が《フォールド》として得た凶器は、他者から直接命を吸い出す黒い枝だ。

　ブレイズマンの背中を貫通した枝先は、そのまま胸を突き破り、四肢に、首筋に食い込んでいく。そして獲物の体内をまさぐるのだ。腹を満たす養分を求めて。

　それはまるで突き立ったナイフと血肉とが溶け合ってしまったような異物感。血管にストローを刺し込まれ、トプントプンとタピオカを吸い上げられているような嫌悪感。

　秋穂にはその感覚を、自らが体験しているかのように思い起こすことが出来た。

「これは、私の命を吸っているのか……！」

　ブレイズマンも身に迫る危機を感じ取ったのだろう。肉に噛かみついた枝を引ひき剥はがそうともがいてはいるが、弾性に富んだゴム質のそれは抵抗する力を弄び、深く根を生やしているために引き抜くことは出来ない。そうしている間に黒い枝は中へ、中へと。

　小夏は四人の命を繋ぐ無限の命を求め、ブレイズマンの体内をまさぐり続けていた。
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　しかし、秋あき穂ほはその光景に違和感を覚えた。

　一見するとブレイズマンが苦戦を強いられているように見えるのだが、どうも焦っているのは小こ夏なつの方ではないかと思い始める。時間が、掛かり過ぎている。

『こな……、サマー！　チップはまだなの……ッ？』

『……待っ、て……まだ……、どうして……！』

　小夏は後ろからでも分かるほどに狼ろう狽ばいしていた。その表情こそ仮面に隠れていて窺うかがい知しることは出来ないが、きっと、今にも泣き出しそうな顔をしていた。

『駄目だ、これ以上は──』

　この作戦の肝となるのは奇襲だ。敵が次の行動に出る前に目的を完遂させなくては意味が無い。それこそが完全無敗のヒーローの攻略法。戦わずに勝つことこそが、この作戦の意義なのだ。だからこれ以上のロスは敗北に直結する。

　ピシッ、と音が鳴った。それはブレイズマンの足元からだった。

「ぬぅううううん！」

　瞬間、小夏の姿が秋穂の視界から消えた。次の瞬間には、鉄柵を蹴破ったような振動が金庫内に響いた。それから遅れて、小夏の悲鳴が聞こえた。

　ブレイズマンはただ足を踏ん張り、ぐるりと一回転しただけだった。その頑強な肉体に絡みつく枝ごと引っ張り上げ、その末端に結ばれた小夏ごとぶん回したのだ。

　その結果、小柄な少女が衝突しただけで鉄格子がひしゃげるほどの破壊をもたらした。

『……ぁ、ぐッ……』

　息を詰まらせたような悲鳴を上げた後、小こ夏なつは鉄格子から床にずり落ちた。

　小夏は痛みに呻うめいたまま動かない。先程までブレイズマンを捕らえていた黒い枝は、主あるじの危機に遅まきながらも反応し、宿主の背中、チャックの内側へと逃げ帰って行った。

「どうやら、キミ達の目当ての物は見つからなかったようだな」

　形勢逆転。猛獣の檻おりに閉じ込められたのは自分達の方となってしまった。

　ブレイズマンは小夏の方へと歩き出す。小夏が零こぼしたチップには目もくれず、二歩三歩と足を動かすだけであっという間に彼女の元に辿たどり着ついてしまう。

　そんな時だった。春はる樹きの声が聞こえたのは。

『──おいオータム、サマー！　どうした、なにがあった？』

『……た、助けてハル！　このままじゃこなっちゃんが……っ！』

　しかし、助けを求めたところで春樹は金庫の外。救うにも救われるにも手は届かない。

　秋あき穂ほが生き延びるためには、いくつかの手段があった。

　小夏が生き残るためには、誰かの手が必要だった。

　一刻も早く逃げ出したかった。一人であればそれも出来ただろう。いや、正直なところ見捨てたってよかった。仕方がなかったのだと呑のみ込こむだけでよかった。

　それだというのに、身体からだは心と正反対に動いた。

『──こなっちゃんッ！』

　瞬間、秋穂はブレイズマンの背後に跳んでいた。伸ばした右手でブレイズマンの肩を掴つかみ、そのまま彼を連れ去る算段だった。それは何ど処こだっていい。この危機を脱することが出来るのであれば何処だって。触れることさえ出来れば、それは叶かなう。

　だが、ブレイズマンの背中はすでにそこに無かった。『……は……？』

　チカッと煌きらめく黄金の光が見えた。それは秋穂が見下ろした先にあった。

「触れに来ると分かっていれば、対処は容易たやすい。星ほしの言う通りだ」

　ブレイズマンは、秋穂の腹の下を潜くぐるように屈かがみ込こんでいた。

　彼の肩と背中、真まっ直すぐ後ろに伸びた右足と、強く引き絞られた右腕が見えた。

「──ＳＥＩＺＥサイズ　ＴＨＥザ　ＤＡＹデイ！」

　次の瞬間。ブレイズマンの拳が、──秋穂の腹を貫つらぬいた。

　胴体が真っ二つに裂けた、ないし臓物が弾はじけ飛んだ。そう思った。それほどの衝撃と、想像を絶する吐き気と、上からも下からも全てぶちまけてしまいそうになるほどの痛みがあった。顎を引くと、腹を突き破った右拳が丁度引き抜かれたところで、宙に飛び散った無数のチップが見えた。それらは視界の奥へと遠ざかっていき、壁に衝突したことでまた別の痛みが衝撃と共に背中を襲った。肉体的損傷を示す血液が口から噴き出した。

　腹も頭巾も血で染まっていた。不思議なもので、真っ赤な血が出るという事実に僅かながらの安あん堵ど感かんがあった。まだ、自分には人間らしい部分が残っているのだなあ、と。

　だから、自分のした行動に悔いはなかった。

　それはまた後になってぶり返す後悔かもしれないが、少なくとも今は後悔していなかった。だが、もしもここで死んでしまったなら大いに後悔することだろう。

　だから秋あき穂ほは、まだ懲りずに手を伸ばしていた。

　サラサラと灰になって消えるような感覚だった。肉体が解ほどけ、ジャラジャラとチップが床に落ちる。これで死ななかったら嘘うそだなと思った。しかし、この腕の中に感じる彼女の温ぬくもりは、肌に伝わる小こ夏なつの体温は紛まぎれもなく〝私〟が生きている証拠だった。

「馬鹿な、まだ……ッ？」

　背後でブレイズマンが振り返った気配があった。しかし、それもすでに遠い残り香だ。

　秋穂の姿はすでに金庫の中にはなかった。小夏を抱えたまま金庫を脱出し、廊下に出たところでさらに空間を跳び越えて、安全な場所を目指して世界を渡った。

　辺りを見渡すと、書類やら文具やら机やらが散乱しており、天井には光を失った蛍光灯がいくつもぶら下がっていた。まるで銀行強盗でも入ったような有様だ。

　ようやく外の空気、というにはまだ早いらしい。

『──ッ、アキ！』

　だが、そこに見知った顔を見つけてほっととする。仮面を被かぶっていて、見慣れた顔を今はしていないけれど。そこには、慌てて駆け寄ってくる春はる樹きの姿があった。

「……やあ、ハル……コードネームはもう、止やめたの？」

　口から零こぼれたのはそれだけだった。それ以上言葉が続かなかった。

　ただなんとなく、それが最期の言葉になるのだけは嫌だなあと、秋穂は思った。





＊　＊　＊






　春樹が立てた作戦はこうだ。強盗を装って銀行を襲い、ブレイズマンの到着を待つ。

　警察の介入を冬とう也やが食い止め、ブレイズマンの相手は春樹が務める。

　それ自体はただの陽動に過ぎず、秋穂が地下にある貸金庫内に奴やつを連れ去ったところで真打ち登場。小夏が秘めた《フォールド》としての力は春樹もよく知っていた。彼女にかかればブレイズマンと戦わずして、その体内から寿命を奪い取ることが出来るのだ。

　痛みも被害も最小限に〝無限の命〟を手に入れる。それが四人の作戦だった。

　チップを強奪した後は、ブレイズマンだけを金庫に残して二人は悠々と離脱する。ここまでを振り返るとそれは上う手まくいっていたように思う。だが、小夏と共に瞬間移動で姿を現した秋穂は、それで役目を終えたかのように崩れ落ちた。

　唇から顎にかけて血が滴っており、閉じた瞼まぶたはげっそりと凹くぼんでいて、それでいてどこか穏やかな表情をしていた。このまま彼女は消えてしまうのではないか、と焦燥感に駆られる。しかし、秋あき穂ほの肉体はまだそこにあった。消滅したのは仮面と拘束衣だけで、彼女は血に濡ぬれたブラウスにチノパンといった格好で気を失っていた。

『まだだ、まだ生きてる！　死んじゃあいねえ！』

　春はる樹きはチップを数枚取り出すと、秋穂の身体からだに押し付けた。それは応急処置に過ぎなかったが、チップがある限り《フォールド》は死なない。チップはすんなりと秋穂の体内に潜り込み、溶け合った。心なしか秋穂の顔色が良くなったように見える。

『……あ、アキちゃ……！』

『小こ夏なつ、一体なにがあった！　ちゃんと奴やつからチップは奪えたんだろうな？』

『……それ、は……』

　小夏はうつ伏せに倒れ込んだ秋穂の傍そばに屈かがみ込こみ、沈痛の面持ちでそれを見下ろしていた。そもそも仮面を被かぶっていては、彼女がなにを思っているのかなど分かりはしない。

　今重要なのは、成功したのか、失敗したのかという結果のみ。そしてどちらの結果にしろこの作戦のゴールは一つだけ。──とっとと逃げることだ。

　しかし逃げようとした矢先、複数の足音がドカドカと響いた。

「──居たぞ、あそこだッ！」

　その方を見れば、物々しい銃器を携えた特務課の隊員が三人、オフィスの裏手からやって来ていた。銃口は全てこちらを向いている。『……チッ！』

　銃声が響く。春樹は咄とつ嗟さに小夏を物陰に引き寄せ、豆を撒まいたように銃弾が襲って来る中、秋穂の身体を引ひき摺ずって死角に隠した。すぐ正面で横倒しになったオフィステーブルの天板が蜂の巣になった。ああはなりたくない。

『おい冬とう也や！　敵が入って来てんぞ、なにしてんだ！』

『ああ？　表は蟻ありんこ一匹通しちゃいねえよ！』

　だとすれば裏口だ。春樹達は銀行を完全に封鎖した訳ではなかった。だから専門家がその気になれば幾らでも付け入る隙はある。ただ、本来はそれでも良かったのだ。

　秋穂という便利な『運び屋』がいる限り、観客をアッと言わせるような大怪盗の手口であったり、鮮やかな逃走劇といったエンターテインメントとは無縁のはずだったのだ。

　しかし、その頼みの綱は絶たれてしまった。思慮の浅さを省みる。

　物陰から向こうを覗のぞき込こむと、隊員達が警戒しつつも距離を詰めて来るのが見え、それと同時に牽けん制せいの一発も飛んで来る。春樹は慌てて物陰に頭を引っ込めた。

『クソが、どうする……！』

　不意に、手に物が触れる感触があった。それは何かと確かめると、カエルのストラップが付いた車のキーだった。誰かの落とし物だ。光明が差したような気がした。

『おいハル！　どうした、大丈夫なのか！』

『大丈夫じゃねえよ。アキがやられた！』

『なんだとッ！　アキは無事なのか！』

『やられたっつってんだろ！　裏手に回れ、駐車場で落ち合うぞ！』

　春はる樹きは冬とう也やの返答を待たずに小こ夏なつへと目を向けた。

　小夏は肩を震わせていて、横腹を手で押さえている。怪け我がを負ったのかもしれない。が、それを気遣ってやれる余裕はなかった。

『小夏、アキを頼む。そんで俺について来い。出来るな？』

『……っ……、うん……』

　小夏は頷うなずくと、背中から数本の黒い枝を生やした。器用に秋あき穂ほの身体からだを搦からめ捕とり、抱っこ紐ひもの要領で秋穂を胸元に抱え込んだ。

　やがて背後の足音が鳴なり止やんだ。春樹は意を決して拳を握る。手の内には口火を切ったチップを握り込んでいた。ダンッ、と力強く床を踏み、隊員の一人が姿を見せた。物陰に隠れた春樹達を目掛けて引き金を引き絞る。

　キンッ、と音が鳴った。それはクルクルと隊員の眼がん前ぜんに躍り出る。そして──、

「な……ッ！」ドカンと爆発した。

　防護ジャケットとヘルメットで補強された隊員が、爆風に煽あおられ吹き飛んだ。宙には砕け散ったチップが血ち飛沫しぶきのように飛び散る。その中で、無事な数枚を宙で掴つかみ取とった。

『行くぞ、小夏！』

　春樹の合図で、小夏は秋穂を抱えた格好で走り出す。春樹はそれに合わせて物陰を跳び越えると、隊員が銃口を迷わせている間に跳び蹴りをかました。あと一人。

　最後の一人は、挟み撃ちにするように位置取っていたせいか距離が遠かった。自動小銃の先端が瞬くと同時に十数の銃弾が飛来する。春樹はそれを屈かがんで躱かわし、障害物を盾にやり過ごす。遠距離から攻撃する手段ならこちらにもある。

　春樹は先程拾ったチップを握り込み、ポイッと頭上に放り投げた。それは即席の手しゆ榴りゆう弾だんとなって、死角で《命の爆弾デイボム》が炸さく裂れつした。隊員の悲鳴を一つ巻き込んで。

『釣りはいらねえよ』

　春樹は、羽織ったコートから煤すすを払い落とす。散らばったチップを横目に立ち去ろうとしたところで、ズシンと地面が大きく揺れた。震源はどうも足元からのようだ。

　果たして檻おりがいつまで保もつか。春樹は身震いすると共に、急いで小夏のあとを追った。




　銀行の裏口に出ると、そこには従業員や来客用の駐車場がある。

　扉の前で立ち止まっていた小夏を急せかして、春樹はポケットに仕し舞まった車のキーがまだそこにあることを確かめ、外に出た。

　当然と言えば当然のことで、外では武装した機動隊が待ち構えていた。というよりは、突入しようと意気込んだ矢先にばったりと出くわしたようだった。お互いに仰のけ反ぞるように後あと退ずさり、すぐさま互いの武器を手に取った。

　するとそこに助すけっ人とが現れた。警察のではない。──こちらの味方だ。

『おらぁあ、退どけぇええ！』

　春はる樹きと小こ夏なつの前を、濁流が横切った。砂のうねりに巻き込まれた総勢六名ほどの隊員が視界の隅へと流されていった。まさしく一掃と言うに相応ふさわしい荒業だった。

　濁流が治まると、それはヒトの形を象かたどっていく。出来上がったのは砂の巨人ではなく、等身大の泥人形。その顔面には虎の面が彫られてあった。

『お前にしちゃナイスタイミングだ、冬とう也や』

『アキはどうした！』

『安心しろ、まだ死んでない。それよりもまずはここから逃げんぞ！』

　春樹は車のキーを取り出すと、その持ち主を探しに走り出す。

　駐車場には十数台もの車が停とめてあり、他人の車など目で見ても分かるものではない。だから春樹は、キーに備え付けられたロック解除のボタンをひたすらに押し続けた。

『開け、開け、開け開け開け！』

　ガチャ、とロックの外れる音がした。一体どれだと見渡すと、ご丁寧にもヘッドライトが点てん灯とうしていた。運はまだ尽きてない。運転席には春樹が乗り込み、冬也は小夏と秋あき穂ほを後部座席に押し込んだ後、助手席に座った。

　乗り込んだ車は丸っこい外見をしたコンパクトカーで、ライトグリーンの光沢が目に痛い。ストラップもカエルならば愛用車もカエルといった拘こだわり様だ。座席のシートは赤色で落ち着かない。春樹は慣れない手付きでキーを差し込み、エンジンを掛けた。

『ハル、お前免許持ってんのか？』

『原付なら今年取ろうと思ってたとこだ』

　幸いなことにＡＴ車。ハンドブレーキを解除し、チェンジレバーを引き、アクセルを蹴り込んだ。ガクンと車体が揺れ、慌ててブレーキを踏むとまたガクンと停車した。

　危うく正面に停まった車と衝突するところだった。冬也は物言わずただ睨にらんでくる。

『……次はちゃんとやるさ』

　バックギアに入れ、ハンドルを切って後退する。後ろでガシャンと音がしたが、それはまあいい。今度は逆にハンドルを切って前進する。進んで行くと表の公道に出た。

　運転席の窓から覗のぞくと、外で張っていた警官隊は飛び出して来たカエルカラーの車に面食らっているようだった。まさか怪物が車に乗って逃走するとは、と。しかし追いかけようにも、肝心のパトカーは大半が押おし退のけられるように横転していた。

　冬也の仕業だろう。なかなか派手にやったものだ。

　春はる樹きが運転するカエルカラーは、四車線の道路を左側通行で、蛇行しながら駆け抜ける。その時だった。不意に響いた銃声に続いて、フロントガラスが砕け散った。

『──のわッ！』

　狙撃されたのだ。正面からではなく、背後から。春樹の真横にあったはずの窓も同時に砕け、ガラスの破片を車内と道路とに零こぼしていた。

　……こういう時はまずタイヤから撃ち抜くもんだろう！

　この容赦のなさは、球場で人質ごと撃ち抜かんとしたつば付き帽子の狙撃手だろうか。その姿を確かめようにも、風通しの良くなった窓から顔を出す勇気はない。バックミラーを見上げたところで、狙撃手は死角になっていて捉えることは出来なかった。

　その代わりに、ゾッとする光景が映っていた。銀行から飛び出し、マントを翻してこちらに向き直った奴やつの姿。金庫の檻おりに閉じ込めておいたはずのブレイズマンの姿が。

『ハル、奴が来んぞ！』

『一々言われなくても分かってる！』

　バックミラー越しには、奴が空を弾はじいて飛んで来るのが見えた。そして、小こ夏なつはそんなヒーローを後部座席から振り返るのだ。誘拐された憐あわれな人質気分にでも浸っているのかもしれない。だとすれば追いつかれる訳にはいかない。失う訳にはいかないのだ。

　道路の先には交通規制を敷いた柵があり、警官が真ん中に立って制止を呼び掛けている。

　春樹は構わずにアクセルを踏み込んだ。フルスピードで突っ込んで来ると分かると警官も慌てて飛とび退のき、ガシャアンと軽快な音を立ててバリケードが吹っ飛んだ。

　交通規制のおかげか正面は空いていた。初心者には有あり難がたい直進コースだ。しかし、真まっ直すぐに走るだけではいずれ追いつかれる。バックミラー越しに奴との距離を測る。

　だが、そこにブレイズマンの姿は映っていなかった。

『あいつ、何ど処こ行きやがった！』

　突然行方を晦くらました追跡者に堪たまらなく不安になる。春樹はハンドルを握ったまま、窓の外をチラリと覗のぞき込こんだ。そこには本体と並走する車の影がある。そして、影の上に重なる人の影にも気付いた。頭部がやたらトゲトゲとした、奴を象徴するシルエット。

『上か……！』

　ギシッ、と車の天井が軋きしむ音がした。屋根に降り立ったのかと外の影を窺うかがうと、奴の影は車と平行になるように飛んでいた。さらにはその影が、少しずつ遠ざかっていく。

　背もたれに向かって重力が掛かる圧迫感と、浮遊感に気付いた。嫌な予感に正面を向くと、真っ直ぐに続いていたはずの道は途切れ、目の前には空の景色が広がっていた。

　ブレイズマンは、走行中の車ごと宙に抱え上げようとしていたのだ。

　春樹がいくらハンドルを回したところで、前輪は虚むなしく宙を掻かくだけ。振り払おうと更にアクセルを踏み込むが、ついには後輪まで宙に持ち上がってしまっていた。

『冗談じゃねえ、空を飛ぶのは御免だ！　冬とう也や、払い落とせ！』

『よし来た！』

　すぐさま冬也は、助手席の窓を開いて身を乗り出した。車内にぶわっと砂すな埃ぼこりが舞い込むが仕方ない。冬也は砂で固めた上半身を外に出し、車上のブレイズマンと対たい峙じする。奴やつは両腕で車のルーフを挟み込んでいた。そのまま何ど処こへ連れ去るつもりだったのか。

『ブレイズマン、おめえがアキをやったのか？』

「それは……、どっちのお嬢さんのことかな？」

　それだけ言葉を交わすと、冬也は握り締めた両手をブレイズマンへと叩たたきつけた。

　ドゴンと衝撃が天井を穿うがち、大きく揺れたカエルカラーは再び地上に帰って来る。後部座席からは小こ夏なつの悲鳴と秋あき穂ほの呻うめき声ごえが聞こえた。着地の衝撃が尾び骶てい骨に響いた。

『加減を考えろ馬鹿！』

『まだ追って来るぞ、どうにか振り切れんのか！』

　冬也は箱乗りの体勢で煽あおってくる。一度は距離を離したブレイズマンだが、態勢を立て直すとすぐに空を飛んで追って来る。空と地上では圧倒的にこちらが不利だ。どうすれば振り切れる。思考を巡らせながらも、春はる樹きはアクセルを踏み続けた。

　すると、次に差し掛かった交差点の信号が赤になった。停止線の前には数台の車が停車している。悠長に列に並んでいる暇はない。右車線に寄って、さらにその向こうにはみ出るくらいに車体を寄せ、交差点に侵入したところでハンドルを思いっきり左に回す。

　と、車体が大きく傾いた。開けっ広げになった窓から放り出されそうなほどの遠心力にぶん回され、冬也は窓の縁から滑り落ちそうになるのを堪こらえ、小夏は秋穂を抱き締めたままドアとおしくらまんじゅう。それでも、なんとか持ち直した。

　浮いたタイヤが地面を掴つかみ、車体を真まっ直すぐに走らせる。対向車線のど真ん中を──。

『やっべえ……』

　──正面から、大型のトラックが真っ直ぐに突っ込んで来た。

　内臓が跳ねるような衝撃があった。だが、ぺちゃんこにはならなかった。身を乗り出していた冬也が、トラックとの間で緩衝材の役目を果たしたのだ。彼が堪え切ったと言ってもいい。最悪は乗り切った。いや、安心するにはまだ早い。

　粉砕されずに済んだ車体が、大きく跳ねたのだ。

　交差点を曲がった先は二車線の道路だった。狭い歩道が左右を走る、石造りの橋。その橋が何に跨またがって架けられているかと言えば、都市部を貫つらぬく一本の川だった。

　歩道に乗り上げた車は、それでもまだ止まらずにその先へと飛び出した。石橋の欄干がまた低かった。カエルにも似た車は、容易たやすくそれをぴょいんと跳び越えた。

　あとは川に向かって真っ逆さまだ。お世辞にも澄み渡ったとは言えない川の水面がぐんぐんと近付いてくる。そしてそれは、きっと派手な音を立てて落っこちた。
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　四人の《フォールド》を追っていたオムは、車線を外れて暴走しかけたトラックを鎮めると同時、橋の向こう側で間欠泉のように水柱が上がるのを目撃した。

　あっという間に水中に沈み込んだ車を追って、オムは自らも川へと飛び込んだ。

　川の中は見通しが悪かったが、さして深くはない川だ。ライトグリーンの車体が水に溶け込んでいたとしても、その姿を見失う程ではなかった。

　車を見つけると、オムは警戒を強めた。四人をまとめて相手に出来るだろうか。

　彼らが出てくる気配は無い。だが、如い何かに《フォールド》とて息を止めていられる時間には限界がある。そしてそれは、オムにしても同じことだった。

　彼らがこれ以上の暴挙に出る前に、終わらせなくては。オムは早期決着を図り、車へと近付いて行った。しかし、底に沈んだ車内を見て愕がく然ぜんとする。

　──そこに、彼ら四人の姿はなかった。
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　ブオン──。もはや耳に馴な染じんだ音に続いて、無造作に地面に放り出された。水面に叩たたきつけられたのではなく、春はる樹きは鼠ねずみ色いろのアスファルトにうつ伏せで転がっていた。

『痛いッて！　……ここは？』

　そうして辺りを見渡そうとしたものの、身体からだが動かない。背中に幾つもの体重が乗っかっていた。春樹の上には冬とう也や、秋あき穂ほ、そして小こ夏なつが積み重なっていた。崩壊した組体操といった有様だ。一番下が一番辛つらいのだ。

『重いんだよ、お前ら。さっさと退のけ退け！』

　地面をバンバンと叩くと、一人また一人と背負った重みが軽くなっていく。

　だが、各々が自分の足で立ち上がろうとする中、秋穂だけは組体操から転げ落ちたまま動かなかった。冬也が慌てて彼女を抱き起こす。

『おい、アキ！　大丈夫かッ！』

『……アキちゃん……っ、死なないで……！』

『ったく、馬鹿が！』

　春樹はもう一度チップを適量取り出して、秋穂の胸元に突っ込んだ。

　やがて秋穂は、ゆっくりと瞼まぶたを開いた。「あー」とか「うー」とかを呻うめいた後、眩まぶしそうに目を細めた。そして自分を見下ろす三つの顔をぼんやりと眺め、口を開いた。

「……やあ、おはよう」

『この馬鹿、おはようじゃねえよ。死に掛けの癖にチップ遣いやがって』

「でも、その馬鹿のおかげで、助かったでしょ？」

　秋あき穂ほは、口元を弓の形にして微笑ほほえんだ。

「……よかった、アキちゃん……」

　小こ夏なつもホッとした様子で、ぺたんと座り込んでいた。いつの間にか仮面も外している。

　春はる樹き達は何ど処ことも知れぬ路地に居た。左右に屹きつ立りつしたビルが地上に影を作っていて、道の先には、先程落下しかけた川の堤防らしき側面が見えた。サイレンの音はその付近で停滞しており、追っ手との距離はそう遠くはなさそうだ。

　ともあれ、ひとまずは逃げ切ったと言っていいはずだ。手放しで喜べる状況ではないが、気が抜けた拍子に疲労感が心と身体からだに染み渡っていく。

　春樹は地べたに座り込むと、ようやく仮面を剥はぎ取とった。暑苦しいコートも消え去った。

「はぁああ、疲れた……。生き残ったんだな、俺達」

「ああ、そうらしいな。ハハッ、これほど疲れたのはいつ以来だ？」

「疲れたで済むあたり、実に君達らしいよ」

　無事の生還を三者三様に実感する。特務課やブレイズマンとやり合って、自分達は彼らを出し抜くことに成功したのだ。前回のようなその場凌しのぎの逃走ではなく、一から戦略を練ってのチーム戦。最終的には行き当たりばったり感の否めない部分もあったが、こうしてゴールテープを切ることが出来た。その達成感と充足感に胸が熱くなる。

　だからこそ、その成果を確かめたくなるのは当然のことだった。

「お前ら、終わった気になるのはまだ早いぞ。なんのために命を懸けたと思ってんだ」

「なんだよ、おめえが言うんじゃねえよ」

　正直浮足立っていた。春樹も、冬とう也やも、仲間と共に掴つかみ取とった勝利を前に浮かれていた。

　秋穂はふと神妙な顔つきになる。小夏の様子を気にしているようだった。小夏は座り込んだまま俯うつむいていて、暖の簾れんのように垂れ下がった前髪がその暗い表情を隠していた。

「小夏、まずは盗とった物をアキにくれてやれ。こいつが一番ひょろっちいからな」

「そこは功労者と言って欲しいところだけどね。でも……」

　誰もが小夏の返答を待った。春樹は期待していた。彼女がブレイズマンから奪い取ったチップを地べたにジャラジャラと広げる様を。そして山のように積もった宝の山を両手に掬すくい取とり、歓喜の声を上げて馬鹿みたいに騒ぐ四人の姿を。

　しかし、小夏はぽそりと呟つぶやいた。

「…………ない……」

「……は？　なんだって？」

　よく聞こえなかった。本当にだ。小夏の声は意識して聞いてやらないと何一つ耳に届きはしない。だからいつものように、耳を傾けた。彼女の声を聞きき洩もらさないように。

　すると小こ夏なつは、上目遣いでこう言った。

「……ない、の……チップ……」

　何を言っているのか分からなかった。小夏の言葉はいつだって言葉足らずで、それでも春はる樹きは、そこに込められた想おもいを汲くみ取とろうと努力してきた。

　今の小夏は、まるで叱られるのを恐れている子供のようだった。

「無い？　チップが？　なに言ってんだよ。お前それ……本気か？」

　問い詰めるように小夏の瞳を覗のぞき込こむと、彼女はビクッと目を逸そらした。下を向いてちゃ分からない。春樹は小夏の肩を掴つかんで顔を近づけた。

「お前まさか、やらなかったのか？」

「いや、こなっちゃんは確かにやったよ。あの黒い枝はちゃんと彼に届いてた」

　小夏に代わって弁明を口にしたのは秋あき穂ほだった。冬とう也やはなにがなんだかという顔をしていた。なにがなんだか分からないのはこちらも同じだ。そのモヤモヤは苛いら立だちに変わる。

「だったらなんだよ！　奴やつを一突きしておしまい。それだけのはずだろ？　それがお前の役目だろ？　お前はなにをやってたんだよ！」

「……ちが……、なかったの……」

「まあ待て、ハル。あいつだって無抵抗ってわけではないだろ。だから──」

「てめえは黙ってろ。こいつの声が聞こえねえ」

　冬也は露骨に眉をひそめたが、それもそうだと口を閉じた。邪魔な横やりもない。声を遮る風もない。サイレンは相変わらず煩うるさいが、それが言い訳にならないことくらいは小夏も分かっているはずだ。だから春樹は、黙ることで彼女の言葉を促した。

「……探したの、ブレイズマンの中から……でも、無限の命なんて、なかった……」

「んなこた分かってる。無限なんてこの世には無い。でもそれは、奴がこれまでに殺してきた《フォールド》の命だって結論が出たはずだ。第一、命が無いなら奴は死んでるってことだ。奴は死んでたか？　ピンピンしてたろ。むしろこっちが殺されるところだった」

「……違うの……なく、ない……でも、きっとブレイズマンは……」

「もういい。俺が聞きたいのはどれだけ奪ったかだ。百か、二百か？　それとも千か？」

　小夏は首を横に振った。言葉では言い表せない額ということだろう。つまりは、零ゼロだ。

　春樹は大きく溜ため息いきを吐つき、頭をガリガリと掻かき毟むしり、もう一度溜息を吐いた。

「ふざけんなよ……、お前。俺達がなんのために命を懸けたと思ってんだ……」

「……ごめん、なさい……」

「謝ってんじゃねえぞ！　俺らがこんな目に遭ってんのは誰のせいだと思ってんだッ！」

　気付いた時には、小夏の肩を突き飛ばしていた。そして立ち上がっていた。

　沸々と怒りが込み上げてくる。いや、その怒りはずっと在ったのだ。心の奥底に可能な限り押し込めてきただけだ。それを認めてしまえば、もう二度と彼女と一緒には居られないと思ったからだ。それは二ヵ月前から燻くすぶり続けていた激しい憎悪。

　それがとうとう、言葉になった。

「俺達の命が奪える癖に、なんで敵の命は奪えねえんだてめえはよおッ！」

「────！」

　それは、彼女の心を砕くには十分過ぎる糾弾だった。

　見下ろした小こ夏なつは泣いていた。目を見開いて、口をはっと開いて、涙を零こぼしていた。

「よせ、ハル！　もう済んだことだろ！」

「済んでねえよ！　こいつが俺達から奪いやがったんだ！　俺達が《フォールド》なんて怪物になったのは全部、こいつのせいだろうがよ！」

「ハル、こなっちゃんは頑張ったよ。私達のために頑張ろうとしてた」

「頑張った？　こいつは大好きなヒーローと握手して帰ってきただけだろうが。……ああ、今やっと分かった。アキが死に掛けたのは小夏のせいか。そうなんだろ？」

「それは……」

　秋あき穂ほは顔を背け、言いい淀よどんでいた。それがなによりの証拠だ。そしてその事実に一番傷付いていたのは小夏だった。そういう被害者ぶった顔を奴やつはしていた。

　小夏は起き上がると、仲間に背を向けて駆けて行った。罪悪感から逃げ去るように。

「こなっちゃん！　ハル、早く追いかけないと！」

「いいんだよあんな奴。どこにでも行っちまえ、クソが！」

　路地に転がっていた空き缶を蹴飛ばすと、小夏の傍そばを追い越した。小夏はビクリと肩を跳ね上げ、それでも振り返ることなく走って行った。すぐにその背中も見えなくなった。

「ハル、見損なったぞ。小夏は大事な友達じゃねえか。おめえは、おめえだけは、なにがあっても小夏の味方だと思ってたのによお」

　冬とう也やの声は怒りに震えるというよりは、どこか諭すような温かさがあった。まだ殴られた方がスッキリしただろうに。そういう無用な気遣いが人を惨めにするのだ。

「……俺もそう思ってたよ。でもこれで二度目だ。あいつが俺達を、裏切ったんだ」

　春はる樹きは心にしこりを残したまま、小夏が消えたのとは逆方向に歩き出す。

「ハル、どこに行くの？　支払いは、チップのことはどうするのさ」

「もういい。全部無駄だ。残りの寿命もドブに捨てたようなもんだ。……ああ、そうだ」

　春樹は思い出したようにチップを取り出すと、それを二枚、無造作に放り投げた。後ろでパシッと、それが二人の手に収まるのが分かった。

「そいつは今回の駄賃だ。巻き込んで悪かったな」

　二人に渡したチップは、それぞれ十年分。それは二人が支払った対価には到底及ばないが、それでも、それくらいしか今の自分に出来ることはなかった。

　春樹はひらひらと背後に手を振って、ふらふらと歩いて消えた。




　鳥と羽ば春はる樹きに残された命はあと、五十三年。

　それは短いようでいて、えらく遠い道のりだなあと春樹は思った。






四章　オールフォーワン






　全ての始まりは二ヵ月前。

　中学生から高校生へと名前面だけのランクアップに浮足立っていた一年が過ぎ、「まあこんなもんか」と大した感慨もなく春眠が暁を覚えるらしい春休みに突入する。いや覚えないのだったか。まあ、どっちでもいい。夏や冬の長期休暇と比べるとささやかな小休止といったところで、この時期はパッとするような催し事も特にはない。やることと言えばそれこそ家に引き籠って惰眠を貪るくらいのもので、そうして麗うららかな陽気に船を漕こいでいる間に始業式に叩たたき起おこされてしまう。それは面白くないなと思った訳だ。

　せめて青春らしいことの一つくらいはやっておきたいなと、春はる樹きはスマホを手に取った。

『春夏秋冬』──〝俺達〟の名を冠したグループチャットに招集を掛けると、吹き出しがポコンポコンとそれぞれの予定と言い訳を書き連ねていく。

　門かど真ま冬とう也やのスケジュールが野球一色に染まっていることは知っていたが、彼とは幼少の頃からの腐れ縁。部活動に埋もれた唯一の休日に黒丸を付けてやった。

　沢渡さわたり秋あき穂ほは高校に入ってから知り合った仲であり、学内では芸能人顔負けの人気と知名度を誇る王子様だ。ファンサービスに忙しいアイドルを私用に誘うのは多少気後れもしたが、友達価格で最高倍率のチケットを勝ち取った。

　残るもう一人は確定枠。中学でのとある事件をきっかけに親しく、もとい懐かれた同級生、笛う吹すい小こ夏なつ。彼女は春樹が行くと言えばついてくるし、誘わなくてもついてくる。メッセージの応酬も基本的には彼女そっちのけで行われ、たまに「うん」とか「わかった」とか簡かん素そな言葉が浮かんでは雲の流れに呑のまれていくというのが常だった。

　口数も少なければレスポンスも遅い。だが、自己主張だけは強かった。

「遊園地がいい」小夏はそう言った。

　なんでも看板キャラクター達の織りなすパレードに交じって、ブレイズマンが登場するそうな。あんな覆面レスラーみたいな格好をしたガチムチマッチョのどこがいいんだと呆あきれたが、春樹は春樹で、前日夜遅くまでスマホで情報を読よみ漁あさっていた。やがて雰囲気のあるデートコースなんぞを調べている自分に気付き、なにやってんだと布団に潜ったのが夜中の三時過ぎ。待ち合わせには十分遅刻した。

　春樹が集合場所に到着するなり、秋穂は「遅いよ」とわざとらしく溜ため息いきを吐つき、冬也は「遅おせえぞ」と肩を叩いてくる。二人ともこの日を心待ちにしていたのか、朝から随分とご機嫌な調子だった。当然、言い出しっぺの彼女もそうだろうと辺りを見渡した。

　だが、小夏の姿はなかった。彼女は待ち合わせに現れなかった。

　電話をかけても繋つながらず、チャット上でメッセージを送ると既読だけが付く。その癖、電話には出ない。返信も無い。何事だ、と三人は顔を見合わせた。

「おい、いねえのか小こ夏なつ！　出てこい！」

　マンションの七階。外廊下に面した「笛う吹すい」と表札の掛かった部屋の前で、春はる樹きは扉をノックした。マンションの玄関口は部外者が立ち入れないようになっていたが、住人の出入れに紛まぎれてこっそりと忍び込んだ。小夏がインターホンに応えなかったからだ。

　二度三度と叩たたくが、返事は無い。

「いないみたいだね。もしかして入れ違いになっちゃったかな？」

「うんこしてるだけかもしれねえぞ？」

「せめてシャワー中、とかときめく妄想が出来ないものかな。冬とう也やは」

「ふん、どうせまだ寝ね惚ぼけてんだろ。慌てて出て来たところをお仕置きだ」

　開きはしない。そう思いつつも、春樹はドアノブに手を掛けた。

　すると扉は予想に反して、ガチャ、と開いた。どうにも嫌な予感がした。

「不用心だなあ、小夏の奴やつ。中には居んのか？」

「こなっちゃーん、いないのー？　勝手に入るよー？」

　足を踏み入れた小夏の部屋は薄暗く、少し蒸し暑かった。閉め切られたカーテンを開く。パッと光の差し込んだ部屋の中に、小夏の姿はやはり見当たらない。

　つい先程まで小夏が居た形跡はあった。きちんと整頓された部屋の片隅に、ベッドから剥はぎ取とった毛布だけが、まるで蝉せみの抜け殻のようにそこに脱ぎ捨てられていた。

　手に取ってみると、まだ微かすかに体温が残っている。

「ねえ、靴が無いみたいなんだけど。やっぱり入れ違いになったんじゃないかな」

「だったら電話くらい出るだろ。それに、どうもさっきまでは居たみたいなんだよな」

　こざっぱりとした部屋をぐるりと見渡し、おや、と思うことがあった。

　それは、ブレイズマンだ。小夏は彼の大ファンで、収集と鑑賞を趣味としていた。

　部屋を訪れる度にあちこちから感じるヒーローの気配には辟へき易えきとしたものだが、室内を「好き」で飾り付けていたそれら一切が、綺き麗れいさっぱり部屋から無くなっていたのだ。

　ヒーローの尻を追い掛けるのはもう卒業したのだろうか？　小夏が？　そんな馬鹿な。

　小夏が隠れてはいないだろうかとクローゼットを開けると、ハンガーに吊つるされた衣服の足元にそれは隠されていた。段ボールに詰め込まれた、ブレイズマングッズの数々だ。

　卒業したというよりそれは、捨てきれずに処分に困った未練のように思えた。

　それから春樹は、ローテーブルに一冊のノートが置かれていることにも気付いた。それは小夏の趣味の一つでもある、ブレイズマンの活躍を綴つづったスクラップ帳だった。

　開きっぱなしのページに、目が吸い寄せられる。何な故ぜかその箇所だけが皺しわくちゃになっていたのだ。ページごと記事を握り込んだような、そのあと慌てて引き延ばしたような跡が残っていた。それは《フォールド》事件をまとめた雑誌の切り抜きで、特別彼女に関係するものではなかった。しかし、世間では当時随分と騒がれていたようだ。

　死者、七百八名。旭あさ日ひ市し四利根区を崩壊に追い込んだ史上最悪の《フォールド》事件。

　──『日傘の魔女』が遺のこした爪痕は未いまだ癒えず。




　日傘の魔女。それは《フォールド》にまつわる都市伝説の中では最も古株で、当時最も恐れられていた怪物の通り名だ。そして、ブレイズマンという存在を世に知らしめる契機となった敵役の名前でもある。だが、どうしてこんな古い記事を……。

「おう小こ夏なつ！　んなとこでなにやってんだ！」

　不意に響いた冬とう也やの声に、春はる樹きは顔を上げた。声は外からだった。なんだ行方知れずになった訳じゃなかったのか。安あん堵どすると共に、春樹は急いで部屋を出た。

　通路の向こうに、確かに小夏は立っていた。だがその目はどこか虚うつろで、憔しよう悴すいし切った顔をしていた。その様子からなにかがあったのは明白だった。しかしどういう訳か小夏は、春樹の顔を見るや否や小動物のように肩を跳ね上げ、くるりと背を向けた。

　そしてなんと、逃げ出した。

「はぁ……？」

　あまりの事態に思考が追い付かず、三人は唖あ然ぜんとその後ろを見送った。遠ざかって行く背中を眺め、いやいやとすぐさま頭を振り、春樹は小夏のあとを慌てて追い掛けた。

「おい、どこ行くんだ小夏！　待て！」

　追い付いたと思った矢先、エレベーターの扉に阻まれた。小夏を乗せたエレベーターはそのまま一階へと降りて行く。七階から一階まで、春樹は非常階段を駆け下りた。

　玄関ホールを抜けマンションの外に飛び出し、小夏の背中を目で探す。だが遅かった。

　彼女はすでに走り去った後で、見失ってしまった。舌打ちが漏れる。

「なんで逃げんだよ、あいつ。なに考えてんだ」

「大丈夫かな、こなっちゃん。様子が変だった。今にも泣き出しそうな顔してたよ」

　冬也と共に遅れて降りてきた秋あき穂ほは、肩で息をしながらそう言った。

「顔を合わせたくない、もしくは合わせられないような理由があったのかも」

「遅刻して怒られると思ったか、それか散髪でもミスっちまったんか？」

「ピンク頭が今更そんなこと気にするかよ」

「髪を染めるのと切るのとではまた別の話だよ。いつもの自分とほんの少し違うだけでも、他人の目が気になっちゃったりするものなんだよ、女の子は」

「流石さすがは王子様だ。女心にも詳しいんだな」

「これでも女子高生だからね、私」

　とはいえ小夏が逃げ出した理由までは分からないようで、秋穂は頭を捻ひねっていた。

「そんで、どうすんだハル。探すのか？　それとも放っておいてやるか？」

「そうだな」と春樹は頭を掻かいて、少し考える。

　エレベーターの扉が閉まる直前、小こ夏なつの目は言っていた。放っといて、と。

　そして秋あき穂ほの言うように泣きそうな顔もしていた。どうするべきかは分からなかったが、そんな顔をしている彼女を放っておけるかと言えば、答えはノーだった。

「どうせ今日の予定はキャンセルなんだ。少しくらいなら付き合ってやるさ。あいつの尻を二、三発叩たたいてやらねえと気が済まねえよ」

　素直じゃない、と二人は笑う。それから春はる樹き達は手分けして小夏を探すことにした。

　互いに連絡を取り合いながら、心当たりを辿たどって走り回り、もしかしたら小夏が家に帰ってるかもしれないと、何度かマンションに戻ったりもした。

　春樹はあちこちを走り回りながら、そういえばと中学の頃の記憶を思い出していた。

　こうして小夏を探すのは二度目だな、と。

　結論から言えば、どれも空振りに終わった。空を見上げれば日が暮れ始めていた。

　春樹達は再び、小夏の部屋に集まっていた。いつまでも家に帰らないということはないだろう。そう思って、彼女の帰りを待った。探し疲れて、待ちくたびれた。

　だからその着信があったとき、皆一様にハッとした。

　春樹のスマホが鳴っていた。発信者の名前は、小夏だった。

「──小夏、お前今どこにいんだよ！　俺達がどんだけ探したと思ってんだ！」

　思ったより大きな声が出ていたらしく、冬とう也やと秋穂は目を丸くしていた。だが、小夏からの返事はない。耳鳴りのような音がスピーカーから聞こえてくるだけだ。

「おい小夏、聞いてんのか？」

　やはり返事はなかったが、吐息や、なにかに触れる音、彼女の気配はそこにあった。

「小夏、なんかあったんだろ？　電話してきたのは、そのなにかを、俺達にどうにかして欲しいからじゃねえのか？　だったら逃げるとかじゃなくて、ちゃんとお前の口で説明してくれよ。そしたら俺達だって力になれるかもしれねえだろ」

　なあ、と同意を求めるように二人を見る。冬也も、秋穂も、頷うなずいていた。

　春樹は小夏の返事を待った。どれだけの沈黙にも耐えるつもりでいた。ややあって、ようやく彼女は口を開いた。聞こえた言葉は、たった一言。

「……ハル、助けて……」

　その一言で、血液が一気に沸騰するのが分かった。スマホを握る手にも力が入る。

「分かった。助けてやる。だから小夏、お前が今どこにいるのか教えてくれ」

「──それはね、とある教会よ」

　その声は、さも当然のように二人の間に割り込んできた。電話口から聞こえてきたのは、甘く囁ささやくような女の声だった。

「笛う吹すい小夏は、私のところで預かっているわ」

「誰だよ、てめえ。なんで小夏の電話に」

「私のことは、アポトーシスと呼んで頂戴。そう名乗っているの」

「それは本名か？　それとも芸名かなんかか？」

「そうね、『日傘の魔女』と言った方が、貴方あなた達にはまだ馴な染じみがあるかしら？」

「日傘の……お前、まさか《フォールド》か……！」

　魔女は答えず、ただクスリと嗤わらった。

　事故のように唐突に、こうしてアポトーシスは、春はる樹き達の前に影を落としたのだ。




　訪れた団地はすでに死んでいた。人の影は一切なく、人が生活していたであろう痕跡だけが遺のこっている。墓標のようにコンクリの塊が幾つも建っているだけだ。

　これもその時の名残か、横倒しになった三輪車の横に、金属バットが置いてあった。

「ちょっとハル、それどうするのさ」

「今から怪物退治に行くんだ。だったら、武器の一つでもあった方がいいだろ」

　春樹は拾い上げたバットを一、二回振ってグリップの感触を確かめた。

「相変わらず寂しいとこだな、ここは。小学ん時に肝試しで何度か来たことはあったが」

　冬とう也やは無人の団地跡を懐かしむようにして、しんがりを務めている。春樹と冬也との間に挟まれる形で歩く秋あき穂ほは、ビクビクと頼りない足取りだ。

「この団地って昔、住人の大量死があった所でしょ。本当にこんなとこ進んで行くの？」

「ビビってんのかよ。だったら、ここで帰るか？」

「帰っていいなら、是非そうしたいよ。でも、その魔女さんは私達のことも呼んでるんでしょ？　じゃあ、行くしかないじゃない。私達に一体なんの用があるのか知らないけどさ。大体、『日傘の魔女』って、もう死んだんじゃなかったの？」

　七百八名の命が失われた事件、それはまさにこの団地で起きた。

　その事件の被害者は全員死亡したとされているが、実際のところ、死体一つ見つかってはいなかった。警察が駆け付けた時には、団地はもぬけの殻になっていたらしい。ほんのひと時の間に、入居者全員が、神隠しに遭ったかのように忽こつ然ぜんと姿を消したのだ。

　彼らの捜索は早い段階で打ち切られた。それが無駄なことだと理解していたからだ。

　目撃者は「団地が巨大な影に呑のみ込こまれるのを見た」と話し、それは後に警察の発表で『日傘の魔女』による犯行であると裏付けされ、想像を絶する手口に人々は恐怖した。

　魔女は死体を遺さない。七百八名の被害者は、十数年経たった今でも行方不明のままだ。

　春樹を電話で呼び付けた人物は、それだけの悪行を果たした怪物なのだ。恐れるな、という方が無理がある。しかし、秋穂の疑問も尤もつともだった。

　その魔女もまた、その事件の後に死んだはずなのだから。

「俺は小さかったから覚えてねえが。そいつは確か、ブレイズマンがやっつけたんだろ？　じゃあなにか、死んだ奴やつから電話がかかってきたってことかよ」

「怖いこと言わないでよ」

「まあ、本人かどうかはこの際どうだっていい。名前を騙かたってるだけの偽物にしろ、死に損なった本物にしろ。俺に喧けん嘩か売ったことを後悔させてやる」

　真偽はどうあれ。小こ夏なつの自宅で見たスクラップ帳、皺しわくちゃのページにその名が記されていたのは、偶然とは思えない。小夏が面倒事に巻き込まれていることは明らかだ。

　それに、彼女は「助けて」と言ったのだ。だったら助けるのが道理だろう。

　団地跡に沿って流れる水路沿いを、春はる樹き達は歩いて行く。通りには桜が咲いていた。

　きっと団地に人が住んでいた頃には桜を見上げる人もいて、「春だなあ」と季節の移ろいに想おもいを馳はせる目印になっていたのかもしれない。この桜はこれからも人知れず咲き続け、誰に看み取とられることも無く散っていくのだろうか。

　そんな感傷に浸っている内に、やがて指定された場所に辿たどり着つく。

　そこもすでに教会としての役目を失った、廃はい墟きよだった。伸び放題の草木や蔦つたに覆われ、玄関扉は蝶ちよう番つがいの支えを失って傾いており、屋根には亀裂の入った十字架を掲げている。

「やっぱり、警察を呼んだ方が良かったんじゃない？　ほら、君のお母さんって確か刑事さんだったでしょ？　こういうのはさ、やっぱり専門家に任せた方が」

「それでもし小夏になにかあったらどうすんだ。警察にチクったのがバレて、行方を晦くらまされたら敵かなわねえよ。だからわざわざ出向いてやってんだろ」

「心配すんな、アキ。なんかあっても俺が守ってやんよ」

　冬とう也やは廃墟を前にしても一切物もの怖おじせず、肩をぐるりと回してやる気を見せる。これから乗り込む鬼おにヶが島しまを思えば、これほど頼りになるお供はいない。

「……今一瞬、君がナイトに見えたよ。これがつり橋効果ってやつなのかなあ」

　春樹は苔こけむした階段を上り、半開きになった扉を蹴破った。元より朽ち果てていた木造の扉はバラバラと崩れ、勢いよく破片が飛び散った。構わず足を踏み入れる。

　陽ひはとっくに落ちていた。堂内は暗く、真まっ直すぐに続いた身廊を歩くのでも、足元を見ながらになる。右手に持ったバットが、礼拝用の長椅子にぶつかった。音が反響する。

「出てこいよ、言われた通り来てやったぞ。電気くらい点つけたらどうだよ」

　返事はない。だが、パキリと床を踏む足音が聞こえた。正面からだ。暗闇の中に、朱あかい光がぼんやりと浮かんでいた。それも七つ。春樹は足を止め、それと向かい合った。

「な、なにかいる……！」

　背後で秋あき穂ほの声が聞こえた。春樹は正面のそれから目を離すことをしなかった。ゴクリと唾を飲む音が耳から抜けていき、鼓動の音が腹に落ちていく。

　一歩、二歩と、それはゆっくりとこちらに近づいて来る。春樹は後あと退ずさる。一歩、二歩と。

　だが、後ろに三歩目を踏み出そうとしたとき、春樹は頭を振って立ち止まった。

「それで脅かしてるつもりかよ。舐なめてんじゃねえぞ……、小夏はどこだよ！」

　魔女はパーカー一枚を羽織り、フードを被かぶっていた。朱あかい光は、女の被った仮面に埋め込まれた瞳が放つ色だった。その全容が掴つかめるにつれ、恐怖は怒りに変換されていく。

「なんとか言えよ、ふざけた面しやがって。小こ夏なつをどこにやったか聞いてんだろうが！」

　春はる樹きは、目の前に立っている者こそが諸悪の根源なのだと信じ、バットを右手にぶら下げ大股で詰め寄った。すると仮面の女は、ビクリとした素振りで後あと退ずさった。

　怖おじ気けづいたのか？　構うものか。春樹は左手でそいつの襟元を掴つかみ上あげ、引き寄せた。

　その直後、──ズブリ、となにかが胸を刺し貫つらぬいた。

　顎を引いて、春樹は胸元に突き刺さったそれを見下ろした。そこには、真っ黒な〝枝〟が突き刺さっていた。花の茎にも似た歪いびつな凶器が鳩尾みぞおちに突き立ち、それはそのまま背中へと突き抜けた。口の端から、ぷつぷつと泡のような血が噴き出した。

「……ぐぶ、ッ……！」

　身体からだの内で、ブチブチと繊維の裂ける音がした。細胞と細胞の合間を掻かき分わけるように、体内で枝葉が根っこのように生長している異物感があった。その根っこは体内をまさぐり、なにかを吸い上げているようだった。血か、肉か、はたまたそれ以外か。

　春樹は枝に繋つながれたまま、床に膝を突いた。──チャリン、と何かが足元に落ちた。手から滑り落ちたバットの音にしては謙虚に過ぎる。それは、一枚の銀貨だった。

「ハル──ッ！」

「そんなっ、ハル！」

　冬とう也やと秋あき穂ほ、その両方の声が後ろで聞こえた。春樹は振り向くことも出来ずに、仮面の女をただ呆ぼう然ぜんと見上げていた。どうしてこうも、目が離せないのか。

「そ、そうだ……警察……救急車？　呼ばないと……！」

　秋穂は動転しながらも、彼女なりに現状を呑のみ込こんで行動を起こそうとしていた。

『……待っ、て……！』

　仮面の女がそう呟つぶやいた直後、女の背中から数本、黒い枝がさらに飛び出した。後ろ髪が一斉に伸びていくようなおぞましさがあった。そしてそれらは、秋穂の方へと。

「えっ」秋穂はスマホの画面から顔を上げた。黒い枝は、その眼がん前ぜんまで迫っていた。

　寸前、その合間に冬也が躍り出た。「ぐう、ッ！」身を挺ていして秋穂を庇かばった冬也の身体からだに、ドスッ、ドスッと枝の先端が突き刺さっていく。

「ぁ、冬也っ……！」

「行けッ、アキ！　こっから逃げろ……！」

　冬也の一言で、秋穂は弾はじかれるように駆け出した。手を振り足を振って、出口に向かって必死の逃走を試みる。だが、その背には今度こそ鋭利な切っ先が突き刺さった。それは彼女の胸を突き抜け、獲物をフックに引っ掛けるようにして鎌首をもたげた。

「……ぁ、が……やめ……っ！」

　枝に捕まった秋あき穂ほは、ズルズルと引き寄せられ、帰ってくる。彼女は逃れようと両腕をばたつかせるが、踏ふみ止とどまろうとする踵かかともズリズリと床を擦こするだけだった。

　友人の苦く悶もんの声を背後に聞きながら、春はる樹きは気を失いそうになるのを堪こらえていた。

　そして、ぼやける視界の中で、春樹はその声を耳にした。

「あら、初めてにしては上出来ね、笛う吹すい小こ夏なつ。私の出る幕もなかったわ」

　日傘を差したその女は、いつの間にか、当然のように仮面の女の後ろに立っていた。

　その時ようやく、春樹は自分の過ちに気付いた。喪服姿のその女を目の当たりした瞬間、一目でそれが『日傘の魔女』だと分かったからだ。

「ああ、貴方あなたが鳥と羽ば春樹ね。話だけは彼女から聞いているわ。仲が良いんですってね」

「……てめえが、魔女かよ……確かに、それっぽいな……」

　床に転がったバットに手を伸ばす、だが、心臓を縫い留とめた枝がそれを許さない。それどころか、足を突いて立ち上がることすらままならなかった。視界が、消えかけの電灯のように点ついたり消えたりを繰り返している。このまま死ぬのか、と春樹は思った。

「さあ、彼らを地下室に運んで頂戴。……どうしたの、暗い顔をして。これで貴女あなたはまだ生きられるのよ？　それに、彼らともまだお友達を続けられる。もっと喜ぶべきよ」

　アポトーシスは仮面の女の頭を撫なでてやった後、教会の奥へと歩いて行った。

　初めから奴やつは自分達と対話をするつもりなどなかったのだ。分かってはいたはずなのに、裏切られた、という気持ちが強かった。それは、魔女に対してなのか、それとも。

「……待てよ、小夏」

　その名で呼ぶと、仮面の女は肩を跳ね上げた。

　春樹は意識が朦もう朧ろうとする中、仮面の女に縋すがりつくようにして自分を支え、言った。

「お前……、俺に『助けて』って言ったよな。あれは嘘うそか？　こんなことをするために、俺達を、呼んだのかよ……大体、なんだよ、その仮面は。全然、似合わねえよ……」

　今自分は、小夏に語り掛けているのだろうか。それとも、彼女の面影を残す仮面の女に語り掛けているのだろうか。心に湧き上がって来るこの感情が怒りなのか、悲しみなのか、もっと別の何かなのか。それすらも分からなかった。

「なんとか言えや、小夏！」

　無数の枝が、暗闇の中で手の内を見せた。仮面の女が背後に広げた五本の枝は、かぎ爪のように切っ先を正面に向け、たった一人の心臓を目掛けて一斉に、穿うがたれた。

『……ごめん、なさい……』

　意識が途絶える直前に聞こえた答えは、友達に対する裏切りの言葉だった。
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　春はる樹きは自室のベッドで瞼まぶたを開いた。

　スマホで時間を確認すると午前十時過ぎ。平日、金曜日の朝。とうの昔に遅刻だ。

　銀行襲撃から一夜明けた。《フォールド》としていくら悪事を働こうとも、学生という身分まで消えた訳じゃない。出席日数が足りなければ当然留年もあり得るのだ。

　昨日、春樹達は四人揃そろって欠席した。二日連続でサボるのは良くない。そういうお行儀のいいことに拘こだわる奴やつが一人いたはずだが、彼女からの着信はない。春樹はスマホを放り捨てると、寝返りを打って不ふ貞て寝ねする。目が覚めてかれこれ二時間はこの繰り返しだった。

　……俺は一体なんのために、これまで俺がしてきたことは一体なんだったんだ。

　そんな自問自答を、昨日から延々と繰り返していた。

　すると、ドタドタと階段を駆け上がって来る足音が家に響いた。枕越しにもその振動が伝わってくる。そして蹴破る勢いで、部屋の扉が開かれた。

「春樹、あんたまた学校サボったでしょ！」

　部屋に飛び込んで来たのは美み春はるだった。その剣けん幕まくは機動隊でも押し入って来たのかと思ったほどだ。春樹は息を潜めて寝たふりに努めたが、彼女の目は欺けなかったようだ。

　不意討ちに力一杯に耳を引っ張られたもので、思わず「いぎッ」と悲鳴が漏れる。

「痛いってえな！　耳千切れんだろうが！」

　ベッドから跳ね起きると、美春は仁王立ちで春樹を見下ろしていた。彼女はスーツ姿で、徹夜明けといったくたびれ方をしていたものの、身に纏まとった空気は鬼そのものだ。

「あんた、昨日も学校行ってないんだってね。パパから聞いたわよ！」

「頭が痛かったんだよ。いいだろ、担任には親父おやじから連絡いってんだから」

「そういう問題じゃないでしょ。はぁ、パパになら怒られないと思って」

　人のことをまるで卑ひ怯きよう者ものみたいに言う。春樹はむっとして美春を睨にらみ上げた。

「ってか、なんで家にいるんだよ。お袋の方こそ仕事はどうしたんだよ」

「私は着替えを取りに来たのよ。ここんとこ《フォールド》事件が立て続けに起こってるでしょ？　こっちは対応に追われて、てんてこ舞いよ。奴らの問題が解決するまでは家で落ち着く暇もないわ」

　美春は本職の警察官だ。制服姿で交番に立っている母親を見たのは随分と昔の記憶で、今は一介の刑事として《フォールド》事件に携わっている、とだけ聞かされていた。

　母親がブレイズマンと共に悪に立ち向かう姿を拝んだことはなかったが、その事実だけでも息子としては誇りであり、怪物としては複雑な心境だった。

「それで戻って来てみれば、不良息子がサボってる。母親としては見過ごせないわよね」

　どうやら美春には、二重の意味で迷惑を掛けてしまったらしい。顔を背けたまま春樹が黙っていると、美春は途端に優しい顔つきになり、ベッドの横に屈かがみ込こんで言った。

「それで、なんなの？」

「なにがだよ」

「なんかあったんでしょ？　友達のこと？　分かった、小こ夏なつちゃんのことね」

「なんでそうなんだよ」

「あんたが頭使うことなんて、それ以外に考え付かないもの」

　美み春はるはこちらの表情を覗のぞき込こんでいて、まるで心を見透かされているような気になる。

　居心地の悪さに春はる樹きは、美春に背を向けベッドに横向きになった。

「それで、彼女は元気にしてるの？　あんまり振り回しちゃ駄目よ、あの子はいい子なんだから。ああ、あんたが落ち込んでるってことは、ついに小夏ちゃんにフラれたか」

「だからなんでそうなんだよ。俺とあいつはそんなんじゃねえよ」

「そうなの？　でも、今でも仲は良いんでしょ？　たまには家に連れてきたらいいのに」

　なにが悲しくて母親とそんな話をしなくてはならないのか。

「うるせえな、関係ねえよ。頭が痛いって言ってんだろ。息子のことくらい信用しろよ」

「残念。あんたのことは、全面的には信用しないことに決めているの」

「……酷ひでえ母親だ」

「日頃の行いを見てるからね」と言って美春は苦笑する。

「でも、だからこそ今のあんたはらしくないわね。なにがあったかは知らないけど、挫くじけて腐って、不ふ貞て寝ねしてるだけなんてのはあんたに似合わないわ。そんな風に逃げるのは、あんたが一番嫌いなことじゃない。でしょう？」

　背後に感じる母親の眼まな差ざしが妙にこそばゆい。背中を優しく撫なでられているような感覚だ。やがて美春は嘆息すると、春樹の肩を叩たたいて立ち上がった。

「まあ、今日のところは見逃してあげる。けど、いつまでもそんな情けない面してるようなら次はシメるから。悩みがあるなら、早いとこ決ケ着リつけときなさい」

　美春が部屋を出て行った後、少し経たってから車が出て行く音がした。

　再び静かになった家の中で一人、春樹は仰あお向むけに天井を見上げた。先程まで気にならなかった沈黙がやけに耳に痛い。シメるって、なんだよ……。

　スマホを見ると、三限目の授業が始まる時刻だ。いつ死ぬやもしれない怪物の身で出席日数に拘こだわる理由もなかったが、このまま家に引き籠っているのは負けた気がする。

　誰に、というのではなく、この世の全てにだ。

「だぁああ、クソ！　行けばいいんだろ行けばよっ！」

　この身に残された命はあと、五十三年と八十五日、十三時間八分四十六秒──。

　春樹はつま先に掛かった布団を蹴っ飛ばした。
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　ガラガラと教室の引き戸を開けると、クラスメイトの視線がこちらを向いた。

　春はる樹きが眉間に皺しわを寄せると、皆一様に目を逸そらす。教卓に立った薪まき林ばやしは眼鏡越しに睨にらんできた。どうやら担任が受け持つ授業の最中に来てしまったようだ。

「鳥と羽ば、お前今日休みじゃなかったのか？」

「頭痛も引いて、暇になったんで。これでサボりにはならないだろ？」

「あと十分で俺の授業終わるけどな。単位が欲しけりゃ後で課題取りに来い」

　来るんじゃなかった。春樹はげんなりとした表情で席に着く。伸び伸びと席に腰掛けていた前の生徒が、椅子を引いて背筋を伸ばした。そう気を遣ってくれなくてもどうせ寝に来ただけだ。そう思って腕枕を作ろうと顔を傾けた先、ふと、窓際の席に空席があることに気付いた。──そこは小こ夏なつの席だった。

　小夏はその髪色こそ真っピンクだが、学内では割かし優等生で通っている。

　教師が教科書を読み上げるだけの退屈な授業であっても、小夏は真まっ直すぐに顔を上げ、うんうんと頷うなずきノートにペンを走らせる。小難しい授業になると、ペンの尻を唇に当て難問にウンウンと頭を悩ませ、ピンと閃ひらめいた顔をしてまたノートにペンを走らせる。

　そして時々春樹と目が合うと、照れ照れと顔を伏せる。その時自分がどんな顔をしているのかと言えば、きっとにやにやと気持ち悪い顔をしていることだろう。

　そんなことを考えている間に、チャイムは鳴った。

　三限、四限と授業が終わり、まだ一時間ちょっとしか過ごしていないというのに、あっという間に昼休みになる。購買で昼食を買って屋上に向かうと、そこはいつも通り人っ子一人居やしない。柵に背中を預けて座り込み、紙パックにストローを刺してオレンジジュースを無心で啜すする。校舎から溢あふれ出だした喧けん騒そうが耳に響く。屋上というのはこんなにも煩うるさい場所だっただろうか。サンドイッチを平らげるとやることが無くなった。

　地べたに寝そべって空を見上げると、ぼやーっと間延びした雲が掛かっていた。明日は晴れるのだろうか。それとも雨模様の前兆なのだろうか。そんなことは空に精通した気象予報士か、長年天気と付き合ってきた年寄りでもなければ分かるまい。ただの高校生に分かるのは、えらくゆっくりと流れる雲だなあという実感だけだ。それが視界の隅まで移動していった辺りで時計を見る。飯を食べ終えてから、十分ほどしか経たっていなかった。

「マジか」

　与えられた昼休みは五十分。途中参加の不良には過ぎた褒美だ。あと三十分余りの時間をどう過ごそうか。いつもは一体どうやって過ごしていたのだったか。

　たった一人で迎えた休憩時間は、まるで拷問のようだった。

　残りの授業は珍しく机にノートを出して黒板に向かった。教師が宇宙人でも見るような顔をしていた。なにも心を入れ替えて真面目になった訳じゃない。眠れなかっただけだ。

　ようやく下校時刻となった時には、肩に疲れが圧のし掛かっていた。

　春はる樹きは下げ駄た箱ばこからスニーカーを取り出し、上履きとトレードする。帰りはゲーセンでも寄って憂さ晴らしをしよう。メダルゲームなら延々と遊べる自信がある。両替したメダルを元手に更なるメダルを獲得し、それが尽きるまで遊び続ける。最高の暇つぶしだ。

「……ハル、メダルなくなった……」

「あのな、小こ夏なつ。これはメダルを機械に食わせるゲームじゃねえんだぞ？」

　隣では小夏がバケツの中身を早々に空にして、春樹が筐きよう体たいに向かい合うのをじっと見守っている。仕方がない、と春樹は自分の取り分を彼女に分けてやる。そうして二人でダラダラと同じ時間を過ごし、そうしているのに飽きると解散する。

　そういえばまたメダル貯ため直さないとな。などと考えながら、下駄箱で振り返る。

　なにモタモタしてんだ。置いて行くぞ、と言いかけた。

「……おいおい、マジか」

　一体誰に向かって声を掛けようとしたのか、誰を不足に感じていたのかを考え、春樹は取り繕うようにして踵きびすを返す。今日はもう帰ろう。どうやら本当に体調が悪いようだ。

　そうして振り返ったところに、秋あき穂ほがいた。

「なにがマジなんだい？」

「──おわっ！」唐突に出現した秋穂の姿に、春樹は跳び上がった。

「お前、いきなり現れんなよ！　ビビったろうが！」

「そんなつもりはなかったんだけどね。一応言っておくと、跳んで来たわけでもないよ？」

　秋穂は連れ添っていた取り巻きを見送ってから、こちらに向き直る。

「今日は休みって噂うわさになってたけど、ちゃんと来てたんだね」

「噂になるほどのことかよ」

「ほら、君って私とは別ベクトルで有名人だからさ」

　こうして下駄箱に立っているだけで、生徒達の注目が集まっているのが分かる。王子様には敬愛の眼まな差ざしを向け、隣にいる不良には軽蔑を含んだ眼差しを。なるほど、確かに。

「で、なんの用だよ。嫌いや味みを言いに来ただけか？」

「いやさ、今日はこなっちゃんも休みだろう？　きっとハルが寂しがってると思ってね」

「馬鹿言うな。あいつが居ようが居まいが俺には関係ねえよ」

「まあまあ。今日は私がお供してあげるからさ、機嫌直しなよ」

「いつもの取り巻きはどうしたんだよ。ファンは大事にしないと駄目だろうが」

「いいんだ」と秋穂は頷うなずいた。「今日は友達との時間を大切にしたい気分だからね」

　随分と恥ずかしいことを事も無げに言う。これが王子様たる所以ゆえんなのだろうか。

　真正面からの言葉に戸惑いつつも、春樹は「勝手にしろ」と校舎を出た。

　少し歩いたところで、今度は見知った背中を見つけた。彼は自転車を支える格好で、部活動が始まりつつあるグラウンドの方を眺めていた。

「そんなに未練があんなら戻ったらいいじゃねえか、野球部に」

「おう、ハル」と冬とう也やは驚いた素振りで振り向くと、再びグラウンドへと顔を向けた。

「別に未練なんざねえよ。俺はもう野球はやらねえつもりで辞めたんだ。大体、あんなことしでかしといて今更どの面下げて戻れるって言うんだよ」

　冬也の言葉を聞いて、合点がいった。何な故ぜ、彼が決闘の場に球場を選んだのか。

　それはきっと未練を断ち切るためだったのだろう。もう後には戻れないと自分に言い聞かせるために、夢の舞台を自ら踏ふみ躙にじった。想像に過ぎないが、的外れということもないはずだ。そこまでさせてしまったのかと、ふと罪悪感に駆られる。

　それを察してか冬也は、「まあ、俺のこたいいんだ」と手を振った。

「それよかおめえも来るんだろ？　アキが連れてきたってことはよ」

「連れてきた？　なんの話だよ。これからどっか行こうって話だったのか？」

　冬也は当然とばかりに胸を張って、こう言った。

「そんなの決まってんだろ。小こ夏なつのお見舞いにさ」
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　小夏の自宅マンションまでの道のりは、バスで十分ほど。それだと言うのに春はる樹きを含む三人は、その道のりを徒歩で辿たどっていた。

「こなっちゃんの家ってこんな遠かったっけ。前に行ったときはバスだったからなあ」

　秋あき穂ほは早くも疲労に顔を歪ゆがませていた。すでに何度か聞いた愚痴だと取り合わず、春樹は無言で歩いた。冬也は先頭でママチャリを手で押している。こうして歩く羽目になったのは、乗りもしない彼の自転車を運ぶ必要があったからだ。

「疲れたんなら後ろに乗せてやろうか、アキ」

「それは有あり難がたい」と秋穂は自転車の荷台に腰掛け、冬也が俥しや夫ふの如ごとくそれを引いてやる。

「ああ、いいねこれ。本当に王子様にでもなった気分だよ。……少しお尻が痛いけど」

　従者の風貌のせいで人力車というより牛車といったところだが、当のお姫様が満足ならばなにも言うまい。いっそこのままどこぞの宮殿にでも消えてはくれないだろうか。そうすれば気兼ねなく一人道を引き返すことが出来るというのに。

「なあ、別に家にまで行くこたねえんじゃねえか？　たかが一日休んだだけだろ」

「ハルはこなっちゃんのこと心配じゃないの？」

「お前は心配なのかよ。あいつのこと、嫌ってたじゃねえか」

　質問を質問で返すな、と秋穂はむっとする。

「別に嫌いだったわけじゃないよ。まあ、多少ギクシャクしてたのは認めるけどさ。でも、私にとってこなっちゃんは数少ない友人の一人だからね。そこは、変わらないよ」

「お優しいこったな」

「誰かさんほどじゃないよ。私は他人の分まで肩代わりしてやろうとか、そんなこと思いもしなかったからね。自分のことで精一杯だった。むしろ、その誰かさんのことを憐あわれに思ってたくらいだよ。悪い女に引っ掛かって馬鹿だなあ、って」

「その誰かさんに伝えとくよ。お前は馬鹿だってな」

　秋あき穂ほは口元に手をやって、クスクスと笑った。

「でも、だからこそ昨日のハルは意外だったな。君はすっかりこなっちゃんのことを許してるもんだと思ってたけど、まさかあんな風に怒るなんてさ」

「……当たり前だろ。あんなことされて、そう簡単に許せるかよ。あいつのせいで俺達はまんまと魔女に捕まって、《フォールド》なんかにされたんだ。許せるわけねえよ」

「だったらさ。君はどうしてこなっちゃんと一緒にいるの？」

　荷台の上から、秋穂はそう問い掛けてきた。冬とう也やの押す自転車のタイヤが、ガタガタと音を鳴らしてる。春はる樹きは黙ってその後ろをついて歩く。

「私もさ、まだ彼女のことを完全に許したわけじゃないよ。だって、あの時は本当に怖かったんだ。痛かったし、死ぬかと思った。あの仮面の女がこなっちゃんだって分かった時、どうしてこんなことするんだって、本気で憎んだよ」

　鬱々とした想おもいを滔とう々とうと吐き出しながらも、秋穂は手探りながらに気持ちに整理をつけようとしている風だった。荷台から投げ出した足はぷらぷらと宙を彷徨さまよっている。

「でもさ、昨日それもちょっとだけ分かったんだ。彼女がブレイズマンにやられそうになったとき、そんなつもりは全然なかったのに、勝手に飛び出してた。助けなきゃって思っちゃったんだろうね。一生懸命頑張ろうとしてる彼女の姿を見て、放っておけなかったんだ。……ズルいよ、こなっちゃんは。多分、ハルは私よりも彼女のズルいところをたくさん知ってる。だから多分、そういうことなんだろうね」

「勝手に納得するなよ。結局、なにが言いたいんだよお前は」

「君がこなっちゃんのために命を懸ける気持ちが、少しは分かったっていう話」

「要するに、小こ夏なつに死んで欲しくなかったってことだろ。ハルはよ」

「極論で片付けるなよ。あいつの分まで肩代わりしてやったのは、目の前で死なれたら寝覚めが悪い、ってだけの話だ。まあ、元々そのつもりで俺らを呼んだんだろうけどな」

　歩行者用の信号が点滅し始めるのが見え、冬也は交差点の前で自転車を止めた。

「でもよ、もしもあん時小夏が俺達を呼ばなかったら、俺達の知らねえとこで死んじまってたかもしれねえんだよな、あいつは」

　冬也は目の前を横切っていく車を眺めながら、そんなことを口にした。

　それはつまり、春樹達が《フォールド》になっていなかったら、という話だ。

　小夏だけが《フォールド》として生きていく世界を、春樹は想像する。

　その時はきっと、小こ夏なつはヒトから命を奪うことも出来ずに寿命を散らして死んでいたか、もしくは支払い期限に間に合わずアポトーシスに殺されていたことだろう。

　もしも小夏が一念発起して狩りに赴いたとしても、その時はブレイズマンが彼女の前に立ちはだかり、憧れのヒーローの手によって命を奪われていたかもしれない。

　それはなんとも、酷な話だ。

「球場でおめえらに助けられた後、普通に家に帰ってよ。風呂に入って、そんで父ちゃんと普通に飯食って、少し言い合いもしてよ。その時ふと思ったんだよな。もしも俺がブレイズマンにあのまま殺されちまってたら、父ちゃんはなんも知らずに、俺の帰りを待ってたのかもしれねえ。そしたら、家に一人っきりになっちまってたのかな、ってよ」

「一人っきり……そうか、君のお母さんって」

「ああ、去年死んじまったよ。交通事故でな。母ちゃんが轢ひかれたって聞いて病院に駆け付けたときにはもう、間に合わなかった。きっと今頃は天国で見てんだろうけどな」

　冬とう也やの母、門かど真ま早さ苗なえとは春はる樹きも面識があった。

　早苗は勝かつ茂しげの隣で「はいはい」と彼の言い分を聞いてやり、春樹と冬也が遊び回るのも喧けん嘩かをするのも「まあまあ」と笑みを浮かべて見守っているような、朗らかな女性だった。

　彼女が亡くなったのは、去年の夏の話だ。

　その葬儀には春樹も、小夏も出席していた。その時の冬也の泣き顔は今でも忘れないし、それ以上に声を荒らげて大泣きする勝茂の姿が脳裏に焼き付いている。あんなカミナリ親父おやじでも、大切な人を失ったときには子供のように泣くんだなと衝撃を受けた。

　自分が死んだとき、両親や妹も同じように泣くのだろうかと思い巡らせたものだ。

　その時小夏が「もう会えないんだね」と泣きながら言ったのを、覚えている。

「だから小夏ん時はそうならねえで良かったって、心底そう思うよ。これは想像だけどよ、小夏もきっと、誰も知らねえとこで独りぼっちで死ぬのは、嫌だったんじゃねえかな」

「だから俺達をアポトーシスに売ったってか？　冗談じゃねえよ」

「ほら、あれだ。赤信号、皆で渡れば怖くないって言うだろ？」

「馬鹿か。それで皆揃そろって地獄に堕おちたら世話ねえよ」

「確かにな」と冬也は大口を開けて笑う。信号が青になると、再び自転車を押し始めた。

「でもこなっちゃんは、きっとハルなら、その地獄からも引き上げてくれるって信じてたんだよ。だから君に電話をかけたんだ。君は彼女の命の恩人なんだろう？」

「……だから、一緒に堕ちたら意味ねえだろ」

　小夏があの時なにを考え、今なにを思って、これからどうしたいのか。そんなことは、小夏自身にしか分からないのだから、これ以上は考えるだけ時間の無駄だ。

　やがてガタガタと進んでいた自転車の音も止まり、三人は足を止めた。

　目の前には、門を閉ざしたマンションが聳そびえ立たっていた。
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　過去を振り返るとき、いつも罪悪感に溺れそうになる。

　月日を重ねるごとに後悔は増え続け、消化し切れずにそれら全てを記録する脳みそは自己嫌悪に満ち満ちていて、償い切れないほどの罪が重しとなって心に圧のし掛かる。

　自分はこのまま生きていていいのだろうかと、自分で自分を許せなくなる。

『……っ、ん……！』

　カーテンを閉め切った薄暗い部屋の片隅で、小こ夏なつは蹲うずくまっていた。

　顔を上げると、姿見には妖しく蠢うごめく七つの瞳が浮かんでいた。耳飾りの付いたフードを被かぶり、その下には不気味な仮面を被っている。素肌に直接羽織ったパーカーは汗でぐっしょり濡ぬれていて、チャックは一番下まで下ろしてあった。

　姿見に映った怪物の背中からは、黒い枝が数本伸びていた。醜くて歪いびつな罪の枝。それらの切っ先は全て小夏の胸や腹に刺し込まれ、内臓をジクジクと掻かき回まわしていた。

『──ッ──！』

　不意に走った激痛に、電流を浴びたように身体からだが跳ねる。鳩尾みぞおちを抉えぐっていた枝の先端が敏感なところを引ひっ掻かいたのだ。もう止やめよう、と枝は言っている。それでも小夏は、自分の背中から伸びた凶器を鏡に映る怪物に突き立て、奥へ奥へと差し込んだ。

　この黒い枝は、獲物から血を啜すする口こう吻ふんのようなものだ。肉体から命を吸い上げ、それを宿主へと送り届けるパイプライン。小夏は今、自分の寿命を自身に還元するという行為を繰り返していた。つまりはなんの意味もない自傷行為だ。

　学校をサボってなにをしているのかと言えば、そんなことだった。

　小夏の罪。それは友達を傷付けてしまったことであったり、魔女の甘言に惑わされ友達を怪物に貶おとしめてしまったこと、その癖今まで通りの日常を傲慢にも望み、その上で彼らの好意を裏切ってしまったこと、色々だ。きっと自分でも気付いていない罪もたくさんあるはずで、それ自体が罪と言ってもいい。そんな怪物がのうのうと生きていること自体が。

　だからこそ小夏は、自分自身に刃やいばを向けた。彼らが味わった苦痛を少しでも知るために、犯してしまった罪を自覚するために、深く深く刻み付ける。

　それで一体なにが変わるというのだろう。無意味な時間だということは分かっていた。けれども、他にどうしていいのかも分からなかったのだ。

　小夏は、昔から要領のいい方ではなかった。

　黒板の板書も一から十まで書き記さないと覚えるのに困ったし、一から十まで耳を傾けなければ話題にもついていけない。運動神経が特別いい訳でもなければ、背も低く、ご飯を食べるのも遅い。昔はよくトロいと馬鹿にされたものだ。

　それでも「分からない」と口にするのが怖かった。「どうして？」と聞くことも出来なかった。「待って」と言うのにも精一杯だった。

　小こ夏なつの一番のコンプレックスは、その声の小ささにあった。

　口から吐き出した言葉は誰の耳にも届かず、伝えたい想おもいは音の波に乗ることも出来ず、いつだって他人との間には見えない壁があるように感じていた。もしや悪い魔女に魔法を掛けられているのではないか、と本気で疑ったこともある。

　そんな不条理に責任転嫁してしまうほどに、自分ではどうにもならないことだった。

　だから、他人と足並みを揃そろえることの出来ない人間が周りから浮いてしまうのも、仕方のないことだった。目の敵にされるほど敵が多い訳でもなかったが、味方と呼べる他人はただの一人もいなかった。それは仕方のないことだと、小夏は諦めていた。

　……あの事件が起こるまでは。




　それは中学二年生の時の話だ。夏休みに入る前の蒸し暑い時期だった。

　クラスメイトの女子数名に誘われて、遊ぶ約束をしたのが始まりだ。皆で夜の繁華街に繰り出そうと言うのだ。それまで小夏は寄り道などしたこともなく、夜に外を出歩くなんて考えたこともなかった。それでも、その日初めて誰かに誘われたのだ。おいでおいでと輪っかに招き入れてもらえたような錯覚に、浮かれていた。

　当時は髪もまだ染めていなかった。私服ではなく制服で、薄暗い公園で彼女達の到着を心待ちにしていた。しかし、どれだけ待っても彼女達は現れなかった。少し汗を掻かいてきたなと思い始めた頃、小夏に声を掛けてきたのは、見ず知らずの中年男性だった。

　男はどういう訳か小夏の名前を知っていた。彼はスマホの画面を見せ「間違いないか」と訊たずねてくる。見せられた画面には小夏のプロフィールと写真が載っていた。その写真は以前クラスメイトに撮ってもらった写真ではないかと気付き、怖おぞ気けが走った。

　きっと些さ細さいな悪戯いたずらだったのだろう。クラスメイトを出会い系のサイトに登録し、本当にそれで他人が釣れるのかというちょっとしたお遊びだ。来ないなら来ないで待ちぼうけする小夏を見世物に出来るし、来たら来たで中学生に釣られてやって来た中年男性を嘲あざ笑わらうことが出来る。

　しかしそれは、彼女達の想定を超える事態に発展してしまった。

　男は小夏の腕を引き、お気に入りの場所があるからと言って、路肩に停車していた車に連れ込もうとした。当然、小夏は嫌だと抵抗した。逃れようと手を振り回し、踏ふみ止とどまろうと引っ張った。予期せぬ抵抗に男の力も強くなる。お前が誘ったんだろう、と。

　クラスメイトの女子たちは、陰からこっそりと小夏の様子を窺うかがっていた。その姿を見つけると、小夏は彼女達に助けを求めた。だが、彼女達の耳には届かなかった。

　彼女達は「ヤバくない？」「まだ大丈夫でしょ」などと相談している風だった。

　そうこうしている内に、痺しびれを切らした男は小こ夏なつの口に布を押し当てた。あっという間に意識はまどろみの中。男は昏こん倒とうした小夏を担ぎ、車に押し込んだ。

　小夏は、何ど処ことも知れぬ廃ビルで目を覚ました。

　まず目に入ったのは一面灰色の天井。剥むき出だしのコンクリート壁が周囲を囲っている。内部を照らす照明が四隅に架けられていて、男の姿もその中にあった。

　男が視線を落とした先には、色々な機材や工具、薬品の入った瓶などが置いてあった。

　それがなにを意味するのかは分からなかったが、膀ぼう胱こうがキュッと縮こまった。

　小夏は、冷たい台の上に大の字に寝かされていた。両手両足には手錠が掛けられていて、ガチャガチャともがいていると、男がこちらに近付いてきた。男は小夏が身に着けていたブラウスのボタンを一つ一つ外していき、露あらわになった素肌を手のひらで撫なで擦さすった。

「君はこれからとても辛つらい目に遭う。声は出してもいいし、泣いてくれて構わない。でも、ここには誰も来ない。実際、ここに埋めてる死体もまだ一人も見付かってないしね。君は行方不明のまま、ここで死ぬまで僕にいたぶられるんだ。絶望的だろ？」

　確か男はそんなことを言っていた。小夏を見下ろしたその表情は恍こう惚こつに歪ゆがんでいた。

　男の手には、銅あかがね色いろのガラス瓶と、スポイトが握られていた。ラベルの表記が何を示しているのかは理解出来なかったが、絶望的な気分にはなった。男はスポイトの先を瓶に差し込み、吸い上げられたそれを小夏の腹部に一滴、落とした。嫌でもそれを理解した。

「──ッ、あぐっうううう……！」

　ジュウゥ、と焦げる音がした。熱した鉄を押し当てられたような痛みに腰が暴れ出す。

　その拷問は何度か続けられた。ポタリ、ポタリと液体が肌に落ちる度に、苦痛に身体からだが跳ね回る。それはまさに地獄だった。きっとこのまま殺されるんだ、とそう思った。

　死ぬのは嫌だった。でも、どこかで諦めてもいた。その声はきっと誰の耳にも届かない。アニメや漫画のように都合よくヒーローが救けに現れたりなんかしない、と。

　しかし、これは現実なのだ。アニメや漫画ではなく、現実にヒーローが実在する世界。

　正義を為なし、悪を討つ。ブレイズマンという奇跡の象徴が、確かに存在するのだ。

　だから小夏は、僅かな希望に縋すがった。男の握ったスポイトの先端が、小夏の眼がん前ぜんで恐怖を駆り立てる。小夏は叫んだ。それは悲鳴であって、絶叫であって、なにかに縋ることしか出来ない情けないものだったけれど、それは確かに言葉になった。

「──助けてッ！　ブレイズマン！」

　その時だった。ガキンッ！　と甲高い音が聞こえた。小夏も、男も、その方を見た。

　ガキン、ガキンと音が鉄筋コンクリートの廃はい墟きよに反響する。音が近づいて来る。

　スズメバチが警告のために歯を打ち鳴らすのと同じように、その鉄の音は男を威嚇しているように聞こえた。それ以上手を出したら容赦はしないぞ、と。

　そして彼は暗がりから姿を現した。柱にガキン、と鉄パイプを叩たたきつけて。

「な、なんだお前は！　なんでここが……！」

　男は、不意の闖ちん入にゆう者しやを前に声を荒らげて問う。小こ夏なつもまた、彼から目が離せなかった。

　現れたのは待ち焦がれていた太陽とは違う、ただのヒト。

　喧けん嘩かっ早ぱやく、学校一の嫌われ者で、いつも怖い顔をしている同級生の男の子。

「通りすがりの人違いだよ、クソ野郎！」

　そうして鳥と羽ば春はる樹きは、小夏の窮地に駆け付けたのだった。
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　ピンポーン、とベルが鳴った音で小夏は目を覚ました。

　部屋は相変わらず薄暗かった。姿見に映った自分は寝間着姿で、消耗し切った酷ひどい顔をしていた。胸の辺りはまだチクチクと痛むが、枝の先端で抉えぐった傷口は塞がっていた。

　どうやら自傷行為に励んでいる内に気を失ってしまったらしい。自分に罪を刻み付けることすら叶かなわないとは。なんて都合のいい身体からだなのだろうと、自己嫌悪に沈んでいく。

　するとまたしてもベルが鳴る。早く出ろ、と小夏を催促しているかのようだった。

　小夏の自宅を訪ねてくる人など限られている。それでもまさか、と頭を捻ひねった。まさか彼らが来るはずがない。だって自分は、また彼らの好意を裏切ってしまったのだから。

　小夏は恐る恐る立ち上がって、一呼吸息を吐いてから、インターホンの画面を覗のぞいた。

　思わず息を呑のんだ。モニターには、春樹達の姿が映っていた。

　マンションのゲートに設置されたインターホンを前に春樹が立っていて、左右には秋あき穂ほと冬とう也やの姿もある。そこで春樹はもう一度ベルを鳴らした。いつまで経たっても開かない扉に焦じれたのだろう。彼は二ヵ月前に訪れた時もそうやって何度も押していた。だからあの日の小夏は慌てて部屋を飛び出すことになった。彼らに合わせる顔がなかったからだ。

　応答のボタンを押したはいいものの、息が詰まったように、言葉が出てこなかった。

『おい、なにやってんだハル！　もし小夏が寝てたらどうすんだよ』

『ただのサボりに気を遣うこたねえよ』

『おーい、こなっちゃん起きてる？　お見舞いに来たよ』

『小夏、大丈夫か？　ほら、おめえのためにネギ持って来てやったぞ。尻に突っ込んだら風邪なんてあっという間に治んぜ！』

『もうちょっとマシなのは無かったのかな、仮にも八百屋の息子でしょうに』

『てかお前、鞄かばんにネギなんか入れて学校来てたのかよ』

『おうよ、いい匂いすんだろ？』

　等々。彼らは小夏が聞いているとも知らずに、モニターの向こうで賑にぎやかなやり取りをしていた。小夏はそんな彼らの会話に耳を傾けているのが好きだった。無理に話さなくてもいい。自分のペースでいい。ただ、彼らの日常と触れ合っているだけで幸せだった。

　変わらない彼らのやり取りに、無意識の内に笑みが零こぼれる。涙も一緒に零れる。

　どうして自分が一番悲しいみたいに思ってしまうのだろう。

　本当に辛つらいのは彼らの方だ。他ひ人との不幸に巻き込まれて、生殺与奪の一切を一人の魔女に握られて、それでも必死に生きようとしている。

　小こ夏なつはと言えば、未いまだに自分が怪物だとは認め切れず、他人から命を搾取するやり方に抵抗し、春はる樹きの好意に甘えていただけだ。友達を傷付けておいてどの口が、自分でもそう思う。……でも、自分ではどうすればいいのか分からないのだ。

「君が皆を助ける番だ」秋あき穂ほにそう言われた時、嬉うれしかった。

　もう友達には戻れないと思っていた秋穂が頼ってくれたこともそうだったし、こんな自分にも皆の力になれることがあるのが、なによりの救いだった。

　一緒に戦うことが皆の助けになるのなら、そのために命を懸けよう。そう思っていた。

　けれど、《フォールド》としてブレイズマンと対たい峙じした際、彼に枝を突き刺したその時、小夏は一つの選択を迫られてしまった。手に掴つかんだのが〝無限の命〟であればよかったのだろう。四人が生き残るために必要な分だけ、宝の山から数枚くすねたところで、溢あふれんばかりの宝物が崩れ去ることはないだろうと割り切ることが出来た。

　しかし、現実はそうではなかった。そんな都合のいいモノなど在りはしなかった。

　彼らにそれをどう伝えるべきか。命を懸けてまで自分に命を託してくれた彼らに、一体どんな顔をしてそれを伝えたらいいのか、迷った。それでも勇気を出して春樹には伝えたつもりだ。けれどそれはお前の怠慢だと突っぱねられ、頭が真っ白になった。

　彼に拒絶されてしまったら、もう誰にも自分の想おもいは届かない。彼がいたから冬とう也やと出会うことが出来たし、彼がいたから秋穂という親友を得ることが出来たのだから。

　……こんなにも無力な自分に、一体なにが出来るというのだろう。

　自室のモニターを前にして、小夏は立ち尽くしていた。

　彼らの顔はこちらに見えるが、こちらの顔は向こうには見えない。彼らの声はこちらに届くが、こちらから彼らに届けられる言葉がない。沈黙と共に、時間だけが過ぎていく。

　やがて彼らも諦めたようで、「仕方ねえな」と冬也が背を向け、「帰ろうか」と秋穂が背を向けた。去って行く二人に思わず手を伸ばす。けど、届くはずがない。

　そして、春樹も──。

『なあ、小夏。本当は聞いてんだろ？』

　ギクリとした。春樹の声には、確信が宿っていた。

『お前、そういうとこ卑ひ怯きようだよな。いつもどっか他ひ人と事ごとというか、壁一枚隔ててるような気分になる。その癖やたら壁の向こうから干渉してくんだよ。じっと覗のぞき込こんでみたり、コンコン叩たたいてみたり。口数少ねえ癖に自己主張だけは激しいんだよな、お前』

　卑ひ怯きよう。そう告げられ、深く傷付けられたような気になる。

　でも、事実その通りだった。

『我わが儘ままってのか、いや、あれだ。自己中ってやつだ。お前は自分から動こうとしない癖に気に食わねえことには頑かたくななんだ。それに俺がどんだけイラついてたか、分かるか？』

　それは知っていた。春はる樹きにはいつも我儘を言って、いつも困らせてばかりだった。

　それでも彼はいつだって許してくれた。優しくすることで、厳しくすることで、小こ夏なつの言葉に真摯に向き合ってくれた。だからつい甘えてしまうのだ。

『だってのにお前は、いつも俺の後ろをひょこひょことついて来てよ。そのせいで俺らがどんな目で見られてるか知ってるか？　冗談じゃねえ。俺らはまだそんなんじゃねえんだ。それをどいつもこいつも。迷惑な話だろ、なあ』

　他人にどう見られているかは知っていた。学校にいるとよく自分達の噂うわさを耳にした。

　まるで兄に付き従う妹のよう。彼氏のアクセサリーと化した彼女のよう。主従を誓わされたペットのよう。ジンベエザメについて回るコバンザメ。色々な噂話を聞いてきた。

　けれど、どれでもよかった。春樹の傍そばに居られるのであれば、どんな関係でもよかった。

　そう噂されることを、彼はずっと迷惑に思っていたのだろうか。……それは、嫌だな。

　そうして彼は、決定的な一言を告げた。

『俺はな、正直言ってお前のことが嫌いだったよ』

　ズキン、と心が痛んだ。

『そりゃそうだろ。お前は俺達を罠わなに掛けたんだ。まんまと騙だまされてやって来た俺らのことを滅めつ多た刺しにしてよ、俺達の命を奪って奴やつに渡した挙句に、俺達が怪物になるのを黙って見てやがる。そんな奴だぞ、笛う吹すい小夏って奴は。それで嫌いにならない奴がいるか？　もしもいるなら病気だぞ、それ。俺なら脳外科か精神科医を勧めるね』

　彼の言葉はズケズケと小夏の心を踏み荒らす。そこまで言わなくても。そうは思っても、小夏はその言葉をただただ聞いていた。インターホンのスイッチを切れば簡単に遮断することも出来た。けれども、居心地悪そうに視線を行ったり来たりさせ、頭を掻かき、ぶっきらぼうに思いの丈をぶちまける彼から目が離せなかった。

　彼の言葉はどんな自傷よりも心を傷付け、同時にその傷を塞いでくれる。苦しくもあり、嬉うれしくもあった。なぜだか自分が赦ゆるされていくような錯覚に陥ってしまう。

　どうしてだろう。これ以上聞いていたくないのに、心に届く。

『でもな』

　そう言って彼は続けた。不器用で、曖昧で、遠回りな一言を。

『この世界にはどうも、そんな奴を放っておけない馬鹿がいるらしい』

　春樹は真まっ直すぐに、小夏の目を見ていた。まるで目と目が合ってるようだった。

　気付けば小夏は、彼の名前を呼んでいた。

「ハル……！」

　どんな言葉を返したらいいのかは分からなかった。けど、応えずにはいられなかった。

　しかしそれは春はる樹きの耳には届かなかったのか、彼は溜ため息いき混じりに舌打ちをした。

『やっぱまだ寝てんのか。仕方ねえ、今日のところは帰るよ』

「……待って、ちゃんと聞こえてる、よ……だから……！」

　そこでプツン、と画面が暗くなった。電源は切っていない。時間切れになったのだ。

　ぽかんと小こ夏なつは立ち尽くした。それから、それでは駄目だと頭を振った。

　小夏は玄関へと向かった。靴を履いて、扉を開けた。マンションの廊下を走って、エレベーターのボタンを押した。エレベーターは一番下で止まったまま動かない。このままでは彼らは帰ってしまう。昇ってくるのを待つのは止やめて、小夏は非常階段を駆け下りた。

　七階から一階まで駆け下りるのは、結構大変なことだった。一度足を滑らせてお尻を打った。それでも立ち上がって、玄関ホールに辿たどり着つく。ゆっくりと開く自動扉が焦じれったい。両開きのガラス扉の隙間に身体からだを割り込ませる勢いで、外に出た。

　みんなは……。小夏は正面の道路まで出て、彼らを探した。春樹を、秋あき穂ほを、冬とう也やを。

　けれど、間に合わなかった。彼らの姿はどこにもない。もう、帰ってしまったのだ。

「……どう、して……」

　どうして帰ってしまったのか、ではなく、どうして自分はこうもトロいのか。

　自己嫌悪に沈み込むようにして、小夏はその場にしゃがみ込んだ。その時だった。

「ようやく出てきたか。遅おせえぞ、小夏。遅刻だ」

「……え……？」

　小夏は、後ろから掛けられた声に振り向いた。そこに立っていたのは、春樹だった。

　春樹だけじゃない。秋穂も、冬也も、そこにいた。

「……なん、で……？」

「また逃げられたら敵かなわねえからな。追い掛けなくて済むように、待ち構えてたんだ」

「……もう帰った、って……」

「俺らはそのつもりだったんだけどよ、ハルがインターホンの前から離れねえもんだから、これは小夏の顔見るまで帰れねえなって。だからそこに隠れてたんだ」

　冬也は自転車置き場の方を指して、笑っていた。

「ま、私には最終手段もあったからね。君の部屋にパッとお邪魔しようかとも思ってたんだけど、それはしなくて正解だったかな。もしかして、着替えの最中だった？」

　そこでようやく小夏は、自分が寝間着姿のままだと気付いた。

　シャツは汗で濡ぬれてヨレヨレで、下着が見えている。髪の毛なんかは括くくる暇もなく、荒れ放題になっていた。さっきまで泣いていたのだから、顔はもっと酷ひどいだろう。

「ったく、家に籠って一人でなにやってたんだよ、お前は」

　まさか自傷行為に励んでいたとは言えない。小こ夏なつはただ顔を真っ赤にして、俯うつむいた。

　しかし、彼らの顔を見たからか、先程までの鬱々とした気持ちは何ど処こかに消えていた。

「まあ、生きてんならいい。いつもいる奴やつがいねえと調子でねえしな」

　チラリと見上げた春はる樹きの横顔は、今までに見せたことがないくらいに優しい笑みを浮かべていた。西に傾き始めた太陽のせいか、少し頬ほおが朱あかかった。
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　春樹は考えていた。これからのことを。自分には一体なにが出来るのだろう、と。

　アポトーシスが指定した命の支払い期限までは、まだ二週間ほどが残っている。しかし、手元にあるチップは五十年とちょっと。どう考えても約束の千年には届きそうにない。

　銀行を襲撃した後、春樹は廃教会を訪ねていた。アポトーシスが騙かたった夢物語に抗議するつもりでいた。ひいてはその嘘うそを理由になんとか交渉出来ないか、とも考えた。

　しかし、アポトーシスは姿を現さなかった。元より神出鬼没な人物で、奴が姿を見せるのは徴収の時か、奴の用事がある時かのいずれしか有り得ない。『日傘の魔女』が未いまだに死んだとされているのは、日陰に住まう術すべを奴が徹底しているからこそなのだろう。

　すると困ったことに、春樹には命を奪う以上の選択肢が無くなってしまった。

　春樹だけじゃない。それは、小夏や秋あき穂ほ、冬とう也やの三人にしても言えることだった。

　これからどうするべきか。昨日、三人とは散々話し合った。

　やはり初心に戻ってヒトから奪うのがいいだろう。かまいたちの時のように大暴れしてみせようか。いや、そうすると特務課やブレイズマンに見付かってしまう。なら握手会を開いてチップを集めよう。四千年分に届くほどファンがいるかは知らないけれど。じゃあ、こういうのはどうだ。四人バラバラの場所で同じタイミングで事件を起こす。ブレイズマンの身体からだは一つ。一人が引き付けている間に、残りの三人が命を稼ぐ。その繰り返しだ。

　結論は一旦見送られたが、大体の方針は決まった。四人で協力して生きるのだ。

　土曜日の午前八時。いつもであれば寝ている時間だが、春樹は珍しく早起きをした。

　これほどまでに清すが々すがしい気分で朝を迎えたことはない。頭は十二分に冴さえ渡わたっていた。

　春樹は顔を洗い、歯も磨き、髪もワックスを付けてセットする。赤一色のカットソーの上にパーカーを羽織り、下には脚に馴な染じんだスキニーを穿はいていた。

　まあ、見みて呉くれなどはすぐに意味も無くなるのだが。

「なにお兄ちゃん、こんな朝からどっか行くの？　今日土曜日だけど？」

「さてな。何処に行くか当ててみろ」

「なにその返し、うざっ」

　春はる奈なは眉をひそめ、春樹を押おし退のけて洗面台に割り込んだ。

　そう言う春はる奈なも外行きの格好に着替えており、これからどこかに出掛ける風だった。

「お前こそ何ど処こ行くんだよ。デートか？」

「違うし。友達が剣道の大会に出るから、その応援」

「お前、剣道なんかやってたか？」

「私は陸上。……はぁ、妹がなにやってるかも知らないなんてね」

「じゃあ俺がなにやってるか知ってるか？」

「不良」即答されてしまった。

　まあ、その通りだ。妹とのささやかな会話を終え、春はる樹きは洗面所を出る。その去り際。

「お前はあんまし悪いことすんなよ。お袋と親父おやじが心配するからな」

　春奈は適当に相あい槌づちを返し、大して気にすることもなく身支度へと戻った。

　リビングには誰もいない。美み春はるは昨日から家に帰っておらず、修しゆう平へいは自室で未いまだ眠りこけていることだろう。休日の過ごし方も人それぞれだ。いつも通りの日常。それでいい。

　スニーカーを履き、玄関の扉を開けたところで、少し振り返る。

「じゃあ、行ってくるわ」

　そう言い残し、春樹は家を出た。
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　赤信号で停車すると、はあ、と小さな溜ため息いきが車内に漂った。

　叶かな芽めがバックミラー越しに後部座席を窺うかがうと、窓の外をぼんやりと眺める陽ひ菜なの横顔が見えた。溜息の数はすでに十を超えている。後ろ髪を引くような哀愁を隠す気もない。

　しかし、それをするなら〝彼〟が居るときにすべきだった。

「溜息ばっかり吐つかないの。パパも試合までには間に合わせるって言ってくれたでしょ？」

「別に気にしてないわよ。仕事の用事なら仕方ないって分かってるし、一生に一度っきりの大会ってわけでもないし、応援なら友達が来てくれるしね」

　口ではそう言いつつも、陽菜はまた溜息を吐いていた。

　今日は剣道大会の日だ。叶芽は、大会の開催される総合体育館まで娘を送っている最中だった。本来は夫も来る予定だったが、朝早くに一本の電話が入ってしまった。

　陽菜には仕事の都合で出る必要があると伝えたものの、オムが険しい顔つきになったのを見て、警察からの応援要請なのだと叶芽はすぐに察した。

　叶芽は助手席の空白を見て、胸騒ぎを覚えていた。

　夫は、ブレイズマンだ。

　彼は《フォールド》が現れるや否や日本全国どこであろうと飛んでいく。その背を何度見送ったかも分からないが、この不安が消えたことは一度も無い。

　十四年前、彼は彗すい星せいの如ごとく人々の前に現れた。彼の素顔を知っている者は限られており、その正体は娘も知らない。完全無欠のヒーロー。世間ではそう語られていて、人々からの信頼も篤あつい。叶かな芽めがそうプロデュースしたのだ。彼が人類に認められるために。

　自分が彼をヒーローにしたとまで自惚うぬぼれてはいないが、ブレイズマンを作り出したのは間違いなく叶芽自身だった。それは何な故ぜか。彼には味方が必要だったからだ。

　オムは一度たりとも負けたことが無い。だから彼はこれからも勝ち続けるのだろうと、人々は無責任な期待を彼に押し付けている。だが、永遠なんてものは無い。彼もまた自らの命を賭して戦っているのだ。限られた命の時間を削って戦っている。

《フォールド》は際限なく湧き続け、今日も何ど処こかで人々を襲い、そしてオムは彼らと戦うのだろう。入れ替わり立ち替わりでリングに現れる怪物達との防衛戦。

　それはいつまで続くのか。いつまで彼は戦い続けることが出来るのか。

　オムは一度もそんな弱音を吐いたことはなかった。だが、その時は確実に迫っている。

　叶芽はブレイズマンの妻として、そんな予感を抱いていた。

「ママ、信号青になってる」

　叶芽はハッとして、アクセルを踏んだ。ハンドルを握る手に自然と力が入る。

「……負けないでね」

「当たり前でしょ。パパには勝って、優勝トロフィーを見せつけてやるんだから」

　叶芽の呟つぶやきに、陽ひ菜なはフフンと鼻を鳴らしていた。些さ細さいなすれ違いに笑みが零こぼれる。

　負けず嫌いな性格は誰に似たんだか。

「そうね。あなたなら出来るわ。だってあの人の娘なんですもの」

　今は信じるしかない。彼の勝利を。

　叶芽は真まっ直すぐに続いた道の先を見つめ、彼の背中を想おもって微笑ほほえんだ。
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　オムは、旭あさ日ひ市しの空を飛んでいた。

　黄金のマスクを被かぶり、ブレイズマンの衣装を身に纏まとう。もはや身体からだに馴な染じんだ仕事着だ。

　灰色の街並みを上空から見下ろし、河川敷の堤防に集った隊員達を見つけ地上に降りる。

「天てん道どうさん。悪いわね、折せつ角かくの休日だって言うのに」

「構わないよミハエル、それが私の役目だ。それにそれはお互い様だろう？」

「生あい憎にくと人手不足でね」

　そう肩を竦すくめる美み春はるは少々やつれた顔をしていた。連日の《フォールド》事件の対応に追われ、彼ら特務課は常に厳戒態勢を敷いているのだと言う。

　そして今日、事態は動いた。

「電話でも軽く伝えたけど、警察に匿名の通報があってね。《フォールド》が出入りしている場所を見つけたって。そういう類の悪戯いたずらは日常茶飯事だから正直あまり期待はしていなかったんだけど、その男はこうも言ったそうなの。『日傘を忘れるなよ』って」

　日傘、そう聞いてオムは眉根を寄せる。

「アポトーシス」

「でしょうね。その存在を知ってる人は幾らでもいるけれど、公には奴やつはすでに死んでいることになってるわ。その口ぶりから察するに、男はなにかを知っている。電話はそこの公衆電話からだったみたいだけど、隊員が駆け付けた時点ではすでにいなかった。そして、代わりにこんな物が置いてあった」

　美み春はるが差し出したのは一枚のチラシだった。それには「警察官募集」と書かれており、広告塔を飾るブレイズマンの顔に大きくバッテンが書かれている。少し心が傷付いた。

「熱烈なラブレターだな」

「黙っておくかは悩んだわ。でも、場所が場所だけに因縁めいたものを感じてね」

　オムは美春の視線を追って、堤防から先を見下ろした。

　旭あさ日ひ市し四利根区にある、河川敷沿いに面した団地跡。ここら一帯はある事件がきっかけで人の立ち入らない廃はい墟きよ群と化していた。コンクリの剥はがれ落おちた団地が墓標のように連なり、奥には錆さび付ついた立体駐車場と、もぬけの殻となった廃ビルが幾つか残っている。

　アポトーシスに貪り尽くされた末に、ひっそりと息絶えたゴーストタウンだ。

「奴の存在もこの場所も、私をおびき出すための餌というわけか。このやり口、あの男か」

「随分とあなたにご執心みたいね」

　あの男、『カツアゲ仮面』が何かを企たくらんでいることは間違いない。しかし、幾ら考えたところで答えは出ない。

　今出来ることは、最悪に備えて心積もりをしておくことくらいだ。

「陽動の可能性を踏まえて半数以上の隊員を控えさせてるわ。あなたのお供は少数精鋭」

「まさかキミも戦うつもりなのか？」

「もしも相手が四人掛かりで来るようなら、援護射撃くらいは必要になるでしょう？」

「人手不足というより総力戦か。頼もしいよ。──では、行こうか」

　オムの一声で、美春が部隊に指示を出す。無骨な武装を身に纏まとった隊員と、スーツの上に防護ジャケットを着こんだ美春を引き連れ、荒廃とした殺風景の中を行軍する。

　午前中だと言うのに、どこか仄ほの暗ぐらい空気が影を落としていた。住人のいなくなった団地には人々が生活していた名残が残っている。割れた窓ガラスの内に覗のぞいた居間には、家具や荷物が取り残されており、ベランダにはボロ布になった洗濯物が引っ掛かっていたりもする。三輪車が道の脇で転がっているのを見て、ふと心が締め付けられた。

　キンッ、と。乾いた風が奇妙な音を運んできた。

「……私を誘っているのか」

　オムの呟つぶやきに美み春はるは怪け訝げんそうに眉をひそめたが、こちらが確信を持って歩くのに続いた。

　やがて廃ビルが見えてくると、その音ははっきりと聞こえてくる。

　キンッ、キンッ、と硬貨を弾はじく音だ。鉄筋コンクリートの建造物は迷路を形成するかのように建ち並んでいるが、路地裏を縫って届くその音が道みち標しるべになる。

　狭い路地を抜けると、庭のように開けた空間に出る。四方に聳そびえ立たったビルが作り出す余剰スペースだ。オムは美春に目配せすると、まず、一人でその空間に足を踏み入れた。

『──よお。こんなとこにまで顔を出すなんてよっぽど暇なんだな、あんた』

　声に見上げると、ビル五階の高さにカツアゲ仮面の姿があった。彼は窓の取り除かれた枠から足を投げ出し、階下を覗のぞき込こむようにして座っていた。

「暇などではないさ。この後にはとても大切な用事が詰まっているんだ。だから単刀直入に聞かせてもらおう。──アポトーシスは何ど処こにいる？」

　オムがそう尋ねると、カツアゲ仮面はクツクツと笑った。彼は片手で銀貨を弄んでいる。当然ただの銀貨ではないはずだ。親指でチップを宙に弾き出すと、クルクルと舞い戻ってきたところで手の内に仕し舞まい込こむ。そして、彼は口を開いた。

『やっぱ気になるもんなんだな。因縁の相手って奴やつか？　だが残念、俺は奴の居場所なんて知らねえよ。こっちが聞きたいくらいだ。まあ、案外その辺の物陰から見てるかもしれねえな。部下思いの優しい上司だよ』

　やはり奴は生きている。奴は今この街に居るのだ。

　宿敵の気配を感じ、自然と気も引き締まる。背後でも美春達が動く気配があった。

『それよか他にもコソコソしてる連中がいるよな？　そいつらにまず、ご退場願おうか』

　バチン、とカツアゲ仮面が指を鳴らしたその瞬間、オムの背後で爆発が生じた。

　路地の外壁が崩れ去り、砂すな埃ぼこりが巻き起こり、瓦が礫れきの山が道を塞いだ。そのせいで突入のタイミングを推し量っていた隊員達は、瓦礫の向こう側へと押し戻されてしまった。

　その他の侵入経路も軒並み爆破され、気付けば即席のリングが出来上がっていた。

　彼はここで勝負を決める気なのだと、オムは本能で悟った。

「ようやく一騎打ちというわけか」

『その方が気前よく戦えんだろ？』

　カツアゲ仮面はチップを一枚宙に弾くと、再び拳で握り込む。そして一度は手のひらに収まったチップが、今度は四枚になって宙で躍る。そしてまた握り込んで、振り被かぶった。

　来る！　オムは全身に力を込めた。




『それじゃあやり合おうぜ！　文字通り、命を賭けてなあッ！』




　チップを握り込んだ拳を、彼は宣言通りに投げ放った。オムの眼がん前ぜんに飛来したチップが数十枚。それらはすでに、導火線に火の点ついた爆弾だ。

　無数の爆撃が、オムを、地上を呑のみ込こんだ。
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　深紅の炎が迸ほとばしり、火の粉を纏まとった黒煙が階下に立ち込める。

　春はる樹きはその光景を見下ろしていた。支払った対価はいくらだったか。もはやそれは考えない。どのみち、これしきのことでは奴やつに届かないと知っている。

　ブレイズマンは、黒い雲を突き破って姿を見せた。

「──行くぞッ！」

　奴は宣言通りに、跳躍した。地面を蹴った勢いと飛ひ翔しようするだけの力を纏い、五階分の距離を一息に零ゼロにする突とつ貫かん。拳を振り被かぶることもなく、奴の肉体が触れただけでコンクリの窓枠が吹き飛んだ。体内に宿した命がその強きよう靭じんな肉体を作り出しているのか、そもそも奴の存在そのものが化け物染みているのか。ともかく、生半可な触れ合いは禁物だ。

　春樹は屋内に転がり込むことで攻撃を躱かわす。そして、窓から廃ビルへと足を踏み入れた奴の足元に目を向けた。

　そこにはあらかじめチップを敷いてある。奴が今踏みしめている床は、地雷原。

　ブレイズマンがハッと足元に目をやった瞬間、ドカンッ！　と壁際一帯が消し飛んだ。

『おら、来いよ！　そんなもんじゃねえだろ』

　春樹が戦場に選んだのは七階建ての元オフィスビル。その名残はとうに無く、引っ越しを終えた後のように空虚な空間だ。奥行が広く、風通しもいい。罠わなを仕掛けるにはあまり向かない環境だが、元よりコソコソと隠れるつもりもなかった。

　春樹は爆破の手応えを確かめるよりも早く、ブレイズマンに背を向け一目散に駆け出していた。開けたスペースから手狭な通路に潜り込み、一直線に続く廊下を駆け抜ける。

　背後でも動きがあった。

　直撃したはずの地雷をものともせず、奴は、真まっ直すぐに春樹の背中を追いかけて来る。

　脚を前後に動かして走るのではなく、ジェットのように飛んで来る。プールに飛び込んだ勢いのまま五十メートルを一息に泳ぎ進むかのような、優雅でいて豪快な人間魚雷だ。

　春樹は身を捩よじって振り返った。粉末状に磨すり潰つぶした火薬を通路上に撒まき散ちらし、雲状の爆風を巻き起こす。黒い粉ふん塵じんが障壁となり、奴の視界と進路を覆い尽くした。

　だが、それで躊ちゆう躇ちよするブレイズマンでもない。奴はそのまま雷雲の中を突き進み、その勢いのままに拳を突き放った。飛んで、殴る。それだけだ。

　しかし、「……むっ！」それは空振りに終わった。

　拳を打った感触はあった。だが、それはヒトの身体からだを穿うがつものではなく、無機物の壁をぶち抜いた感触だ。ブレイズマンが開けた視界を見渡すと、上下左右と壁に仕切られた狭苦しい場所だった。振り返ると、扉が開いていた。自分で壊したのだから当然だ。

　長方形に開いた扉の縁には見覚えのあるボタンの配列。そのボタンには一から七までのかすれた数字が刻み込まれていた。……果たして今は、何階だったか。

　春はる樹きはエレベーターに乗り込んだブレイズマンに、グッ、とサムズアップしてみせた。

『下へ参りまーす！』

　そしてグッと親指を押し込んだ。同時に、エレベーターが爆発した。

　鉄の箱を長年意地だけで支えてきたワイヤーが断絶し、最後の乗客を乗せた鉄の棺かん桶おけがエレベーターシャフトを滑り落ちる。一緒に積み込んでおいた爆弾もろとも地上に落下し、それは内部の乗客を巻き込んでぺちゃんこだ。早起きで仕込みをした甲か斐いがあった。

　開けっ広げになった扉から最下層を覗のぞき込こむと、ひしゃげた天井が見えた。思ったよりも派手な爆発とはならなかった。ガソリンを溜ためたドラム缶でもクッションにすべきだったか。そんなことを考えつつも、駄目押しの爆弾を階下に放り込む。

　──その時だった。

　暗闇の中心に眩まばゆい閃せん光こうが走った。真っ暗闇の中、唐突に懐中電灯を向けられたように、その真っ赤な光線は不意に襲ってきた。下から、上へと。

『なあ……ッ！』

　以前、冬とう也やを焼き尽くさんと放たれたブレイズビーム。ふざけた名称だが、目の当たりにするとその破壊力に舌を巻く。投げ落としたチップを焼き払い、春樹の目の前を掠かすめた光の柱はエレベータシャフトを駆け昇り、ビルの天井ごと撃ち抜いた。

　そしてそれは、そこで終わってはくれなかった。

　ブレイズビームは勢いを弱めること無く、少しずつ、こちらへと倒れて来る。

　シャフトを、天井を、廊下を轟ごう々ごうと削り取りながら倒れて来るのだ。

『ヤバいヤバい、ヤバい……ッ！』

　狭い一本道を選んだのが仇あだとなった。一度は駆け抜けた廊下を逆走し、後ろから、頭上から倒れ込んで来る光の柱から逃走を試みる。仮面の陰から、フードの死角から襲い来る死線が背筋をゾッと撫なでるのを感じながらも、春樹は廊下の角に手を伸ばした。

　曲がり角に指を引っ掛けると、力一杯に自身を引き寄せ、広間へと飛び込んだ。

　間一髪。

　半ば素っ転ぶように飛とび退のいた春樹の足元を、殺人光線が横切った。磨すり潰つぶされたコンクリの粉ふん塵じんが一帯に広がり、開いた溝に倒壊した瓦が礫れきが雪な崩だれ込こんでいく。

　真っ二つに両断された天井からは木漏れ日のように光が差し込み、尻餅をついた春樹の股座またぐらからは朝日が昇って来る。真紅の瞳を灯ともした、太陽を象かたどった黄金マスクが。

　エレベーターから生還を果たしたブレイズマンは、ふわりと春はる樹きの前に舞い戻った。

　チッ、と舌打ちすると共に、春樹は慌てて立ち上がる。よろめいた視界の端をブレイズマンの拳が掠かすめた。体勢を立て直さなくてはと軸足を張ったところに、それが来た。

　奴やつは瞬時に身を屈かがめ、春樹の懐へとタックルを繰り出した。

　まるでトラックにでも撥はね飛とばされたような衝撃だった。奴の肩に触れたと思った次の瞬間には、背後の壁に打ち付けられている。確か球場でもこんな目に遭ったなと痛い記憶が蘇よみがえる。その時はゆっくりと迫り来るヒーローの姿に恐れ慄おののいたものだ。

　春樹は頭を振って顔を上げる。そこに、奴の飛び蹴りが突っ込んで来た。

「ぬぅうううん！」

　春樹は咄とつ嗟さに転がり身を躱かわす。背にしたモルタルの壁面が粉砕するのが聞こえた。その破壊力は見るまでもない。それでも春樹は振り返った。気配だけで死を躱し続けられるほど卓越したセンスは持ち合わせてはいない。轟ごうッ、と空気を撥はね除のける音が聞こえ、自分の頭部目掛けて振り払われた踵かかとが視界に入り、ギリギリの距離感を以もつて回し蹴りを躱す。

　中学の頃、いやそれ以前より喧けん嘩かというものには慣れ親しんできた春樹だったが、これほどまでに緊張感を持って戦いに臨んだことはない。なにせ命を賭けているのだ。この場に立つためにチップを支払い、ヒーローとやり合うごとに寿命を削っている。

　それは何のため。その答えはもう出ている。それは未来に影を落とす怨敵を殺すため。

　それは誰のため。その答えはもう出ている。それは二ヵ月前、その前から変わりない。

　それは彼女と出会ったあの時から、彼女を救いに行ったあの日から、この顔に消えない傷を負ったあの時から、逃れられない不条理をこの身に背負ったあの日から。

　ああ、もしかするとこれが走そう馬ま灯とうというものなのかもしれないな、と春樹は思った。

　過去に思考が向かい始めたところで、ブレイズマンの拳が真正面に見えた。

　顔面直撃コース。無論、タダで食らってやる道理はない。

　春樹は上体を反らすことで拳を躱し、そのままバク転でもしようかという体勢のまま、──キンッ、とチップを弾はじいた。ブレイズマンの視線がその軌道を辿たどって上を見る。

　春樹は、その隙に身を捻ひねって奴の懐へと強引に潜り込んだ。咄嗟に奴は突き出した腕を引き、一度は左足に預けた重心を右足に引き戻そうとする。が、すでに射程内。

　二人の視線が交差する直線上に、クルクルとチップが落ちてくる。春樹はその表面に右の拳を叩たたきつけた。撃針で尻を叩かれた雷管の如ごとく、それは拳に乗って爆破した。

　顔面直撃コース。だが、……それは奴の掌てのひらに阻まれた。

　黒煙が晴れると奴の顔がすぐ目の前にある。いや、嘘うそを吐ついた。身長差のせいで随分と見上げる羽目になった。冬とう也やよりも馬鹿デカい、巨大な壁だ。

「命を賭けるとキミは言ったな。それは私を倒すためか？　それとも……」

『未来を掴つかむためだ。ブレイズマン、俺達の明日のために死んでくれ』

　春はる樹きは空いた左手にチップを握り込んだ。ありったけの命を込めた《命の爆弾デイボム》だ。

　超至近距離での大爆発をくれてやる。春樹は爆弾ごと拳を引き絞った。そしてそれを奴やつの腹に押し付けようとしたところで、腰のバックルが朱あかく明滅していることに気付いた。

　そして、

『やっべえ』

　──超至近距離でのブレイズビームが放たれた。

　想像を絶する衝撃に、光も音も全て消きえ失うせた。断末魔も上げ損なった。

　光の帯が真まっ直すぐに春樹の肉体を運び去る。しかし、それは横腹を掠かすめて僅かに逸それた。

　春樹は、宙に放り出され地べたを転がるに留とどまった。……間一髪。

「直前でベルトにヒビを入れたのか。キミはやはり、油断ならないな」

　ブレイズマンはそっとバックルを撫なでる。長年の相棒を労いたわっているかのように映ったが、春樹にしてみればようやく敵の武器を一つ不調に追い込んだ程度の感慨だった。

　なによりも最強の武器。金剛不壊のヒーロー像は依然として健在なのだから。

「未来を掴つかむ、か……。ならば私もキミの渾こん身しんに応えるとしよう」

　ブレイズマンは右足を引き、腰を落とし、牙のように開いた掌てのひらを引き絞る。

　それが意味するものは、正義が悪に告げる最後通つう牒ちよう。物語に幕を下ろす必殺技だ。

　自身の終わりを前に、春樹はふらふらと立ち上がる。脚は震え、目も霞かすむ。
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　残った寿命をひぃ、ふう、みいと数えてゾッとする。

　それでもまだ降りる訳にはいかない。ここで終わる訳にはいかないのだ。

　なぜならこれは、未いまだ前ぜん哨しよう戦せんに過ぎないのだから。

「その命、天に還かえしてもらう」

　しかし、描いたゴールを前に力尽きることもあるだろう。

　力が足りなかった。考えも及ばなかった。費やした努力も無駄になった。

　そう思うと、自分の中身が空っぽになったかのようだ。悟りの境地が開けた訳ではなく、ただなんとなく諦めてしまうのだ。ヒーローの必殺技を前に立ち尽くしてしまう怪物というのは、きっとこういう気分なのだろうな、と春はる樹きは最期に考えた。

　ブレイズマンは告げる。それは無慈悲な宣告でいて、どこか温かさを含んだ咆ほう哮こう。

「ＳＥＩＺＥサイズ　ＴＨＥザ──」

　それは当然、怪物の命を刈り取るかに思われた。だが、




「──駄目、ぇええええ！」




　聞こえたそれは、小さな声だった。

　屋内でも反響しないほどに透明で、鈴虫が翅はねを擦こすり合わせた方がよっぽど様になるような震え声。ぜぇぜぇと息を切らし、胸元で両手をぎゅっと結び、涙を浮かべた瞳で訴える少女の声。その声は、確かに届いた。

　春樹も、ブレイズマンも、その声を辿たどって振り向いた。

　笛う吹すい小こ夏なつの姿が、そこにはあった。
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　ブレイズマンとカツアゲ仮面が戦闘を開始してから、さほど時間は経たっていなかったが、その決着はもうすぐにでもつくことだろう。敵の策略によって分断を余儀なくされた特務課の隊員達は、建物を迂う回かいする形で戦場に駆け付けんと意気込んでいた。

　迷路にも似た路地を右往左往する有様は、まるで道を塞がれた蟻ありのようだ。

「星ほしっ！　戦況はどうなってる？」

「いつも通りさ。我らがヒーロー様の勝利は目前ってとこかな」

　インカム越しに送られてくる美み春はるの声に、佐さ倉くら星は見たままの景色を報告する。

　星は今、地帯上空を飛ぶヘリの中にいた。

　後部に座席を設けたキャビンのドアを開け放ち、両手と肩とで支えた狙撃銃を座って構え、スコープ越しに廃ビル内で繰り広げられる戦闘を覗のぞき見みていた。

　レンズの中には、ブレイズマンの横顔が映っている。

「だから室長達が向かう必要もないよ。あいつはこのままゲームオーバーだ」

「油断しないで、奴やつにはまだ仲間がいるわ。なにか変化があればすぐに知らせて」

「はいはい」

　耳栓代わりのヘッドセットから聞こえてくる口くち煩うるさい声に辟へき易えきとしつつも、星ほしは、銃口をカツアゲ仮面にスライドさせる。奴の頭部に狙いを定めるのはこれで三度目だ。

　残念ながら対物ライフルの使用許可は下りなかった。星もそれには拘こだわらなかった。頭にあったのは、二度も殺し損ねた怪物の頭をぶち抜くことだけだった。

　このままブレイズマンに任せておけば勝手に始末してくれるだろう。それでも隊員達が駆け付けようとするのは、ただの格好付けだ。警察という肩書、対《フォールド》として結成された実行部隊という世間体。周囲から後ろ指を指されないための予防線だ。

　それは最高に格好悪いことだ。星はそう考える。どうせやるなら勝たなくては。それも自らの手で幕を引くのだ。ポイントゲッターに良い所ばかり取られて、フィールドをチョロチョロと動き回るだけの賑にぎやかしにはなりたくない。そのための弾丸はここにある。

「そう何度もラッキーが起こると思うなよ、チェリー野郎」

　熟れたサクランボみたいな色をした奴の衣装には、導火線にも似た紐ひも飾りが垂れ下がっている。ギザギザ歯の鉄仮面もよく見える。的が分かりやすいのはいいことだ。

　星は標的の頭部に狙いを定め、引き金を引き絞る。銃口から解き放たれた銃弾が音速で空を裂き、奴の頭部を弾はじき飛とばす。その成果にゴクリと唾を飲む。スコープから目を離し、トリガーから指を離し、両手から狙撃銃を取り落とす。肩の荷が下りたように軽くなる。

「……は？」いや、銃弾は放たれていない。

　ガチャン、と足元で音がした。見下ろすと、先程まで手にしていた銃器が床に落ちた音だと分かった。それはキャビンの縁から外に転げ落ち、地上へと吸い込まれ落ちていく。

『高いところから眺める景色っていいよね』

　不意に、悪寒が走った。ひんやりとした感触が肩に触れていた。その癖、妙に生々しい人肌の感触だ。その声は星の背後から聞こえた。

『まるで、狭苦しい箱から解き放たれたような気分になる。君もそう思うだろう？』

　口に布を押し当てたようにくぐもった声でいて、耳ざわりのいい女の声。そいつは星の肩に両手を乗せ、耳元に囁ささやくようにして後ろに屈かがみ込こんでいた。

　気付けばヘッドセットが無い。帽子も無い。だが、そんなものは些さ細さいなことだ。

　真っ白な拘束衣を身に纏まとった『運び屋』が、そこに居たのだ。

「瞬間移動テレポート……！」

　星は咄とつ嗟さにナイフを抜き取り切り掛かった。が、またしてもナイフは手からすっぽ抜けた。振り向いたつもりが、また同じ位置、同じ向きに戻されていた。

『せっかくだから、私がどうやってヒトの命を奪っているか、君に教えてあげるよ』

　運び屋は両手で星ほしの肩をそっと撫なでた。奴やつが瞬間移動する際、対象に触れなくては跳ばせないことに星は気付いていた。ブレイズマンにも得意気にそう伝えたものだ。

　なにが攻略法だ。こんなの、分かっていても逃げられる訳がない。

　運び屋は自分を一体どこに連れ去ろうというのか。星は恐怖した。しかし景色は一向に変わらない。ただ、瞬いていた。ガクガクと全身が震える。恐怖からではない。むしろそれは快感にも似た危うい感覚だった。細胞そのものが歓喜に震え小刻みに跳ね回っているような感覚。瞬いているのは、景色だけでは無かった。

　パラパラ漫画のように瞬いているのは、自分自身の肉体だったのだと星は気付いた。

『毎秒六十回の定点ジャンプだ。……沸騰しちゃわないようにね』

「──ッ──！」星の絶叫は声にならなかった。

　加速し続ける瞬間移動の連続使用によって、肉体と精神とが乖かい離りし始める。そしてそれは取り返しがつかなくなる前に、意識の断絶という防衛措置によって終息する。

　星はほんの数秒で気を失い、ドサリと機内に倒れた。

「──室長、佐さ倉くらがやられた！　運び屋ブリングの《フォールド》が機内に──」

　一部始終を目撃したヘリの操縦士は、指揮権を握る美み春はるへと通信を飛ばした。

　だが、ブオンという音が背後で聞こえた直後、それが不意に途絶えた。
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　美春は空を見上げた。今しがた通信のあったヘリは、近場のビル屋上に着陸しようとしていた。そんな指示は出していないし、向こうからの返事もない。

《フォールド》に乗っ取られたのだ。やはり仲間がいたのだと、美春は舌打ちする。

「各員、戦闘準備！　すぐにでも奴らは来るわ！」

　美春の一声に警戒が強まった。先頭を進んでいた部隊長が足を止め、後列も前に倣う。

　彼らの目的が陽動ではなく総力戦なのだと分かった時点で増援を要請したが、到着までは五分といったところだろう。

　然さしものブレイズマンでも、四対一では苦戦を強いられるのは間違いない。

《フォールド》が徒党を組んでヒトを襲うことは過去にもあったが、その狙いがブレイズマンとなると前代未聞だ。彼が危ない。そう思うと、自然と気が逸はやる。

　だが、冷静に隊員達の手綱を引くのが自分の役割だ。気を引き締め、路地を進む。

　路面には細かい砂利が敷き詰められており、ザッ、ザッと足音が前進する。

　両サイドに聳そびえるビル群は見る影もない。道の端には一台の車が停とめてある。普段であれば不法駐車で取り締まるべきだが、一台の廃車に気を取られている暇はない。

　しかし、隊員の一人がその横を通り過ぎようとしたところで、ガタンと廃車が動いた。

　誰もが咄とつ嗟さに銃を構えた。怪物はその中か、その陰か。廃車に向いた銃口が次第に上へ上へと顔を上げる。誰もが息を呑のんだ。車が宙に浮いていた。正確には、突如として盛り上がってきた砂の山に持ち上げられるような形で、宙に持ち上げられたのだ。

『──ォオオオオ！』

　そしてその廃車は、砂の手の中でグシャリと握り潰された。

　あまりの光景に目を奪われる。その存在を認識してはいたが、美み春はるがそれを直接見たのは初めてだった。見上げるほどの『砂の巨人』を前に、美春は唖あ然ぜんと呟つぶやいた。

「でっけえ……」

　体裁もクソも無い率直な感想だった。そしてその呟きには、思わぬ返答も返ってきた。

『そうだろ？　だから圧おし潰つぶされねえうちに帰った方がいいぜ、母ちゃんよお』

「……母、ちゃん？」

　やけに親しみのこもった呼び名に意表を突かれ、美春は思わず拳銃を下ろしかけた。

　ふと息子の顔が頭に浮かんだが、春はる樹きは自分のことを「お袋」と呼ぶ。昔は「お母さん」だったのに人は変わるものだなあとしみじみ……、している暇はない。

　奴やつが投とう擲てきしたスクラップが頭上から落ちて来た。それが地上に叩たたきつけられるのと同時、砂の《フォールド》と特務課との交戦が始まった。
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　そして再び、場所はオフィスビルの五階。

　外の騒ぎが大きくなったのをきっかけに、春樹は外をチラリと見やった。

『馬鹿共が、呼んでもねえのに来やがって』

　その非難するかのような視線は、小こ夏なつにも向けられていた。

　小夏が駆け付けた時にはすでに彼はボロボロだった。羽織ったコートは所々破けており、焼け焦げた跡もある。素材本来の色か、血の色か。彼の横腹は真っ赤に染まっていた。

　もう少し早く来るべきだった。しかし、彼の思惑に気付くのが遅かった。

　まさか誰にも言わずに、たった一人でブレイズマンと決着をつけるつもりでいたとは。

　どうして言ってくれなかったのかと春樹を睨にらむ。でもそれはきっと友達のためなのだろうと思い目を逸そらす。視線の先には、ブレイズマンが立っていた。

「キミは、あの時の桃色少女」

　以前会った時のことを覚えていてくれたのかと、嬉うれしくなった。思わず頬ほおが綻びそうになるが、グッと堪こらえる。今伝えるべきは感謝の言葉ではなく、抵抗なのだから。

「……これ以上、ハルを虐いじめないで……」

　小こ夏なつは春はる樹きの前に立つと、両腕を広げてブレイズマンと向かい合った。するとブレイズマンは困ったような、どこか納得してしまったような顔をした。

『立つ向きが逆だろうが。俺を庇かばってどうする』

　後ろでは春樹が頭を抱えている。それでも、ここが自分の居場所だと小夏は信じていた。

　それは突然だった。いきなり首根っこを掴つかまれて、背後に引き寄せられた。小夏が目を瞬しばたたいている間に、春樹は後ろから小夏をギュッと抱きしめた。首に腕を巻きつけて。

　春樹は、小夏を人質に取ったのだ。彼が何度もしてみせた命のやり取りの再演。それは信頼に足る実績だ。ブレイズマンは呆あきれた様子で肩を落とした。

「一騎打ちではなかったのか？」

『状況が変わったんだ。見ての通り、形勢逆転だよ』

　春樹はそう言うと、小夏の耳元に顔を寄せた。鼓動が速くなる。

『お前なんで来た？　しかも素顔のままだ。馬鹿なのか？　それとも仮面なんか被かぶってる俺の方が馬鹿なのか？』

「……ハルを、助けにきた……」

『あいつは俺が殺やる。お前らは安心して稼ぐ。そういう作戦だったろうが』

「……一人で行くなんて、聞いてない……それも、いきなり……」

『じゃあ、今言った。だからさっさと帰れ』

　小夏は首を横に振った。そして自分の口でも言った。

「……イヤ……帰るときは、ハルも一緒……」

『こんなときまで、我わが儘ままかよ』

　耳元で春樹は溜ため息いきを吐ついた。それから、少し考えるような間があった。

　この場を乗り切るにはどうするべきか。なにが出来るのか。春樹は考えていた。

　ブレイズマンもまた、二人のやり取りを思案顔で眺めていた。彼の耳はとてもいいと聞いたことがある。もしかすると、この内緒話も彼の耳には届いていたのかもしれない。

「カツアゲ仮面。そうか、キミはあの時のボーイフレンドか」

『誰だよそいつは。いいか、こいつは俺にとってはただの人質だ。それを証明してやる』

　そう言って春樹は一枚のチップを取り出すと、それを小夏の口内に押し込んだ。錆さび付ついた銅の味が広がった。思わず吐き出しそうになったが、彼は手のひらで蓋をする。

「な、なにを！」

『俺が貯金箱に小銭を貯ためたように見えるのか？　こいつは今や立派な、人間爆弾だ』

「……キミにその子を傷付けることは出来ないはずだ」

『どうかな。前にも言ったが、俺にはあとが無い。だからなんだってするし、他ひ人との命も賭けられる。お前はどうだ？　未来のために命を賭けられるかよ？』

　春樹はブレイズマンを見てそう言った。だが、もしかするとそれは自分にも言っているのではないだろうか、そう小こ夏なつは思った。口の中にあったチップは、すでに腹の中だ。

　小夏は小さく頷うなずいた。〝彼〟にはそれで十分伝わったようだった。

『チャンスは一度きりだ』

　ドンッ、と強い衝撃が背中を襲った。春はる樹きが、小夏の背中を突き飛ばしたのだ。

　前につんのめる。足は宙に浮いている。ブレイズマンが正面から駆け寄って来るのが見えた。彼は小夏を抱き抱えるように身を滑らせ、小夏はその胸にすっぽりと収まった。

　体内に爆弾を抱えている少女すら助けようというのだ、彼という男は。

　背中越しに、ブレイズマンの鼓動が伝わってくる。その胸は厚い鉄板のようでいて、温ぬくもりを持った人肌だった。彼も生きているのだと思うと、胸が苦しくなる。

　そんなとき、その声は確かに聞こえた。

「──キミのヒーローを信じろ、桃色少女」

　幻聴だと思った。自分の弱さが作り出した都合のいい言葉だと。しかし、その言葉は小さな勇気を奮い立たせた。小夏は彼に背中を預けたまま、両手でそっと顔を覆った。

『……ごめんなさい、ブレイズマン……』

　次の瞬間、ブレイズマンの背中から無数の枝が突き出した。

　実も、蕾つぼみも、花も無い。ただの黒々とした異形の枝が、ブレイズマンを貫つらぬいた。

「……ぐふ……ッ……！」

　大おお袈げ裟さに血が噴き出すことも、チップが弾はじけ飛ぶこともなかった。一秒たりとも粗末にすることなく、ブレイズマンが抱えた命の時間を頂戴する。役目を終えた枝はズルリと彼の胸元から引き抜かれ、背中に開いたチャックの内へと帰っていった。

　ブレイズマンはその場に膝を突き、顔を伏せて苦痛に呻うめいていた。無数の枝に貫かれた痛みのせいか、それとも助けようとした少女に裏切られ悲嘆に暮れているのか。

　小夏は立ち上がると、収穫を携え春樹の元へと駆けて行った。

『上出来だ、小夏。お前はやれば出来る奴やつだと思ってた』

　春樹は、小夏の頭をグリグリと撫なで回まわす。照れ臭さに顔が熱くなるが、すぐに違和感を覚えた。その手つきは乱暴に思えて、いつにも増して優しかった。

『それで、いくらあったんだ。奴の寿命は』

　春樹に問われ、小夏は成果を口にする。

『……三、年……』

『そうか』

　春樹が落胆の色を見せることはなく、膝を突いたブレイズマンを見下ろして言った。

『あんた、今までに殺した《フォールド》のチップ。あれ、どうしたんだよ？』

「本来あるべき場所に還かえしたさ。命は……、正しい時の流れで死んで逝くべきだ」

『取ってない、ってことか。自分の命だけで戦ってたのかよ、あんた』

「……貯蓄を蓄えた老人だとでも吹き込まれたか？　だったら、期待外れだったかな」

『ああ、ガッカリしたよ。あんたのせいで俺達は……、ッ……！』

　小こ夏なつの目の前で、春はる樹きは、ふらりと崩れ落ちた。

『……ハル……！』

　小夏は咄とつ嗟さに春樹を支えようとしたが、二人して地べたに座り込んでしまう。

　見ると春樹の脇腹は焼き切れたようになっていて、出血が酷ひどかった。傷はすでに塞がりつつあったが、その修復に費やした寿命を考えると楽らつ観かん視しは出来ない。

　焦燥に駆られ、小夏はチップを取り出した。先程ブレイズマンから奪い取った収穫だ。

　だが、春樹は小夏がそれを差し出そうとするのを手で制して、言った。

『小夏、それはお前がまだ持っとけ』

『……でも、ハルが……！』

『分かってる。一緒に帰るんだろ。だったら尚なお更さらだ。お前は、俺達の切り札になる』

『……えっ……？』

　俺達？　切り札？　小夏には、春樹が何を言っているのか分からなかった。

　戦いはもう終わったはずだ。まさか、ブレイズマンにトドメを刺そうと言うのだろうか。

　春樹の横顔はまだ、自分が戦うべき敵を見据え、睨にらんでいた。

「──あらあら。随分と無様な姿ね、天てん道どうオム」

　その時、景色がドロリと歪ゆがんだ。

　ガラスのない窓から差し込んだ光が、ふっと暗くなった。幽暗に閉ざされた室内で影が生き物のように蠢うごめき、影がゆらり爪立ったかと思えば、それは一塊となって人に成った。

　ブレイズマンの眼がん前ぜんに冷然と佇たたずむ日傘の女、アポトーシスは影と共に現れた。
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　その男と初めて出会ったのは、いつだったか。随分と昔の話だ。

　スコットランドの街外れにある邸宅で、食事をしていた時のことだった。

　赤い髪に赤い瞳。彫像のように洗練された肉体を持ち、人間離れした色香と覇気を身に纏まとったその男は、自らを「オム」とだけ名乗った。

「それで、ここの家主はお前が殺したのか？」

「さあ、どうかしらね。少なくとも今は私一人しかいないわ」

　ここの主人はこの辺りの地主だったらしく、邸宅は外も内も瀟しよう洒しやなもので、調度品はどれもが高級な代物だった。実際の値段は知らない。この家も、今テーブルの上に広げている食器も、料理も、全て他人の所有物で、勝手に使わせて貰もらっていただけに過ぎない。

　邸宅には家族四人と、メイドが一人暮らしていた。合わせて百八十年分の命だった。

「ヒトの命を喰くらう怪物。その噂うわさは本当だったか」

「そういう貴方あなたは何者かしら。街の治安を守る警察官？　怪物の首を狙って現れた狩人かりうど？　それとも、ここの人達の親族かなにか？」

「死神だ」と男は無表情に言った。

「あら、それは素敵ね。でも、死神に迎えに来てもらうほど永く生きてはいないわ」

「その命は他ひ人とから盗んだものだろう。私は、それを還かえしてもらうために来た」

　死神。そう名乗った男の手には、大鎌の代わりに一振りの刀剣が握られていた。

　不当に命を扱う輩やからを許しはしない。彼は敵意すら滲にじませ、自らの役割をそうも語った。

　なるほど。この世に神様はいなくとも、死神はいるのか。それがアポトーシスには愉快に思えた。それと同時に、この男は自分とは相あい容いれない存在なのだな、と肌で理解した。

「一つ尋ねたいのだけれど、死神で在る貴方は、自分の〝死〟を感じたことはある？」

「いいや、無いな。私はただ死を与えるだけだ」

「そう、残念ね。貴方とはお友達になれそうにないわ」

　それからというもの、オムは何度もアポトーシスの前に現れた。いつ何時何ど処こに居ても彼は自分の居場所を探し当て、朝も昼も夜も絶えず命を狙い続けた。

　彼の執念深さは死神というよりは、狩人のようだった。

　アポトーシスは、どんな存在も自分を脅かすことはあるまいと思っていたが、オムだけは違った。如い何かに影を操る力を得ようとも、寿命を喰らう術すべを得ようとも、彼という存在を前にしては、野ネズミかハリネズミかくらいの違いしかありはしなかった。

　追う者と追われる者。その関係性が逆転することは、ただの一度も無かった。

　逃亡の末に自分の死を悟ったのは、十四年前。日本を訪れて間もなくのことだ。

『日傘の魔女』として暗躍するアポトーシスの前に、オムは『ブレイズマン』として立ちはだかった。そして『日傘の魔女』の死は、彼の栄光を彩る英雄譚たんの一部となったのだ。

　アポトーシスはオムの手によって心臓を潰され、しかしどうにか生き延びた。そうして自らの死の噂うわさを以もつて狩人の目を欺き、死神の手に捕まらぬよう長らく息を潜めた。

　ヒトの命を踏ふみ躙にじり、勝手気ままに生きてきたアポトーシスにとって、その敗北は屈辱的だった。彼には敵かなわない。そう諦めざるを得ない事実が、余計に惨めにさせた。

　生物が生きるために必要なのは安心と、安定だ。常に死の恐怖に晒さらされながら生き永らえることはどんな生物にとっても困難だ。それは、アポトーシスとて例外ではなかった。

　オムという死神が存在する限り、自分に安息の地は無いに等しい。

　それでは生きている甲か斐いがないというものだ。障害は、克服しなくてはならない。

　影を陰へと追い立てる忌まわしき太陽を地に堕おとす。オムに敗北してからの十四年間、アポトーシスは陰に潜み、そのことだけに時間を費やしてきた。

　そしてその芽は、ようやく実を結んだのだ。

「この時をずっと待っていたわ。貴方あなたが私の前に跪ひざまずく瞬間を」

　アポトーシスは今、オムの前に立っていた。彼はいつしか天てん道どうの姓を獲得し、それからブレイズマンという衣装で自身を飾り、そして死闘の末、満まん身しん創そう痍いで膝を突いている。

　乾いた砂すな埃ぼこりと硝煙、それから血の臭いが充満する戦場の残り香が、残響となって廃ビルに染み渡っている。それこそはまさに、アポトーシスが望んだ成果に他ならない。

　背後ではその立役者でもある少年と、少女が一人。茫ぼう然ぜんとした様子で、お互いを支え合うようにして立っている。アポトーシスは振り向くことなく、声を掛けた。

「鳥と羽ば春はる樹き。そして笛う吹すい小こ夏なつ。貴方達は期待通り、いいえ、期待以上の働きを見せてくれたわ。せいぜい彼に一矢報いる毒牙にでもなれば、くらいに考えていたけれど。まさか気まぐれで選んだ子供達がここまでやってくれるとは、正直思いもしなかったわ」

『……やっぱりあんたは、俺達をブレイズマンにぶつけるのが目的だったんだな。なにが嘘うそは吐つかない、だよ。無限の命なんて、何ど処こにもねえじゃねえかよ……！』

「たとえそれが嘘でも、貴方達を動かす大義名分にはなったでしょう？」

　春樹が舌打ちをするのが聞こえた。逆上して殴り掛かって来るものと思っていたが、彼はアポトーシスの背中を見つめているだけだ。息を潜めているような違和感がある。

「……なるほど。今日までのは全て、私を殺すための消耗戦か……」

「気付いてはいたのでしょう？　でも、貴方は《フォールド》の蛮行を見逃すことは出来ない。彼らの死は大いに役に立ってくれたわ。お陰で、貴方の命はもうじき尽きる」

「……外道が」

　オムは立ち上がろうと足に力を込めるが、片膝を突くので精一杯といった様子だ。

　それが演技とは思えない。春樹が放った爆弾は確実にオムの寿命を消し飛ばし、小夏の突き放った枝は彼に残った寿命をも奪い去った。あって数日程度の命のはずだ。

　しかし、アポトーシスはオムに近付くことをしなかった。十四年もの間陰に潜み、この瞬間を待っていたのだ。油断はしない。ただ確実に、彼の死を見届けるだけだ。

　足元の影に波紋が伝わる。それにつれて、影が徐々に沼を広げ始めた。

　影の沼からはさらに一本の影が、大蛇のようにうねりながら宙に伸びていく。その頭を槍やりの如ごとく鋭く研ぎ澄ませ、獲物の心臓を指差すようにして、矢じりを構えた。そして、

「さようなら、忌まわしき太陽」

　アポトーシスは無慈悲に、影を突き放った。
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　オムは眼がん前ぜんに迫る影の先端を視界に捉えた。だが、迫り来る死を前に膝を突く体たらく。槍のように放たれた影が容赦なく顔面に突き立つ。無念、そうなるはずだった。

　少なくとも、アポトーシスはそう思っていた。

　しかし、オムは信じていた。闇に覆われてもなお、開花の時を待ち続けた紅あかい花火を。

　その一枚のチップは、コロコロと慎つつましやかに床を転がってきた。この期に及んで小こ賢ざかしく地面を這はいずり、標的の足元を目掛けて忍び寄る。そしてそれは、すでに信管の取り外されたグレネード。それがアポトーシスの足元に迫った瞬間。

「──ッ──！」ドカン、と爆はぜた。

　紅ぐ蓮れんの灼しやつ火かと、灰色の粉ふん塵じんがアポトーシスを呑のみ込こみ、コンクリ片がパラパラと散った。

　少年は虎こ視し眈たん々たんとこの機会を窺うかがっていたのだ。全てはこの瞬間に向けた下準備だったのだと知り、オムは心の内で嘆息する。油断のならない男だ、と。しかし……。

「……油断のならない男ね。まさか私を殺そうとするなんて」

　アポトーシスは舞い散る粉塵の中、煤すす一つ被かぶることなく立っていた。

　奴やつは爆発の瞬間、片手に携えた日傘を咄とつ嗟さに振り下ろしていた。開いた傘が盾となって火薬の飛散を押おし留とどめていた。確かな熱を帯びた爆風も、防波堤に阻まれた波のように押し返され、周囲に粉塵を巻き上げただけに終わった。彼の不意打ちは失敗したのだ。

『チッ、勘のいい奴だよ……！』

　アポトーシスは静かな怒りを募らせ、深紅の眼まな差ざしで少年を睨にらみつける。

「貴方あなた達には本当に感謝していたのよ？　約束通り、《フォールド》の役割から解放してあげようと思っていたのに、馬鹿な男」

『そういうのは、もっと早く言ってくれよ』

　少年は一世一代の賭けに財産を投じ、それでも届かなかった。

　彼は当てが外れたと露骨に狼狽うろたえ、狩人かりうどに追い詰められた獣のように身を竦すくませ、少女を背に庇かばいつつも後あと退ずさった。オムには、その魂胆が手に取るように分かった。

　影を従えたアポトーシスが、謀反を働いた少年に向き直る。……この時を、待っていた。

「その反骨心、今ここで手折っておきましょう」

「──そうはさせない！」

　背後に聞こえたオムの声に、アポトーシスはハッと振り返った。いいや、振り向けない。

　オムが放った奇襲の貫ぬき手て。それは確かに、奴の心臓を貫つらぬいた。

「……あッ、ぁあ……！」

　アポトーシスは、自身の胸元から突き出したそれを見下ろしていた。背中から胸を貫き出いでた死神の腕を、血に染まった手の甲を、心臓を握り潰した指先を。

　そして、血ち飛沫しぶきのように傷口から噴き出した、無数の命を。

『あッは、やっと引っ掛かったか間抜け！　てめえのその顔が見たかったんだよ！』

　ジャラジャラと零こぼれ落おちるチップを前に、少年は手を叩たたき、腹を抱えて笑っていた。

　その無邪気なまでの悪意を目の当たりにすると、苦笑いしか浮かばない。

「まるで悪役の台詞せりふだな」

『あんたもその片棒担いでんだぜ、正義のヒーローさんよ』

　確かにその通りだ。それでも勝利を掴つかむためには、彼の策に乗るしかなかった。

　アポトーシスとの因縁に決着をつけるためには、彼の力が必要だった。

「……貴方あなた達、ッ……いつの間に、結託して……！」

「結託などはしていない。貴様の存在を仄ほのめかす匿名の通報があり、そして彼は、貴様はどこかで観みていると口にした。だとすればこれは初めから、観客に見せるためのパフォーマンスなのではないか、と思い当たっただけだ。──本当の敵を誘い込むためのな」

『その割には、随分と殺す気満々だったじゃねえかよ』

「生半な演技では観客を白けさせてしまうだろう？」

　オムがそう言うと、少年は『ふん』と鼻を鳴らした。彼の隣では少女が視線を右往左往させていた。状況がいまいち呑のみ込こめていないのだろう。どうやら彼女が現れたのは本当にただの偶然だったようだ。その奇跡を想おもうと自然と顔も綻ぶ。

『まあ、このヒーロー様が策に乗ってくれるかどうかは正直賭けだったが、こうしてお前はそこで死に掛けてる。それが答えだ』

　少年は、床に散らばったチップを拾い、アポトーシスと向かいあった。

　しかし油断するにはまだ早い。この状況を誰よりも認めがたい存在がまだ生きている。

「……そう。理解したわ」

　アポトーシスは納得とも諦めとも取れる溜ため息いきを吐つき、ふっと脱力した。

　直後、アポトーシスの肉体が影に溶けた。その影はオムの腕から伝い落ち、水滴のようにポチャンと床に広がった。そしてその影はオムの元を離れ、少年少女の横を通り抜けた。

『あの野郎、どこ行った！　せっかくのチャンスを逃してんじゃねえぞ！』

「逃がしはしない、顔を伏せろ少年！」

　そう言うと、少年は少女を抱き寄せ、こちらに背を向けた。

「──サンッ、フラァァッシュ！」

　オムが一喝すると共に、真紅の瞳が黄金色の光を放った。

　日輪の輝きが一帯の影を瞬く間に退け、それは影に紛まぎれて地を這はう奴やつをも暴き出した。

　コンクリの床が真っ赤に焼け焦げた場所から、アポトーシスの悲鳴が聞こえた。

「アアッ、目障りね！」

　身を焦がすほどの熱線を浴び、奴は堪たまらずに影を脱ぎ捨てた。実体を現した奴にトドメを刺そうとすぐさまオムは身を屈かがめる。屈めて、ガクンと膝から崩れ落ちた。

　……忘れていた。この身体からだにはとうに水滴ほどの活力しか残されてはいないのだと。

『ブレイズマン……っ！』

『小こ夏なつ、野郎にアレを返せ！　それで奴を叩たたき起おこしてこい！』

『……えっ、うん！』

　それでなにかを察したのか、少女はこちらへと駆け寄って来る。

　それと同時に少年は、アポトーシス目掛けて駆け出した。キンッ、とチップを宙に弾はじき、その軌道を追って飛び掛かる。

『ここで終わっとけ、アポトーシス！』

　拳を振り被かぶった少年は、その勢いのままチップを叩きつけた。

　だが、アポトーシスもまた、逃げることを止やめていた。

　優雅さの欠片かけらも無い仕草で深く項垂うなだれ、焼け焦げたベールを爪で引き千切る。歯を食いしばり、赤い眼めを剥むき、爪を皮膚に突き立てた。開かれた日傘の影に、奴やつが消えた。




『……ええ、ここで終わりにしましょう』




　アポトーシスとは世界を蝕むしばむ大いなる影であって、邪悪を煮詰めた死の汚泥。

　影の《フォールド》が解き放った異形は、爆発とも呼べる破壊力を以もつて膨張した。

　肉塊のように膨れ上がった影は奴自身をも呑のみ込こみ、のた打ち回るように異形の幹と枝と根を生やす。その拡大は、今まさに攻撃を仕掛けんと宙を跳んだ少年を弾き飛ばし、廃ビルの床、天井、壁を突き破り、一体化するかのように無機物を影で縫い留とめていった。

『小こ夏なつ！』と少年の声が聞こえた。

『……ハル……！』と答えた少女はオムの目の前にいた。

　不意に、少女の足元が崩落した。建物が影の膨張に耐えられなかったのだ。瓦が礫れきと共に少女の姿が落ちていく。だが、オムは手を伸ばしていた。

　少女の腕を掴つかみ上あげ、そのまま宙へと放った。その先には少年がいるはずだ。しかし、その無事を確かめることは出来なかった。

　そのままオムは、ビルの崩落に呑み込まれてしまった。

　見上げた先では、なおも膨張を続ける災厄の芽が花開かんとしていた。太陽の光が地上に届かぬよう、大地に影を差す傘となるために。それは天高く伸びていく。

　──天てん道どうオムに残された命はあと、一時間。

　オムの視界を、巨大な影が覆い尽くした。
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　それは天高く聳そびえ立たった大樹のようだった。

　七階建ての廃ビルを幹の内に取り込み、それでも足りないと辺り一帯の廃はい墟きよにまで根を伸ばし、燦さん々さんと輝く太陽を避けるように横へ横へと歪いびつな枝を伸ばす大きな大樹。

　緑に色づいた葉っぱなどは一つもなく、真っ黒な表皮を纏まとっているだけだ。

　まるで大樹を写し取って作った影絵のようだと、春はる樹きは思った。

『でっけえ……』

　ビルが影に呑のみ込こまれるすんでのところで、春樹は小こ夏なつを連れて逃げ出していた。そして外に出たところで、異形と成り果てたアポトーシスを見上げ、圧倒されていた。

『……ハル、ブレイズマンが……！』

『分かってる。あいつにチップは？』

　そう尋ねると、小夏は首を横に振った。

『……ブレイズマン、私を助けてくれたの……でも、私のせいで……寿命が……』

『お前のせいじゃない。あいつは俺の企たくらみに気付いてた。承知の上でお前に命を預けたんだよ。力が有り余ってると、あの臆病者を引ひき摺ずり出せないからな』

『……預、けた……？』

　ブレイズマンが語ったように、春樹の目的はアポトーシスを勝負の場に就かせることだった。ブレイズマンとの接戦を演じている間に、これは好機と釣られたアポトーシスと彼とをぶつけるつもりでいた。後は漁夫の利でもなんでも狙えばいい。

　しかし、小夏が現れたことで状況が変わった。別の活路が開けたのだ。

　春樹の能力ではブレイズマンの命もろとも消し飛ばしてしまうが、小夏であればチップを傷付けることなく彼の命を安全圏へと逃がすことが出来る。それは上う手まくいった。

　だが、今度は肝心のヒーローがビルの中に取り残されてしまった。とんとツイてない。

『問題はどうやって奴やつに返すかだな。まだ生きてるといいが』

　とはいえ他ひ人との心配ばかりもしていられない。こうしている間も大樹はブクブクと肥え太り、影は勢力を広げている。今や樹海と言ってもいい有様で、自然の脅威はいつだって突然に牙を剥むく。──不意に、足元の影が揺らめいた。

　春樹が小夏を抱えて飛とび退のくと、先程まで立っていた場所に影が突き立った。

　もはやそれが上から突き放たれたのか、地上からそそり立ったのかも判別がつかない。とかくそれは、標的と見るや襲い掛かる茨いばらの影だ。研ぎ澄まされた先端がこちらに向く。一本二本の話ではなく、その凶器は四方から一斉に襲い掛かって来た。

　春樹が体内に宿した命は残りわずか。掠かすっただけでもそれは致命傷になりかねない。

　それでも、両腕に担ぎ上げたこの命だけは守ってみせる。他の全てを投げ打ってでも。

　春樹は、小夏を抱えた両手に力を込める。その時だった。

　視界が一面の砂色に覆われた。頭から布団を被かぶせられたかのように暗くなり、引き籠ったねぼすけを叩たたき起おこすかのようにバンバン、ドスドスと衝撃が響いた。

　やがてその音が鳴なり止やむと、そいつは砂の毛布を捲まくって顔を見せた。

『おう、おめえら！　生きてっか！』

『……冬とう也や、お前！』

　冬也は、砂さ塵じんを周囲に散らしながらもその巨体を晒さらしていた。巨人と言うほどでもなく、二メートルちょっとの図ずう体たいで、砂と一体になった虎の仮面を被かぶっていた。

　彼は春はる樹きと小こ夏なつを庇かばうと同時に、周囲一帯の影を蹴散らして見せたのだ。彼はいつだって頼りになる。だがそうして安心したのも束つかの間ま、途端に、足元に影が広がった。

『次から次へと……！』

『おおっ、とりあえず俺に掴つかまれハル！』

　冬也は春樹ごと小夏を抱え上げる。ブオン、という音はその直後訪れた。

　目の前にあった景色は瞬く間に移り変わり、次に視界に飛び込んできたのは、影に呑のみ込こまれていく廃はい墟きよ群の俯ふ瞰かん風景だった。ふわりという浮遊感の後に、地面に足が着いた。

　春樹達は、ビル群から少し離れた立体駐車場の屋上に瞬間移動していた。

『いやあ、やっぱり三人まとめて運ぶのはしんどいね』

『……アキちゃん……！』

『やあ、こなっちゃん。どうやら無事にハルには会えたみたいだね』

　秋あき穂ほはすっかり見慣れた拘束衣姿で、隣に立っていた。

　春樹の腕から下りた小夏は、秋穂と顔を突き合わせ微笑ほほえみ合っている。彼女達は互いに仮面と頭巾とでその表情を隠してはいたが、そう短い付き合いでもないのだ。

　だからこそ、そんな友人達を二度と巻き込まないよう一人で行動を起こしたというのに。

『お前ら、なんで来たんだよ。ってかよくここが分かったな』

『世間は今大騒ぎだよ。テレビでもＳＮＳでも、君達の戦いっぷりが話題になってる』

『そんでそれを観みた小夏が、俺らを呼んだんだ。ハルを助けて、ってな』

　遠くを見上げると、確かに中継のヘリが飛んでいた。だが、天にも昇る影を警戒してか近くまでは来ていない。彼らの目に、自分達は一体どう映っているのだろうか。

『つーか、どうなってんだよ。ブレイズマンと戦ってんのかと思えば、なんだこの化け物は。ひじきが氾濫でも起こしたんか？』

『ひじきとか言ってやんな。あれがアポトーシスだよ。日傘の魔女さんだ』

　屋上から見下ろした廃墟群は、想像以上の樹海と化していた。

　影が根を張り、影が沼地を作り、影が廃墟を支柱に木々を生やしている。これがコンクリートジャングルという奴やつだろうか。……いや、違うか。

　戦場となった廃ビルからは一層巨大な大樹が天高く伸びており、実を結ばない影の樹冠が傘となり、四利根地区の廃墟群に影を落としている。

　そしてそこには斃たおすべき敵と、救うべき敵がいる。

『まさかハル、あれと戦おうって言うんじゃないよね』

『あいつを殺せば全てが終わる。そう思うとやる気も出てくるだろ？』

『……あそこに、ブレイズマンもいる……助けなきゃ……』

　春はる樹きと小こ夏なつが顔を見合わせ頷うなずくと、秋あき穂ほは『もうどうにでもなれだよ』と諸もろ手てを挙げた。

『で、どうすんだハル？』

　これから立ち向かう相手を見据え、冬とう也やはそう尋ねてくる。

　彼だけでなく、秋穂も、小夏も、皆一様に春樹が答えるのを待っていた。

　目の敵にしていたブレイズマンの救出作戦。それはある意味、自分達の首を絞めかねない自殺行為だ。ここで死んでもらった方がなにかと都合もいい。

　だが、ここで絶対に息の根を止めなくてはならない存在は別にいる。

『やることは単純だ。囚とらわれのお姫様を俺達で助け出す。そんで──』

　春樹は言った。

『俺達の青春を奪い返す！』

　冬也は掌てのひらに拳を打ち付け、秋穂はやれやれと肩を竦すくめ、小夏は両手をグッと胸元に掲げてやる気を示す。異形の仮面を突き合わせて、四人は向かい合った。交わす言葉は最小限でいい。各々が為なすべきことのために、自らの命を握り締めて動き出す。

　春樹は、手のひらに載ったちっぽけな命を、拳の中に握り込んだ。

　──鳥と羽ば春樹に残された命はあと、七日。

　その命全てに、導火線を結び付けた。
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「なにがどうなってんのよ」

　突如として出現した影の大樹。先程まで交戦していた砂の巨人を遥はるかに凌しのぐ巨大さだ。

　特務課に立ち去った砂の巨人を追う余力はなく、自らの身を守るのに手一杯だった。

　そこかしこに広がった影が、唐突に牙を剥むく。それは鞭むちであったり、槍やりであったり、沼であったりと多種多様な凶器で隊員を襲っている。もはや人類の手には負えない災厄だ。

　美み春はるは全隊員に撤退を通達する。耳に届いたところでどうこう出来るものではない上に、言われずとも背を向けて逃げ出す者もいる。その背中を影が貫つらぬくのが、見えた。

　美春は隊員を刺し貫いた影の枝を目掛けて発砲するが、まるで手応えがない。そして、その枝は茶ちや碗わんでも投げ捨てるように隊員を投げつけてきた。美春に向けて、だ。

　美春は投とう擲てきされた隊員を全身で受け止め、下敷きとなる。隊員が身に着けた防護服も今ではただの重りに過ぎない。押おし退のけるのにも一苦労だ。

　ようやく隊員の下から抜け出せたと額を拭った矢先、足元に真まっ直すぐに伸びた影に気付いた。美春が頭上を見上げると、そこには刃先をこちらに向けた影が伸びていた。

　空にも影が出来るとは、奇妙な話だ。

「やっべえ」と、自らの死を飾るには緊張感のない言葉を美み春はるは呟つぶやいた。

　その時、影の上から、もう一つの人影が降ってきた。その人影は片足を大きく振り上げると、美春の眼がん前ぜんに迫った影を力一杯に踏みつけた。瞬間、ドカンと爆発が起きた。

　美春は突如吹き荒れた爆風から咄とつ嗟さに顔を庇かばった。やがてゆっくりと目を開くと、美春を襲った影は、ブーツの底で踏み潰され、アスファルトの上で炭になっていた。

　美春の目の前には、『カツアゲ仮面』が立っていた。

　彼は舞い上がったフードを手で押さえ、踏み潰した影をさらにグリグリと地面に擦こすりつけていた。そしてそれで役目は済んだとばかりに、彼はそのまま立ち去ろうとするのだ。

「待ちなさい！」

　美春が拳銃を構えると、カツアゲ仮面は背中を向けたまま両手を挙げた。

「一体なにが起こってるの！　あなたはなんで……、ブレイズマンはどこ！」

『……こんなときでもスーツ着てんのな』

「なんの話？　そんなことより──」

『あんたらのヒーローは今、俺のダチが助けに向かってる。だからお巡りさんはさっさと帰りな。怪物退治は、怪物に任せとけ』

　そう言ってカツアゲ仮面は、背中に向いた銃口などお構いなしに駆けて行った。

　彼が向かった先には、砂の巨人の姿もあった。襲い来る影を大波小波と退けている。

　それが美春の目には、影に襲われている隊員達を庇っているようにも映った。

　そしてそれはきっと、目の錯覚などではないのだろう。カツアゲ仮面に馴な染じみのある面影を見たのもあるいは……。いや、今考えるべきことは、今自分がすべきことだけだ。

「全隊員に告ぐ。これより攻撃目標は影の《フォールド》一体。ブレイズマンが復帰するまでの時間稼ぎに専念して！　間違っても彼らの背中を撃つんじゃないわよ！」

　美春はそう通達すると、自らも拳銃に弾を込めて戦場に飛び込むのだった。
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　外の音が遠い。外では他ひ人との声や銃声が響いているはずだが、それらの音が壁に阻まれているかのように聞こえる。それはここが屋内だからというのもあるだろうし、黒ずんだ肉壁に覆われているからでもあるのだろう。ビルの窓枠からはミチミチと影が外に飛び出しており、ビルの中もミチミチと窮屈だ。まるで怪物の胃袋の中にでもいるようだった。

『こなっちゃんにはさ、一つ謝りたいことがあったんだよね』

　小こ夏なつは、ブレイズマンを探して先程のビルにやって来ていた。

　秋あき穂ほは小夏の両肩にそれぞれ手を乗せ、胸に引き寄せるようにして後ろに立っている。窮屈に感じるのは、彼女と密着しているせいもあるのかもしれない。

『君がハルと喧けん嘩かすることになったのは、元はと言えば私が焚たきつけたのが原因なんだよね。ブレイズマンと戦うのだって怖かっただろうに、ごめんね』

『……ううん。アキちゃんが背中を押してくれた時、嬉うれしかった……』

　秋あき穂ほとは昨日も色々と話したが、まだ、少しぎこちないところがあった。でもその窮屈も、今ではそう悪くないと思える。小こ夏なつは秋穂の胸に背中を寄せた。

『……私も、いっぱい謝りたいこと、ある……』

『そっか。それはまた今度聞かせてもらおう。時間ならいっぱいあることだしね』

『……うん……』小夏は頷うなずき返しつつも、辺りを見渡した。

　廃ビルの五階。床は完全に崩落しており、コールタールのように流れ込んだ影が穴を塞いでしまっていた。だが、この底の底に彼がいることは間違いない。

　小夏が崩落に巻き込まれそうになったとき、ブレイズマンはこの場で救い出してくれたのだ。小夏は彼の居場所に当たりをつけ、秋穂を振り返った。

『あの二人が陽動を買ってくれているとは言え、本当にやるつもり？』

『……私が、やらなきゃ……今度は私が、助ける番……』

『君にそこまで言われたら、私も覚悟を決めなきゃね。いいとも。こうなれば何ど処こへでもお供しましょう、マイフェアレディ』

『……ん、ありがとう。アキちゃん……』

　ブオン、と音が鳴り、目に映る景色は真っ暗な空間から、真っ暗な空間へ。妖しく蠢うごめく怪物の体内には変わりなかったが、正面をわずかに見上げた先に、彼はいた。

『……見つけた……！』

　しかしその距離が遠かった。蜘く蛛もの巣のように絡み合った分厚い影が何層にも編み込まれていて、そのわずかな隙間から覗のぞき見みることしか出来なかった。小夏は声を掛けるが、返事はない。彼は影の牢ろう獄ごくに囚とらわれたまま、気を失っているようだった。

『映画とかでさ、赤外線トラップみたいなのあるよね。お宝を厳重に守るやつ』

　唐突に秋穂がそう口にした。小夏は頷いた。

『お宝を守りたいならさ、そんな遊び心を持たせずにその赤外線で壁を作ってしまえばいいのに、って思って観みてたけど。こうして見ると如い何かにも罠わなって感じだね。パッと見突破不可能に見えるけれど、手を伸ばせば届きそうっていう、もどかしい感じ？』

『……アキちゃんなら、どう……？』

『無理かな。ああもギュウギュウに肉詰めされちゃあ、私の腕じゃ届かないよ』

『……そっか。じゃあ、私が手を伸ばす……』

『ほらこれだ』

　秋穂は呆あきれたと嘆息し、それでも、いつでも撤退出来るように小夏の後ろで見守ってくれている。小夏は背中のチャックを開き、網目を通すための枝を取り出した。

　かつては友達に牙を剥むいた枝の先端を、恐る恐ると穴に通していく。怪物が鼓動を鳴らす度に影が脈を打つ。それらに触れないよう、気付かれないようにと緊張が走る。こっちでいいのかな、それともこっちの隙間を縫ってと彷徨さまよわせる。歩みはトロく、迷ってばかりの道筋だけれども、それでも少しずつ、少しずつ枝を伸ばしていった。

　子供の頃から憧れ続けた、ブレイズマンの太陽みたいな輝きを取り戻すために。

　そのために必要な活路は春はる樹きが示してくれた。小こ夏なつの体内には、ブレイズマンが預けてくれた三年分の命がある。それを今度こそちゃんと返すのだ。

　小夏の伸ばした枝が、ジリジリとヒーローの元に伸びていく。それが今、届いた。

『……起きて、ブレイズマン……！』

　突如、周囲の影が大きく蠢うごめいた。それは振動で腹を鳴らし、体内に忍び込んだ違和感に気付いた様子だった。その瞬間、足元がドクンと跳ねた。不意のトランポリン体験に体勢を崩した小夏と秋あき穂ほは、二人して尻餅をついてしまう。

『っ、流石さすがにバレたか。こなっちゃん、跳ぶよ！　ブレイズマンに繋つないで！』

　小夏は頷うなずこうとした。ブレイズマンの胸に突き刺さった枝は、小夏から命を送り届けるパイプラインであると同時に、秋穂が引き上げるためのアンカーでもあったのだ。

　だが、先程の振動のせいで、その先端がすっぽ抜けてしまっていることに気付いた。

『……待って、まだ……！』

　小夏は秋穂の手を振り切って、慌てて立ち上がった。

　直後、二人の合間に幾つもの影が突き立った。小夏は目の前の壁にべちん、と顔から衝突する。振り返るとそこにもまた影の壁。秋穂はその向こう側だ。

　小夏は一人、影に囲まれた空間に取り残されてしまった。一人分の幅しかない。それは徐々に狭まっている。それでも、小夏は自分が果たすべき役割と向かい合った。

　再び枝をブレイズマンと繋ぎ、チップを彼に注ぎ込む。早く早くと自身を急せかしながら、凶器を研ぐ背後の物音に気付かないようにしながら、今まさに閉じようとする網目を握り締め、蓋を閉ざそうとする一本道の先を見据えながら、小夏は叫んだ。

『……起きて、ブレイズマン……っ！』

　プツリ、と細い枝が折れた。視界は閉ざされ、一筋の光も届かない闇が小夏を包む。

　しかし、小夏は感じていた。分厚い壁を隔てていてもなお伝わる温かさ、暗闇を朱あかく染め上げる業火の体温を。小夏は見た。曇天が晴れるように、朝日が昇るように、視界を覆い尽くしていた絶望が道を開ける瞬間を。──そして、小夏は聞いた。




「ウェイクアップ！　私ィィいいいいッ！」




　太陽が目覚める咆ほう哮こうを。
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　銃声が地上に響く。

　自身に迫り来る影を押おし退のけるためだけに、隊員は銃弾を空にばら撒まいていた。

　チャリン、チャリン、と影からチップが零こぼれ落おちるが、ただのヒトにとっては無力感を増幅させる不可解でしかない。血でも噴き出してくれた方が心の支えにはなっただろう。

　だが、突如宙に湧いて出た濁流がそれを掠かすめ取とった。

『がっはは、大量じゃい！　恵みの雨だぜこいつはよ！』

　冬とう也やは、隊員達が影から宙に巻き上げたチップを砂の内に呑のみ込こみながら、縦横無尽に地上も空も駆け回り、影に襲われた隊員を見るやその盾となり、影を撥はね除のけていた。

　怪物と怪物。どれが敵かも分からない。隊員は銃口を砂に向け、やめた。

　そして影と砂とが踊る戦場を、春はる樹きは駆け抜ける。

『独り占めしてねえで俺にも寄よ越こせ！』

　春樹は地上に降り注ぐチップを手で掬すくい取とり、拳に握り込んだ。

　突き穿うがたれる槍やりを躱かわし、脇を通り抜けていった柄にチップを張り付けて起爆する。横よこ薙なぎの鞭むちがあれば屈かがんですり抜け、正面から斬りつける剣があれば爆風を以もつて蹴り上げる。

　春樹は限られた寿命を節約すべく、命を現地調達しつつもアポトーシスと交戦する。

　防戦一方を強いられている戦況だが、本来の目的を思えばそれでいい。だが、奴やつは不意に動きを止めた。どうやら腹の中に忍び込んだコソ泥の存在に気付いたらしい。

『冬也、肩貸せ！』

　そう叫ぶなり、春樹は駆け出した。

『よし来た！』

　ザザッと押し寄せる波の音を背後に聞きつつ、跳び上がる。すると浮いた足元を下から掬すくい上あげるように、砂が足場を作って支えてくれる。

　砂の波乗りとは貴重な体験だ。この経験を活いかして今年の夏はサーフィンにでも挑戦するか。そんなことを春樹は考えつつも、すぐさま砂のボードを手放して飛び降りた。

　遅れて、パァン、と影と砂とが衝突した音が後ろで響いた。

　冬也に送ってもらったはいいが、大樹の頂上まではまだまだ遠い。春樹は手ごろな位置に生えていた影の上に着地すると、そのまま枝の上を疾走する。

　目指す場所は別に大樹の天てつ辺ぺんでなくてもいい。奴の気が引ければ十分だ。

『余よ所そ見みしてんじゃねえぞ、アポトーシス！　てめえの相手は俺だろうが！』

　五、六階分の高さまで辿たどり着つくと、春樹は宙にチップを放って幹を殴りつけた。途端に奴はのた打ち回り、視界を飛び回る蝿はえを手で払うように春樹を薙なぎ払はらった。

　その勢いのままに春はる樹きは高度をさして落とすことなく、別の廃ビルへと放り込まれた。

　春樹は痛みに呻うめきつつも、腕を突いて身体からだを起こす。ここは恐らく四階か五階。奴の攻撃に遭ったためかビルの壁面にはぽっかり穴が空いていた。その穴が無ければ今頃は壁に打ち付けられてミンチになっていたかもしれない。それくらいの衝撃だった。

『痛……ッ、マジで死んじまう……』

　春樹は身体を引ひき摺ずりながらも歩いていき、壁面に空いた穴から外を覗のぞき見みた。

　そして、春樹は見た。

　大樹の幹に黄金色に輝く亀裂が走った。そして開いた亀裂から、何者かが飛び出した。

　太陽の飾りが付いた黄金マスクに、真紅の瞳。真っ赤なタイツに金糸のマント。

　空を覆い尽くすほどの日傘の下にあって、夜を掻かき消けすほどに強く輝く太陽。

　──ブレイズマン。

　彼の腕に抱かれた小こ夏なつが遠目に見えた。お姫様抱っこだ。悔しいが、様になる。

『……はは、やったじゃねえか。小夏』

　それから春樹は、彼の雄姿を目に焼き付けようと、その場に座り込んだ。

　戦いに赴くヒーローの姿には目を奪われた。そしてふと、妙な物悲しさも覚えるのだ。

　空に瞬くブレイズマンの戦いを眺め、ああ、花火に似てんだ。そう春樹は思った。
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　ブレイズマン。それは本来の名前では無い。まあ、当然だ。

　証明書代わりの名刺には天てん道どうオムと書いてあるが、その姓も言ってしまえば借り物だ。

　オム。それだけが自身を示す名前だった。それだけが自身の役割を示すものだった。

　生きた年月は覚えていない。ヒトのそれと異なる時間を歩んできたことだけは確かだ。

　だが、この十四年の記憶はハッキリと心に焼き付いている。

　それは天道オムとして過ごした時間であり、ブレイズマンとして在り続けた時間。

　叶かな芽めと出で逢あい、命を授かり、陽ひ菜なの父として生きた何物にも代えがたい人生だ。

　それを惜しいと思うのは何な故ぜだろう。それが永遠では無いと知ってしまったからだ。

　命あるものには必ず終わりがある。そんな当たり前の事実が、今更ながらに頭をよぎる。

　残された命はあと、三年。それだけの年月があれば十三歳の娘も高校生になっている。

　そう思うと、途端にこの時間が惜しくなる。だが、この命は一度手放したものだ。

　アポトーシスという巨悪を討つために。そのために、一人の少女が繋つないでくれた灯ともし火びだ。

　ブレイズマンというヒーローに託された想おもい。それは確かに、受け取った。

　最期のその一瞬まで、自分は太陽で在り続けるのだ。

　大樹の中から生還を果たしたオムは、少女を抱え地上に降りた。

「桃色少女。キミの声はしかと聞いた。後は私に任せたまえ」

『……ブレイズマン、頑張って……』

　オムは少女の声援に頷うなずくと、再び空へふわり飛ひ翔しようする。少女の元には『運び屋』が駆け付けていた。彼女に任せておけばすぐに退避してくれることだろう。

　オムは上空から、一帯の景色をぐるりと見渡した。

　アポトーシスが樹海のように広げた影の領域は、辺りの廃はい墟きよ群を黒く染め上げていた。

　そして頭上には光を閉ざさんと樹冠の傘が差してある。それら全てが奴やつの肉体であり、奴の胃袋であり、奴の武器となる。『日傘の魔女』の決死の抵抗だ。

「心臓を潰されてなお、まだ生に固執するか。アポトーシス」

　アポトーシスはなにも答えない。ただ、森がざわめいた。

　地上から、空から、影が一斉に襲い来る。

「ああ、決着をつけよう。私が貴様を終わらせてやる」

　オムは、己に残された命に炎を灯ともした。それは燃え尽きるまでこの身を動かす薪まきとなる。

　可燃物質の大量投下に、全身に黄金色の焔ほのおが滾たぎる。それはまさに太陽の如ごとく。

　上下左右から迫り来る影は、両腕を振り払うことで燃え尽きた。

　アポトーシスに動揺が走る。より一層の猛攻で、オムを掻かき消けさんと影を放った。

　それは矢となり、剣となり、槍やりとなり、鞭むちとなり、牙となり、爪となり──。

　オムは空を飛翔することで攻撃を次々と躱かわし、すれ違い様に影を引き裂いていく。

　触れた傍そばからチップが迸ほとばしり、奴が再びそれを喰くらう前に焼き尽くす。チップがある限り奴は何度でも蘇よみがえる。銀に煌きらめく命の欠片かけらは、片っ端から砕いて壊す。だが、全てには至らない。触れて壊すのでは遅過ぎる。ならば最速で、アポトーシスの命を絶つのみだ。

　オムが向かって来るのを悟り、奴は視界を覆い尽くすほどに影を展開した。

　それは甲となり、盾となり、壁となり、柱となる。濃く、密に固まった影は強固な城塞のようだ。奴の生存本能に押し戻されたオムは、再び空に飛び上がる。

　上へ、上へ。影の天蓋が空を覆っているが、根こそぎ刈り取る。視界が青く開けた。

　天にまで昇ったオムは遠くの街並みを見やった。自分が守るべき景色を心に刻み付ける。

「アポトーシス。貴様が喰らったその命、今度こそ天に還かえしてもらおう」

　オムは地上を見下ろした。真紅の瞳に炎が宿る。

　牙のように研いだ右の掌てのひらを引き絞り、左手の先に斃たおすべき敵を見定める。そして、そのまま地上へと墜おちていく。重力の力を借りて加速する。下へ、下へと。

「──ＳＥＩＺＥサイズ　ＴＨＥザ　ＤＡＹデイ！」

　天から降り注いだ流星は、幾重にも張り巡らされた影をも穿うがつ。

　影の中を突き進んで、突き進んで、そこにアポトーシスの素顔を見た。

　直後、影の大樹はピシリ、と静止した。

　やがて、過ぎ去った時を思い出したかのように、パラパラと影が枯れ始めた。

　天も地も、アポトーシスが周囲に根を生やした偽物の命は自然と共に死んで逝く。

　それは絶命の音を奏でることも無く、ただ、霞かすみのように解ほどけていった。

　影の大樹は、樹海もろとも消きえ失うせた。
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　春はる樹きは、アポトーシスが塵ちり芥あくたとなって消えるのを見た。

　そして廃ビルの屋上から顔を出したブレイズマンの姿に、地上からは歓声が上がった。

　そこには友人の姿もあった。冬とう也やは隊員達に交じって雄たけびを上げ、小こ夏なつと秋あき穂ほは肩を抱き合って喜びを分かち合っていた。

　黒く濁ったアポトーシスの残骸は、勝利を祝福するパーティクラッカーのようだった。

『テンション高たけえな、あいつら』

　春樹としてもここから地上に向けて小銭をばら撒まきたい気分だったが、巨悪が打ち倒された今、自分達は悪の残党に過ぎない。人知れず消えるのが華というものだろう。

　そう思い、春樹は振り返った。と同時に足を止めた。

　そこに立った人影に気付いたからだ。ゆらりと影が揺らめいた。

　その直後、ドスッ、と影が春樹の胸を貫つらぬいた。

『……ッ、ぐぶ！』

　仮面の口から血が噴き出した。突然の衝撃に、脳みそはパニックを起こして跳ね回っていて、視界もパチパチとスパークしている。だが、その姿ははっきりと見えた。

「何ど処こへ、行くつもり？」

　暗がりから姿を現したアポトーシスは、春樹を前に歪ゆがんだ笑みを浮かべた。

　奴やつの身に纏まとった喪服はもはや布切れと呼んで差し支えない有様で、ベールを脱いだその表情は憔しよう悴すいし切っていた。妖しい光を帯びていた深紅の瞳は淀よどみ切っていて、艶つやのある黒髪は傷んでいた。艶麗とした雰囲気を纏っていた魔女の面影はどこにも無い。

　胸を貫いた痛みよりもなによりも、奴が未いまだ存在していることへの困惑が先にあった。

『アポトーシス……お前まだ、生きてたのかよ……流石さすがに、しつこいぞ……』

「……それは違うわ。貴方あなたが、私を生かすのよ」

　春樹はチップを一枚右手に取り出した。が、アポトーシスの足元から宙に躍り出た影が春樹に右腕を掴つかみ上あげ、その爆弾を払い落した。そして影は左腕にも同様に絡みつき、逃げ出そうとした足を縛り、首を絞め上げた。胸には、依然として影が突き刺さっている。

　影が心臓に触れている感触がある。そして、命を吸い上げられている感覚も。

『……俺から命を奪って、生きようってか……？』

「言ったはずよ。貴方あなたが約束を果たせなかった時には、私が貴方を殺す、と……」

『支払い期限には……、まだ間に合うだろ？　だからもう少し、待ってくれよ……』

「……その必要はないわ。貴方の命は、一滴残らず私が貰もらう……貴方の命は、私が代わりに遣ってあげるわ。貴方はここで、死ぬのよ……」

『……ブレイズマンは、どうする……お前じゃ勝てないだろ。手を貸してやろうか？』

「放っておいても、彼はもうじき死ぬ。太陽が沈み逝くのを待ってから、私は再び人々の前に現れるわ。彼の死は無駄だったと、犬死にだったと、人々は悲嘆に暮れることでしょう。あの死神が死んでようやく、私の人生が始まるのよ」

　アポトーシスは口端を歪ゆがめ、心底嬉うれしそうに顔を綻ばせていた。春はる樹きから命を奪い取ることで死の危機を脱し、細胞の一つ一つに染み渡る生命力が彼女に生の実感を与えているのだろう。

　一体彼女がどんな人生を歩んできたのかは知る由もないが、今見せている必死の表情こそが本性なのだろうと思うと、彼女の中に人間味を感じずにはいられない。

　だが、目の前の怪物だけは何に代えても殺さなくてはならない。そう決めたのだ。

「貴方を殺した後は、次は貴方のお友達ね。貴方が帰らぬ人になったと知った時、彼らはどんな顔をするのかしら。そうして一人ずつ殺して、一人ずつ死を積み上げる。他ひ人との死を目の当たりにして、自分の死に恐怖するのよ。貴方の命は、そのためだけに遣うわ」

『……悪いな。この命の遣い道は、とっくに……考えてんだよ』

　そこで初めて、アポトーシスは異変に気付いた。啜すすったスープの中に砂利を噛かんだような、足裏で撫なでた砂浜にガラス片が混じっていたような、些さ細さいな異物感に。

　それは痛みを伴って初めて気付く違和感だ。しまった、と思ったときにはもう遅い。

　アポトーシスは、自身の命と溶け合った異物に顔をしかめた。

「……貴方、まさか！」

　鉄仮面の瞳が白く、強く揺らめいた。全ての〝命〟に結び付いた導火線に火が点ついた。

　春樹は左右で吊つり上あげられた腕に力を籠こめ、中指をピンと立てた。




『──オールインだ、クソ野郎』




「な、待っ……！」

　瞬間、アポトーシスが取り込んだ全てのチップが起爆した。

　懇願も断末魔も掻かき消けして、渾こん身しんの大爆発がアポトーシスの姿形を消し飛ばした。

　春樹はアポトーシスとの最終決戦に臨むとなった瞬間、いつ命を奪い取られてもいいように、自らの寿命を全て爆弾に換えておいた。それをまんまと奴やつは飲み干した。

　腹の内で膨れ上がった爆炎からは逃れようもない。アポトーシスは、死んだのだ。

　春はる樹きは魔女の最期を看み取とると共に、自らも爆風に煽あおられ、屋外へと弾はじき出された。

　地上へと落ちていく春樹の周りには、キラキラとチップの残骸が散っている。それはまるで散りゆく桜のような、儚はかなくも、確かな時間の巡りを感じさせる風景だった。

　春が過ぎれば、夏が来る。その夏を共に迎えることは出来ないが、その背中を押してやることくらいは出来ただろうか。自らの死を前に春樹の頭をよぎったのは、二割が家族のことで、三割ほどが友のこと。そして残る五割は小こ夏なつのことだった。

《フォールド》が死んだ後にはなにも遺のこらない。寿命の尽きた怪物は、最期には灰となって消え去るのみだ。そして当然それは、春樹が迎える結末でもあった。

　自分の身体からだがサラサラと空気に散っていく。だが、不思議と恐怖はなかった。

　春樹はその光景を心に留とどめ、そっと瞼まぶたを閉じた。

　瞼の裏は、存外明るかった。空にまだ太陽が昇っているからかもしれない。その赤い光はどんどん大きくなり、自分は今むしろ空に昇っているのではないかと錯覚した。

「──まったく、キミという男は」

　迎えに来た天使にしては、むさ苦しい男の声が聞こえた。

　それもきっと、ただの錯覚だろう。






エピローグ






　七月に入った。じめじめとした梅雨の季節は律儀なことに、この街にも到来していた。

　ここ一週間ほど降り続いていた雨も今日は珍しく止やんでいて、旭あさ日ひ市しの空は朝から晴れていた。一週間ぶりに出た屋上は、水みず溜たまりが浮かんでいることは無かったが、地べたに座ると流石さすがに尻が濡ぬれた。小こ夏なつがレジャーシートを後から広げるのを見て、そんな物があるなら早く出せ、と頬ほおをつねった。どうしても屋上でランチを楽しみたかったのだろう。

　いつもの日常。いつもの風景。

　春はる樹きは埠ふ頭とう高校の屋上から、遠くに見える街並みを見下ろしていた。身を乗り出す格好で柵にもたれかかり、すでに飲み終わった紙パックを、咥くわえたストローの先でぷらぷらとさせ、特に意味もなく物思いに耽ふけっていた。

「暇だねえ」

　つい、そんな言葉が口をついて出る。

「なんだよハル。暇してんだったら、部活でもなんでもやりゃあいいだろ」

「あはは、ハルに団体行動なんて出来るわけないだろう」

「……ハル、部活するの……？」

　などと呟つぶやく友人の声も、どことなく気け怠だるげな気配を漂わせていた。

　アポトーシスが死に、春樹達四人は《フォールド》の役目から解放された。魔女の徴収に追われることは無くなり、生きるためにせっせと命を稼ぐ必要も無くなった。

　俺に残された命は──、といつもの癖で数えそうになり、止めた。

「でもま、こうやってダラけてばかりいるのも、なんか罪悪感があるよね」

「俺は父ちゃんの手伝いがあるからな。そうでもねえぞ。朝練は無くなったが、早起きはしなきゃならねえし、帰ったら店番があるしな」

「それを言ったら私だって雑誌の撮影があるし、これまでお預けしてたファンの子達への埋め合わせもしなくちゃならないし、言うほど暇ではないかな」

「……もうすぐ、テストもある……」

　小夏がそう呟くと、秋あき穂ほも冬とう也やも思い出したように溜ため息いきを吐ついた。

「でもこうしているとさ、なんだか時間を無駄にしてるなあって、ふと思うんだよね」

「つっても、今日明日で死ぬわけじゃねえからなあ。あの姉ちゃんが落っことしたチップはブレイズマンが粗方灰にしちまったが、そのおこぼれだけでも十分に生きていける」

「そうじゃなくてさ。折せつ角かく生き残ったのに、私達はこれでいいのかなって」

「良いも悪いも、俺達はこのために戦ったんじゃねえか。なら、良かったに決まってる」

　秋穂自身もなにが引っ掛かってるのか分かっていない様子で、頭を捻ひねっている。

「……でも、今を大切にしたい気持ちは、分かる……」

「そうだよ、それそれ。流石さすがはこなっちゃんだ。私の言いたいことが分かってる」

　よき理解者を得た、とばかりに秋あき穂ほは小こ夏なつの手を握って喜んでいる。どうやら彼女達は仲直り出来たようだ。むしろ以前よりも、その距離は近くなっているのかもしれない。

「でもハルだって、あれからずっと腑ふに落ちない顔してるよね。本来なら死んでたかもしれないんだよ？　生きててよかったー、って万歳くらいしてもおかしくはないのに」

　秋穂が言うと、小夏もその隣でこくこくと頷うなずいている。

「ああ、そうだよ。俺はあの時死ぬはずだった。死んだとも思った。だから、こうして今生きてることに実感がねえんだよ。ただ、あいつに生かされたってだけだ」

　聞けば冬とう也や達は、アポトーシスが零こぼした命を拾い集めていたようで、今では数十年単位の寿命を保有している。春はる樹きもそのおこぼれに与あずかった身だ。

　しかし腑に落ちないのは、ブレイズマンがその不正を見過ごしたことだ。

　春樹が目を覚ました時、彼の姿は何ど処こにもなかった。代わりにあったのは、安あん堵どの表情を浮かべて見下ろす仲間達の姿だ。心配されたり、怒られたり、わんわんと泣いて抱き着かれたりと、とかく居心地の悪い目覚めだった。

　彼らが語るには、どうにもブレイズマンが助け出してくれたらしかった。ビルから落ちていく春樹の身体からだを抱え、自分達の元に運んで来てくれたのだと。そして彼らがチップを手に取るのを見てもお咎とがめ無しで、怪物達を置いて、その場を立ち去ったそうな。

　そんな都合のいい話があるだろうか。

「……ブレイズマン、あんたはなんで俺を助けたんだ」

　柵に寄り掛かりながら、春樹は空を見上げた。当然ながら答えは返ってこない。そこにあるのは太陽だけだ。何な故ぜそれを見て、彼の姿が頭に思い浮かぶのか。

「結局、ブレイズマンってのは何者だったんだろうな？」

　同じように太陽を見上げていた冬也が、そんな疑問を口にした。

「それは、《フォールド》じゃないの。チップは盗とってなかったみたいだけど、あれだけ無む茶ちや苦く茶ちやなことが出来るのはそれくらいだ。君達だって、そんなこと言ってたじゃない」

「まあな。それに、マスクも被かぶってるしなあ」

「それが関係あるかは分からないけど。少なくとも、普通の人間ではないだろうね」

「まあな」と冬也は顎を掻かく。「でもよ、あいつ見てるとそれも分からなくなってくんだよな。それ以外の可能性もあるんじゃねえかって」

「それ以外って。テレビの見過ぎだよ。まさか君まで彼のことを神様だとか言うつもり？」

「もしもあれが神様だったとしても、不思議と納得出来ちまうんだよなあ」

　冬也が腕を組んで頷くのを見て、また馬鹿なことを言って、と秋穂は呆あきれていた。

　話に尾ひれが付くことはままあることだ。ブレイズマンとアポトーシスとが繰り広げた激戦もまた、これまでの例に漏れず、メディアで大きく取り上げられることとなった。

　巨悪を力業でねじ伏せる彼の雄姿はまさに神の鉄てつ槌ついを連想させ、『彼は人類を救済するために現れた神か？　それともヒーローか？』。そんな謳うたい文もん句くで世間を騒がせた。

　正義のヒーローが一躍神様だ。馬鹿らしくて笑えてくる。

　しかし、そんな誇大広告もすぐに新しいニュースの陰に消えてしまった。

　そのニュースはある日突然、お茶の間に流れた。

　ＳＮＳを駆け巡り、ラジオでも新聞でも速報として知れ渡った。彼が完全無欠のヒーローではなく、ましては万能の神様でもないことを知らしめる一つの真実。それは──。

「馬鹿言え……。本当に神様だったらあいつは、今頃墓の中に眠ったりしてねえよ」

　それは、天てん道どうオムの死を告げる訃報だった。

　数日前、彼の妻を名乗る女性が記者会見を開いたのだ。

　彼には愛いとしの娘と、愛した妻がいる。料理が上手で家事もこなしてくれる。仕事熱心で、子育てには真摯に向き合い、穏やかに笑い、悪に怒り、正義に苦悩し、深く人間を愛した、一人の人間だったのだと。そして、一人の人間として生を全うしたのだ、と。

　テレビ越しに見た天道叶かな芽めは、真まっ直すぐな瞳をした人物だった。

　ああ、きっと彼女は誰よりも彼の理解者であったのだろうな、と心で分かった。

　誰もが彼の死を悲しみ、涙し、彼の退場を惜しいと思った。

　だからこそ春はる樹きは思うのだ。なぜ、彼は生き残る道を選ばなかったのかと。

「俺を助けてる暇があるんなら、チップの一枚や二枚、懐に仕し舞まっちまえばよかったんだ。それくらいのズルしたって、バチは当たらねえだろうに」

　それは独り言のようなものだったが、「……多分……」と遅れて小こ夏なつが呟つぶやいた。

　春樹は小夏に顔を向けた。冬とう也やと秋あき穂ほも同様に彼女の言葉を待っている。その中で小夏は、手探りながらも自分の考えを口にした。

「……多分、裏切りたくなかったんだと思う……みんなの、期待を。……みんなが憧れるブレイズマンっていう、太陽を……守りたかったんだと、思う……」

　それから小夏は、なぜか春樹を見上げて言った。

「それが、ヒーローだから」

　そして照れ照れとした表情で、顔を背けるのだ。

「……なんだよ、そりゃあ。理由になってねえよ」

　春樹がぶっきらぼうに突っぱねると、冬也も秋穂も、含みを持たせた顔をしているのに気付く。にやにやと、脇腹を小突くような眼まな差ざしだ。居心地が悪いことこの上ない。

　と、そこで予鈴のチャイムが鳴った。

「やべえ、次の授業体育じゃねえか！　まだなんも用意してねえぞ！」

「おっと私も行かないと。王子様が不良に感化された、とか言われかねないしね」

　そうして二人は、それぞれのペースで屋上を去って行った。

　残ったのは春はる樹きと小こ夏なつ。小夏は今頃になって弁当の片付けをし始めており、急いでいるせいか風呂敷を結ぶのにも手間取っている。そして困った顔で春樹を見上げるのだ。

「ったく」春樹は頭を掻かいて小夏の傍そばに屈かがむと、レジャーシートを畳むのを手伝った。

　すると、彼女は春樹の耳元に顔を寄せ、片手でメガホンを作って囁ささやいた。

「……ありがとう、ハル……」

　今までに何度も聞いたモスキート音。だと言うのに、そのたった一言が特別な色味を帯びているように感じた。ただの錯覚、ただの錯覚だ。

　春樹は熱くなった顔を隠すようにして立ち上がると、半歩後ろをぴったりと付く小夏を連れて、退屈な授業に向け歩き出した。

「小夏」

　一分一秒は時と共に過ぎていく。前に進んでも、立ち止まっても、それは変わらない。

　だからこそ考えるべきは、今この瞬間、一分一秒をどう使うかだ。それは見通しの悪い未来に先駆けた先行投資。どのみち命とは消耗品だ。活いかすも殺すも自分次第。

　この手に勝ち取った命の遣い道は、すでに考えている。

「今度デートでもするか」

「……うんっ」

　まっさらのスケジュールに一つ丸が付き、春樹はキンッ、と小銭を弾はじいた。
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　私は空を駆けていた。これほど急いだことは、未いまだかつて数えるほどしかない。

　一度目は娘が生まれた時、二度目は娘が風邪を引いた時、そして今日が三度目だ。

　思い返せば他にも色々と出てきそうなものだが、それらは遠く靄もやに阻まれていく。

　全てのことを投げ打って、果たすべき責任も投げ捨ててきた。正義のヒーローが聞いて呆あきれるな、と内心で苦笑する。それでも、振り返る暇もなく、私は急いだ。

　地上に降り立ち、扉を潜くぐり抜ぬけ、廊下を走り、また扉を開ける。

　そうしてやって来たのは、剣道大会が行われている総合体育館だ。足を踏み入れるや否や、勇ましい声と竹刀の打ち合う音が聞こえた。間に合わなかったか。いいや、まだだ。

　体育館には枠で囲まれた試合場が三つあり、その中央で二人の剣士が互いの剣技をぶつけ合っていた。どちらも面を被かぶっているが、私には一目で娘のことが分かった。

　竹刀を打ち込み、あしらわれ、一撃二撃と押し込まれている方こそが陽ひ菜なだった。

　ボードに掲示された得点表を覗のぞき見みるが、いまいちその見方が分からない。分かるのは、どうやらこれは個人戦らしいということと、それぞれに「コ」と「ド」とポイントが割り振られていること。後は、まだ勝負はついていないということくらいだ。

　応援すべく大声を張り上げようかとも思ったが、それは上う手まく言葉にならなかった。

　他の観客を見渡すと、皆一様に、目の前で繰り広げられる試合経過を固唾を呑のんで見守っていた。声援を送ることも出来ないとは。しかし、ここはその作法に従おう。

　私は客席の後ろに立ち、陽菜の雄姿を見守ることにした。

　陽菜は果敢にも面を狙い、対戦相手が怯ひるんだ隙に一本を叩たたき込こんだ。陽菜はハッと振り返り、私も拳を強く握った。しかし、審判の旗は一本も上がらなかった。陽菜は悔しそうに歯は噛がみし、もう一度対戦相手に向き直る。

　陽菜の頭に血が上っているのは一目瞭然だった。こういう時こそ冷静に。必ずチャンスは訪れる。そうは思っても、彼女にアドバイスをすることは出来ない。歯は痒がゆい思いだ。

　しばらく見守っていると、一つの機会が訪れた。それも相手の方に、だ。

　陽菜の焦った一撃を見逃さず、相手は剣先で陽菜の竹刀を掬すくい上あげたのだ。がら空きになった胴に向け、相手は竹刀を叩き込もうと一歩を踏み込んだ。

　その時だった。両手を挙げ、敗北を悟った彼女の瞳と目が合った。

　その瞬間、陽菜は目を輝かせ、口元を綻ばせ、それはまだ早いと気を引き締める。

　父親譲りの真紅の瞳に、闘志が再燃した。

　対戦相手はすでに竹刀を振り抜いていた。しかし、陽菜は背後にステップを軽く踏むと、空いた隙間に自らの竹刀を構え直した。ガシン、と胴を捉え損なった音が鳴り、相手は踏み込み過ぎた重心に体勢を崩した。──反撃開始だ。

　陽ひ菜なは捻ねじり込むように相手と竹刀とを押し返し、力一杯に踏み込んだ。天高く掲げた竹刀を見て、相手は咄とつ嗟さに面を庇かばう。だが、陽菜がニヤリと笑ったのに私は気付いた。

　それは一瞬だった。陽菜は踏み込んだ脚をさらに前へ、掲げた竹刀を半身に寝かせる。

「……見事だ」

　そこからの一いつ閃せん。

「──胴ぉおおおおッ！」

　バシィンと快音が鳴り響き、陽菜は残身のまま判定を待つ。しかし彼女も、私も確信していた。それは文句のつけようのない一本だった。

　三つ上がった旗に会場の拍手が湧き、試合場の中では厳かな所作で互いの健闘を称たたえ合う二人の姿があり、枠から一歩出たところで跳び上がるように陽菜は私に振り向いた。

　私は娘の奮闘を称え、グッとサムズアップしてみせる。陽菜は必要以上にはしゃぐことこそしなかったが、面の内が透けて見えるほどに輝かしい笑顔で応じてくれた。

　その笑顔こそが、私が命を賭けてでも守りたかったかけがえのない輝きなのだ。




　私の名は、天てん道どうオム。──そして、またの名をブレイズマン。

　この命は今、太陽と共にある。





あとがき




　新人賞受賞のご連絡を頂いたのが、本書の発売日より約一年前。初めはなにか性た質ちの悪いドッキリなのではないか、と疑っていました。いつ「嘘うそだよー」とプラカードを持った仕掛け人が顔を覗のぞかせるのか。内心ビクビクしながらの一年となりました。

　そうは言っても、実はこちらの新人賞に応募したのはこれで三作品目だったりします。

　どれも「アクション映画みたいな小説を書きたい」という単なる思い付きから始まった凡作ではあったのですが、それがようやく書籍という目に見える形で発売されるわけで、これが嬉うれしくないはずが無いんですよね。今更嘘と言われてもこの感動は返しません。

　今日まで、本当にたくさんの人が応援して下さいました。温かい言葉で日々励ましてくれた家族に友人、職場の方々。作品の盛り上げにご協力頂きました某書店様、選考時にお世話になりました審査員の皆様。本書の出版に携わって下さった全ての方々。

　こうして無事刊行の日を迎えられたのは、ひとえに皆様のお力添えあってのことです。

　そしてあとがきにまで目を通して下さっている読者の皆様。まずは本書をお手に取って頂き誠にありがとうございます。皆様は『ＰＡＹ ＤＡＹ』を救って下さったヒーローです。これからもどうぞ、春はる樹き達の行く末を見守ってやって下さい。


達たつ間ま 涼りよう







電子書籍特典　書き下ろし短編







「昔観た映画だとさ」と秋穂が口を開いた。

「銀行強盗がこじ開けた金庫の中には、ピラミッドみたいに山積みになった札束があって、彼らは大喜びでその大金をバッグに詰め込んでいく、っていうシーンがあったんだよね」

「銀行強盗だからな。金を盗まなきゃ話が始まらない」

「山のような札束なんて、フィクションにしか存在しなかったよ。がっかりだ」

　秋穂は一人落胆の色を滲ませながら、二層に積み重なったハンバーガーに齧りついた。

「もしも金庫の中に金があったんなら、アキはどうしてたんだ？」

「そうだね。今頃は誘惑に負けちゃっていたかも。数枚くらいならって」

「……お金盗むのは、よくない……」

　春樹達四人は、全国にチェーン店を構えるジャンクフード店で昼食をとっていた。この後には一仕事控えている。腹ごしらえのついでに段取りの最終確認もしておこう、という趣旨の会だったが、秋穂のせいで早くも脱線しかけていた。

「あのな、俺達は金を盗むために銀行に行くわけじゃねえんだ。お前ら、段取りはちゃんと理解してんだろうな？」

「一応は」と秋穂が頷き、「まあ、なんとかなるだろ」と冬也が頷く。小夏はフライドポテトをちまちまと齧りながら、うーんと思案顔で俯いていた。

　下見は十分。小道具の用意もあるし、立てた計画もそう複雑ではない。しかしどう転ぶか分からないのも事実。大一番を前に、チームの意識がバラバラでは話にならない。

「いいか、お前ら。これはな、あれだよ。さるかに合戦と同じだ」

「カニが銀行に行くんか？」

「違えよ。チームがバラバラだと、成功する物も成功しないって話だ。あれだって一匹のサルをボコすために、四人の登場人物が段取り組んで協力するだろ？　俺達がやろうとしてることは、まさにあれだ。大切なのはチームワークなんだよ」

「随分と可愛らしいたとえ話だね。ハルらしい気もするけど」

　可愛らしいかは分からないが、先程まで俯いていた小夏が食い付いたのは確かだった。

「コードネームを決めよう。そうすりゃあ、少しはチームらしくなるだろ」

「銀行強盗みたいだ」と秋穂が茶々を入れてくる。

「さるかににあやかるとすれば、アキは蜂だな。ブンブンと飛び回ってくれ」

「じゃあ冬也は臼かな」「なら小夏が栗か」「……ハルは、えっと……牛の……」

「牛の糞」と、秋穂と冬也が声を揃えて笑う。小夏は自分が言った訳でもないのに、耳を赤くして目を逸らしていた。牛の糞だって大事な役どころだというのに、失礼な連中だ。

「そういうとこだぞ、お前ら。……さるかにの話は忘れろ。却下だ」

　そう言えば、当事者であるはずのカニは一体なにをしていたのだったか。そんな無駄話に時間を費やした後、春樹達はその足で銀行へと向かった。
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